


はじめに

日頃より、弊社フリーダイヤル、ナビダイヤルを始め、

弊社サービスをご利用いただき誠にありがとうございます。

弊社では、お客さまの「Global ICT Partner」として、

お客さまの経営課題の解決に向け総合的にサポートさせていただく所存でございます。

今後ともご愛顧いただきますよう、心よりお願い申し上げます。

本マニュアルは、カスタマコントロール業務、トラヒック照会業務およびトラヒックレポート業務

の操作方法を解説した手引書です。

カスタマコントロールは、お客さまご自身で各種機能を設定していただくサービスであり、

トラヒック照会業務およびトラヒックレポート業務は、

利用状況データを抽出していただくサービスですので、

セキュリティを確保するためにも、本マニュアルやオペレータID・パスワードなどを

他人に開示したり、複写配布するなどの行為は決して行わず、厳秘としてください。

フリーダイヤル、ナビダイヤルを十分にご活用いただくため、

お使いになる前に本マニュアルをよくお読みいただき、

最適なサービスのご利用をお願いします。

201７年 4月

NTT コミュニケーションズ株式会社
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時間外・受付先変更設定は、「時間帯パターン」と「スケジュール」の2つを組み合わせて設定します。

1日のスケジュールを、1分単位で10時間帯まで設定できます。

時間帯パターン

時間帯パターン01 時間帯パターン02

時間外案内
ガイダンス1

通常受付
時間外案内
ガイダンス1

時間外案内
ガイダンス2

受付先変更
06XXXXXXX2

時間外案内
ガイダンス2

00：00 00：0009：00 09：0018：00 18：0024：00 24：00

10時間帯まで設定できます

1時間帯 2時間帯 3時間帯

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

時間帯
パターン02

時間帯
パターン01

時間帯
パターン01

時間帯
パターン01

時間帯
パターン01

時間帯
パターン01

時間帯
パターン02

上表のように時間帯パターンを
設定する場合、＜曜日スケ
ジュール＞を設定します。

スケジュール設定の可能なメニューとスケジュールの優先順位については、P92を参照してください。
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◆次の照会例で、スケジュールを照会する方法について説明します。

時間外・受付先変更設定（着信番号単位）のスケジュールを照会します。
サービス番号「0120XXXXXX」　着信番号「03XXXXXXX1」
＜曜日・祝祭日スケジュール＞と2011年10月の＜カレンダースケジュール＞を照会します。

照会例

手順 ～ はP36の『スケジュール
を変更する』を参照してください。

＜スケジュール情報＞から「2011年
10月」のボタンをクリックします。
（画面A）

➡2011年10月のカレンダースケジュ
ールが表示されます。

カレンダースケジュール設定のあ
る月は、ボタンが青色で表示されます。

必要な項目を確認します。

＜曜日スケジュール＞（画面B）
曜日ごとに設定されている「時間帯パ
ターンID」が表示されます。

＜祝祭日スケジュール＞（画面C）
祝祭日に設定されている「時間帯パター
ンID」が表示されます。

＜カレンダースケジュール＞（画面D）
日ごとに設定されている「時間帯パター
ンID」が表示されます。

＜曜日・祝祭日スケジュール＞は、
年間を通して同じです。月を切り替えて
も変わりません。

●A

●D

●B
●C

●＜時間帯パターン情報＞の「選択」ボタンをクリックすると、選択した時
間帯パターンの設定内容が表示されます。

●＜曜日・祝祭日スケジュール＞の曜日・祝祭日や＜カレンダースケジュー
ル＞の日をクリックすると、設定されている時間帯パターンの設定内
容が表示されます。

便利な
使い方

参考

参考

スケジュールを照会する1 -5

01. 時間外・受付先変更設定 02.サービス番号別着信番号スケジュール情報照会

カスコン業務メニュー 03.スケジュール情報照会画面を表示するには
（着信番号単位）

必ずお読みください。

●曜日スケジュール、祝祭日スケジュール、カレンダースケジュールが重複している場合は、1.カレンダースケジュール、
2.祝祭日スケジュール、3.曜日スケジュールの順番で設定が優先されます。
●祝祭日を設定すると、全ての祝祭日に反映されます。ただし、日曜日が祝祭日の場合、振替休日が祝祭日となり、日曜日
は曜日スケジュールまたはカレンダースケジュールに設定されている時間帯パターンが動作します。詳細はP27「スケ
ジュールを組み合わせて利用する場合」を参照してください。
●時間外・受付先変更設定は、設定単位による優先順位があります。優先順位は、1.サービス番号単位、2.ACDグループ単
位、3.着信番号単位の順番で設定が優先されます。複数の設定単位で設定している場合はP27を参照してください。

ご注意

01. 時間外・受付先変更設定 01サービス番号スケジュール情報照会

カスコン業務メニュー 03.スケジュール情報照会画面を表示するには
（サービス番号単位）

01. 時間外・受付先変更設定 03.ＡＣＤグループスケジュール情報照会

カスコン業務メニュー 03.スケジュール情報照会画面を表示するには
（ACDグループ単位）

2

本マニュアルの説明
本書に書かれている内容およびマークの見方について説明します。

機能説明ページ 　　各機能の概要および注意事項を掲載しています。

カスタマコントロール
の機能名です。

機能の概要です。

オプションごとに色分け
しています。

全サービス共通
オプション

フリーダイヤル
提供オプション

ナビダイヤル
提供オプション

インテリジェントサービス
提供オプション

スケジュール
＜曜日・祝日スケジュール＞または＜カレンダースケジュール＞ごとに時間帯パターンを設定できます。
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◆次の照会例で、スケジュールを照会する方法について説明します。

時間外・受付先変更設定（着信番号単位）のスケジュールを照会します。
サービス番号「0120XXXXXX」　着信番号「03XXXXXXX1」
＜曜日・祝日スケジュール＞と２０１６年１０月の＜カレンダースケジュール＞を照会します。

照会例

手順 ～ はP36の『スケジュール
を変更する』を参照してください。

＜スケジュール情報＞から「２０１６年
10月」のボタンをクリックします。
（画面A）

➡２０１６年10月のカレンダースケジュ
ールが表示されます。

カレンダースケジュール設定のあ
る月は、ボタンが青色で表示されます。

必要な項目を確認します。

＜曜日スケジュール＞（画面B）
曜日ごとに設定されている「時間帯パ
ターンID」が表示されます。

＜祝日スケジュール＞（画面C）
祝日に設定されている「時間帯パター
ンID」が表示されます。

＜カレンダースケジュール＞（画面D）
日ごとに設定されている「時間帯パター
ンID」が表示されます。

＜曜日・祝日スケジュール＞は、
年間を通して同じです。月を切り替えて
も変わりません。

●＜時間帯パターン情報＞の「選択」ボタンをクリックすると、選択した時
間帯パターンの設定内容が表示されます。

●＜曜日・祝日スケジュール＞の曜日・祝日や＜カレンダースケジュー
ル＞の日をクリックすると、設定されている時間帯パターンの設定内
容が表示されます。

便利な
使い方

参考

参考

スケジュールを照会する1 -5

01.運用状況 02.着信番号スケジュール情報照会

カスコン業務メニュー 01 スケジュール情報照会画面を表示するには
（着信番号単位）

必ずお読みください。

●曜日スケジュール、祝日スケジュール、カレンダースケジュールが重複している場合は、1.カレンダースケジュール、
2.祝日スケジュール、3.曜日スケジュールの順番で設定が優先されます。
●祝日を設定すると、全ての祝日に反映されます。ただし、日曜日が祝日の場合、振替休日が祝日となり、日曜日は曜
日スケジュールまたはカレンダースケジュールに設定されている時間帯パターンが動作します。詳細はP27「ス
ケジュールを組み合わせて利用する場合」を参照してください。
●時間外・受付先変更設定は、設定単位による優先順位があります。優先順位は、 1.サービス番号単位、2.ACDグループ単
位、3.着信番号単位の順番で設定が優先されます。複数の設定単位で設定している場合はP27を参照してください。

ご注意

01.運用状況 01サービス番号スケジュール情報照会

カスコン業務メニュー 01.スケジュール情報照会画面を表示するには
（サービス番号単位）

01.運用状況 03.ＡＣＤグループスケジュール情報照会

カスコン業務メニュー 01.スケジュール情報照会画面を表示するには
（ACDグループ単位）

3

本マニュアルの説明

例を元に各操作の手順を掲載しています。操作ページ

操作タイトルです。

設定例です。

カスタマーコントロー
ルメニュー画面を表示
する手順です。

操作する際に重要な
注意事項です。

便利な操作方法です。

操作にあたっての
参考情報です。



オプション名 カスタマーコントロール機能 ページ数 FD FDIS ND NDIS

接続先変更（時間外案内ガイダンス）
接続先変更（受付先変更） １.時間外･受付先変更設定 ◯ ◯ ◯ ◯

回線数変更
２.回線数変更設定 ◯ ◯ ◯ ◯

３.リアルタイム回線数設定 ◯ ◯ ◯ ◯

ACDグループ
４.分配比設定 ◯ ◯ ◯ ◯

５.ＡＣＤグループ設定 ◯ ◯ ◯ ◯

コールフロー変更 ６.コールフロースケジュール設定 ◯ ◯ ◯ ◯

話中時迂回 ７.話中時設定（フ
ナ

リ
ビ

ー
ダ

ダ
イ

イ
ヤ

ヤ
ル

ル） ◯ ◯ ◯ ◯

　ーーーー ８.同時接続数照会 ◯ ◯ ◯ ◯

発信地域指定 ９.発信地域指定 ◯ ◯ ◯ ◯

発信端末拒否 １０.発信端末拒否機能 ◯ ◯ ◯ ◯

受付状態変更 １１.受付状態変更 ◯ ◯ ◯ ◯

発信地域ルーティング １２.発信地域ルーティング設定 ◯ ◯ ◯ ◯

発信電話番号ルーティング １３.発信電話番号ルーティング設定 ◯ ◯ ◯ ◯

発信局番ルーティング １４.発信局番ルーティング設定 ◯ ◯ ◯ ◯

発信端末種別ルーティング １５.発信端末種別ルーティング設定 ◯ ◯ ◯ ◯

　ーーーー １６.ルーティング一括設定 ◯ ◯ ◯ ◯

接続先案内ガイダンス １７.接続先案内設定 ◯ ◯ ◯ ◯

エージェント管理 １８.エージェント稼動状況照会 ◯ ◯ ◯ ◯

オリジナルガイダンス １９.オリジナルガイダンス ◯ ◯ ◯ ◯

　ーーーー ２０.各種情報照会 ◯ ◯ ◯ ◯

話中時待ち合わせ
◯ ◯ ー ◯

◯ ◯ ー ◯

通話量設定

◯ ◯ ー ◯ウィスパー

◯ ◯ ー ◯迷惑電話おことわりタイプⅡ

◯ ー ー ー

事前料金通知ガイダンス ー ー ◯ ◯

話中時迂回
話中時ガイダンス
無応答時迂回
無応答時ガイダンス

２７.話中時・無応答時設定
（インテリジェントサービス） ー ◯ ー ◯

PB入力指示ルーティング
音声認識プロンプトルーティング ー ◯ ー ◯

ウィスパー（入力結果通知） ー ◯ ー

メッセージ蓄積 ー ◯ ー ◯

4

サービス別オプション一覧

Ｐ２６～３９

Ｐ４０～５５

Ｐ５６～６３

Ｐ８２～８９

Ｐ９０～１０５

Ｐ１０６～１１１

Ｐ１１２～１１５

Ｐ１２０～１２３

Ｐ１２４～１２５

Ｐ１２６～１３３

Ｐ１３４～１３９

Ｐ１４０～１４５

Ｐ１４６～１５１

Ｐ１５２～１６１

Ｐ１６２～１６７

Ｐ１６８～１７５

Ｐ１７６～１９３

Ｐ１９４～１９９

Ｐ２５８～２６１

Ｐ２６２～２６７

Ｐ６４～８１

Ｐ２００～２１５

Ｐ２１６～２１９

Ｐ２２０～２２３

Ｐ２２４～２２９

Ｐ２３０～２３３

Ｐ２３４～２３７

Ｐ２３８～２４７

Ｐ２４８～２５３

Ｐ２５４～２５７

Ｐ１１６～１１９

◯ー◯ー

２１.待合せ設定

２２.リアルタイム待合せ数設定

２３.ウィスパー設定

２４.迷惑電話拒否設定

２５.通話量設定

２６.事前料金通知設定

２８.入力指示ルーティング設定

２９.ウィスパー設定〔着側ガイダンス（入力結果通知）〕

３０.メッセージ蓄積情報照会

３１.ＳＭＳ送信サービス

３２.基本ガイダンス照会

ＳＭＳ送信

◯

Ｐ２６８～２６９ ◯ー◯ー　ーーーー
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システムのご利用にあたって
※はじめてお使いの方は必ずお読みください。
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ここでは、カスタマコントロールのご利用にあたって、パソコンの動作環境や利用停止時間などについて説明します。

■ 動作環境

■ セキュリティ対策

カスタマコントロールの動作環境は、次のとおりです。
下記以外のOSでのご利用は動作保証いたしておりません。
また、一部のブラウザではアクセスできませんので、ご注意ください。

●OS
Microsoft Windows 7（３２ｂｉｔ、６４ｂｉｔ）／Windows １０（３２ｂｉｔ、６４ｂｉｔ） 

Macintosh OSは動作保証いたしておりません。

●ブラウザ
Microsoft Windows　７：Microsoft  Internet Explorer 11.0

カスタマコントロールのセキュリティ対策は次のとおりです。

項目 内容

ユーザー認証
オペレータID（ユーザーID）とパスワードによりユーザー認証します。
パスワードの有効期限は40日です。有効期限を過ぎた場合は、パスワード変更のメッセー
ジが表示されます。

認証ロックアウト パスワードを連続して5回間違えると、認証ロックアウトとなり、ログインできません。

パスワード保護 パスワードは、入力中も含め＊で表示されます。

アクセス権限 子オペレータIDを払い出し、業務権限を制限できます。

自動ログアウト ログイン後、無操作時間が20分間続くと、自動的にログアウトされます。

システムのご利用にあたって1 -1

■ 利用停止時間
午前2時～午前6時の間は、カスタマコントロール利用停止時間となります。利用停止時間中は、カスタマコント
ロールメニューおよびトラヒックメニューをご利用できません。
利用停止時間中の設定を変更したい場合は、各スケジュール機能をご利用いただき停止時間前に設定をお願いし
ます。

必ずお読みください。

●お申込み時にお渡しするオペレータID（ユーザーID）とパスワードは、重要な個人情報です。

！ ご注意

互換表示設定を有効にすると画面表示が乱れる場合があります。互換表示設定を無効にしてご利用ください。

SHA2暗号方式を利用しています。セキュリティ証明書

Microsoft Windows１０：Microsoft  Internet Explorer １１．０

●Ｍｉｃｒｏｓｆｔ　Ｏｆｆｉｃｅ　２０１３（３２ｂｉｔ）／２０１６（３２ｂｉｔ） 

B008956
線

B008956
線

B008956
線

B008956
線

B008956
線
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ここでは、カスタマコントロールの接続条件について説明します。

接続条件（アクセス種別）は、「インターネット接続」、「ダイヤルアップ接続」、「両方」から選択できます。

● インターネット接続

● ダイヤルアップ接続

※ダイヤルアップ接続は、発信電話番号を特定し、より高度なセキュリティを確保できます。

※httpsでの指定となります。URLの最後には、必ず‘/ ’ （スラッシュ）をつけてください。

※httpsでの指定となります。URLの最後には、必ず‘/ ’ （スラッシュ）をつけてください。

接続条件1 -2

オペレータID（ユーザーID） お申込み時にお渡しするオペレータID
パスワード お申込み時にお渡しするパスワード
URL※ https://www.freedialnavidial.jp/

ダイヤルアップ番号 0120383946
オペレータID（ユーザーID） お申込み時にお渡しするオペレータID番号
パスワード お申込み時にお渡しするパスワード
URL※ https://www.freedialnavidial.jp/
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ここでは、カスタマコントロールのダイヤルアップ接続の設定（Windows 7の場合）について説明します。

ダイヤルアップ接続の設定1 -3

ます。

「ネットワークの状態とタスクの表示」を
クリックします。

➡「ネットワーク共有センター」
画面が表示されます。

➡「新しい接続またはネットワーク

2

3
「新しい接続またはネットワークの

1
デスクトップ画面にある「スタート」
メニューから「コントロールパネル」を
クリックします。

➡「コントロール パネル」が表示され

セットアップ」をクリックします。

セットアップ」画面が表示されます。

B008956
長方形

B008956
長方形

B008956
長方形
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をクリックします。

➡「インターネットへの接続」画面が

4
「インターネットに接続します」

5
「ダイヤルアップ（Ｄ）」を選択します。

必ずお読みください。

●インストールされている通信機（モデム・TA）が2つ以上存在する場合は、接続に使用するデバイスを選択する画面が表
示されます。使用するデバイスを選択してください。

！ ご注意

表示されます。

B008956
長方形

B008956
長方形
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「閉じる」ボタンをクリックします。

●A

●B

7

必ずお読みください。

●ダイヤルアップ接続のパスワードとカスタマコントロールログインのパスワードは同一になります。カスタ
マコントロールのパスワードを変更した場合は、必ず設定ウィザードのパスワードも変更してください。

！ ご注意

「作成」ボタンをクリックします。

9
「接続名」に「カスタマコントロール」

力します。「パスワード」にオペレータID
の「パスワード」を入力します。（画面A）

6

「ユーザー名」に「オペレータID」を入

と入力します。（画面B）

「ダイヤルアップの電話番号」に「０１２０
３８３９４６」と入力します。

B008956
長方形

B008956
長方形
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カスタマコントロールにログインする1 -4

ユーザー情報を入力します。（画面A）
「ユーザーID」に「オペレータID」を入
力します。

「パスワード」にオペレータIDの「パス
ワード」を入力します。

「ログイン」ボタンをクリックします。
（画面B）

➡ログインすると「システムメニュー」
が表示されます。

1

2

■ ログインに失敗した場合

ここでは、カスタマコントロールのログイン方法について説明します。

●A

●B

必ずお読みください。

●パスワードを連続して5回間違えると、認証ロックアウトとなります。

● パスワードを忘れた場合
■複数で同じオペレータIDをご利用の場合は、他の利用者がパスワードを変更していないか確認してください。
■（l 小文字のエル）」、「（I 大文字のアイ）」など間違えやすい英数字に注意してください。
■子オペレータIDは、親オペレータIDで新たなパスワードを設定できます。P２８０を参照してください。
■親オペレータIDのパスワードを忘れた場合は、下記にご連絡ください。

NTTコミュニケーションズ（株）
故障受付担当
０５７０-０６４０２０（24時間受付）

■親オペレータIDおよび子オペレータIDについては、P２７２を参照してください。

● 認証ロックアウトした場合

！ ご注意

■子オペレータIDは、親オペレータIDで解除できます。P２８１を参照してください。
■親オペレータIDのロックアウト解除は、下記にご連絡ください。

NTTコミュニケーションズ（株）
故障受付担当
０５７０-０６４０２０（24時間受付）�

■親オペレータIDおよび子オペレータIDについては、P２７２を参照してください。 
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ここでは、カスタマコントロールのパスワードを変更する方法について説明します。

システムメニューから「パスワード変
更」をクリックします。

➡「カスタマ パスワード変更画面」が表
示されます。

1

必ずお読みください。

●パスワードの有効期限は40日です。有効期限が過ぎた場合は、パスワードを変更してください。
●パスワードを変更する場合は、半角の英数・大小文字を混在して8文字以上20文字以内で設定してください。ただし、

現在のパスワードを含み、直近4回までに利用したパスワードは設定できません。
●カスタマコントロールログインのパスワードとダイヤルアップ接続の設定ウィザードのパスワードは同一になります。カス

タマコントロールのパスワードを変更した場合は、必ずダイヤルアップ接続の設定ウィザードのパスワードも変更してくだ
さい。

●複数で同じオペレータIDをご利用の場合は、認証ロックアウト防止のため、新しいパスワードを情報共有してください。

！ ご注意

●A

●B

必要な情報を入力します。（画面A）
「変更前のパスワード」に「現在のパス
ワード」を入力します。

「変更後のパスワード」および「変更後
のパスワード確認」に「新しいパスワー
ド」を入力します。

「変更」ボタンをクリックします。（画面B）

2

3

パスワード変更1 -5

パスワード変更から40日経過後にカスタマコントロールへログインすると、次の画面が表示されますので、パス
ワードを変更してください。

ATWS099022:
パスワードの有効期限が過ぎています
パスワード変更を実施してください。
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システムメニューから「カスコンWeb
システム」をクリックします。

➡「カスタマコントロール業務メニュー」
が表示されます。

「サービス番号」に「フリーダイヤル番
号またはナビダイヤル番号」（〝−〟は省
く）を入力します。

1

2

■ カスタマコントロールメニュー

メニュー1 -6
ここでは、カスタマコントロールのメニューについて説明します。

「検索」ボタンをクリックします。

➡画面左に「カスコン業務メニュー」が
表示されます。

3

1章

シ
ス
テ
ム
の
ご
利
用
に

あ
た
っ
て

メ
ニ
ュ
ー

1
︲
6

項目 説明

A サービス番号 現在ログインしているサービス番号とサービス種別（フリーダイヤルなど）が表
示されます。

B カスコン業務メニュー カスタマコントロールのメニューが表示されます。
各メニューをクリックすると、「カスタマコントロール業務メニュー」が表示されます。

C カスタマコントロール
業務メニュー 「カスコン業務メニュー」で選択した詳細メニューが表示されます。

D 重要なお知らせ お知らせがある場合は表示されます。

E カスタマイズメニュー 画面の背景色を選択できます。

F システムメニュー カスタマコントロールメニューを終了する場合にクリックします。

●A

必ずお読みください。

●お客さまのご契約内容とオペレータIDに設定された権限によって、表示されるメニュー項目が異なります。
●オプションメニューに契約していないACDグループまたは着信番号は各設定メニューに表示されません。

！ ご注意

●B

●D
●E

●F

●C
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必ずお読みください。

●お客さまのご契約内容とオペレータIDに設定された権限によって、表示されるメニュー項目が異なります。

！ ご注意

項目 説明

A TRシステムメニュー トラヒックのメニューが表示されます。
各メニューをクリックすると、「トラヒックレポート業務メニュー」が表示されます。

B トラヒックレポート
業務メニュー 「TRシステムメニュー」で選択した詳細メニューが表示されます。

C 重要なお知らせ お知らせがある場合は表示されます。

D カスタマイズメニュー 画面の背景色を選択できます。

E システムメニュー トラヒックメニューを終了する場合にクリックします。

システムメニューから「トラヒックレ
ポートシステム」をクリックします。

➡「TRシステムメニュー」が表示されま
す。

1

■ トラヒックメニュー

●A

●B
●C

●D

●E
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重要なお知らせについて1 -7
ここでは、カスタマコントロールに関する重要なお知らせを確認する方法について説明します。

「重要なお知らせ」は、各機能のお知らせが記載されているため、必ず内容を確認してください。（画面A）

必ずお読みください。

●「重要なお知らせ」は、カスタマコントロールメニューおよびトラヒックメニューのトップ画面に表示されます。（画面A）
操作前に必ず内容を確認してください。

●「重要なお知らせ」が表示されていない場合は、「表示」をクリックしてください。（画面B）

！ ご注意

●B

●A
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故障情報について1 -8
ここでは、カスタマコントロールの故障情報を確認する方法について説明します。

カスタマコントロール業務、トラヒック照会業務およびトラヒックレポート業務の操作を行うカスタマコント
ロール端末等の故障が発生した場合、故障の状況をお伝えする情報をメール配信するサービスの登録手順を説
明します。

①NTTコミュニケーションズオフィシャルサイトにアクセスいただき、トップページの「工事･故障サポート」
をクリックします。
登録のためのアクセスURLは、下記の通りとなります。

アクセスURL　http://www.ntt.com/index.html

「工事･故障サポート」をクリックすると、お客さまサポートページが表示されます。
なお、お客様サポートページ上にもマニュアルが掲載されていますので、こちらもご利用ください。

・ログイン
http://support.ntt.com/guide/mysupport/login

・サービス登録方法
http://support.ntt.com/guide/mysupport/serviceRegist

・工事･故障情報メールの設定方法
http://support.ntt.com/guide/mysupport/mailaddress

A001643
長方形
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ヘルプ機能1 -9
ここでは、カスタマコントロールのヘルプ機能について説明します。

各操作画面の右上の「ヘルプ」ボタンをクリックすると、ヘルプ画面が表示されます。（画面A）

〈ヘルプ画面〉

●A



2
第2章
カスタマコントロール
機能編

全サービス共通
オプション

1 時間外･受付先変更設定
2 回線数変更設定
3 リアルタイム回線数設定
4 分配比設定
5 ＡＣＤグループ設定
6 コールフロースケジュール設定
7 話中時設定（　　　　　）
8 同時接続数照会 
9 発信地域指定

10 発信端末拒否設定
11 受付状態変更
12 発信地域ルーティング設定
13 発信電話番号ルーティング設定
14 発信局番ルーティング設定
15 発信端末種別ルーティング設定
16 ルーティング一括設定
17 接続先案内設定
18 エージェント稼動状況照会
19 オリジナルガイダンス
20 各種情報照会
21
22
23

待合せ設定

24

リアルタイム待合せ数設定

25 通話量設定
26

ウィスパー設定

27

迷惑電話拒否設定

ナビダイヤル提供オプション

28

事前料金通知設定

インテリジェント
サービス

提供オプション
29

話中時・無応答時設定（インテリジェントサービス） 

30

入力指示ルーティング設定

3２

ウィスパー設定〔着側ガイダンス（入力結果通知）〕
メッセージ蓄積情報照会

フリーダイヤル
ナビダイヤル

フリーダイヤル提供オプション

ＳＭＳ送信サービス

Ｐ２６～３９
Ｐ４０～５５
Ｐ５６～６３
Ｐ６４～８１
Ｐ８２～８９
Ｐ９０～１０５
Ｐ１０６～１１１
Ｐ１１２～１１５
Ｐ１１６～１１９
Ｐ１２０～１２３
Ｐ１２４～１２５
Ｐ１２６～１３３
Ｐ１３４～１３９
Ｐ１４０～１４５
Ｐ１４６～１５１
Ｐ１５２～１６１
Ｐ１６２～１６７
Ｐ１６８～１７５
Ｐ１７６～１９３
Ｐ１９４～１９９
Ｐ２００～２１５
Ｐ２１６～２１９
Ｐ２２０～２２３
Ｐ２２４～２２９
Ｐ２３０～２３３

Ｐ２３４～２３７
Ｐ２３８～２４７
Ｐ２４８～２５３
Ｐ２５４～２５７
Ｐ２５８～２６１

Ｐ２６８～２６９
31

基本ガイダンス照会
Ｐ２６２～２６７
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時間外・受付先変更設定
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時間外・受付先変更設定は、「時間帯パターン」と「スケジュール」の2つを組み合わせて設定します。

時間帯パターン01 時間帯パターン02

時間外案内
ガイダンス1

通常受付
時間外案内
ガイダンス1

時間外案内
ガイダンス2

受付先変更
06XXXXXXX2

時間外案内
ガイダンス2

00：00 00：0009：00 09：0018：00 18：0024：00 24：00

10時間帯まで設定できます

1時間帯 2時間帯 3時間帯

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

時間帯
パターン02

時間帯
パターン01

時間帯
パターン01

時間帯
パターン01

時間帯
パターン01

時間帯
パターン01

時間帯
パターン02

上表のように時間帯パターンを
設 定 す る 場 合 、＜曜日スケ
ジュール＞を設定します。

スケジュール設定の可能なメニューとスケジュールの優先順位については、P92を参照してください。

スケジュール
＜曜日・祝日スケジュール＞または＜カレンダースケジュール＞ごとに時間帯パターンを設定できます。

時間帯パターン
1日のスケジュールを、1分単位で10時間帯まで設定できます。
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必ずお読みください。！ ご注意

例）下記のようにスケジュール設定した場合
 ・1月1日は曜日スケジュールの日曜日に設定している時間帯パターン「02」が動作
・1月2日は祝日スケジュールに設定している時間帯パターン「03」が動作
・1月9日はカレンダースケジュールに設定している時間帯パターン「02」が動作

1.サービス番号単位、2.ACDグループ単位、3.着信番号単位の順番で設定が優先されます。

下図のように同時間に複数の設定がある場合、優先順位に基づき設定内容が反映されますので、
ご注意ください。

設定単位による優先順位について

00：00

00：00

00：00

09：00

09：00

10：00

20：00

18：00

19：00

24：00

24：00

24：00

時間外案内
ガイダンス1 通常受付 時間外案内

ガイダンス1

受付先変更 通常受付 受付先変更

時間外案内
ガイダンス2 通常受付 時間外案内

ガイダンス2

00：00 09：00 10：00 20：0018：00 19：00 24：00
時間外案内
ガイダンス1

受付先
変更 通常受付 時間外案内

ガイダンス2
受付先
変更

時間外案内
ガイダンス1

優先順位1 サービス番号単位の設定

優先順位2 ACDグループ単位の設定

優先順位3 着信番号単位の設定

実際の接続先
優先順位が反映されると

ガイダンスの内容については、P３７２「ガイダンス一覧」を参照してください。

スケジュールを組み合わせて利用する場合
曜日スケジュール、祝日スケジュール、カレンダースケジュールが重複している場合は、1.カレンダース
ケジュール、2.祝日スケジュール、3.曜日スケジュールの順番で設定が優先されます。
＜祝日の設定について＞
祝日を設定すると、全ての祝日に反映されます。ただし、日曜日が祝日の場合、振替休日が祝日とな
り、日曜日は曜日スケジュールまたはカレンダースケジュールに設定されている時間帯パターンが
動作します。

祝
日
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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必ずお読みください。！ ご注意

ＡＣＤグループ内の着信番号に時間外案内ガイダンスを設定しても、機能しません。（受付先変更は機能し
ます）
ただし、下記の条件を全て満たす場合は、ＡＣＤグループ内の着信番号の時間外案内ガイダンスは機能し
ます。
条件1  ＡＣＤグループ内の全ての着信番号に時間外案内ガイダンス設定あり（ガイダンスの種類は統一し

てください）
条件2  ルーティング方式：分配
条件3  ＡＣＤグループ単位の時間外案内ガイダンス、受付先変更、話中時迂回、話中時ガイダンスの設定

なし
条件4  ＡＣＤグループ単位の受付状態変更が「受付不可」に設定されていない

〈サービス番号単位で受付先変更を設定している場合〉
受付変更先に設定している時間外案内ガイダンスまたは受付先変更は機能します。

〈ＡＣＤグループ単位または着信番号単位で受付先変更を設定している場合〉
受付変更先に設定している時間外案内ガイダンスまたは受付先変更は機能しません。

ACDグループ

03XXXXXXX1 12：00～13：00に時間外案内ガイダンスを設定

03XXXXXXX2 時間外案内ガイダンスの設定なし

03XXXXXXX3 時間外案内ガイダンスの設定なし

発信者
ＡＣＤグループ内の着信番号
に時間外案内ガイダンスを
設定しても、機能しません。

発信者
受付先変更

〈着信番号単位〉

受付先変更

〈着信番号単位〉
受付変更先

【06XXXXXXX2】
受付変更元

【03XXXXXXX1】 【06XXXXXXX3】

時間外案内ガイダンス

〈着信番号単位〉

「NT Tコミュニ
ケーションズです。
本日の受付は終
了いたしました。」

または

例）着信番号単位で受付先変更を設定している場合

ＡＣＤグループをご利用のお客さまへ

受付変更先に設定している時間外案内ガイダンスまたは受付先変更の動作について

発信者
受付先変更

〈サービス番号単位〉

受付先変更

〈着信番号単位〉
受付変更先

【06XXXXXXX2】 【06XXXXXXX3】

時間外案内ガイダンス

〈着信番号単位〉

「NTTコミュニケー
ションズです。本日の
受付は終了いたしま
した。」

または
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〈サービス番号単位で時間外案内ガイダンスを設定している場合〉
入力指示ルーティングのガイダンスは流れず、時間外案内ガイダンスが流れます。

〈ＡＣＤグループ単位および着信番号単位で時間外案内ガイダンスを設定している場合〉
入力指示ルーティングのガイダンスが流れた後、時間外案内ガイダンスが流れます。

接続先案内ガイダンスが流れた後、時間外案内ガイダンスまたは受付変更先に接続されます。

〈着信番号単位で「1７.接続先案内設定」を設定している場合〉
接続先案内ガイダンスは流れず、時間外案内ガイダンスまたは受付変更先に接続されます。

時間外・受付先変更設定

「○○会社です。本日の受付は
終了いたしました。」

時間外・受付先変更設定

「○○会社です。本日の受付は
終了いたしました。」

時間外・受付先変更設定

時間外案内ガイダンス
〈着信番号単位〉

時間外案内ガイダンス
〈着信番号単位〉

時間外案内ガイダンス
〈着信番号単位〉

「○○会社です。本日の受付は
終了いたしました。」

発信者 入力指示
ルーティングガイダンス

「○○会社です。
商品のご注文は1、お問
合せは2、総合案内は3
を入力してください。」

注文窓口1.

問合せ窓口2.

総合窓口3.

発信者 接続先案内設定

接続先案内ガイダンス
〈サービス番号単位〉
「NTTコミュニケーションズに
おつなぎします。」

時間外・受付先変更設定

時間外案内ガイダンス

「NTTコミュニケーションズです。
本日の受付は終了いたしました。」

例）接続先案内ガイダンス〈サービス番号単位〉と時間外案内ガイダンス

例）入力指示ルーティングと時間外案内ガイダンス〈着信番号単位〉

入力指示ルーティングをご利用のお客さまへ

ガイダンスの内容については、P３７２「ガイダンス一覧」を参照してください。

接続先案内ガイダンスをご利用のお客さまへ

〈サービス番号単位で「１７.接続先案内設定」を設定している場合〉
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◆次の変更例で、時間帯パターンを変更・廃止する方法について説明します。

手順 3 へ

「検索」ボタンをクリックします。

➡画面下に＜着信番号一覧＞（または
＜ACDグループID一覧＞）が表示さ
れます。

該当の着信番号（またはACDグループ
ID）の「選択」ボタンをクリックします。

➡選択した着信番号（またはACDグルー
プID）の＜スケジュール情報＞が表
示されます。

50件以上の場合は、「次検索」 
ボタンをクリックしてください。

時間帯パターンがある着信番号
（またはACDグループID）は時間帯パ
ターンに「有」が表示されます。

➡選択した時間帯パターンの設定情報
が表示されます。

時間帯パターンを変更・廃止する1 -1

時間外案内
ガイダンス2 通常受付 通常受付 時間外案内

ガイダンス2

00：00 09：00 12：00 13：00 18：00

時間外案内
ガイダンス1 通常受付 時間外案内

ガイダンス1

00：00 09：00 18：00 24：00 24：00

受付先変更「06XXXXXXX2」

時間外・受付先変更設定（着信番号単位）の時間帯パターンを変更します。
サービス番号「0120XXXXXX」　着信番号「03XXXXXXX1」
時間帯パターン（パターンID：01、パターン名：平日用）の設定内容を次のように変更・廃止します。

変更例

2

●「頭だし着信番号」に半角9〜11桁を入力すると、該当の着信番号 
以降を表示します。

●「頭だしACDグループID」に半角4桁を入力すると、該当のACDグ
ループID以降を表示します。

便利な
使い方

01.運用状況 02.着信番号スケジュール変更

カスコン業務メニュー 02.スケジュール変更画面を表示するには
（着信番号単位）

参考

参考

01.運用状況 01.サービス番号スケジュール変更

カスコン業務メニュー 02.スケジュール変更画面を表示するには
（サービス番号単位）

01.運用状況 03.ＡＣＤグループスケジュール変更

カスコン業務メニュー 02.スケジュール変更画面を表示するには
（ACDグループ単位）

1
「01.サービス番号スケジュール変更」は

3
画面下に＜時間帯パターン情報＞が表
示されます
該当の「選択」ボタンをクリックし

ます。
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●項番3の「開始時刻」に「1200」、
「終了時刻」に「1259」と入力します。
「接続先区分」から「着信番号」を選択
します。
「接続先」に「06XXXXXXX2」と
入力します。（画面B）

「廃止」チェックボックスにチェックをつ
けます。（画面D）

➡「正常に終了しました。」メッセージが 
表示され、時間帯パターンが更新され
ます。

設定項目の詳細については、P35
「補足」を参照してください。

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、時間帯パターンが廃止され
ます。

スケジュールに設定されている
時間帯パターンを廃止することはできま
せん。スケジュールの変更については、
P36を参照してください。

時間帯パターンを変更する場合

時間帯パターンを廃止する場合

参考

参考

6

フリーダイヤル/ナビダイヤルの画面

フリーダイヤル・インテリジェントサービス/ナビダイヤル・インテリジェントサービスの画面

必ずお読みください。

●時間帯パターンを有効にするには、スケジュールに設定する必要があります。スケジュールの変更については、P36を
参照してください。

●「開始時刻」、「終了時刻」は1分単位で設定できます。「終了時刻」は、設定したい時刻の1分前を設定します。例えば、
正午～午後1時まで設定したい場合は、「開始時刻」に「1200」、「終了時刻」に「1259」と設定します。

●時間外・受付先変更設定は、設定単位による優先順位があります。優先順位は、 1.サービス番号単位、2.ACDグループ単
位、3.着信番号単位の順番で設定が優先されます。複数の設定単位で設定している場合はP27を参照してください。

！ ご注意

4
＜時間帯パターン情報＞に必要な項目
を入力します。
●「ガイダンス」を変更します。（画面A）

5
「保存」ボタンをクリックします。（画面C）

7
「保存」ボタンをクリックします。（画面C）

●D

●C

●A
●B

0120XXXXXX

03XXXXXXX1

●A
●B

●D

●●C0120XXXXXX

03XXXXXXX1
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◆次の照会例で、時間帯パターンの設定内容を照会する方法について説明します。

時間外・受付先変更設定（着信番号単位）の時間帯パターンを照会します。
サービス番号「0120XXXXXX」　着信番号「03XXXXXXX1」
時間帯パターン（パターンID：01、パターン名：平日用）の設定内容を照会します。

照会例

手順 1 〜 3 はP30の『時間帯パターン
を変更・廃止する』を参照してください。

必要な項目を確認します。

時間帯パターンを照会する1 -2

時間外案内
ガイダンス1 通常受付 時間外案内

ガイダンス1

00：00 09：00 18：00 24：00

01.運用状況 02.着信番号スケジュール照会

カスコン業務メニュー 01.スケジュール照会画面を表示するには
（着信番号単位）

4

フリーダイヤル/ナビダイヤルの画面

01.運用状況 01.サービス番号スケジュール照会

カスコン業務メニュー 01.スケジュール照会画面を表示するには
（サービス番号単位）

01.運用状況 03.ＡＣＤグループスケジュール照会

カスコン業務メニュー 01.スケジュール照会画面を表示するには
（ACDグループ単位）

0120XXXXXX

03XXXXXXX1
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フリーダイヤル・インテリジェントサービス/ナビダイヤル・インテリジェントサービスの画面

必ずお読みください。

●時間外・受付先変更設定は、設定単位による優先順位があります。優先順位は、 1.サービス番号単位、2.ACDグループ単
位、3.着信番号単位の順番で設定が優先されます。複数の設定単位で設定している場合はP27を参照してください。

！ ご注意

0120XXXXXX

03XXXXXXX1
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◆次の作成例で、時間帯パターンを作成する方法について説明します。

手順 3 へ

「検索」ボタンをクリックします。

➡画面下に＜着信番号一覧＞（または
＜ACDグループID一覧＞）が表示さ
れます。

該当の着信番号（またはACDグループ
ID）の「選択」ボタンをクリックします。

➡選択した着信番号（またはACDグルー
プID）の<時間帯パターン情報＞が
表示されます。

50件以上の場合は、「次検索」 
ボタンをクリックしてください。

時間帯パターンがある着信番号
（またはACDグループID）は時間帯パ
ターンに「有」が表示されます。

「新規作成」ボタンをクリックします。

➡時間帯パターンの設定項目が表示さ
れます。

時間外・受付先変更設定（着信番号単位）の時間帯パターンを作成します。
サービス番号「0120XXXXXX」　着信番号「03XXXXXXX1」
時間帯パターン（パターンID：02、パターン名：休日用）を作成し、次のように時間帯パターンを設定します。

作成例

時間外案内ガイダンス2

00：00 24：00

●「頭だし着信番号」に半角9〜11桁を入力すると、該当の着信番号 
以降を表示します。

●「頭だしACDグループID」に半角4桁を入力すると、該当のACDグ
ループID以降を表示します。

便利な
使い方

時間帯パターンを作成する1 -3

01.運用状況 02.着信番号スケジュール変更

カスコン業務メニュー 02.スケジュール変更画面を表示するには
（着信番号単位）

2

3

01.運用状況 01.サービス番号スケジュール変更

カスコン業務メニュー 02.スケジュール変更画面を表示するには
（サービス番号単位）

01.運用状況 03.ＡＣＤスケジュール変更

カスコン業務メニュー 02.スケジュール変更画面を表示するには
（ACDグループ単位）

参考

参考

1
「01.サービス番号スケジュール変更」は
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します。
●「時間帯パターン名」に「休日用」と入

力します。

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、時間帯パターンが作成され
ます。

刻」に「2359」と入力します。
　「接続先区分」から「ガイダンス接続」

を選択します。
　「ガイダンス」から「時間外案内ガイ
ダンス2」を選択します。フリーダイヤル・インテリジェントサービス/ナビダイヤル・インテリジェントサービスの画面

フリーダイヤル/ナビダイヤルの画面

必ずお読みください。

●時間帯パターンを有効にするには、スケジュールに設定する必要があります。スケジュールの変更については、P36を
参照してください。

●「開始時刻」、「終了時刻」は1分単位で設定できます。「終了時刻」は、設定したい時刻の1分前を設定します。例えば、
正午～午後1時まで設定したい場合は、「開始時刻」に「1200」、「終了時刻」に「1259」と設定します。

●時間外・受付先変更設定は、設定単位による優先順位があります。優先順位は、 1.サービス番号単位、2.ACDグループ単
位、3.着信番号単位の順番で設定が優先されます。複数の設定単位で設定している場合はP27を参照してください。

！ ご注意

●ガイダンスの内容については、P３７２「ガイダンス一覧」を参照してください。
●時間帯パターンは、20個まで作成できます。
●時間帯パターンは、1パターンにつき10時間帯まで設定できます。
●時間帯パターンIDには、「00」〜「ZZ」の数字または英大文字を入力します。ただし、すでに登録されているIDは設定できません。
●時間帯パターン名は、全角20文字（半角40文字、ただし半角カナは設定不可）で設定します。
●開始時刻、終了時刻は00：00をまたがって設定できません。
●案内開始時間、案内終了時間、案内曜日などは選択したガイダンスにより入力が必要となります。案内開始時間、案内終了時間は1

分単位で設定できます。
●ACDグループ単位・着信番号単位の場合は接続先にACDグループを設定することはできません。
●接続先は、同じサービス番号を契約している着信番号およびACDグループのみ設定できます。

補足

●C 6
「保存」ボタンをクリックします。（画面C）

4
＜時間帯パターン情報＞に必要な項目を
入力します。（画面A）
●「時間帯パターンID」に「02」と入力

5
＜時間帯パターン情報＞に必要な項目を
入力します。（画面B）
●「開始時刻」に「0000」、「終了時

0120XXXXXX

03XXXXXXX1

●A

●C

●B

0120XXXXXX

03XXXXXXX1

●A
●B
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◆次の変更例で、スケジュールを変更する方法について説明します。

時間外・受付先変更設定（着信番号単位）のスケジュールを変更します。
サービス番号「0120XXXXXX」　着信番号「03XXXXXXX1」
次のように＜曜日・祝日スケジュール＞と＜カレンダースケジュール＞に設定されている時間帯パターンを変更します。

変更例

曜日スケジュール 土曜、日曜の時間帯パターンID「01」を「02」に変更

祝日スケジュール 時間帯パターンID「02」を設定

カレンダースケジュール ２０１６年１０月１０日に時間帯パターンID「02」を設定

優先順位1 カレンダースケジュール 1日ごとにスケジュールを設定できます。
優先順位2 祝日スケジュール 祝日を設定できます。年間を通して同じです。
優先順位3 曜日スケジュール 曜日ごとにスケジュールを設定できます。年間を通して同じです。

●「頭だし着信番号」に半角9〜11桁を入力すると、該当の着信番号 
以降を表示します。

●「頭だしACDグループID」に半角4桁を入力すると、該当のACDグ
ループID以降を表示します。

便利な
使い方

手順 3 へ

「検索」ボタンをクリックします。

➡画面下に＜着信番号一覧＞（または
＜ACDグループID一覧＞）が表示さ
れます。

該当の着信番号（またはACDグループ
ID）の「選択」ボタンをクリックします。

➡選択した着信番号（またはACDグルー
プID）の＜スケジュール情報＞が表示
されます。

50件以上の場合は、「次検索」 
ボタンをクリックしてください。

時間帯パターンがある着信番号
（またはACDグループID）は時間帯パ
ターンに「有」が表示されます。

◆スケジュールの種類および優先順位は下記のとおりです。

スケジュールを変更する1 -4

01.運用状況 02.着信番号スケジュール変更

カスコン業務メニュー 02.スケジュール情報変更画面を表示するには
（着信番号単位）

2

01.運用状況 01.サービス番号スケジュール変更

カスコン業務メニュー 02.スケジュール情報変更画面を表示するには
（サービス番号単位）

01.運用状況 03.ACDグループスケジュール変更

カスコン業務メニュー 02.スケジュール情報変更画面を表示するには
（ACDグループ単位）

参考

参考

1
「01.サービス番号スケジュール変更」は
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➡２０１６年１０月のカレンダースケジュー

カレンダースケジュールは、当月
を含め13カ月先まで設定できます。

カレンダースケジュール設定のあ
る月は、ボタンが青色で表示されます。

参考

参考

＜曜日・祝日スケジュール＞の「土曜」
と「日曜」に「02」を選択します。（画面A）

➡「正常に終了しました。」メッセージ

＜曜日・祝日スケジュール＞は、
年間を通して同じです。月を切り替えて
も変わりません。

参考

必ずお読みください。

●＜曜日・祝日スケジュール＞＜カレンダースケジュール＞＜期間設定＞は、それぞれ「保存」ボタンが別になりま
す。各設定ごとの「保存」ボタンをクリックしないと設定されません。

●曜日スケジュール、祝日スケジュール、カレンダースケジュールが重複している場合は、1.カレンダースケジュール、
2.祝日スケジュール、3.曜日スケジュールの順番で設定が優先されます。

●祝日を設定すると、全ての祝日に反映されます。ただし、日曜日が祝日の場合、振替休日が祝日となり、日曜日
は曜日スケジュールまたはカレンダースケジュールに設定されている時間帯パターンが動作します。詳細は
P27「スケジュールを組み合わせて利用する場合」を参照してください。

●時間外・受付先変更設定は、設定単位による優先順位があります。優先順位は、 1.サービス番号単位、2.ACDグループ単
位、3.着信番号単位の順番で設定が優先されます。複数の設定単位で設定している場合はP27を参照してください。

！ ご注意

3

曜日・祝日スケジュールを変更する場合

カレンダースケジュールを変更する場合

●A
●B

●C

4
＜曜日・祝日スケジュール＞の「祝日」
に「02」を選択します。（画面B）

5
「保存」ボタンをクリックします。（画面C）

6
「２０１６年１０月」のボタンをクリック
します。

が表示され、＜曜日・祝日スケジュール
＞が更新されます。

ルが表示されます。
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＜カレンダースケジュール＞の「10」日
に「02」を選択します。（画面A）

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、＜カレンダースケジュー
ル＞が更新されます。

●A

●C

●B

●＜カレンダースケジュール＞は、＜期間設定＞から期間を入力して設定
することもできます。（画面C）

●＜時間帯パターン情報＞の「選択」ボタンをクリックすると、選択した時
間帯パターンの内容を変更することもできます。時間帯パターンの変
更については、P30を参照してください。

●＜時間帯パターン情報＞の「新規作成」ボタンをクリックすると、時間帯
パターンを新規作成することもできます。時間帯パターンの作成につ
いては、P34を参照してください。

便利な
使い方

7

必ずお読みください。

●＜曜日・祝日スケジュール＞＜カレンダースケジュール＞＜期間設定＞は、それぞれ「保存」ボタンが別になります。各
設定ごとの「保存」ボタンをクリックしないと設定されません。

●＜カレンダースケジュール＞は、「保存」ボタンをクリックする前に表示月を切り替えると設定が反映されません。必ず1
カ月単位で設定してください。

●曜日スケジュール、祝日スケジュール、カレンダースケジュールが重複している場合は、1.カレンダースケジュー
ル、2.祝日スケジュール、3.曜日スケジュールの順番で設定が優先されます。

●時間外・受付先変更設定は、設定単位による優先順位があります。優先順位は、 1.サービス番号単位、2.ACDグループ単
位、3.着信番号単位の順番で設定が優先されます。複数の設定単位で設定している場合はP27を参照してください。

！ ご注意

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、スケジュールが更新されま
す。

参考 ＜期間設定＞は期間を入力し、
「時間帯パターンID」から「削除」を選択
し、「保存」ボタンをクリックします。

スケジュールを解除する場合

8
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）

9
＜曜日・祝日スケジュール＞または
＜カレンダースケジュール＞の該当曜日・
祝日または日に「無」を選択します。

10
各設定ごとに「保存」ボタンをクリッ
クします。
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◆次の照会例で、スケジュールを照会する方法について説明します。

時間外・受付先変更設定（着信番号単位）のスケジュールを照会します。
サービス番号「0120XXXXXX」　着信番号「03XXXXXXX1」
＜曜日・祝日スケジュール＞と２０１６年１０月の＜カレンダースケジュール＞を照会します。

照会例

手順 1 〜 2 はP36の『スケジュール
を変更する』を参照してください。

＜スケジュール情報＞から「２０１６年
10月」のボタンをクリックします。

（画面A）

➡２０１６年１０月のカレンダースケジュ
ールが表示されます。

カレンダースケジュール設定のあ
る月は、ボタンが青色で表示されます。

必要な項目を確認します。

＜曜日スケジュール＞（画面B）
曜日ごとに設定されている「時間帯パ
ターンID」が表示されます。

＜祝日スケジュール＞（画面C）
祝日に設定されている「時間帯パター
ンID」が表示されます。

＜カレンダースケジュール＞（画面D）
日ごとに設定されている「時間帯パター
ンID」が表示されます。

＜曜日・祝日スケジュール＞は、
年間を通して同じです。月を切り替えて
も変わりません。

●＜時間帯パターン情報＞の「選択」ボタンをクリックすると、選択した時
間帯パターンの設定内容が表示されます。

●＜曜日・祝日スケジュール＞の曜日・祝日や＜カレンダースケジュー
ル＞の日をクリックすると、設定されている時間帯パターンの設定内
容が表示されます。

便利な
使い方

参考

参考

スケジュールを照会する1 -5

01.運用状況 02.着信番号スケジュール照会

カスコン業務メニュー 01.スケジュール情報照会画面を表示するには
（着信番号単位）

必ずお読みください。

●曜日スケジュール、祝日スケジュール、カレンダースケジュールが重複している場合は、1.カレンダースケジュール、
2.祝日スケジュール、3.曜日スケジュールの順番で設定が優先されます。

●祝日を設定すると、全ての祝日に反映されます。ただし、日曜日が祝日の場合、振替休日が祝日となり、日曜日は
曜日スケジュールまたはカレンダースケジュールに設定されている時間帯パターンが動作します。詳細はP27「ス
ケジュールを組み合わせて利用する場合」を参照してください。

●時間外・受付先変更設定は、設定単位による優先順位があります。優先順位は、 1.サービス番号単位、2.ACDグループ単
位、3.着信番号単位の順番で設定が優先されます。複数の設定単位で設定している場合はP27を参照してください。

！ ご注意

3

4

01.運用状況 01 サービス番号スケジュール照会

カスコン業務メニュー 01.スケジュール情報照会画面を表示するには
（サービス番号単位）

01.運用状況 03.ＡＣＤグループスケジュール照会

カスコン業務メニュー 01.スケジュール情報照会画面を表示するには
（ACDグループ単位）

●A

●D

●B
●C
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回線数の設定は、「２.回線数変更設定」と「３.リアルタイム回線数設定」の2種類があります。

回線数変更設定は、「時間帯パターン」と「スケジュール」の2つを組み合わせて設定します。

1日のスケジュールを、1分単位で20時間帯まで設定できます。
時間帯パターン

時間帯パターン01 時間帯パターン02

20回線 50回線 20回線 20回線
00：00 00：0009：00 18：00 24：00 24：00

20時間帯まで設定できます

1時間帯 2時間帯 3時間帯

必ずお読みください。！ ご注意

２.回線数変更設定 曜日や時間帯などでスケジュールを組み、回線数（同時接続可能数）を変更できます。

３.リアルタイム回線数設定 リアルタイムに回線数（同時接続可能数）を変更できます。P56を参照してください。

●1日の全て（24時間）の時間帯を設定してください。詳細はP42「時間帯パターンに設定されていない時間帯があ
る場合の動作について」を参照してください。
●サービス番号に契約している全ての着信番号を設定してください。詳細はP43「時間帯パターンに設定されてい
ない着信番号がある場合の動作について」を参照してください。�
�
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必ずお読みください。！ ご注意

スケジュールを組み合わせて利用する場合

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

時間帯パターン02 時間帯パターン01 時間帯パターン01 時間帯パターン01 時間帯パターン01 時間帯パターン01 時間帯パターン02

上表のように時間帯パターン
を設定する場合、＜曜日スケ
ジュール＞を設定します。

曜日スケジュール、祝日スケジュール、カレンダースケジュールが重複している場合は、1.カレンダー
スケジュール、2.祝日スケジュール、3.曜日スケジュールの順番で設定が優先されます。

＜祝日の設定について＞
祝日を設定すると、全ての祝日に反映されます。ただし、日曜日が祝日の場合、振替休日が祝日とな
り、日曜日は曜日スケジュールまたはカレンダースケジュールに設定されている時間帯パターンが
動作します。

例）下記のようにスケジュール設定した場合
 ・1月1日は曜日スケジュールの日曜日に設定している時間帯パターン「02」が動作
 ・1月2日は祝日スケジュールに設定している時間帯パターン「03」が動作
 ・1月9日はカレンダースケジュールに設定している時間帯パターン「02」が動作

スケジュール設定の可能なメニューとスケジュールの優先順位については、P92を参照してください。

祝
日
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

スケジュール
＜曜日・祝日スケジュール＞または＜カレンダースケジュール＞ごとに時間帯パターンを設定できます。
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〈「３.リアルタイム回線数設定」がない場合〉
時間帯パターンに設定されていない時間帯は、ご契約時の同時接続可能数が機能します。

〈「３.リアルタイム回線数設定」がある場合〉
時間帯パターンに設定されていない時間帯は、「３.リアルタイム回線数設定」の設定が機能します。

時間帯パターンには、1日の全て（24時間）の時間帯を設定してください。

時間帯パターンに設定されていない時間帯がある場合の動作について

設定なし 15回線 設定なし

設定なし 15回線 設定なし

20回線 15回線 20回線

18回線 15回線 18回線

20回線

18回線

00：00

00：00

00：00

00：00

00：00

00：00

09：00

09：00

09：00

09：00

18：00

18：00

18：00

18：00

24：00

24：00

24：00

24：00

24：00

24：00

同時接続可能数

ご契約時の設定 20回線

「２.回線数変更設定」
時間帯パターン（09：00〜18：00） 15回線

同時接続可能数

「３.リアルタイム回線数設定」 18回線

「２.回線数変更設定」
時間帯パターン（09：00〜18：00） 15回線

実際の
同時接続可能数は

実際の
同時接続可能数は

「２.回線数変更設定」と「３.リアルタイム回線数
設定」を同時間に設定した場合、同時接続可能数の
少ない方が機能します。詳細はP45を参照してく
ださい。
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曜日スケジュール、祝日スケジュール、カレンダースケジュールが重複している場合は、1.カレンダー
スケジュール、2.祝日スケジュール、3.曜日スケジュールの順番で設定が優先されます。ただし、カレ
ンダースケジュールの時間帯パターンに設定されていない着信番号は、祝日スケジュールで機能しま
す。祝日スケジュールの時間帯パターンにも設定されていない着信番号は、曜日スケジュールで機能
します。

時間帯パターンに設定されていない着信番号がある場合の動作について

＜カレンダースケジュール＞
201６年5月5日に「時間帯パターン01」を設定

＜祝日スケジュール＞
「時間帯パターン02」を設定

＜曜日スケジュール＞
木曜日に「時間帯パターン03」を設定

【03XXXXXXX1】

【03XXXXXXX1】

【03XXXXXXX1】 【03XXXXXXX1】
00：00

00：00

00：0009：00

09：00

18：00

18：00

24：00

24：00

24：00

2回線 10回線 2回線

2回線 10回線 2回線

実際の
同時接続可能数は

時間帯パターン01 時間帯パターン02 時間帯パターン03

【03XXXXXXX2】

【03XXXXXXX2】

【03XXXXXXX2】 【03XXXXXXX2】

【03XXXXXXX3】

【03XXXXXXX3】

【03XXXXXXX3】 【03XXXXXXX3】

00：00 00：00

00：00 00：00 00：00

24：00 24：00

24：00 24：00 24：00

設定なし 10回線

設定なし 設定なし 5回線

00：00 10：00 15：00 24：00

0回線 5回線 0回線

00：00 10：00 15：00 24：00

0回線 7回線 0回線

15回線

カレンダースケジュールが優先して、機能します。

カレンダースケジュールには設定がないので、
祝日スケジュールが機能します。

カレンダースケジュールおよび祝日スケジュールに
は設定がないので、曜日スケジュールが機能します。

00：00 24：00

5回線

00：00 10：00 15：00 24：00

0回線 7回線 0回線

スケジュールを設定・変更しようとした場合、
次のメッセージが表示されます。
参考

例）２０１６年５月５日（木曜日）〈こどもの日〉を下記のように設定していた場合

着信番号によって機能するスケジュールが異ならないように時間帯パターンには全ての着信番号を設定
してください。
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「２.回線数変更設定」はサービス番号ごとの設定となります。1つの着信番号に複数のサービス番号を契
約している場合はサービス番号ごとに「２.回線数変更設定」を設定してください。

〈契約回線数の合計が物理回線数より多い場合〉
「２.回線数変更設定」の時間帯パターンの同時接続可能数が常に物理回線数以下になるように設定して
ください。物理回線数を越える着信はLS話中となります。

〈話中時迂回を設定している場合〉
迂回元の同時接続可能数が「0」の場合は、話中時迂回が機能します。迂回先の同時接続可能数が「0」の
場合は接続せず、次の迂回先へ迂回します。

〈話中時ガイダンスを設定している場合〉
話中時ガイダンスが流れます。

〈話中時待ち合わせを設定している場合〉
話中時待ち合わせが機能し、待ち合わせ時間超過後、切断されます。同時接続可能数を「0」にする場

合は、「２１.待合せ設定」および「２２.リアルタイム待合せ数設定」で話中時待ち合わせの設定を解除
してください。

同時接続可能数を「0」にすると、接続先案内ガイダンスは流れず、話し中になります。

同時接続可能数を「0」にした場合は、発信者は話し中となります。（FD/ND話中）

サービス番号ごとの契約回線数

合計20回線

（10回線）

0120XXXXX1

（6回線）

0120XXXXX2

（4回線）

0570XXXXX3

物理回線数

03XXXXXXX1

×10
回線

時間帯パターンの設定

合計を10回線以下に設定

○回線

0120XXXXX1

△回線

0120XXXXX2

□回線

0570XXXXX3

で
物理回線
数以上は
LS話中と
なるので

○＋△＋□の

1つの着信番号に複数のサービス番号を契約しているお客さまへ

接続先案内ガイダンスをご利用のお客さまへ

同時接続可能数を「0」にした場合
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ないほうが機能します。

0回線 10回線 1回線 10回線 0回線

0回線 10回線 1回線 5回線 0回線

10回線 5回線

00：00

00：00

00：00

09：00

09：00

12：00

12：00

12：00

13：00

13：00

18：00

18：00

24：00

24：00

24：00

●「２.回線数変更設定」の設定

●実際の同時接続可能数

●「３.リアルタイム回線数設定」の設定
12時に同時接続可能数を5回線に変更

実際の
同時接続可能数は

同時接続可能数の少ないほうが優先されるため、リアルタイ
ム回線数での設定は 13：00 〜 18：00しか機能しません。

回線数変更設定とリアルタイム回線数設定を同時間に設定した場合

「２.回線数変更設定」と「３.リアルタイム回線数設定」を同時間に設定した場合、同時接続可能数の少
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◆次の変更例で、時間帯パターンを変更・廃止する方法について説明します。

該当の「パターン変更」ボタンをクリック
します。

➡選択した時間帯パターンの設定情報
が表示されます。

＜時間帯パターン情報＞に必要な項目
を入力します。（画面A）

時間帯パターンを変更・廃止する2 -1

0回線 10回線 0回線 0回線 20回線 0回線

0回線 5回線 0回線

00：00 00：00

00：00

09：00 09：00

09：00

18：00 20：00

20：00

24：00 24：00

24：0024：00

設定なし

サービス番号「0120XXXXXX」
時間帯パターン（パターンID：01、パターン名：平日用）の設定内容を次のように変更・廃止します。
着信番号「03XXXXXXX1」を変更、着信番号「０６XXXXXXX１」を追加します。

着信番号「03XXXXXXX1」の設定

着信番号「０６XXXXXXX１」の設定
00：00

変更例

1

2

01.運用状況 04. 回線数変更スケジュール変更

カスコン業務メニュー 02 スケジュール変更
画面を表示するには

➡「正常に終了しました。」メッセージが

表示され、時間帯パターンが更新され
ます。

時間帯の区切りは全ての着信番
号で共通になります。着信番号によって
時間帯を個別に設定することはできませ
ん。

着信番号を削除する場合は、「削
除」チェックボックスにチェックをつ

け、「保存」ボタンをクリックします。
設定項目の詳細については、P51

「補足」を参照してください。

参考

参考

参考

時間帯パターンを変更する場合

3
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）

●時間帯２の「終了時間」に「１９５９」
と入力します。

●時間帯３の「開始時間」に「２０００」と
入力します。

「同時接続可能数」に「２０」と入力しま
す。

●B

●A

便利な
使い方

●「カスコン業務メニュー 」02.サービス設定　➡「02.基本設定（変更 ）」
02.着信番号設定変更で着信番号の備考欄を設定すると着信番号下に
備考欄の内容が表示されます。

●C

（画面C）
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「検索」ボタンをクリックします。

➡画面下に着信番号が表示されます。

すでに時間帯パターン内に設定
している着信番号は表示されません。

5

参考

着信番号を追加する場合

該当の「着信番号追加」ボタンをクリック
します。

➡選択した時間帯パターンの設定情報
が表示されます。

4

●「頭だし着信番号」に半角9〜11桁を入力すると、該当の着信番号 
以降を表示します。

便利な
使い方

●時間帯1の「同時接続可能数」に「0」
と入力します。

●時間帯2の「同時接続可能数」に「5」
と入力します。

●時間帯3の「同時接続可能数」に「0」
と入力します。

6
着信番号「０６XXXXXXX１」に必要
な項目を入力します。（画面A）

表示され、時間帯パターンが更新され
ます。

50件以上の場合は、「次検索」
ボタンをクリックしてください。
参考

必ずお読みください。

●時間帯パターンを有効にするには、スケジュールに設定する必要があります。スケジュールの変更については、P52
を参照してください。
●時間帯パターンに設定されていない時間帯は、ご契約時の同時接続可能数が機能します。ただし、「３.リアルタイム回線
数設定」がある場合、「３．リアルタイム回線数設定」の設定が機能します。
●時間帯パターンには、1日の全て（24時間）の時間帯を設定してください。詳細はP42を参照してください。
●時間帯パターンには、サービス番号に契約している全ての着信番号を設定してください。詳細はP43を参照してくだ
さい。

�
●「開始時間」、「終了時間」は1分単位で設定できます。「終了時間」は、設定したい時間の1分前を設定します。例えば、正
午～午後1時まで設定したい場合は、「開始時間」に「1200」、「終了時間」に「1259」と設定します。

！ ご注意

7
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）

➡「正常に終了しました。」メッセージが

●B

●A



2章

カ
ス
タ
マ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

機
能
編

回
線
数
変
更
設
定
時
間
帯
パ
タ
ー
ン
を
変
更
・
廃
止
す
る

2
︲
1

全
サ
ー
ビ
ス
共
通

オ
プ
シ
ョ
ン

48

必ずお読みください。

●時間帯パターンを有効にするには、スケジュールに設定する必要があります。スケジュールの変更については、P52を
参照してください。
●時間帯パターンに設定されていない時間帯は、ご契約時の同時接続可能数が機能します。ただし、「３.リアルタイム回
線数設定」がある場合、「３.リアルタイム回線数設定」の設定が機能します。
●時間帯パターンには、1日の全て（24時間）の時間帯を設定してください。詳細はP42を参照してください。
●時間帯パターンには、サービス番号に契約している全ての着信番号を設定してください。詳細はP43を参照してくださ
い。
●「開始時間」、「終了時間」は1分単位で設定できます。「終了時間」は、設定したい時間の1分前を設定します。例えば、正
午～午後1時まで設定したい場合は、「開始時間」に「1200」、「終了時間」に「1259」と設定します。

！ ご注意

「廃止」チェックボックスにチェックをつ
けます。（画面A）

9

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、時間帯パターンが廃止され
ます。

スケジュールに設定されている
時間帯パターンを廃止することはできま
せん。スケジュールの変更については、
P52を参照してください。

参考

該当の「パターン変更」ボタンをクリック
します。

➡選択した時間帯パターンの設定情報
が表示されます。

8

時間帯パターンを廃止する場合

10
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）

●A

●B



49

回
線
数
変
更
設
定
時
間
帯
パ
タ
ー
ン
を
照
会
す
る

2章

カ
ス
タ
マ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

機
能
編

2
︲
2

全
サ
ー
ビ
ス
共
通

オ
プ
シ
ョ
ン

◆次の照会例で、時間帯パターンの設定内容を照会する方法について説明します。

サービス番号「0120XXXXXX」
時間帯パターン（パターンID：01、パターン名：平日用）の設定内容を照会します。照会例

時間帯パターンを照会する2 -2

必ずお読みください。

●時間帯パターンに設定されていない時間帯は、ご契約時の同時接続可能数が機能します。ただし、「３.リアルタ
イム回線数設定」がある場合、「３.リアルタイム回線数設定」の設定が機能します。

！ ご注意

01.運用状況 04. 回線数変更スケジュール照会

カスコン業務メニュー 01.スケジュール照会
画面を表示するには

0回線 20回線 0回線 0回線 5回線 0回線

00：00 00：0009：00 09：0020：00 20：0024：00 24：00
着信番号「03XXXXXXX1」の設定 着信番号「03XXXXXXX2」の設定

手順 1 はP46の『時間帯パターンを変
更・廃止する』を参照してください。

2
必要な項目を確認します。
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◆次の作成例で、時間帯パターンを作成する方法について説明します。

サービス番号「0120XXXXXX」
時間帯パターン（パターンID：02、パターン名：休日用）を作成し、次のように時間帯パターンを設定します。作成例

「新規作成」ボタンをクリックします。

➡時間帯パターンの設定項目が表示さ
れます。

「一覧照会」ボタンをクリックします。
（画面C）

＜時間帯パターン情報＞に必要な項目
を入力します。（画面A）
●「回線数変更パターンID」に「02」と

入力します。
●「回線数変更パターン名」に「休日
用」と入力します。

●項番1の「開始時間」に「0000」、
「終了時間」に「0859」と入力しま
す。

●項番2の「開始時間」に「0900」、
「終了時間」に「1759」と入力しま
す。

●項番3の「開始時間」に「1800」、
「終了時間」に「2359」と入力しま
す。

時間帯パターンを作成する2 -3

0回線 10回線 0回線

00：00 09：00 18：00 24：00

1

4

2

01.運用状況 04. 回線数変更スケジュール変更

カスコン業務メニュー 02.スケジュール変更変更
画面を表示するには

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示されます。

作成した時間帯パターンの「着信番号追
加」ボタンをクリックします。

➡選択した時間帯パターンの設定項目
が表示されます。

5

●B ●C●A

着信番号「03XXXXXXX1」の設定

3
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）
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「検索」ボタンをクリックします。

➡画面下に着信番号が表示されます。

6

●「頭だし着信番号」に半角9〜11桁を入力すると、該当の着信番号 
以降を表示します。

便利な
使い方

着信番号「03XXXXXXX1」に必要な
項目を入力します。（画面A）
●時間帯1の「同時接続可能数」に「0」

と入力します。
●時間帯2の「同時接続可能数」に「10」

と入力します。
●時間帯3の「同時接続可能数」に「0」

と入力します。

7

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、時間帯パターンが作成され
ます。

50件以上の場合は、「次検索」
ボタンをクリックしてください。

●時間帯パターンは、100個まで作成できます。
●時間帯パターンは、1パターンにつき20時間帯まで設定できます。
●時間帯パターンIDには、「00」〜「ZZ」の数字または英大文字を入力します。ただしすでに登録されているIDは設定できません。
●時間帯パターン名は、全角20文字（半角40文字、ただし半角カナは設定不可）で設定します。
●開始時間、終了時間は00：00をまたがって設定できません。
●同時接続可能数は「0」以上、契約回線数以下の回線数で設定できます。

補足

必ずお読みください。

●時間帯パターンを有効にするには、スケジュールに設定する必要があります。スケジュールの変更については、P52を
参照してください。
●時間帯パターンに設定されていない時間帯は、ご契約時の同時接続可能数が機能します。ただし、「３.リアルタイム回
線数設定」がある場合、「３.リアルタイム回線数設定」の設定が機能します。
●時間帯パターンには、1日の全て（24時間）の時間帯を設定してください。詳細はP42を参照してください。
●時間帯パターンには、サービス番号に契約している全ての着信番号を設定してください。詳細はP43を参照してくださ
い。
●「開始時間」、「終了時間」は1分単位で設定できます。「終了時間」は、設定したい時間の1分前を設定します。例えば、正
午～午後1時まで設定したい場合は、「開始時間」に「1200」、「終了時間」に「1259」と設定します。

！ ご注意

参考

8
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）

●B

●A
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◆次の変更例で、スケジュールを変更する方法について説明します。

サービス番号「0120XXXXXX」
次のように＜曜日・祝日スケジュール＞と＜カレンダースケジュール＞に設定されている時間帯パターンを変更します。変更例

優先順位1 カレンダースケジュール 1日ごとにスケジュールを設定できます。
優先順位2 祝日スケジュール 祝日を設定できます。年間を通して同じです。
優先順位3 曜日スケジュール 曜日ごとにスケジュールを設定できます。年間を通して同じです。

＜曜日・祝日スケジュール＞の「土曜」
と「日曜」に「02」を選択します。

（画面A）

➡「正常に終了しました。」メッセージが表

＜曜日・祝日スケジュール＞は、
年間を通して同じです。月を切り替えて
も変わりません。

参考

◆スケジュールの種類および優先順位は下記のとおりです。

スケジュールを変更する2 -4

1

01.運用状況 04.回線数変更スケジュール情報変更

カスコン業務メニュー 02 スケジュール変更
画面を表示するには

●C

●B
●A

曜日・祝日スケジュールを変更する場合

曜日スケジュール 土曜、日曜の時間帯パターンID「01」を「02」に変更

祝日スケジュール 時間帯パターンID「02」を設定

カレンダースケジュール ２０１６年７月1８日に時間帯パターンID「02」を設定

3
「保存」ボタンをクリックします。（画面C）

2
＜曜日・祝日スケジュール＞の「祝日」
に「02」を選択します。（画面B）

示され、＜曜日・祝日スケジュール＞が更
新されます。
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ます。（画面A）

➡２０１６年７月のカレンダースケジュ
ールが表示されます。

カレンダースケジュールは、当月
を含め13カ月先まで設定できます。

カレンダースケジュール設定のあ
る月は、ボタンが青色で表示されます。

参考

参考

カレンダースケジュールを変更する場合

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、＜カレンダースケジュー
ル＞が更新されます。

●＜カレンダースケジュール＞は、＜期間設定＞から期間を入力して設定
することもできます。（画面D）

●＜時間帯パターン情報＞の「パターン変更」ボタンをクリックすると、選
択した時間帯パターンの内容を変更することもできます。時間帯パ
ターンの変更については、P46を参照してください。

●＜時間帯パターン情報＞の「着信番号追加」ボタンをクリックすると、着
信番号を追加することもできます。着信番号の追加については、P47
を参照してください。

●＜時間帯パターン情報＞の「新規作成」ボタンをクリックすると、時間帯
パターンを新規作成することもできます。時間帯パターンの作成につ
いては、P50を参照してください。

便利な
使い方

●C●B

●A

●D

必ずお読みください。

●＜曜日・祝日スケジュール＞＜カレンダースケジュール＞＜期間設定＞は、それぞれ「保存」ボタンが別になり
ます。各設定ごとの「保存」ボタンをクリックしないと設定されません。
●＜カレンダースケジュール＞は、「保存」ボタンをクリックする前に表示月を切り替えると設定が反映されません。必ず1
カ月単位で設定してください。
●曜日スケジュール、祝日スケジュール、カレンダースケジュールが重複している場合は、1.カレンダースケジュール、
2.祝日スケジュール、3.曜日スケジュールの順番で設定が優先されます。ただし、カレンダースケジュールの時間帯
パターンに設定されていない着信番号は、祝日スケジュールで機能します。祝日スケジュールの時間帯パターン
にも設定されていない着信番号は、曜日スケジュールで機能します。
●祝日を設定すると、全ての祝日に反映されます。ただし、日曜日が祝日の場合、振替休日が祝日となり、日曜日は
曜日スケジュールまたはカレンダースケジュールに設定されている時間帯パターンが動作します。詳細はP41 

●「２.回線数変更設定」と「３.リアルタイム回線数設定」を同時間に設定した場合、同時接続可能数の少ないほうが機
能します。
●スケジュールに設定されていない日または時間帯は、ご契約時の同時接続可能数が機能します。ただし、「３.リアルタ
イム回線数設定」がある場合、「３.リアルタイム回線数設定」の設定が機能します。
●「２.回線数変更設定」はサービス番号ごとの設定となります。1つの着信番号に複数のサービス番号を契約している
場合はサービス番号ごとに「２.回線数変更設定」を設定してください。

！ ご注意

4
「２０１６年７月」のボタンをクリックし

5
＜カレンダースケジュール＞の「１８」日
に「02」を選択します。（画面B）

6
「保存」ボタンをクリックします。（画面C）

 「スケジュールを組み合わせて利用する場合」を参照してください。
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➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、スケジュールが更新されま
す。

参考 ＜期間設定＞は期間を入力し、「回
線数変更パターンID」から「削除」を選択
し、「保存」ボタンをクリックします。

スケジュールを解除する場合

必ずお読みください。

●＜曜日・祝日スケジュール＞＜カレンダースケジュール＞＜期間設定＞は、それぞれ「保存」ボタンが別になります。
各設定ごとの「保存」ボタンをクリックしないと設定されません。
●＜カレンダースケジュール＞は、「保存」ボタンをクリックする前に表示月を切り替えると設定が反映されません。必ず1
カ月単位で設定してください。
●曜日スケジュール、祝日スケジュール、カレンダースケジュールが重複している場合は、1.カレンダースケジュール、
2.祝日スケジュール、3.曜日スケジュールの順番で設定が優先されます。ただし、カレンダースケジュールの時間帯
パターンに設定されていない着信番号は、祝日スケジュールで機能します。祝日スケジュールの時間帯パターン
にも設定されていない着信番号は、曜日スケジュールで機能します。
●祝日を設定すると、全ての祝日に反映されます。ただし、日曜日が祝日の場合、振替休日が祝日となり、日曜日は曜
日スケジュールまたはカレンダースケジュールに設定されている時間帯パターンが動作します。詳細はP41「ス
ケジュールを組み合わせて利用する場合」を参照してください。
●「２.回線数変更設定」と「３.リアルタイム回線数設定」を同時間に設定した場合、同時接続可能数の少ないほうが機
能します。
●スケジュールに設定されていない日または時間帯は、ご契約時の同時接続可能数が機能します。ただし、「３.リアルタ
イム回線数設定」がある場合、「３.リアルタイム回線数設定」の設定が機能します。
●「２.回線数変更設定」はサービス番号ごとの設定となります。1つの着信番号に複数のサービス番号を契約している
場合はサービス番号ごとに「２.回線数変更設定」を設定してください。

！ ご注意

7
＜曜日・祝日スケジュール＞または
＜カレンダースケジュール＞の該当曜
日・祝日または日に「無」を選択します。

8
各設定ごとに「保存」ボタンをクリックし
ます。
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◆次の照会例で、スケジュールを照会する方法について説明します。

サービス番号「0120XXXXXX」
＜曜日・祝日スケジュール＞と２０１６年７月の＜カレンダースケジュール＞を照会します。照会例

＜スケジュール情報＞から「２０１６年
７月」のボタンをクリックします。

（画面A）

➡２０１６年７月のカレンダースケ
ジュールが表示されます。

カレンダースケジュール設定のあ
る月は、ボタンが青色で表示されます。

必要な項目を確認します。

＜曜日スケジュール＞（画面B）
曜日ごとに設定されている「時間帯パ
ターンID」が表示されます。

＜祝日スケジュール＞（画面C）
祝日に設定されている「時間帯パター
ンID」が表示されます。

＜カレンダースケジュール＞（画面D）
日ごとに設定されている「時間帯パター
ンID」が表示されます。

＜曜日・祝日スケジュール＞は、
年間を通して同じです。月を切り替えて
も変わりません。

●＜時間帯パターン情報＞の「パターン照会」ボタンをクリックすると、選
択した時間帯パターンの設定内容が表示されます。

●＜曜日・祝日スケジュール＞の曜日・祝日や＜カレンダースケジュー
ル＞の日をクリックすると、設定されている時間帯パターンの設定内
容が表示されます。

便利な
使い方

参考

参考

スケジュールを照会する2 -5

必ずお読みください。

●曜日スケジュール、祝日スケジュール、カレンダースケジュールが重複している場合は、1.カレンダースケジュール、
2.祝日スケジュール、3.曜日スケジュールの順番で設定が優先されます。ただし、カレンダースケジュールの時間帯
パターンに設定されていない着信番号は、祝日スケジュールで機能します。祝日スケジュールの時間帯パターンに
も設定されていない着信番号は、曜日スケジュールで機能します。
●祝日を設定すると、全ての祝日に反映されます。ただし、日曜日が祝日の場合、振替休日が祝日となり、日曜日は曜
日スケジュールまたはカレンダースケジュールに設定されている時間帯パターンが動作します。詳細はP41「ス
ケジュールを組み合わせて利用する場合」を参照してください。
●「２.回線数変更設定」と「３.リアルタイム回線数設定」を同時間に設定した場合、同時接続可能数の少ないほうが機
能します。
●スケジュールに設定されていない日または時間帯は、ご契約時の同時接続可能数が機能します。ただし、「３.リアルタ
イム回線数設定」がある場合、「３.リアルタイム回線数設定」の設定が機能します。
●「２.回線数変更設定」はサービス番号ごとの設定となります。1つの着信番号に複数のサービス番号を契約している
場合はサービス番号ごとに「２.回線数変更設定」を設定してください。

！ ご注意

1

2

01.運用状況 04. 回線数変更スケジュール照会

カスコン業務メニュー 01. スケジュール照会
画面を表示するには

●D

●C
●B

●A
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回線数の設定は、「３.リアルタイム回線数設定」と「２.回線数変更設定」の2種類があります。

３.リアルタイム回線数設定 リアルタイムに回線数（同時接続可能数）を変更できます。

回線数変更設定 曜日や時間帯などでスケジュールを組み、回線数（同時接続可能数）を変更できます。
P40を参照してください。

ないほうが機能します。

0回線 10回線 1回線 10回線 0回線

0回線 10回線 1回線 5回線 0回線

10回線 5回線

00：00

00：00

00：00

09：00

09：00

12：00

12：00

12：00

13：00

13：00

18：00

18：00

24：00

24：00

24：00

●「２.回線数変更設定」の設定

●実際の同時接続可能数

●「３.リアルタイム回線数設定」の設定
　12時に同時接続可能数を5回線に変更

実際の
同時接続可能数は

同時接続可能数の少ないほうが機能するため、リアルタイム
回線数での設定は 13：00 ～ 18：00しか機能しません。

２.

回線数変更設定とリアルタイム回線数設定を同時間に設定した場合

「２.回線数変更設定」と「３.リアルタイム回線数設定」を同時間に設定した場合、同時接続可能数の少
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〈話中時迂回を設定している場合〉
迂回元の同時接続可能数が「0」の場合は、話中時迂回が機能します。迂回先の同時接続可能数が「0」の
場合は接続せず、次の迂回先へ迂回します。

〈話中時ガイダンスを設定している場合〉
話中時ガイダンスが流れます。

〈話中時待ち合わせを設定している場合〉
話中時待ち合わせが機能し、待ち合わせ時間超過後、切断されます。同時接続可能数を「0」にする場

合は、「２１.待合せ設定」および「２２.リアルタイム待合せ数設定」で話中時待ち合わせの設定を解除
してください。

同時接続可能数を「0」にすると、接続先案内ガイダンスは流れず、話し中になります。

同時接続可能数を「0」にした場合は、発信者は話し中となります。（FD/ND話中）

接続先案内ガイダンスをご利用のお客さまへ

同時接続可能数を「0」にした場合
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1つの着信番号に複数のサービス番号を契約している場合、いずれか1つのサービス番号から「３.リ
アルタイム回線数設定」で着信番号の同時接続可能数を変更すると、他のサービス番号でも同様に同時
接続可能数が変更されますので、ご注意ください。
サービス番号ごとに同時接続可能数を変更したい場合は、P40「２.回線数変更設定」を参照してください。

例）同時接続可能数を変更した場合

1つの着信番号に複数のサービス番号を契約しているお客さまへ

共通回線 複数のサービス番号を契約している着信番号

共通回線数 着信番号に契約している全サービス番号の同時接続可能数（同時接続可能数に設定できる最大値）

同時接続可能数 現在設定している接続可能な回線数

いずれか1つのサービス番号で同時接続可能数を

共通回線 03XXXXXXX1

20回線共通回線数

0120XXXXX1サービス番号A

10回線契約回線数

0120XXXXX2サービス番号B

6回線契約回線数

0570XXXXX3サービス番号C

4回線契約回線数

同時接続可能数　20回線

同時接続可能数　5回線
0120XXXXX1サービス番号A 0120XXXXX2サービス番号B 0570XXXXX3サービス番号C

実際の同時接続可能数

5回線以下
実際の同時接続可能数

5回線以下
実際の同時接続可能数

4回線以下

サービス番号A・B・Cあわせて5回線以下となります

5に変更すると

〈共通回線数について〉
共通回線数は、物理回線数以下になるように設定してください。物理回線数を超える着信はLS話中となり
ます。共通回線数はカスタマコントロールでは変更できません。別途、お申込みをお願いします。

共通回線数

10回線
以下に設定

サービス番号ごとの契約回線数

合計20回線

（10回線）
0120XXXXX1

（6回線）
0120XXXXX2

（4回線）
0570XXXXX3

物理回線数

03XXXXXXX1

×10
回線

で 物理回線数以上は
LS話中となるので

※契約回線数については、P114を参照してください。
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ダイヤルイン回線数管理は着信番号にダイヤルイン共通管理番号を設定し、同じダイヤルイン共通管理
番号内の着信番号の回線数を、ダイヤルイン共通管理番号で一元的に管理します。（ダイヤルイン共通管
理番号の照会・変更はカスタマコントロールではできません）

ダイヤルイン回線数管理をご利用のお客さまへ

同じダイヤルイン共通管理番号が設定されている全着信番号の合計の同時接続可能数が変更
されます。①＋②＋③の着信数（同時接続可能数）が変更されます。

5回線

ダイヤルイン共通管理番号の着信番号（03XXXXXXX1）の同時接続可能数を変更した場合

該当の着信番号の同時接続可能数のみが変更され、他の着信番号には影響ありません。
ダイヤルイン共通管理番号以外の着信番号（03XXXXXXX2）の同時接続可能数を変更した場合

0～20回線

変更前 変更後の同時接続可能数

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
共
通
管
理
番
号
0
3
X
X
X
X
X
X
X
1
を
設
定

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
共
通
管
理
番
号

0
3
X
X
X
X
X
X
X
1
を
設
定

0120AAAAAA

［         ］
影響

影
響

影響なし

影響なし

影響
なし

20回線

20回線

5回線

物理番号
03XXXXXXX1

契約
回線数

同時接続可能数

10

0120BBBBBB

［      ］追加番号
03XXXXXXX2

契約
回線数 同時接続可能数

6 6回線

4回線
0570CCCCCC

［      ］追加番号
03XXXXXXX3

契約
回線数 同時接続可能数

4

ダイヤルイン
共通管理番号

ダイヤルイン共通管理番号

5回線に変更

5回線
同時接続可能数の少ないほうが機能
しますので、ダイヤルイン共通管理番
号（03XXXXXXX1）の同時接続数が機
能します。
ただし、カスタマコントロールの画面は、
6回線のまま変更されません。

03XXXXXXX1の着信は
契約回線数以下（0～10
回線）です。

4回線 追加番号（03XXXXXXX3）の同時接
続可能数がそのまま機能します。

1

2

3

注意2

ダイヤルイン共通管理番号で変更した同時接続可能数と着信番号の同時接続可能数を比較し、
少ないほうが機能します。
ただし、着信番号のカスタマコントロール画面の同時接続可能数は変更されません。

注意1

注意1

注
意
2

①＋②＋③の同時接続可能数 ①＋②＋③の同時接続可能数

①＋②＋③の
同時接続可能数

0120AAAAAA［物理番号：03XXXXXXX1］

0570CCCCCC［追加番号：03XXXXXXX3］ 4回線

0回線

4回線

0～20回線 0～20回線

［追加番号：03XXXXXXX2］ 6回線
0回線
に
変更

20回線
①＋②＋③の
同時接続可能数

0120BBBBBB

1

3

2

一元管理
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必ずお読みください。

●「２.回線数変更設定」と「３.リアルタイム回線数設定」を同時間に設定した場合、同時接続可能数の少ないほうが機能
します。
●1つの着信番号に複数のサービス番号を契約している場合、いずれか1つのサービス番号から「３.リアルタイム回線数
設定」で着信番号の同時接続可能数を変更すると、他のサービス番号でも同様に同時接続可能数が変更されます。
サービス番号ごとに同時接続可能数を変更したい場合は、P40「２.回線数変更設定」を参照してください。

！ ご注意

＜着信番号情報＞に必要な項目を入力
します。（画面A）
●「同時接続可能数」に「15」と入力し

ます。

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、同時接続可能数が更新され
ます。

「現在同時接続数」は、＜着信番
号情報＞を表示した時点の接続数です。

「再表示」ボタンをクリックすると、「現
在同時接続数」の情報が更新されます。

最終変更日が更新年月日に表示
されます。

3

参考

参考

◆次の変更例で、着信番号ごとの同時接続可能数を変更する方法について説明します。

「検索」ボタンをクリックします。

➡画面下に＜着信番号一覧＞が表示さ
れます。

リアルタイム回線数を変更する3 -1

サービス番号「0120XXXXXX」 着信番号「03XXXXXXX1」
同時接続可能数を「15」回線に変更します。変更例

1

05.接続数 01.リアルタイム回線数変更

カスコン業務メニュー 02.接続数設定
画面を表示するには

●「頭だし着信番号」に半角9〜11桁を入力すると、該当の着信番号 
以降を表示します。

便利な
使い方

該当の「選択」ボタンをクリックします。

➡選択した着信番号の回線数設定情報
が表示されます。

50件以上の場合は、「次検索」
ボタンをクリックしてください。

2

参考

●A

●B

4
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）
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◆次の照会例で、着信番号の同時接続可能数を照会する方法について説明します。

リアルタイム回線数を照会する3 -2

サービス番号「0120XXXXXX」 着信番号「03XXXXXXX1」の同時接続可能数を照会します。照会例

05.接続数 02 リアルタイム回線数照会

カスコン業務メニュー 01.接続数照会
画面を表示するには

手順 1 〜 2 はP60の『リアルタイム回
線数を変更する』を参照してください。

必要な項目を確認します。

「現在同時接続数」は、＜着信番
号情報＞を表示した時点の接続数です。

「再表示」ボタンをクリックすると、「現
在同時接続数」の情報が更新されます。

最終変更日が更新年月日に表示
されます。

3

参考

参考

必ずお読みください。

●「２.回線数変更設定」と「３.リアルタイム回線数設定」を同時間に設定した場合、同時接続可能数の少ないほうが機能
します。

！ ご注意
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◆次の変更例で、複数の着信番号の同時接続可能数を一括で変更する方法について説明します。

リアルタイム回線数を一括変更する3 -3

サービス番号「0120XXXXXX」 着信番号「03XXXXXXX1」「03XXXXXXX2」
同時接続可能数を「10」回線に変更します。変更例

05.接続数 02.リアルタイム回線数一括変更

カスコン業務メニュー 02.接続数設定
画面を表示するには

「検索」ボタンをクリックします。

➡画面下に＜着信番号一覧＞が表示さ
れます。

参考 50件以上の場合は、「次検索」
ボタンをクリックしてください。

1

●「頭だし着信番号」に半角9〜11桁を入力すると、該当の着信番号 
以降を表示します。

便利な
使い方

着信番号「03XXXXXXX1」と「03 
XXXXXXX2」のチェックボックスに
チェックをつけます。（画面A）

「全照会」ボタンをクリックします。

➡＜着信番号情報＞の「現在同時接続数」
「共通回線数」「同時接続可能数」が表
示されます。

2

4

「選択決定」ボタンをクリックします。
（画面B）

➡選択した着信番号の回線数設定情報
が表示されます。

3

●B

●A
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＜着信番号情報＞に必要な項目を入力
します。（画面A）
●着信番号「03XXXXXXX1」の「同

時接続可能数」に「10」と入力します。
●着信番号「03XXXXXXX2」の「同

時接続可能数」に「10」と入力します。

5

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、同時接続可能数が更新され
ます。

必ずお読みください。

●「２.回線数変更設定」と「３.リアルタイム回線数設定」を同時間に設定した場合、同時接続可能数の少ないほうが機能
します。
●1つの着信番号に複数のサービス番号を契約している場合、いずれか1つのサービス番号から「３.リアルタイム回線数
設定」で着信番号の同時接続可能数を変更すると、他のサービス番号でも同様に同時接続可能数が変更されます。サービ
ス番号ごとに同時接続可能数を変更したい場合は、P40「２．回線数変更設定」を参照してください。

！ ご注意

●A

●B

●C

6
「全保存」ボタンをクリックします。
（画面B）

参考「現在同時接続数」は、＜着信番
号情報＞を表示した時点の接続数です。
「全照会」ボタンをクリックすると、「現
在同時接続数」の情報が更新されます。

参考「保存」「照会」ボタンをクリッ
クすると着信番号ごとに保存または照
会することができます。（画面C）
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「分配比設定」は、ルーティング方式を「分配」に設定していない場合は機能しません。

ルーティング方式による着信先決定後、通話中などで接続できない場合も振り分け先としてカウントしますので、
トラヒック照会で確認した際に、分配比どおりに着信していない場合があります。

分配比設定は、「分配パターン」、「時間帯パターン」および「スケジュール」の3つを組み合わせて設定します。

着信番号ごとに分配比を設定できます。

分配パターン

分配パターン AA 分配パターン BB

着信番号 分配比
03XXXXXXX1 1
03XXXXXXX2 1
03XXXXXXX3 1

着信番号 分配比
03XXXXXXX1 3
03XXXXXXX2 2
03XXXXXXX3 1

通話中

通話中 通話
終了 待機中通話中 通話中通話

終了

着信回数

1回

2回

3回

待機中 待機中 待機中通話中 通話中 通話
終了

待機中 待機中通話中 通話中 通話
終了

1
コール目

2
コール目

3
コール目

待機中 待機中

4
コール目

5
コール目

6
コール目

着信

着信

着信

通話中

通話中

着信

待機中

通話中

着信

待機中

着信

通話中

着信番号A

着信番号B

着信番号C

例）全ての着信番号の分配比が1の場合
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分配パターンを1日のスケジュールに1分単位で10時間帯まで設定できます。

時間帯パターン

時間帯パターン 01 時間帯パターン 02

分配パターン「BB」 分配パターン「AA」 分配パターン「BB」 分配パターン「BB」
00：00 00：0009：00 18：00 24：00 24：00

10時間帯まで設定できます

1時間帯 2時間帯 3時間帯

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

時間帯
パターン02

時間帯
パターン01

時間帯
パターン01

時間帯
パターン01

時間帯
パターン01

時間帯
パターン01

時間帯
パターン02

上表のように時間帯パターンを
設 定 す る 場 合 、＜曜日スケ
ジュール＞を設定します。

必ずお読みください。

●スケジュールを設定していない日または時間帯は「５.ACDグループ設定」で設定している分
配比が機能します。

！ ご注意

スケジュール設定の可能なメニューとスケジュールの優先順位については、P92を参照してください。

スケジュール
〈曜日・祝日スケジュール〉または〈カレンダースケジュール〉ごとに時間帯パターンを設定できます。
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必ずお読みください。！ ご注意

例）下記のようにスケジュール設定した場合
 ・1月1日は曜日スケジュールの日曜日に設定している時間帯パターン「02」が動作
 ・1月2日は祝日スケジュールに設定している時間帯パターン「03」が動作
 ・1月9日はカレンダースケジュールに設定している時間帯パターン「02」が動作

祝
日
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

スケジュールを組み合わせて利用する場合
曜日スケジュール、祝日スケジュール、カレンダースケジュールが重複している場合は、1.カレン
ダースケジュール、2.祝日スケジュール、3.曜日スケジュールの順番で設定が優先されます。

＜祝日の設定について＞
祝日を設定すると、全ての祝日に反映されます。ただし、日曜日が祝日の場合、振替休日が祝日とな
り、日曜日は曜日スケジュールまたはカレンダースケジュールに設定されている時間帯パターンが
動作します。
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◆次の変更例で、分配パターンを変更・廃止する方法について説明します。

「検索」ボタンをクリックします。

➡画面下に＜ACDグループ一覧＞
が表示されます。

分配パターンを変更・廃止する4 - 1

サービス番号「0120XXXXXX」　ACDグループ「0001」
分配パターン（パターンID：AA、パターン名：東京５：大阪１）の設定内容を次のように変更・廃止します。変更例

1

01.運用状況 06. 分配スケジュール変更

カスコン業務メニュー 02.スケジュール変更
画面を表示するには

着信番号
03XXXXXXX1
06XXXXXXX2

分配比
5
1 ▶ 着信番号

03XXXXXXX1
06XXXXXXX2

分配比
2
1

●「頭だしACDグループID」に半角4桁を入力すると、該当のACDグ
ループID以降を表示します。

便利な
使い方

該当の「選択」ボタンをクリックします。

➡選択したACDグループIDの＜時間帯
パターン情報＞が表示されます。

50件以上の場合は、「次検索」
ボタンをクリックしてください。

分配パターン、時間帯パターンが
あるACDグループIDは分配パターンま
たは時間帯パターンに「有」が表示されま
す。

➡＜分配パターン情報＞が
表示されます。

2

参考

参考

3
＜時間帯パターン情報＞の「新規作
成」ボタンをクリックします。
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＜分配パターン情報＞から該当の「選
択」ボタンをクリックします。

●「分配パターン名」に「東京２：大阪１」
と入力します。

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、分配パターンが更新されま
す。

設定項目の詳細については、Ｐ75
「補足」を参照してください。

分配パターンを変更する場合

参考

4

●「分配比：」に分配比を入力し、「一括設定」ボタンをクリックすると、全て
の着信番号の分配比を一括変更できます。

便利な
使い方

●順位１「03XXXXXXX1」の分配比
に「2」と入力します。

けます。（画面D）

分配パターンを廃止する場合

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、分配パターンが廃止されま
す。

必ずお読みください。

●分配パターンを有効にするには、時間帯パターンおよびスケジュールに設定する必要があります。時間帯パターンの
変更についてはＰ69、スケジュールの変更についてはＰ76を参照してください。
●「分配比」は「０」～「１００」で設定できます。ただし、全ての着信番号の分配比を「０」に設定することはできません。

！ ご注意

●A
●B

●C

●D

参考 ACDグループメンバーを変更す
ることはできません。ACDグループメ
ンバーの変更は、Ｐ87『ACDグループ
のメンバー情報を変更する』を参照し
てください。

5
＜分配情報＞に必要な項目を入力しま
す。（画面🅐）

6
＜ACDグループメンバ＞に必要な項目
を入力します。（画面B）

7
「保存」ボタンをクリックします。（　　　　　　　　　　　　　　　　　画面C）

8
「廃止」チェックボックスにチェックをつ

9
「保存」ボタンをクリックします。（　　　画面C）

参考 時間帯パターンに設定されてい
る分配パターンを廃止することはできま
せん。時間帯パターンの変更について
は、Ｐ６９を参照してください。
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◆次の変更例で、時間帯パターンを変更・廃止する方法について説明します。

「検索」ボタンをクリックします。

➡画面下に＜ACDグループ一覧＞
が表示されます。

時間帯パターンを変更・廃止する4 - 2

サービス番号「0120XXXXXX」　ACDグループ「0001」
時間帯パターン（パターンID：01、パターン名：平日用）の設定内容を次のように変更・廃止します。変更例

1

01.運用状況 06.分配スケジュール変更

カスコン業務メニュー 02.スケジュール変更
画面を表示するには

該当の「選択」ボタンをクリックします。

➡選択したACDグループIDの＜時間帯
パターン情報＞が表示されます。

50件以上の場合は、「次検索」
ボタンをクリックしてください。

分配パターン、時間帯パターンが
あるACDグループIDは分配パターンま
たは時間帯パターンに「有」が表示されま
す。

➡選択した時間帯パターンの設定情報
が表示されます。

2

分配パターン
「AA」

分配パターン
「AA」

分配パターン
「AA」

00：00 09：00 12：00 13：00 18：00

分配パターン
「AA」

「14.ACDグループ設定」
で設定している分配比

分配パターン
「AA」

00：00 09：00 18：00 24：00 24：00

「５.ACDグループ設定」で設定している分配比

●「頭だしACDグループID」に半角4桁を入力すると、該当のACDグ
ループID以降を表示します。

便利な
使い方

参考

参考

3
＜時間帯パターン情報＞から該当の
「選択」ボタンをクリックします。
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●項番3の「開始時刻」に「1200」、
「終了時刻」に「1259」と入力しま
す。
「分配パターンID」に「AA」と入力し
ます。

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、時間帯パターンが更新され
ます。

設定項目の詳細については、Ｐ75
「補足」を参照してください。

時間帯パターンを変更する場合

時間帯パターンを廃止する場合

参考

6

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、時間帯パターンが廃止され
ます。

スケジュールに設定されている
時間帯パターンを廃止することはできま
せん。スケジュールの変更については、
P76を参照してください。

参考

必ずお読みください。

●時間帯パターンを有効にするには、スケジュールに設定する必要があります。スケジュールの変更については、P76を
参照してください。
●＜時間帯パターン情報＞に設定していない時間帯は、「５.ACDグループ設定」で設定している分配比が機能します。
「５.ACDグループ設定」については、P82を参照してください。
●「開始時刻」、「終了時刻」は1分単位で設定できます。「終了時刻」は、設定したい時刻の1分前を設定します。例えば、
正午～午後1時まで設定したい場合は、「開始時刻」に「1200」、「終了時刻」に「1259」と設定します。

！ ご注意

●〈分配パターン情報〉の「選択」ボタンをクリックすると、選択した分配便利な
使い方

4
＜時間帯パターン情報＞に必要な情報
を入力します。（画面A）

5
「保存」ボタンをクリックします。（　　画面B）

7
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）

●A

●B

●C

パターンの内容を変更することもできます。分配パターンの変更に 

「廃止」チェックボックスにチェックをつ
（画面C） けます。

ついては、P67を参照してください。
●〈分配パターン情報〉の「新規作成」ボタンをクリックすると、分配パタ

ーンを新規作成することもできます。分配パターンの作成については、
P73を参照してください。
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＜時間帯パターン情報＞から該当の
「選択」ボタンをクリックします。
➡選択した時間帯パターン情報が表示
されます。

◆次の照会例で、分配パターンおよび時間帯パターンの設定内容を照会する方法について説明します。

分配パターンおよび時間帯パターンを照会する4 - 3

01.運用状況 06. 分配スケジュール照会

カスコン業務メニュー 01.スケジュール照会
画面を表示するには

サービス番号「0120XXXXXX」　ACDグループ「0001」の設定内容を照会します。

時間帯パターン（パターンID：01、パターン名：平日用）

照会例

分配パターン「AA」 「14.ACDグループ設定」で設定している分配比 分配パターン「AA」

00：00 09：00 18：00 24：00

着信番号
03XXXXXXX1
06XXXXXXX2

分配比
2
1

分配パターン（パターンID：AA、パターン名：東京2：大阪1）

手順 1 〜 2 はP69の『時間帯パターン
を変更・廃止する』を参照してください。

時間帯パターン情報を照会する場合

必要な項目を確認します。

1

2
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必ずお読みください。

●＜時間帯パターン情報＞に設定していない時間帯は、「５.ACDグループ設定」で設定している分配比が機能します。

！ ご注意

➡選択した分配パターン情報が表示され
ます。

分配パターンを照会する場合

3
＜分配パターン情報＞から該当の「選択」
ボタンをクリックします。

4
必要な項目を確認します。

「５. ACDグループ設定」については、P82を参照してください。
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◆次の作成例で、分配パターンおよび時間帯パターンを作成する方法について説明します。

分配パターンおよび時間帯パターンを作成する4 - 4

サービス番号「0120XXXXXX」　ACDグループ「0001」
分配パターン（パターンID：BB、パターン名：東京1：大阪1）
時間帯パターン（パターンID：02、パターン名：休日用）を作成し、次のように設定します。

作成例

画面を表示するには

「検索」ボタンをクリックします。

➡画面下に＜ACDグループ一覧＞
が表示されます。

1

該当の「選択」ボタンをクリックします。

➡選択したACDグループIDの＜時間帯
パターン情報＞が表示されます。

50件以上の場合は、「次検索」 
ボタンをクリックしてください。

分配パターン、時間帯パターンが
あるACDグループIDは分配パターンま
たは時間帯パターンに「有」が表示されま
す。

➡＜分配パターン情報＞が表示されます。

2

分配パターン「BB」
着信番号 分配比
03XXXXXXX1　　1
06XXXXXXX2　　1

「14.ACDグループ設定」で設定している分配比

分配パターン「BB」
着信番号 分配比
03XXXXXXX1　　1
06XXXXXXX2　　1

00：00 09：00 18：00 24：00

参考

参考

●「頭だしACDグループID」に半角4桁を入力すると、該当のACDグ
ループID以降を表示します。

便利な
使い方

分配パターンを作成する場合

01.運用状況 06.分配スケジュール変更

カスコン業務メニュー 02.スケジュール変更

3
＜時間帯パターン情報＞から「新規作成」
ボタンをクリックします。
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＜分配情報＞に必要な項目を入力します。
（画面A）
●「分配パターンID」に「BB」と入力し

ます。
●「分配パターン名」に「東京1：大阪１」

と入力します。

 ＜ACDグループメンバ＞に必要な項
目を入力します。（画面B）
●順位１「03XXXXXXX1」の分配比

に「1」と入力します。
●順位2「06XXXXXXX2」の分配比

に「1」と入力します。

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、分配パターンが作成されま
す。

ACDグループメンバーを変更す
ることはできません。ACDグループメン
バーの変更は、Ｐ87『ACDグループのメ
ンバー情報を変更する』を参照してくだ
さい。

参考

5

6

●「分配比：」に分配比を入力し、「一括設定」ボタンをクリックすると、全て
の着信番号の分配比を一括設定できます。

便利な
使い方

●A

●B

＜分配パターン情報＞から「新規作成」
ボタンをクリックします。

4

7
「保存」ボタンをクリックします。
（画面C）

●C
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必ずお読みください。

●時間帯パターンを有効にするには、スケジュールに設定する必要があります。スケジュールの変更については、P76
を参照してください。
●＜時間帯パターン情報＞に設定していない時間帯は、「５.ACDグループ設定」で設定している分配比が機能します。
「５.ACDグループ設定」については、P82を参照してください。

�
●「開始時刻」、「終了時刻」は1分単位で設定できます。「終了時刻」は、設定したい時刻の1分前を設定します。例えば、
正午～午後1時に設定したい場合は、「開始時刻」に「1200」、「終了時刻」に「1259」と設定します。
●「分配比」は「０」～「１００」で設定できます。ただし、全ての着信番号の分配比を「０」に設定することはできません。

！ ご注意

●分配パターンおよび時間帯パターンは２０個まで作成できます。
●分配パターンIDおよび時間帯パターンIDには、「00」〜「ZZ」の数字または英大文字を入力します。ただし、すでに登録されているID

は設定できません。
●分配パターン名および時間帯パターン名は、全角20文字（半角40文字、ただし半角カナは設定不可）で設定します。
●時間帯パターンは、1パターンにつき10時間帯まで設定できます。
●開始時刻、終了時刻は00：00をまたがって設定できません。

補足

手順 1 〜 3 はP７３の『分配パターン
および時間帯パターンを作成する』を
参照してください。

「０２」と入力します。
●「分配スケジュールパターン名」に
「休日用」と入力します。

●項番1の「開始時刻」に「0000」、
「終了時刻」に「0859」と入力しま
す。
「分配パターンID」に「BB」と入力
します。

●項番2の「開始時刻」に「1800」、
「終了時刻」に「2359」と入力しま
す。
「分配パターンID」に「BB」と入力
します。

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、時間帯パターンが作成され
ます。

時間帯パターンを作成する場合

8
＜時間帯パターン情報＞に必要な項目を
入力します。（画面A）
●「分配スケジュールパターンID」に

9
＜時間帯パターン情報＞に必要な項目
を入力します。（画面B）

10
「保存」ボタンをクリックします。
（画面C）

●C

●A

●B
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スケジュールを変更する4 - 5

◆次の変更例で、スケジュールを変更する方法について説明します。

サービス番号「0120XXXXXX」　ACDグループ「0001」
次のように＜曜日・祝日スケジュール＞と＜カレンダースケジュール＞に設定されている時間帯パターンを変更します。変更例

「検索」ボタンをクリックします。

➡画面下に＜ACDグループ一覧＞が
表示されます。

該当の「選択」ボタンをクリックします。

➡選択したACDグループIDの＜スケ
ジュール情報＞が表示されます。

50件以上の場合は、「次検索」
ボタンをクリックしてください。

分配パターン、時間帯パターンが
あるACDグループIDは分配パターンま
たは時間帯パターンに「有」が表示されま
す。

◆スケジュールの種類および優先順位は下記のとおりです。

画面を表示するには

1

2

●「頭だしACDグループID」に半角4桁を入力すると、該当のACDグ
ループID以降を表示します。

便利な
使い方

参考

参考

優先順位1 カレンダースケジュール 1日ごとにスケジュールを設定できます。
優先順位2 祝日スケジュール 祝日を設定できます。年間を通して同じです。
優先順位3 曜日スケジュール 曜日ごとにスケジュールを設定できます。年間を通して同じです。

曜日スケジュール 土曜、日曜の時間帯パターンID「01」を「02」に変更

祝日スケジュール 時間帯パターンID「02」を設定

カレンダースケジュール 201６年10月10日に時間帯パターンID「02」を設定

01.運用状況 06.分配スケジュール変更

カスコン業務メニュー 02.スケジュール変更
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＜曜日・祝日スケジュール＞の「土曜」
と「日曜」に「02」を選択します。

（画面A）

➡「正常に終了しました。」メッセージ
が表示され、＜曜日・祝日スケジュール＞
が更新されます。

＜曜日・祝日スケジュール＞は、
年間を通して同じです。月を切り替えて
も変わりません。

参考

必ずお読みください。

●「４.分配比設定」は、「５.ACDグループ設定」でルーティング方式を「分配」に設定していない場合は機能しません。
ルーティング方式の変更については、P85を参照してください。
●＜曜日・祝日スケジュール＞＜カレンダースケジュール＞＜期間設定＞は、それぞれ「保存」ボタンが別になります。各
設定ごとの「保存」ボタンをクリックしないと設定されません。
●曜日スケジュール、祝日スケジュール、カレンダースケジュールが重複している場合は、1.カレンダースケジュール、
2.祝日スケジュール、3.曜日スケジュールの順番で設定が優先されます。
●祝日を設定すると、全ての祝日に反映されます。ただし、日曜日が祝日の場合、振替休日が祝日となり、日曜日は曜
日スケジュールまたはカレンダースケジュールに設定されている時間帯パターンが動作します。詳細はP66「スケジュー
ルを組み合わせて利用する場合」を参照してください。
●スケジュールに設定されていない日または時間帯は「５.ACDグループ設定」で設定している分配比が機能します。
「５.ACDグループ設定」については、P82を参照してください。

！ ご注意

3

曜日・祝日スケジュールを変更する場合

●C
●B

●A

4
＜曜日・祝日スケジュール＞の「祝日」
に「02」を選択します。（画面B）

5
「保存」ボタンをクリックします。（画面C）
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ます。

➡201６年10月のカレンダースケジュー
ルが表示されます。

カレンダースケジュールは、当月
を含め13カ月先まで設定できます。

カレンダースケジュール設定のあ
る月は、ボタンが青色で表示されます。

＜カレンダースケジュール＞の「10」日
に「02」を選択します。（画面A）

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、＜カレンダースケジュー
ル＞が更新されます。

●＜カレンダースケジュール＞は、＜期間設定＞から期間を入力して設定
することもできます。（画面C）

●＜時間帯パターン情報＞の「選択」ボタンをクリックすると、選択した時
間帯パターンの内容を変更することもできます。時間帯パターンの変
更については、P69を参照してください。

●＜時間帯パターン情報＞の「新規作成」ボタンをクリックすると、時間帯
パターンを新規作成することもできます。時間帯パターンの作成につ
いては、P73を参照してください。

便利な
使い方

参考

参考

必ずお読みください。

●「４.分配比設定」は、「５.ACDグループ設定」でルーティング方式を「分配」に設定していない場合は機能しません。

●＜曜日・祝日スケジュール＞＜カレンダースケジュール＞＜期間設定＞は、それぞれ「保存」ボタンが別になります。
各設定ごとの「保存」ボタンをクリックしないと設定されません。
●＜カレンダースケジュール＞は、「保存」ボタンをクリックする前に表示月を切り替えると設定が反映されません。
必ず1カ月単位で設定してください。
●曜日スケジュール、祝日スケジュール、カレンダースケジュールが重複している場合は、1.カレンダースケジュール、
2.祝日スケジュール、3.曜日スケジュールの順番で設定が優先されます。
●スケジュールに設定されていない日または時間帯は「５.ACDグループ設定」で設定している分配比が機能します。
「５.ACDグループ設定」については、P82を参照してください。

！ ご注意

7

カレンダースケジュールを変更する場合

●A

●C

●B

6
「201６年10月」のボタンをクリックし

8
「保存」ボタンをクリックします。
（画面B）

ルーティング方式の変更については、P85を参照してください。
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➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、スケジュールが更新されま
す。

参考 ＜期間設定＞は期間を入力し、
「分配スケジュールパターンID」から「削

除」を選択し、「保存」ボタンをクリックし
ます。

スケジュールを解除する場合

9
＜曜日・祝日スケジュール＞または＜
カレンダースケジュール＞の該当曜
日・祝日または日に「無」を選択します。

10
各設定ごとに「保存」ボタンをクリック
します。
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4
︲
6 手順 1 〜 2 はP76の『スケジュール

を変更する』を参照してください。

＜スケジュール情報＞から「201６年
10 月」のボタンをクリックします。

（画面A）

➡201６年10月のカレンダースケ
ジュールが表示されます。

カレンダースケジュール設定のあ
る月は、ボタンが青色で表示されます。

必要な項目を確認します。

＜曜日スケジュール＞（画面B）
曜日ごとに設定されている「時間帯パ
ターンID」が表示されます。

＜祝日スケジュール＞（画面C）
祝日に設定されている「時間帯パター
ンID」が表示されます。

＜カレンダースケジュール＞（画面D）
日ごとに設定されている「時間帯パター
ンID」が表示されます。

＜曜日・祝日スケジュール＞は、
年間を通して同じです。月を切り替えて
も変わりません。

●＜時間帯パターン情報＞の「選択」ボタンをクリックすると、選択した時
間帯パターンの設定内容が表示されます。

●＜曜日・祝日スケジュール＞の曜日・祝日や＜カレンダースケジュー
ル＞の日をクリックすると、設定されている時間帯パターンの設定内
容が表示されます。

便利な
使い方

参考

スケジュールを照会する4 - 6

必ずお読みください。

●「４.分配比設定」は、「５.ACDグループ設定」でルーティング方式を「分配」に設定していない場合は機能しません。
ルーティング方式の変更については、P85を参照してください。
●曜日スケジュール、祝日スケジュール、カレンダースケジュールが重複している場合は、1.カレンダースケジュール、
2.祝日スケジュール、3.曜日スケジュールの順番で設定が優先されます。
●祝日を設定すると、全ての祝日に反映されます。ただし、日曜日が祝日の場合、振替休日が祝日となり、日曜日は
曜日スケジュールまたはカレンダースケジュールに設定されている時間帯パターンが動作します。詳細はP66「スケ
ジュールを組み合わせて利用する場合」を参照してください。
●スケジュールに設定されていない日または時間帯は、「５.ACDグループ設定」で設定している分配比が機能します。
「５.ACDグループ設定」については、P82を参照してください。

！ ご注意

3

4

◆次の照会例で、スケジュールを照会する方法について説明します。

サービス番号「0120XXXXXX」　ACDグループ「0001」
＜曜日・祝日スケジュール＞と201６年10月の＜カレンダースケジュール＞を照会します。照会例

画面を表示するには

参考

●C

●D

●B

●A

01.運用状況 06. 分配スケジュール照会

カスコン業務メニュー 01.スケジュール照会
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ACDグループを新たに作成することはできません。別途、お申込みをお願いします。

ACDグループでは、同じ発信者が再発信した場合に同じ着信番号に接続されるとは限りません。

話し中などで接続できない場合は、ルーティング方式に基づいた次の着信番号に接続します。（ただし、LS
話中の場合はナビダイヤルは話し中となり、ナビダイヤル・インテリジェントサービスでは、通話料金が高く
なる着信番号には接続しません）ACDグループ内の全ての着信番号に接続できない場合は、話し中また
は無応答になります。話中時または無応答時の設定をしている場合は、下記のとおりです。

ＡＣＤグループのルーティング方式（着信先の決定方式）は、下記の３つから選択できます。

順次サーチ ACDグループメンバーリストの順位の高い順に優先して接続する方式です。

ラウンドロビン ACDグループメンバーリストの全ての着信番号に均等に振り分けて接続する方式です。

分配 ACDグループメンバーごとに分配比を設定し、比率に基づき接続する方式です。スケジュールを設定す
ることもできます。詳細はＰ64を参照してください。

【話中時迂回】
ACDグループ内の着信番号に話中時迂回を設定しても機能しません。
ACDグループ単位で話中時設定をしている場合は、サービスやルーティング方式などによって動作が異な
ります。

サービス ルーティング方式 迂回元または
迂回先の話中状態 動作説明

フリーダイヤル
フリーダイヤル・
インテリジェント
サービス

順次サーチ
ラウンドロビン

FD話中 ACDグループ内の次の着信番号に接続し、ACDグループ内の全て
の着信番号がFD話中の場合、迂回先へ接続します。

LS話中 ACDグループ内の次の着信番号に接続せず、迂回先へ接続します。

分配
FD話中 ACDグループ内の次の着信番号に接続し、ACDグループ内の全て

の着信番号がFD話中またはLS話中の場合、迂回先へ接続します。LS話中

ナビダイヤル
順次サーチ
ラウンドロビン

分配

ND話中 ACDグループ内の次の着信番号に接続し、ACDグループ内の全て
の着信番号がND話中の場合、迂回先へ接続します。

LS話中 話中時迂回は機能せず、話し中になります。

ナビダイヤル・
インテリジェント
サービス

順次サーチ
ラウンドロビン

ND話中 ACDグループ内の次の着信番号に接続し、ACDグループ内の全て
の着信番号がND話中の場合、迂回先へ接続します。

LS話中
ACDグループ内の次の着信番号に接続せず、迂回先へ接続します。
ただし、迂回先が迂回元より通話料金が高くなる場合は、話中時
迂回は機能しません。

分配

ND話中 ACDグループ内の次の着信番号に接続し、ACDグループ内の全て
の着信番号がND話中の場合、迂回先へ接続します。

LS話中

ACDグループ内の次の着信番号に接続し、ACDグループ内の全て
の着信番号がLS話中またはACDグループ内に通話料金の安い着
信番号がない場合、迂回先へ接続します。
ただし、迂回先が迂回元より通話料金が高くなる場合は、話中時
迂回は機能しません。
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【話中時待ち合わせ】
ACDグループ内の着信番号に設定している話中時待ち合わせは機能します。

【無応答時迂回】
ACDグループ内の着信番号に無応答時迂回を設定しても機能しません。
ACDグループ単位で無応答時迂回を設定している場合は、サービスやルーティング方式によって動作が
異なります。

【無応答時ガイダンス】
ACDグループ内の着信番号に無応答時ガイダンスを設定しても機能しません。
ACDグループ単位で無応答時ガイダンスを設定している場合は、ルーティング方式によって動作が異なり
ます。

【話中時ガイダンス】
ACDグループ内の着信番号に話中時ガイダンスを設定しても機能しません。
ACDグループ単位で話中時ガイダンスを設定している場合は、ルーティング方式などによって動作が異な
ります。

ルーティング方式 迂回元または
迂回先の話中状態 動作説明

順次サーチ
ラウンドロビン

FD/ND話中 ACDグループ内の次の着信番号に接続し、ACDグループ内の全ての着信
番号がFD/ND話中の場合、話中時ガイダンスが流れます。

LS話中 ACDグループ内の次の着信番号に接続せず、話中時ガイダンスが流れます。

分配
FD/ND話中 ACDグループ内の次の着信番号に接続し、ACDグループ内の全ての着信

番号がFD/ND話中またはLS話中の場合、話中時ガイダンスが流れます。
※�ナビダイヤル・インテリジェントサービスでは、ACDグループ内の全ての
着信番号がND話中またはLS話中またはACDグループ内に通話料金の
安い着信番号がない場合、話中時ガイダンスが流れます。LS話中

サービス ルーティング方式 動作説明

フリーダイヤル・
インテリジェント
サービス

順次サーチ
ラウンドロビン ACDグループ内の次の着信番号に接続せず、迂回先へ接続します。

分配 ACDグループ内の次の着信番号に接続し、ACDグループ内の全ての着信
番号に接続できない場合、迂回先へ接続します。

ナビダイヤル・
インテリジェント
サービス

順次サーチ
ラウンドロビン

ACDグループ内の次の着信番号に接続せず、迂回先へ接続します。ただし、迂
回先が迂回元より通話料金が高くなる場合は、無応答時迂回は機能しません。

分配

ACDグループ内の次の着信番号（通話料金が高くなる着信番号には接続し
ません）に接続し、ACDグループ内の全ての着信番号に接続できない場合、
迂回先へ接続します。
ただし、迂回先が迂回元より通話料金が高くなる場合は、無応答時迂回は機
能しません。

ルーティング方式 動作説明

順次サーチ
ラウンドロビン ACDグループ内の次の着信番号に接続せず、無応答時ガイダンスが流れます。

分配

ACDグループ内の次の着信番号に接続し、ACDグループ内の全ての着信番号に
接続できない場合、無応答時ガイダンスが流れます。
※�ナビダイヤル・インテリジェントサービスでは、通話料金が高くなる着信番号には
接続しません。
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必ずお読みください。！ ご注意

ルーティング方式による着信先決定後、通話中などで接続できない場合も振り分け先としてカウントしま
すので、トラヒック照会で確認した際に、均等または分配比どおりに着信していない場合があります。

例）ラウンドロビンの場合

ラウンドロビンまたは分配を設定しているお客さまへ

通話中

通話中 通話
終了 待機中通話中 通話中通話

終了

着信回数

1回

2回

3回

待機中 待機中 待機中通話中 通話中 通話
終了

待機中 待機中通話中 通話中 通話
終了

1
コール目

2
コール目

3
コール目

待機中 待機中

4
コール目

5
コール目

6
コール目

着信

着信

着信

通話中

通話中

着信

待機中

通話中

着信

待機中

着信

通話中

着信番号A

着信番号B

着信番号C
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◆次の変更例で、ACDグループのルーティング方式を変更する方法について説明します。

「検索」ボタンをクリックします。

➡画面下に＜ACDグループID一覧＞
が表示されます。

該当のチェックボックスにチェックをつ
けます。（画面A）

「ルーティング方式」から「分配」ラジオ
ボタンを選択します。（画面A）

ACDグループのルーティング方式を変更する5 -1

サービス番号「0120XXXXXX」　ACDグループ「0001」
ルーティング方式を「順次サーチ」から「分配」に変更します。変更例

1

2

4

●「頭だしACDグループID」に半角4桁を入力すると、該当のACDグ
ループID以降を表示します。

便利な
使い方

02.サービス設定 03.ＡＣＤグループ設定変更

カスコン業務メニュー 02.基本設定（変更）
画面を表示するには

必ずお読みください。

●順次サーチまたはラウンドロビンに設定すると、「４.分配比設定」は機能しません。
●順次サーチまたはラウンドロビンから分配に変更した場合、P89『ACDグループのメンバー情報を照会する』で分配比
を確認してください。

！ ご注意

「選択決定」ボタンをクリックします。
（画面B）

➡選択したACDグループIDの＜ルー
ティング方式＞が表示されます。

50件以上の場合は、「次検索」�
ボタンをクリックしてください。

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、ルーティング方式が更新さ
れます。

3

参考

●A

●B

●A

●B

5
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）
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◆次の照会例で、ACDグループのルーティング方式の設定内容を照会する方法について説明します。

サービス番号「0120XXXXXX」　ACDグループ「0001」
ルーティング方式を照会します。照会例

手順 1 〜 3はP85の『ACDグループの
ルーティング方式を変更する』を参照し
てください。

必要な項目を確認します。

ACDグループのルーティング方式を照会する5 -2

02.サービス設定 03.ＡＣＤグループ設定照会

カスコン業務メニュー 01.基本設定（照会）
画面を表示するには

4
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◆次の変更例で、ACDグループのメンバー情報を変更する方法について説明します。

「検索」ボタンをクリックします。

➡画面下に＜ACDグループID一覧＞
が表示されます。

該当のチェックボックスにチェックをつ
けます。（画面A）

「メンバ変更（簡易）」ボタンをクリックし

➡＜ACDグループメンバ＞の設定情報
が表示されます。

20番号以上着信番号を追加する
場合は、「メンバ変更（全て）」をクリックし
てください。

ACDグループのメンバー情報を変更する5 -3

サービス番号「0120XXXXXX」　ACDグループ「0001」のACDグループメンバーを次のように変更します。変更例

1

2

4

●「頭だしACDグループID」に半角4桁を入力すると、該当のACDグ
ループID以降を表示します。

便利な
使い方

02.サービス設定 03.ＡＣＤグループ設定変更

カスコン業務メニュー 02.基本設定（変更）
画面を表示するには

優先順位
1
2

着信番号
03XXXXXXX1
03XXXXXXX2

分配比
3
1 ▶

優先順位
1
2
3

着信番号
03XXXXXXX1
03XXXXXXX2
03XXXXXXX3

分配比
2
1
2

参考

「選択決定」ボタンをクリックします。
（画面B）

➡選択したACDグループIDの＜ACDグ
ループ＞の設定情報が表示されます。

50件以上の場合は、「次検索」
ボタンをクリックしてください。

3

参考

●A

●B

「４.分配比設定」契約ありの場合

ます。
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●「着信番号：」に着信番号を入力し、「検索」ボタンをクリックすると、該当
の着信番号にカーソルが移動します。

●順位を指定し着信番号を追加することもできます。「順位：」に順位、「着
信番号：」に着信番号、「分配比：」に分配比を入力し、「追加」ボタンをク
リックすると、指定した順位に着信番号が追加されます。
●「分配比：」に分配比を入力し、「一括設定」ボタンをクリックすると、全て
の着信番号の分配比を一括変更できます。また、「分配比全クリア」ボ
タンをクリックすると、設定している全ての分配比がクリアになります。

便利な
使い方

〈ACDグループメンバ〉に必要な項目を
入力します。（画面A）
●順位1の「分配比」に「2」と入力しま
す。
●順位3の「着信番号」に「03XXXX
XXX3」と入力します。
「分配比」に「2」と入力します。

〈ACDグループメンバ〉に必要な項目を
入力します。（画面A）
●順位1の「分配比」に「2」と入力しま
す。
●順位3の「着信番号」に「03XXXX
XXX3」と入力します。
「分配比」に「2」と入力します。

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、ACDグループメンバーが更
新されます。

着信番号を削除する場合は、削除
したい着信番号と分配比を空白にし、
「保存」ボタンをクリックします。

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、ACDグループメンバーが更
新されます。

参考「４.分配比設定」の分配パターン
に設定している分配比も変更できます。
（画面C）
参考 着信番号を削除する場合は、削
除したい着信番号と分配比を空白にし、
「保存」ボタンをクリックします。

参考

7

5

必ずお読みください。

●「分配比」はルーティング方式が「分配」の場合のみ有効になります。ルーティング方式の変更については、P85を参照
してください。
●「分配比」は「0」～「100」で設定できます。ただし、全ての着信番号の分配比を「0」に設定することはできません。 
●「４.分配比設定」を利用している場合、着信番号を変更すると、「４.分配比設定」の分配パターンの着信番号も変更
されます。また、「４.分配比設定」で設定されていない日または時間帯は、「５.ACDグループ設定」で設定してい
る分配比が機能をします。「４.分配比設定」については、P64を参照してください。

！ ご注意

●B
「４.分配比設定」契約なしの場合

●「着信番号：」に着信番号を入力し、「検索」ボタンをクリックすると、該当
の着信番号にカーソルが移動します。

●順位を指定し着信番号を追加することもできます。「順位：」に順位、「着
信番号：」に着信番号、「分配比：」に分配比を入力し、「追加」ボタンをク
リックすると、指定した順位に着信番号が追加されます。
●「分配比：」に分配比を入力し、「分配パターン：」から該当のパターンを
選択し、「一括設定」ボタンをクリックすると、着信番号の分配比を一括
変更できます。

●「分配比全クリア」ボタンをクリックすると、設定している全ての分配比
がクリアになります。

便利な
使い方

●A ●C

●B

●A

6
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）

8
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）
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◆次の照会例で、ACDグループのメンバー情報の設定内容を照会する方法について説明します。

サービス番号「0120XXXXXX」　ACDグループ「0001」のACDグループメンバーの設定内容を照会します。照会例

手順 1 〜 3はP87の『ACDグループの
メンバー情報を変更する』を参照してく
ださい。

「メンバ照会」ボタンをクリックします。

➡〈ACDグループメンバ〉の設定情報が
表示されます。

必要な項目を確認します。

必要な項目を確認します。

ACDグループのメンバー情報を照会する5 -4

02.サービス設定 03.ＡＣＤグループ設定照会

カスコン業務メニュー 01.基本設定（照会）
画面を表示するには

4

5

6

優先順位
1
2
3

着信番号
03XXXXXXX1
03XXXXXXX2
03XXXXXXX3

分配比
2
1
2

●「着信番号：」に着信番号を入力し、「検索」ボタンをクリックすると、該当
の着信番号にカーソルが移動します。

便利な
使い方

●「着信番号：」に着信番号を入力し、「検索」ボタンをクリックすると、該当
の着信番号にカーソルが移動します。

便利な
使い方

必ずお読みください。

●「分配比」はルーティング方式が「分配」の場合のみ有効になります。ルーティング方式の変更については、P85を参照
してください。
●「４.分配比設定」を利用している場合、「４.分配比設定」で設定されていない日または時間帯は、「５.ACDグルー
プ設定」で設定している分配比が機能します。「４.分配比設定」については、P64を参照してください。

！ ご注意

「４.分配比設定」契約なしの場合

「４.分配比設定」契約ありの場合
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接続先として、下記を設定できます。ただし、契約しているオプションおよび着信番号に限ります。
・�着信番号
・�ACD�グループ
・�発信地域ルーティング
・�発信電話番号ルーティング
・�発信局番ルーティング
・�発信端末種別ルーティング
・�入力指示ルーティング（インテリジェントサービスのみ）
※接続先としてルーティングを組み合わせて設定する場合は、１０段まで組み合わせが可能です。

コールフロースケジュール設定は、「コールフローパターン」、「時間帯パターン」および「スケジュール」の3つを組
み合わせて設定します。

コールフローパターンを1日のスケジュールに1分単位で10時間帯まで設定できます。

各種ルーティングなどを組合せ、コールフローを設定できます。

時間帯パターン

コールフローパターン

時間帯パターン01 時間帯パターン02

コールフローパターン ２０

コールフロー
パターン「２０」

コールフロー
パターン「１０」

コールフロー
パターン「２０」

コールフロー
パターン「２０」

00：00 00：0009：00 18：00 24：00 24：00

10時間帯まで設定できます

1時間帯 2時間帯 3時間帯

コールフローパターン １０
発信地域ルーティング01

1、2、3、4

5、6、7、8、9

03×××××××1 03×××××××10120××××××

0120××××××
06×××××××2

※発信地域指定コード
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必ずお読みください。！ ご注意

上表のように時間帯パターンを
設定する場合、＜曜日スケ
ジュール＞を設定します。

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

時間帯パターン02 時間帯パターン01 時間帯パターン01 時間帯パターン01 時間帯パターン01 時間帯パターン01 時間帯パターン02

●�スケジュールを設定していない日または時間帯は、コールフローパターンID「00」のコールフローが機
能します。

例）下記のようにスケジュール設定した場合
�・1月1日は曜日スケジュールの日曜日に設定している時間帯パターン「02」が動作
�・1月2日は祝日スケジュールに設定している時間帯パターン「03」が動作
�・1月9日はカレンダースケジュールに設定している時間帯パターン「02」が動作

祝
日
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

スケジュールを組み合わせて利用する場合
曜日スケジュール、祝日スケジュール、カレンダースケジュールが重複している場合は、1.カレンダース
ケジュール、2.祝日スケジュール、3.曜日スケジュールの順番で設定が優先されます。

＜祝日の設定について＞
祝日を設定すると、全ての祝日に反映されます。ただし、日曜日が祝日の場合、振替休日が祝日と
なり、日曜日は曜日スケジュールまたはカレンダースケジュールに設定されている時間帯パターン
が動作します。

スケジュール
＜曜日・祝日スケジュール＞または＜カレンダースケジュール＞ごとに時間帯パターンを設定できます。
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スケジュールを設定できるメニューには、それぞれに時間帯パターンとスケジュールがあります。各メ
ニューごとに時間帯パターンとスケジュールを設定してください。
スケジュールの優先順位は下記のとおりです。

サービス番号単位で時間外案内ガイダンスまたは受付先変更を設定している場合、コールフロースケ
ジュール設定は機能せず、時間外案内ガイダンスまたは受付先変更が機能します。

スケジュール設定の可能なメニューとスケジュールの優先順位について

時間外案内ガイダンスまたは受付先変更をご利用のお客さまへ

「1.時間外･受付先変更設定」 
（ＡＣＤグループ別）

優先順位4

優先順位6
「２.回線数変更設定」

「２１.待合せ設定」

優先順位1 「1.時間外･受付先変更設定」
（サービス番号別）

優先順位２ 「６．コールフロースケジュー
　ル設定」

優先順位３

「1.時間外･受付先変更設定」
（着信番号別）優先順位５

「４.分配比設定」

優
先
順
位

低

高
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サービス番号「0120XXXXXX」
コールフローパターン（パターンID：０１、パターン名：携帯振り分け）の設定内容を次のように変更・廃
止します。移動体・衛星電話以外の接続先に発信地域ルーティングを設定します。

変更例

◆次の変更例で、コールフローパターンを変更・廃止する方法について説明します。

コールフローパターンを変更・廃止する6 -1

該当の「表示」ボタンをクリックします。

➡選択したコールフローパターンの設
定情報が表示されます。

1

01.運用状況 01.コールフローパターン変更

カスコン業務メニュー 04.コールフロー変更
画面を表示するには

「コールフローパターン名」に「携帯＋
地域振り分け」と入力します。（画面A）

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、コールフローパターン名が
更新されます。

＜コールフロー情報＞の接続先リストの
「表示」ボタンをクリックします。（画面C）

➡発信端末種別ルーティングの接続先リ
ストが表示されます。

＜未使用ルーティング情報＞は、
契約しているルーティングが表示されま
す。

コールフローパターンを変更する場合

2

4

参考

コールフローパターン名：携帯振り分け

コールフローパターン名：携帯＋地域振り分け

移動体・衛星電話

移動体・
衛星電話

移動体・衛星電話以外

移動体・
衛星電話以外

東日本

西日本

03XXXXXXX2

03XXXXXXX1

03XXXXXXX2

03XXXXXXX1

06XXXXXXX3

0120XXXXXX

0120XXXXXX

発信端末種別ルーティング
（ルーティングID：21、
ルーティング名：携帯振り分け）

発信端末種別ルーティング
（ルーティングID：21、
ルーティング名：携帯振り
分け）

発信地域ルーティング
（ルーティングID:31、
ルーティング名：地域振り分け）

●C

●A

●B

3
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）
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<NTTCom・NTT地域＞に必要な項目
を入力します。（画面A）
●「接続先区分」から「発信地域ルー
ティング」を選択します。
「接続先番号」に「31」を入力します。

●＜NTT地域公衆＞＜PHS＞＜他社直
収・OA〜JVoIP＞も同様に設定しま
す。（画面BCD）

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、コールフローパターンが更
新されます。

参考 設定項目の詳細については、P96
「補足」を参照してください。

5

●各ルーティングの「ルーティング基本情報」「接続先リスト」の「表示」ボ
タンをクリックすると、選択したルーティングの基本情報および接続先
リストを変更することもできます。

便利な
使い方

コールフローパターンを廃止する場合

「廃止」チェックボックスにチェックをつ
けます。（画面A）

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、コールフローパターンが廃
止されます。

時間帯パターンに設定されてい
るコールフローパターンを廃止すること
はできません。時間帯パターンの変更に
ついては、P97を参照してください。ま
た、コールフローパターンID「00」は基
本コールフローとなるため、廃止できま
せん。

参考

7

必ずお読みください。

●コールフローパターンを有効にするには、時間帯パターンおよびスケジュールに設定する必要があります。時間帯パター
ンの変更についてはP97、スケジュールの変更についてはP102を参照してください。
●接続先としてルーティングを組み合わせて設定する場合は、10段まで組み合わせが可能です。

！ ご注意

●A

●B

●A
●B

●C

●D

●E

6
「保存」ボタンをクリックします。
（画面E）

8
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）



95

2章

カ
ス
タ
マ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

機
能
編

コ
ー
ル
フ
ロ
ー
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
設
定
コ
ー
ル
フ
ロ
ー
パ
タ
ー
ン
を
照
会
す
る

6
︲
2

全
サ
ー
ビ
ス
共
通

オ
プ
シ
ョ
ン

サービス番号「0120XXXXXX」
コールフローパターン（パターンID：０１、パターン名：携帯＋地域振り分け）の設定内容を照会します。照会例

◆次の照会例で、コールフローパターンの設定内容を照会する方法について説明します。

コールフローパターンを照会する6 -2

01.運用状況 01.コールフローパターン照会

カスコン業務メニュー 03.コールフロー照会
画面を表示するには

必要な項目を確認します。

段数
コールフローの段数です。
接続先区分
コールフローの接続方法です。接続方法
には、着信番号、ACDグループ、各種
ルーティングがあります。
接続先番号
接続先の番号です。接続先区分がルー
ティング、ACDグループの場合はそれぞ
れのID、着信番号の場合は着信番号にな
ります。

＜未使用ルーティング情報＞は、
契約しているルーティングが表示されま
す。

2

参考
●各ルーティングの「ルーティング管理」「ル−ティング基本情報」「接続先
リスト」の「表示」ボタンをクリックすると、選択したルーティングの基本
情報および接続先リストが表示されます。

便利な
使い方

該当の「表示」ボタンをクリックします。

➡選択したコールフローパターンの設
定情報が表示されます。

1

コールフローパターン名：携帯振り分け

コールフローパターン名：携帯＋地域振り分け

移動体・衛星電話

移動体・
衛星電話

移動体・衛星電話以外

移動体・
衛星電話以外

東日本

西日本

03XXXXXXX2

03XXXXXXX1

03XXXXXXX2

03XXXXXXX1

06XXXXXXX3

0120XXXXXX

0120XXXXXX

発信端末種別ルーティング
（ルーティングID：21、
ルーティング名：携帯振り分け）

発信端末種別ルーティング
（ルーティングID：21、
ルーティング名：携帯振り
分け）

発信地域ルーティング
（ルーティングID:31、
ルーティング名：地域振り分け）
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◆次の作成例で、コールフローパターンを作成する方法について説明します。

「新規作成」ボタンをクリックします。

➡コールフローパターンの設定項目が
表示されます。

サービス番号「0120XXXXXX」
コールフローパターン（パターンID：０２、パターン名：地域振り分け）を作成し、次のように設定します。作成例

コールフローパターンを作成する6 -3

1

01 運用状況 01.コールフローパターン変更

カスコン業務メニュー 04.コールフロー変更
画面を表示するには

と入力します。
●「コールフローパターン名」に「地域
振り分け」と入力します。（画面A）
●＜コールフロー情報＞「接続先区分」
から「発信地域ルーティング」を選択
します。
　「接続先番号」に「31」と入力します。
（画面B）

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、コールフローパターンが作
成されます。

＜未使用ルーティング情報＞は、
契約しているルーティングが表示されま
す。

●各ルーティングの「ルーティング基本情報」「接続先リスト」の「表示」ボ
タンをクリックすると、選択したルーティングの基本情報および接続先
リストを変更することもできます。

便利な
使い方

参考

必ずお読みください。

●コールフローパターンを有効にするには、時間帯パターンおよびスケジュールに設定する必要があります。時間帯パター
ンの変更についてはP97、スケジュールの変更についてはP102を参照してください。
●接続先としてルーティングを組み合わせて設定する場合は、10段まで組み合わせが可能です。

！ ご注意

●コールフローパターンは、100個まで作成できます。
●コールフローパターンIDには、「00」～「99」の数字を入力します。ただし、すでに登録されているIDは設定できません。
●コールフローパターン名は、全角20文字（半角40文字、ただし半角カナは設定不可）で設定します。

補足

東日本

西日本

03XXXXXXX1

06XXXXXXX3
0120XXXXXX

発信地域ルーティング
（ルーティングID：31、
ルーティング名：地域振り分け）

●A

●B

●C

3
「保存」ボタンをクリックします。（画面C）

2
必要な項目を入力します。
●「コールフローパターンID」に「０２」
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◆次の変更例で、時間帯パターンを変更・廃止する方法について説明します。

該当の「選択」ボタンをクリックします。

➡選択した時間帯パターンの設定情報
が表示されます。

時間帯パターンを変更・廃止する6 -4

コールフロー
パターン「０２」

コールフロー
パターン「00」

コールフロー
パターン「00」

コールフロー
パターン「０２」

00：00 09：00 12：00 13：00 18：00

コールフロー
パターン「０２」

コールフロー
パターン「00」

コールフロー
パターン「０２」

00：00 09：00 18：00 24：00 24：00

コールフローパターン「０２」

サービス番号「0120XXXXXX」
時間帯パターン（パターンID：01、パターン名：平日用）の設定内容を次のように変更・廃止します。変更例

1

01.運用状況 02.コールフロースケジュール変更

カスコン業務メニュー 04.コールフロー変更
画面を表示するには

＜時間帯情報一覧＞に必要な項目を入
力します。（画面A）
●項番3の「開始時刻」に「1200」、
「終了時刻」に「1259」と入力しま
す。「コールフローパターンID」に「０２」
と入力します。

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、時間帯パターンが更新され
ます。

設定項目の詳細については、P�
101『補足』を参照してください。

時間帯パターンを変更する場合

参考

2

●A
●B

必ずお読みください。

●時間帯パターンを有効にするには、スケジュールに設定する必要があります。スケジュールの変更については、P102
を参照してください。
●＜時間帯パターン一覧＞に設定していない時間帯は、コールフローパターンID「00」のコールフローが機能します。コール
フローパターンの設定内容については、P95を参照してください。
●「開始時刻」、「終了時刻」は1分単位で設定できます。「終了時刻」は、設定したい時刻の1分前を設定します。例えば、
正午～午後1時まで設定したい場合は、「開始時刻」に「1200」、「終了時刻」に「1259」と設定します。

！ ご注意

3
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）
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「廃止」チェックボックスにチェックをつ
けます。（画面A）

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、時間帯パターンが廃止され
ます。

スケジュールに設定されている
時間帯パターンを廃止することはできま
せん。スケジュールの変更については、
P102を参照してください。

時間帯パターンを廃止する場合

参考

4

必ずお読みください。

●時間帯パターンを有効にするには、スケジュールに設定する必要があります。スケジュールの変更については、P102
を参照してください。
●＜時間帯パターン一覧＞に設定していない時間帯は、コールフローパターンID「00」のコールフローが機能します。コール
フローパターンの設定内容については、P95を参照してください。
●「開始時刻」、「終了時刻」は1分単位で設定できます。「終了時刻」は、設定したい時刻の1分前を設定します。例えば、
正午～午後1時まで設定したい場合は、「開始時刻」に「1200」、「終了時刻」に「1259」と設定します。

！ ご注意

●B●A

5
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）
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必ずお読みください。

●＜時間帯パターン一覧＞に設定していない時間帯は、コールフローパターンID「00」のコールフローが機能します。
コールフローパターンの設定内容については、P95を参照してください。

！ ご注意

◆次の照会例で、時間帯パターンの設定内容を照会する方法について説明します。

サービス番号「0120XXXXXX」
時間帯パターン（パターンID：01、パターン名：平日用）の設定内容を照会します。照会例

時間帯パターンを照会する6 -5

コールフローパターン「０２」 コールフローパターン「00」 コールフローパターン「０２」

00：00 09：00 18：00 24：00

01.運用状況 02.コールフロースケジュール照会

カスコン業務メニュー 03.コールフロー照会
画面を表示するには

手順 1 はP97の『時間帯パターンを変
更・廃止する』を参照してください。

必要な項目を確認します。
2
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◆次の作成例で、時間帯パターンを作成する方法について説明します。

サービス番号「0120XXXXXX」
時間帯パターン（パターンID：02、パターン名：休日用）を作成し、次のように時間帯パターンを設定します。作成例

時間帯パターンを作成する6 -6

コールフローパターン「０１」 コールフローパターン「00」 コールフローパターン「０１」

00：00 10：00 15：00 24：00

01.運用状況 02.コールフロースケジュール変更

カスコン業務メニュー 04.コールフロー変更
画面を表示するには

「新規作成」ボタンをクリックします。

➡時間帯パターンの設定項目が表示さ
れます。

1

ID」に「02」と入力します。
●「コールフロースケジュールパターン
名」に「休日用」と入力します。

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、時間帯パターンが作成され
ます。

●項番1の「開始時刻」に「0000」、「終
了時刻」に「0959」と入力します。
「コールフローパターンID」に「０１」
と入力します。
●項番2の「開始時刻」に「1500」、「終
了時刻」に「2359」と入力します。
「コールフローパターンID」に「０１」
と入力します。

●A

●B
●C

2
＜時間帯パターン情報＞に必要な項目
を入力します。（画面A）
●「コールフロースケジュールパターン

3
＜時間帯パターン情報＞に必要な項目
を入力します。（画面B）

4
「保存」ボタンをクリックします。（画面C）
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●時間帯パターンは20個まで作成できます。
●時間帯パターンは、1パターンにつき10時間帯まで設定できます。
●時間帯パターンIDには、「00」～「ZZ」の数字または英大文字を入力します。ただし、すでに登録されているIDは設定できません。
●時間帯パターン名は、全角20文字（半角40文字、ただし半角カナは設定不可）で設定します。
●開始時刻、終了時刻は00：00をまたがって設定できません。

補足

必ずお読みください。

●時間帯パターンを有効にするには、スケジュールに設定する必要があります。スケジュールの変更については、P102
を参照してください。
●＜時間帯パターン一覧＞に設定していない時間帯は、コールフローパターンID「00」のコールフローが機能します。
コールフローパターンの設定内容については、P95を参照してください。
●「開始時刻」、「終了時刻」は1分単位で設定できます。「終了時刻」は、設定したい時刻の1分前を設定します。たとえ
ば、正午～午後1時まで設定したい場合は、「開始時刻」に「1200」、「終了時刻」に「1259」と設定します。

！ ご注意
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01.運用状況 02.コールフロースケジュール変更

カスコン業務メニュー 04.コールフロー変更
画面を表示するには

◆次の変更例で、スケジュールを変更する方法について説明します。

変更例

＜曜日・祝日スケジュール＞の「土曜」
と「日曜」に「02」を選択します。
（画面A）

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、＜曜日・祝日スケジュール＞が
更新されます。

＜曜日・祝日スケジュール＞は、
年間を通して同じです。月を切り替えて
も変わりません。

参考

◆スケジュールの種類および優先順位は下記のとおりです。

スケジュールを変更する6 -7

必ずお読みください。

●＜曜日・祝日スケジュール＞＜カレンダースケジュール＞＜期間設定＞は、それぞれ「保存」ボタンが別になります。
各設定ごとの「保存」ボタンをクリックしないと設定されません。
●曜日スケジュール、祝日スケジュール、カレンダースケジュールが重複している場合は、1.カレンダースケジュール、
2.祝日スケジュール、3.曜日スケジュールの順番で設定が優先されます。
●祝日を設定すると、全ての祝日に反映されます。ただし、日曜日が祝日の場合、振替休日が祝日となり、日曜日は
曜日スケジュールまたはカレンダースケジュールに設定されている時間帯パターンが動作します。詳細はP91「スケ
ジュールを組み合わせて利用する場合」を参照してください。
●スケジュールに設定されていない日または時間帯は、コールフローパターンID「00」のコールフローが機能します。
コールフローパターンの設定内容については、P95を参照してください。

！ ご注意

1
●A ●C

●B

曜日・祝日スケジュールを変更する場合

サービス番号「0120XXXXXX」
次のように＜曜日・祝日スケジュール＞と＜カレンダースケジュール＞に設定されている時間帯パターンを変更します。

優先順位1 カレンダースケジュール 1日ごとにスケジュールを設定できます。
優先順位2 祝日スケジュール 祝日を設定できます。年間を通して同じです。
優先順位3 曜日スケジュール 曜日ごとにスケジュールを設定できます。年間を通して同じです。

曜日スケジュール 土曜、日曜の時間帯パターンID「01」を「02」に変更

祝日スケジュール 時間帯パターンID「02」を設定

カレンダースケジュール ２０１６年10月10日に時間帯パターンID「02」を設定

2
＜曜日・祝日スケジュール＞の「祝日」
に「02」を選択します。（画面B）

3
「保存」ボタンをクリックします。（画面C）
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ます

➡２０１６年１０月のカレンダースケ
ジュールが表示されます。

カレンダースケジュールは、当月
を含め13カ月先まで設定できます。

カレンダースケジュール設定のあ
る月は、ボタンが青色で表示されます。

参考

参考

カレンダースケジュールを変更する場合

＜カレンダースケジュール＞の「10」日
に「02」を選択します。（画面A）

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、＜カレンダースケジュー
ル＞が更新されます。

●＜カレンダースケジュール＞は、＜期間設定＞から期間を入力して設定
することもできます。（画面C）

●＜時間帯パターン情報＞の「選択」ボタンをクリックすると、選択した時
間帯パターンの内容を変更することもできます。時間帯パターンの変
更については、P97を参照してください。

●＜時間帯パターン情報＞の「新規作成」ボタンをクリックすると、時間帯
パターンを新規作成することもできます。時間帯パターンの作成につ
いては、P100を参照してください。

便利な
使い方

5

●A

●C

●B

必ずお読みください。

●＜曜日・祝日スケジュール＞＜カレンダースケジュール＞＜期間設定＞は、それぞれ「保存」ボタンが別になります。
各設定ごとの「保存」ボタンをクリックしないと設定されません。
●＜カレンダースケジュール＞は、「保存」ボタンをクリックする前に表示月を切り替えると設定が反映されません。必ず1
カ月単位で設定してください。
●曜日スケジュール、祝日スケジュール、カレンダースケジュールが重複している場合は、1.カレンダースケジュール、
2.祝日スケジュール、3.曜日スケジュールの順番で設定が優先されます。
●スケジュールに設定されていない日または時間帯は、コールフローパターンID「00」のコールフローが機能します。
コールフローパターンの設定内容については、P95を参照してください。

！ ご注意

4
「201６年10月」のボタンをクリックし

6
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）
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➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、スケジュールが更新されま
す。

スケジュールを解除する場合

必ずお読みください。

●＜曜日・祝日スケジュール＞＜カレンダースケジュール＞＜期間設定＞は、それぞれ「保存」ボタンが別になります。
各設定ごとの「保存」ボタンをクリックしないと設定されません。
●＜カレンダースケジュール＞は、「保存」ボタンをクリックする前に表示月を切り替えると設定が反映されません。必ず1
カ月単位で設定してください。
●曜日スケジュール、祝日スケジュール、カレンダースケジュールが重複している場合は、1.カレンダースケジュール、
2.祝日スケジュール、3.曜日スケジュールの順番で設定が優先されます。
●スケジュールに設定されていない日または時間帯は、コールフローパターンID「00」のコールフローが機能します。
コールフローパターンの設定内容については、P95を参照してください。

！ ご注意

7
＜曜日・祝日スケジュール＞または＜カ
レンダースケジュール＞の該当曜日・祝
日または日に「無」を選択します。

8
各設定ごとに「保存」ボタンをクリッ
クします。

参考
＜期間設定＞は期間を入力し、「コールフ
ロースケジュールパターンID」から
「削除」を選択し、「保存」ボタンをク
リックします。
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◆次の照会例で、スケジュールを照会する方法について説明します。

サービス番号「0120XXXXXX」
＜曜日・祝日スケジュール＞と２０１６年10月の＜カレンダースケジュール＞を照会します。照会例

＜スケジュール情報＞から「２０１６年
10月」のボタンをクリックします。
（画面A）

➡２０１６年10月のカレンダースケ
ジュールが表示されます。

カレンダースケジュール設定のあ
る月は、ボタンが青色で表示されます。

必要な項目を確認します。

＜曜日スケジュール＞（画面B）
曜日ごとに設定されている「時間帯パ
ターンID」が表示されます。

＜祝日スケジュール＞（画面C）
祝日に設定されている「時間帯パター
ンID」が表示されます。

＜カレンダースケジュール＞（画面D）
日ごとに設定されている「時間帯パター
ンID」が表示されます。

＜曜日・祝日スケジュール＞は、
年間を通して同じです。月を切り替えて
も変わりません。

●＜時間帯パターン情報＞の「選択」ボタンをクリックすると、選択した時
間帯パターンの設定内容が表示されます。

●＜曜日・祝日スケジュール＞の曜日・祝日や＜カレンダースケジュー
ル＞の日をクリックすると、設定されている時間帯パターンの設定内
容が表示されます。

便利な
使い方

参考

参考

スケジュールを照会する6 -8

必ずお読みください。

●曜日スケジュール、祝日スケジュール、カレンダースケジュールが重複している場合は、1.カレンダースケジュール、
2.祝日スケジュール、3.曜日スケジュールの順番で設定が優先されます。
●祝日を設定すると、全ての祝日に反映されます。ただし、日曜日が祝日の場合、振替休日が祝日となり、日曜日は曜
日スケジュールまたはカレンダースケジュールに設定されている時間帯パターンが動作します。詳細はP91「スケ
ジュールを組み合わせて利用する場合」を参照してください。
●スケジュールに設定されていない日または時間帯は、コールフローパターンID「00」のコールフローが機能します。
コールフローパターンの設定内容については、P95を参照してください。

！ ご注意

1

2

01.運用状況 02 コールフロースケジュール照会

カスコン業務メニュー 03.コールフロー照会
画面を表示するには

●A

●C

●D

●B
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インテリジェントサービスをご利用のお客さまはP２３８「話中時・無応答時設定」を参照してください。

【フリーダイヤル】
迂回元または迂回先がＬＳ話中の場合、迂回開始から５秒以上経過後は、その後の迂回処理は機能しませ
ん。

【ナビダイヤル】
迂回元または迂回先がＬＳ話中の場合、話中時迂回は機能せず事前料金通知ガイダンスが流れた後、
話し中になります。

LS話中の場合の動作について

迂回先に設定している話中時迂回は機能しません。

迂回先の話中時設定の動作について

回線数変更をご利用のお客さまへ
迂回元の同時接続可能数が「０」の場合は、話中時迂回が機能します。迂回先の同時接続可能数が「０」の場合
は接続せず、次の迂回先へ迂回します。

受付先変更をご利用のお客さまへ

話中時迂回は機能せず、時間外案内ガイダンスが機能します。

時間外案内ガイダンスをご利用のお客さまへ

受付先変更が優先されます。
受付変更先が話中の場合は、迂回元の話中時迂回が機能します。
受付先の話中時迂回は機能しません。
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大阪支店

（06XXXXXXX2）

発信者
接続先案内設定

「東京支店におつなぎします。」

接続先案内ガイダンス
〈サービス番号単位〉

話中時設定

話中時迂回

話中
東京支店

（03XXXXXXX1）

迂回元

迂回先

話中時迂回が優先して機能します。迂回先が全て話し中の場合は、迂回元の話中時待ち合わせが機能しま
す。

ACDグループ内の着信番号に話中時迂回を設定しても機能しません。
ACDグループ単位で話中時設定を設定している場合は、サービスやルーティング方式などによって動作が
異なります。

話中時待ち合わせをご利用のお客さまへ

ACDグループをご利用のお客さまへ

接続先案内ガイダンスをご利用のお客さまへ
〈サービス番号単位で「1７.接続先案内設定」を設定している場合〉
接続先案内ガイダンスが流れた後、迂回先に接続されます。ガイダンスの内容にご注意ください。

大阪支店

（06XXXXXXX2）

発信者
話中時設定

話中時迂回

接続先案内設定 LS話中
東京支店

（03XXXXXXX1）

迂回元

迂回先

「東京支店におつなぎします。」

接続先案内ガイダンス
〈着信番号単位〉

接続先案内設定

「大阪支店におつなぎします。」

接続先案内ガイダンス
〈着信番号単位〉

サービス ルーティング方式 迂回元または
迂回先の話中状態 動作説明

フリーダイヤル

順次サーチ
ラウンドロビン

FD話中 ACDグループ内の次の着信番号に接続し、ACDグループ内の全
ての着信番号がFD話中の場合、迂回先へ接続します。

LS話中 ACDグループ内の次の着信番号に接続せず、迂回先へ接続します。

分配 FD話中 ACDグループ内の次の着信番号に接続し、ACDグループ内の全
ての着信番号がFD話中またはLS話中の場合、迂回先へ接続します。LS話中

ナビダイヤル
順次サーチ

ラウンドロビン
分配

ND話中 ACDグループ内の次の着信番号に接続し、ACDグループ内の全
ての着信番号がND話中の場合、迂回先へ接続します。

LS話中 話中時迂回は機能せず、話し中になります。

迂回元が「受付不可」の場合は、話中時迂回が機能します。迂回先が「受付不可」の場合は接続せず、次の
迂回先へ迂回します。

受付状態変更をご利用のお客さまへ

〈着信番号単位で「1７.接続先案内設定」を設定している場合〉
話中の状態により動作が異なります。

【FD/ND話中で話中時迂回が動作する場合】
迂回元の接続先案内ガイダンスは流れず、迂回先に接続されます。ただし、迂回先に接続先案内ガイダン
スの設定がある場合は迂回先の接続先案内ガイダンスが流れた後、接続されます。

【LS話中で話中時迂回が動作する場合】
迂回元の接続先案内ガイダンスが流れた後、迂回先に接続されます。ガイダンスの内容にご注意くださ
い。迂回先の接続先案内ガイダンスは流れません。ただし、ナビダイヤルは迂回されません。
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◆次の変更例で、話中時迂回を変更する方法について説明します。

話中時迂回を変更する7 -1

話中時迂回（着信番号単位）を変更します。
サービス番号「0120XXXXXX」 着信番号「03XXXXXXX1」
話中時迂回実施を「実施無」から「実施有」に変更し、次のように設定します。
迂回先1：着信番号「03XXXXXXX2」　　　迂回先2：ACDグループ「0001」

変更例

「検索」ボタンをクリックします。

➡画面下に＜着信番号一覧＞（または
＜ACDグループID一覧＞）が表示さ
れます。

該当の着信番号（またはACDグルー
プID）チェックボックスにチェックを
つけます。

1

2

画面を表示するには
（着信番号単位）

画面を表示するには
（ACDグループ単位）

➡選択した着信番号（またはACDグ
ループID）の話中時設定情報が表示
されます。

50件以上の場合は、「次検索」
ボタンをクリックしてください。

3
「選択決定」ボタンをクリックします。

●「頭だし着信番号」に半角9〜11桁を入力すると、該当の着信番号
以降を表示します。

●「頭だしACDグループID」に半角4桁を入力すると、該当のACDグ
ループID以降を表示します。

便利な
使い方

参考

02.サービス設定

カスコン業務メニュー 02.基本設定（変更）

02.サービス設定

03.ＡＣＤグループ設定変更

カスコン業務メニュー 02.基本設定（変更）

02.着信番号設定変更

●A

●B

（画面A）

（画面B）

●「契約種別」で絞り込み機能を利用し検索することができます。
　詳細はP１１１「絞り込み機能を利用し照会する」を参照してください。
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＜話中時迂回＞の設定を変更します。

●「話中時迂回実施」から「実施有」ラジ
オボタンを選択します。

●通番1の「接続先種別」から「着信番
号」を選択します。

  「接続先番号」に「03XXXXXXX2」
と入力します。

●通番2の「接続先種別」から「ACDグ
ループ」を選択します。
「接続先番号」に「0001」と入力しま
す。

4

表示され、話中時設定が更新されます。

5
＜話中時迂回先＞に必要な項目を入力
します。

必ずお読みください。

●迂回先に設定している話中時迂回は機能しません。
●ACDグループ内の着信番号に話中時迂回を設定しても機能しません。また、ACDグループ単位に設定した場合、サー
ビスやルーティング方式などによって動作が異なります。詳細はP107「ACDグループをご利用のお客さまへ」を参照
してください。

！ ご注意

●迂回先は９つまで設定できます。ただし、ACDグループは最大3つ（ACDグループ単位の場合は2つ）までの設定となります。
●迂回先は、同じサービス番号を契約している着信番号およびACDグループのみ設定できます。

補足

6
「保存」ボタンをクリックします。

➡「正常に終了しました。」メッセージが

●C

●A

●B

（画面C）

（画面A）

（画面B）
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◆次の照会例で、話中時迂回の設定内容を照会する方法について説明します。

話中時迂回を照会する7 -2

話中時迂回（着信番号単位）の設定内容を照会します。
サービス番号「0120XXXXXX」 着信番号「03XXXXXXX1」照会例

画面を表示するには
（着信番号単位）

画面を表示するには
（ACDグループ単位）

手順 1 〜 3 はP108の『話中時迂回を
変更する』を参照してください。

4
必要な項目を確認します。

必ずお読みください。

●迂回先に設定している話中時迂回は機能しません。
●ACDグループ内の着信番号に話中時迂回を設定しても機能しません。また、ACDグループ単位に設定した場合、サー
ビスやルーティング方式などによって動作が異なります。詳細はP107「ACDグループをご利用のお客さまへ」を参照
してください。

！ ご注意

02.サービス設定

カスコン業務メニュー 01.基本設定（照会）

02.サービス設定

03.ＡＣＤグループ設定照会

カスコン業務メニュー 01.基本設定（照会）

02.着信番号設定照会
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◆

画面を表示するには
（着信番号単位）

画面を表示するには
（ACDグループ単位） 02. サービス設定

01. 基本設定（照会）

03. ＡＣＤグループ設定照会

カスコン業務メニュー 01. 基本設定（照会）

02. 着信番号設定照会02. サービス設定

カスコン業務メニュー

絞
り
込
み
機
能
を
利
用
し
て
照
会
す
る

）

３
７‐

2

50件以上の場合は、「次検索」
ボタンをクリックしてください。
参考

1
契約種別をクリックします。
サービス番号に契約されているオプショ
ンサービスが表示されます。

オプションサービスから話中時迂回を
選択します。

3
「検索」ボタンをクリックします。

➡画面下に話中時迂回契約のある全て
の＜着信番号一覧＞（または＜ACD
グループID一覧＞）が表示されます。

契約種別

補足

ウィスパー
受付状態変更
話中時待ち合わせ
接続先案内ガイダンス
話中時迂回
話中時迂回・無応答時迂回
通話量設定
受付状態変更
話中時迂回
話中時迂回・無応答時迂回

契約元

着信番号

ACDグループ

フリーダイヤルサービス インテリジェントサービスナビダイヤルサービス

7 -３ 絞り込み機能を利用し照会する

次の照会例で、話中時迂回契約がある全ての着信番号を照会します。

照会照会例例 サービス番号「0120XXXXXX」   に、話中時迂回契約がある全ての着信番号を照会する。

● 
● 

● 

● 
● 

● 

● 

● 

● 

● 
● 

● 

● 

● 
● 

● 

● 

● 

●

● 

●A

●B ●C

（画面A）

（画面B）

（画面C）

着信番号およびACDグループで、絞り込み機能を利用できるオプションサービスは以下のとおりです。　
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同時接続数照会は、着信番号ごとに下記の照会ができます。

照会項目 内容 リアルタイム回線数照会 着信番号接続数照会

契約回線数 サービス番号に契約している回線数 － ○

共通回線数 着信番号に契約している全サービス番号の同時接
続可能数 ○ －

現在同時接続数 現在、サービス番号に接続している回線数

○
契約している全サービ
ス番号に現在、接続し
ている回線数

○
カスタマコントロールログ
インのサービス番号に現
在、接続している回線数

同時接続可能数 現在設定している接続可能な回線数
○

「３.リアルタイム回線数
設定」の同時接続可能数

○※1
「２.回線数変更設定」
の同時接続可能数

※1 「２.回線数変更設定」が設定されていない時間帯に照会した場合、契約回線数が表示されます。
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◆次の照会例で、共通回線数と同時接続可能数を照会する方法について説明します。

「検索」ボタンをクリックします。

➡画面下に＜着信番号一覧＞が表示さ
れます。

該当の「選択」ボタンをクリックします。

➡選択した着信番号の＜着信番号情
報＞が表示されます。

50件以上の場合は、「次検索」
ボタンをクリックしてください。

必要な項目を確認します。

「現在同時接続数」は、＜着信番
号情報>を表示した時点の接続数です。

「再表示」ボタンをクリックすると、「現在
同時接続数」の情報が更新されます。

最終変更日が更新年月日に表示
されます。

共通回線数と同時接続可能数を照会する8 -1

サービス番号「0120XXXXXX」　着信番号「03XXXXXXX1」
共通回線数、現在同時接続数、同時接続可能数を照会します。照会例

1

2

3

●「頭だし着信番号」に半角9〜11桁を入力すると、該当の着信番号 
以降を表示します。

便利な
使い方

05. 接続数 02.リアルタイム回線数照会

カスコン業務メニュー 01.接続数照会
画面を表示するには

参考

参考

参考

必ずお読みください。

●現在同時接続数はカスタマコントロールログインのサービス番号の接続数のみでなく、着信番号に契約している全
サービス番号の接続数となります。
●同時接続可能数は「３.リアルタイム回線数設定」で設定している同時接続可能数が表示されます。

！ ご注意
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◆次の照会例で、契約回線数と同時接続可能数を照会する方法について説明します。

「検索」ボタンをクリックします。

➡画面下に＜着信番号一覧＞が表示さ
れます。

該当の「選択」ボタンをクリックします。

➡選択した着信番号の＜着信番号情
報＞が表示されます。

50件以上の場合は、「次検索」
ボタンをクリックしてください。

必要な項目を確認します。

「現在同時接続数」は、<着信番
号情報>を表示した時点の接続数です。

「再表示」ボタンをクリックすると、「現在
同時接続数」の情報が更新されます。

契約回線数と同時接続可能数を照会する8 -2

サービス番号「0120XXXXXX」　着信番号「03XXXXXXX1」
契約回線数、現在同時接続数、同時接続可能数を照会します。照会例

1

2

3

●「頭だし着信番号」に半角9〜11桁を入力すると、該当の着信番号 
以降を表示します。

便利な
使い方

画面を表示するには

参考

参考

必ずお読みください。

●同時接続可能数は「２.回線数変更設定」で設定している同時接続可能数が表示されます。ただし、「２.回線数変
更設定」が設定されていない時間帯に照会した場合、契約回線数が表示されます。

！ ご注意

05. 接続数 01 着信番号接続数照会

カスコン業務メニュー 01.接続数照会
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必ずお読みください。！ ご注意

全
サ
ー
ビ
ス
共
通

オ
プ
シ
ョ
ン

発信地域指定は、サービス番号単位の設定となります。着信番号単位での設定はできません。

発信地域指定に設定していないエリアからの着信時は、指定地域外ガイダンスが流れた後、切断します。

ガイダンスの内容については、P３７２「ガイダンス一覧」を参照してください。

発信地域指定コード（発CA）および発信地域細分化コード（発細分化コード）のエリアは、行政区域エリ　
アとは一部異なる場合があります。

PHSのエリア設定は、発信地域指定コード（発CA）での設定となります。移動体CAコードではありません。

発信地域細分化コード（発細分化コード）は、東京・名古屋・大阪のみです。

対象端末種別は下記のみとなります。対象外の端末種別からは着信されません。
　・NTT地域（NTT東日本・NTT西日本の一般回線）
　・NTTCom（NTTコミュニケーションズのひかりライン回線）
　・NTT地域公衆（公衆電話）

発信地域指定コード（発CA）と発信地域細分化コード（発細分化コード）を同時に設定した場合、発信地　
域細分化コード（発細分化コード）が優先されます。
      例 ） 発CA：3（東京）と発細分化コード：13101（東京都千代田区）を設定した場合、

13101（東京都千代田区）エリア以外は着信されません。

自動車・携帯電話のCAコードは移動体CAコードを発CAに設定します。移動体CAコードは1県に1コード
（北海道のみ5コード）となりますので、一般電話（固定電話）のような細かなエリア設定はできません。
また、移動体CAコードを設定した場合、一般電話（固定電話）のエリアも同時に設定されますので、ご注意
ください。

携帯・自動車電話の発CAコードを変更する場合

発信地域細分化コード（発細分化コード）の設定について

「発信地域指定コード（発CA）および発信地域細分化コード（発細分化コード）はP３５４を参
照してください。

例）神奈川県の場合
CAコード CA名（料金区域） 移動体CAコード
44000 川崎

45000

　45000※ 横浜
46000 小田原
46200 厚木
46300 平塚
46600 藤沢
46800 横須賀

45000を設定した場合、
神奈川県全域の携帯・自動車電話と
横浜エリアの一般電話（固定電話）か
ら着信されます。
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発信地域指定と発信地域ルーティング設定の違いについて

サービス番号に接続できるエリアを設定できます。設定していないエリアからは着信
されません。

サービス番号に接続したコールの振分先をエリアごとに設定できます。振り分け先を
指定するエリアは、必ず発信地域指定で設定しておく必要があります。

（発信地域指定で設定しているエリアのみ、振り分けができます）

発信者

東京支店東京エリア

発信者

横浜エリア

発信者

大阪エリア

3（東京）
45（横浜）
を設定

発信地域ルーティング設定

3（東京）：
03XXXXXXX1に接続

（03XXXXXXX1）

45（横浜）：
045XXXXXX2に接続

6（大阪）：
06XXXXXXX3に接続

指定地域外ガイダンス

横浜支店

（045XXXXXX2）

大阪支店

（06XXXXXXX3）3（東京）、45（横浜）
以外のエリアからのコール

着信されません

発信者

東京支店東京エリア

発信者

横浜エリア

発信者

大阪エリア

3（東京）
45（横浜）
6（大阪）
を設定

発信地域ルーティング設定

3（東京）：
03XXXXXXX1に接続

（03XXXXXXX1）

45（横浜）：
045XXXXXX2に接続

3（東京）、45（横浜）
以外のエリアからのコール

指定地域外ガイダンス
または接続

横浜支店

（045XXXXXX2）

大阪支店

（06XXXXXXX3）

例2）

例1）

「９.発信地域指定」

「１２.発信地域ルーティング
　設定」

発信地域指定

発信地域指定
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◆次の変更例で、発信地域指定を変更する方法について説明します。

9 - 1 発信地域指定を変更する

発信地域指定コード（発CA）　44（川崎）、45（横浜）を追加

●発信地域指定コード（発CA）および発信地域細分化コード（発細分化コード）のエリアは、行政地域エリアとは一部異な
る場合があります。

●発信地域細分化コード（発細分化コード）は東京・名古屋・大阪のみです。また、対象端末種別は下記のみとなります。対
象外の端末種別からは着信されません。

 ・ NTT地域（NTT東日本・NTT西日本の一般回線）
 ・ NTTCom（NTTコミュニケーションズのひかりライン回線）
 ・ NTT地域公衆（公衆電話）
●発信地域指定コード（発CA）と発信地域細分化コード（発細分化コード）を同時に設定した場合、発信地域細分化コード
　（発細分化コード）が優先されます。
      例 ） 発CA：3（東京）と発細分化コード：13101（東京都千代田区）を設定した場合、

13101（東京都千代田区）エリア以外は着信されません。

●発CAの項番2に「44」、項番3に「45」
と入力します。

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、発信地域指定が更新されます。

02.サービス設定 01.サービス番号設定変更

カスコン業務メニュー 02.基本設定（変更）
画面を表示するには

●発信地域指定コード（発CA）は1〜5桁で50コードまで設定できます。
●発信地域細分化コード（発細分化コード）は5桁または8桁で100コードまで設定できます。

補足

発
信
地
域
指
定

サービス番号「0120XXXXXX」の発信地域指定を次のように変更します。変更例

2
「保存」ボタンをクリックします。

必ずお読みください。！ ご注意

●A

●B

（画面A）

（　画面B）

1
＜発信地域指定＞に必要な項目を入力
します。

●０５０（IP電話）の設定はできません。
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必ずお読みください。

●発信地域指定コード（発CA）および発信地域細分化コード（発細分化コード）のエリアは、行政地域エリアとは一部異な
る場合があります。

●発信地域細分化コード（発細分化コード）は東京・名古屋・大阪のみです。また、対象端末種別は下記のみとなります。対
象外の端末種別からは着信されません。

 ・ NTT地域（NTT東日本・NTT西日本の一般回線）
 ・ NTTCom（NTTコミュニケーションズのひかりライン回線）
 ・ NTT地域公衆（公衆電話）
●発信地域指定コード（発CA）と発信地域細分化コード（発細分化コード）を同時に設定した場合、発信地域細分化コード
　（発細分化コード）が優先されます。
      例 ） 発CA：3（東京）と発細分化コード：13101（東京都千代田区）を設定した場合、

13101（東京都千代田区）エリア以外は着信されません。

！ ご注意

◆次の照会例で、発信地域指定の設定内容を照会する方法について説明します。

9 - 2 発信地域指定を照会する

必要な項目を確認します。
1

画面を表示するには

発
Ｃ
Ａ
を
照
会
す
る

発
信
地
域
指
定

照会例 サービス番号「0120XXXXXX」の発信地域指定を照会します。

02.サービス設定 01.サービス番号設定照会

カスコン業務メニュー 01.基本設定（照会）

●０５０（IP電話）の設定はできません。
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発信端末拒否機能は、サービス番号単位の設定となります。着信番号単位での設定はできません。

下記の端末種別は非許容にすることはできません。
・「通話モード」
・「ディジタル通信モード」
・「NTTCom・NTT地域」（フリーダイヤル、ナビダイヤルの場合）
・「NTT地域電話」（インテリジェントサービスの場合）
・「NTTCom直収」（インテリジェントサービスの場合）

「非許容」に設定した端末種別からの着信時は、発信端末拒否ガイダンスが流れた後、切断します。ガイダンス
の内容については、P３７２「ガイダンス一覧」を参照してください。

一部の公衆電話（ピンク色の公衆電話）は、「NTT地域公衆（電話）」扱いではなく、「NTTCom・NTT地域」（フリー
ダイヤル、ナビダイヤルの場合）または「NTT地域電話」（インテリジェントサービスの場合）扱いとなります。
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発信端末拒否機能と発信端末種別ルーティング設定の違いについて

発信端末拒否ガイダンスまたは接続

××

発信者

一般電話
（固定電話）

発信者

携帯電話

発信者

公衆電話

公衆電話：許容に設定

携帯電話：許容に設定

一般電話（固定電話）：
許容に設定

発信端末種別ルーティング設定

携帯窓口

（03XXXXXXX2）

公衆電話窓口

（03XXXXXXX3）

一般電話（固定電話）：
03XXXXXXX1に接続

携帯電話：
03XXXXXXX2に接続

公衆電話：
案内（ガイダンス）

一般窓口

（03XXXXXXX1）

発信端末拒否ガイダンス

××

発信者

一般電話
（固定電話）

発信者

携帯電話

発信者

公衆電話

公衆電話：非許容に設定

携帯電話：許容に設定

一般電話（固定電話）：
許容に設定

公衆電話窓口

（03XXXXXXX3）

発信端末種別ルーティング設定

携帯窓口

（03XXXXXXX2）

一般電話（固定電話）：
03XXXXXXX1に接続

携帯電話：
03XXXXXXX2に接続

公衆電話：
03XXXXXXX3に接続

一般窓口

（03XXXXXXX1）

着信されません

例1）

例2）

！ ご注意 必ずお読みください。

「1０.発信端末拒否機能」サービス番号に接続できる端末を端末種別ごとに設定できます。「非許容」に設定した端末種別からは着信されません。

「1５.発信端末種別ルー
ティング設定」

サービス番号に接続したコールの振分先を端末種別ごとに設定できます。振り分け先
を指定する端末種別は、必ず発信端末拒否機能で「許容」にしておく必要があります。
　（発信端末拒否機能で「許容」に設定している端末種別のみ、振り分けができます）

発信端末拒否機能

発信端末拒否機能



122

2章

カ
ス
タ
マ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

機
能
編

発
信
端
末
拒
否
機
能

10
︲
1

全
サ
ー
ビ
ス
共
通

オ
プ
シ
ョ
ン

◆次の変更例で、発信端末拒否機能を変更する方法について説明します。

10- 1 発信端末拒否機能を変更する

サービス番号「0120XXXXXX」の移動体（自動車・携帯）からの発信を「許容」に変更します。変更例

02.サービス設定 01.サービス番号設定変更

カスコン業務メニュー 02.基本設定（変更）
画面を表示するには

＜発信端末拒否機能＞に必要な項目を
入力します。

「移動体（自動車・携帯）」から「許容」ラ
ジオボタンを選択します。

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、発信端末拒否機能が更新さ
れます。

1

フリーダイヤル・インテリジェントサービス/ナビダイヤル・インテリジェントサービスの画面

フリーダイヤル/ナビダイヤルの画面

必ずお読みください。

●一部の公衆電話（ピンク色の公衆電話）は、「NTT地域公衆（電話）」扱いではなく、「NTTCom・NTT地域」（フリーダイ
ヤル、ナビダイヤルの場合）または「NTT地域電話」（インテリジェントサービスの場合）扱いとなります。

！ ご注意

発
信
端
末
拒
否
機
能
を
変
更
す
る

2
「保存」ボタンをクリックします。

●B

●A

（画面A）

（　画面B）

●A

●B
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◆次の照会例で、発信端末拒否機能の設定内容を照会する方法について説明します。

10- 2 発信端末拒否機能を照会する

サービス番号「0120XXXXXX」に発信可能な端末種別を照会します。照会例

画面を表示するには

必要な項目を確認します。
1

フリーダイヤル・インテリジェントサービス/ナビダイヤル・インテリジェントサービスの画面

フリーダイヤル/ナビダイヤルの画面

必ずお読みください。

●一部の公衆電話（ピンク色の公衆電話）は、「NTT地域公衆（電話）」扱いではなく、「NTTCom・NTT地域」（フリーダイ
ヤル、ナビダイヤルの場合）または「NTT地域電話」（インテリジェントサービスの場合）扱いとなります。

！ ご注意

発
信
端
末
拒
否
機
能

02.サービス設定 01.サービス番号設定照会

カスコン業務メニュー 01.基本設定（照会）

発
信
端
末
拒
否
機
能
を
照
会
す
る
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受付状態変更の設定を「受付不可」にした場合は、お話し中となります。（FD/ND話中）
ただし、話中時迂回または話中時ガイダンスを設定している場合は、話中時迂回または話中時ガイダンス
が機能します。話中時待ち合わせの設定は機能しません。

受付状態変更の設定にかかわらず、時間外案内ガイダンスまたは受付先変更が機能します。

「受付不可」に設定している場合、接続先案内ガイダンスは流れません。

受付状態変更はサービス番号ごとの設定となります。受付不可にする場合は、全てのサービス番号の受付
状態変更を「受付不可」にしてください。

受付状態変更は、設定単位による優先順位があります。優先順位は下記のとおりです。

ACDグループ単位で「受付不可」に設定している場合は、ACDグループ内の着信番号で「受付可」設定さ
れていても着信されません。

時間外案内ガイダンスまたは受付先変更をご利用のお客さまへ

接続先案内ガイダンスをご利用のお客さまへ

1つの着信番号に複数のサービス番号を契約しているお客さまへ

05700XXXXX
で発信

発信者
03XXXXXXX1

0120XXXXXX
で発信

受付不可

受付可

サービス番号ごとに
設定が必要

発信者

話し中

1.ACDグループ単位、2.着信番号単位の順番で設定が優先されます。

設定単位による優先順位について
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◆次の設定例で、受付状態を設定する方法について説明します。

「検索」ボタンをクリックします。

➡画面下に＜着信番号一覧＞（または
＜ACDグループID一覧＞）が表示さ
れます。

該当の着信番号（またはACDグルー
プID）チェックボックスにチェックをつ
けます。（画面A）

「受付状態変更実施」から「受付可」ラ
ジオボタンを選択します。（画面A）

受付状態を設定する11-1

受付状態（着信番号単位）を設定します。
サービス番号「0120XXXXXX」　着信番号「03XXXXXXX1」
受付状態変更実施を「受付不可」から「受付可」に設定します。

設定例

1

2

4

02.サービス設定

02.

02.着信番号設定変更

03.ACDグループ設定変更

カスコン業務メニュー

カスコン業務メニュー

02.基本設定（変更）

02.

画面を表示するには
（着信番号単位）

画面を表示するには
（ACDグループ単位）

「選択決定」ボタンをクリックします。
（画面B）

➡選択した着信番号（またはACDグ
ループID）の＜受付状態変更＞が表
示されます。

50件以上の場合は、「次検索｣
ボタンをクリックしてください。

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、受付状態が更新されます。

3

必ずお読みください。

●受付状態変更は、設定単位による優先順位があります。
1.ACDグループ単位、2.着信番号単位の順番で設定が優先されます。

！ ご注意

●「頭だし着信番号」に半角9〜11桁を入力すると、該当の着信番号   
以降を表示します。

●「頭だしACDグループID」に半角4桁を入力すると、該当のACDグ
ループID以降を表示します。

便利な
使い方

参考

●A

●B

サービス設定

基本設定（変更）

5
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）

●A

●B

●「契約種別」で絞り込み機能を利用し検索することができます。
　詳細はP１１１「絞り込み機能を利用し照会する」を参照してください。
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発信者

東京エリア

発信者

横浜エリア

発信者

大阪エリア

発信地域ルーティング設定

3（東京）
45（横浜）
6（大阪）
を設定

接続先（発CAおよび発細分化コード
ごとに下記から選択）

・着信番号※2

・ACDグループ
・発信電話番号ルーティング
・発信局番ルーティング
・発信端末種別ルーティング
・入力指示ルーティング
 （インテリジェントサービスのみ）

指定地域外の接続先
（下記から選択）

・指定地域外ガイダンス※1

・着信番号※2

・ACDグループ
・発信電話番号ルーティング
・発信局番ルーティング
・発信端末種別ルーティング
・入力指示ルーティング
 （インテリジェントサービスのみ）

設定したエリア
からのコール

3（東京）、45（横浜）、6（大阪）
以外のエリアからのコール

「発信地域指定コード（発CA）および発信地域細分化コード（発細分化コード）はP３５４を
参照してください。

※1 ガイダンスの内容については、P364「ガイダンス一覧｣を参照してください。
※2 メッセージ蓄積（インテリジェントサービスのみ）を含みます。

発信地域指定コード（発CA）および発信地域細分化コード（発細分化コード）ごとに接続先を設定できます。また、
指定地域外の接続先を設定できます。
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発信地域ルーティングを新たに作成することはできません。別途、お申込みをお願いします。

発信地域指定コード（発CA）および発信地域細分化コード（発細分化コード）のエリアは、行政区域エリア
とは一部異なる場合があります。

PHSのエリア設定は、発信地域指定コード（発CA）での設定となります。移動体CAコードではありません。

衛星電話は、エリアに関係なく、全て「32000（東京）」の接続先に振り分けられます。

発信地域細分化コード（発細分化コード）は、東京・名古屋・大阪のみです。また、対象端末種別は下記のみと
なります。対象外の端末種別からは着信されません。
　・NTT地域（NTT東日本・NTT西日本の一般回線）
　・NTTCom（NTTコミュニケーションズのひかりライン回線）
　・NTT地域公衆（公衆電話）

携帯・自動車電話のエリアを変更する場合
自動車・携帯電話のエリア指定は移動体CAコードを発CAに設定します。移動体CAコードは1県に1コード
（北海道のみ5コード）となりますので、一般電話（固定電話）のような細かなエリア設定はできません。
また、移動体CAコードを設定した場合、一般電話（固定電話）のエリアも同時に設定されますので、ご注意
ください。

例）神奈川県の場合
CAコード CA名（発信許可エリア） 移動体CAコード
44000 川崎

45000

　45000※ 横浜
46000 小田原
46200 厚木
46300 平塚
46600 藤沢
46800 横須賀

45000を設定した場合、
神奈川県全域の携帯・自動車電話と
横浜エリアの一般電話（固定電話）か
ら着信されます。

０５０ＩＰ電話は、エリアに関係なく、全て「０５０00」の接続先に振り分けられます。
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発信地域指定と発信地域ルーティング設定の違いについて

発信者

東京支店東京エリア

発信者

横浜エリア

発信者

大阪エリア

3（東京）
45（横浜）
を設定

発信地域ルーティング設定

3（東京）：
03XXXXXXX1に接続

（03XXXXXXX1）

45（横浜）：
045XXXXXX2に接続

6（大阪）：
06XXXXXXX3に接続

3（東京）、45（横浜）
以外のエリアからのコール

指定地域外ガイダンス

横浜支店

（045XXXXXX2）

大阪支店

（06XXXXXXX3）

着信されません

発信者

東京支店東京エリア

発信者

横浜エリア

発信者

大阪エリア

発信地域指定

3（東京）
45（横浜）
6（大阪）
を設定

発信地域ルーティング設定

3（東京）：
03XXXXXXX1に接続

（03XXXXXXX1）

45（横浜）：
045XXXXXX2に接続

3（東京）、45（横浜）
以外のエリアからのコール

指定地域外ガイダンス
または接続

横浜支店

（045XXXXXX2）

大阪支店

（06XXXXXXX3）

例2）

例1）

してください。

「９.発信地域指定」 サービス番号に接続できるエリアを設定できます。設定していないエリアからは着信
されません。

「１２.発信地域ルーティング
　設定」

サービス番号に接続したコールの振分先をエリアごとに設定できます。振り分け先を
指定するエリアは、必ず発信地域指定で設定しておく必要があります。
（発信地域指定で設定しているエリアのみ、振り分けができます）

発信地域指定

「発信地域指定コード（発CA）および発信地域細分化コード（発細分化コード）はP３５４を参照
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◆次の変更例で、発信地域ルーティングを変更する方法について説明します。

「検索」ボタンをクリックします。

➡画面下に＜検索結果一覧＞が表示さ
れます。

該当の「詳細」ボタンをクリックします。

➡選択した発信地域ルーティングの＜指
定地域外＞の設定情報が表示されま
す。

50件以上の場合は、「次検索」
ボタンをクリックしてください。

＜指定地域外＞に必要な項目を入力し
ます。（画面A）
●「接続種別」から「接続」を選択します。
●「接続先区分」から「着信番号」を選択
します。
●「接続先番号」に「03XXXXXXX2」
と入力します。

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、指定地域外の設定が更新さ
れます。

発信地域ルーティングの情報を変更する12-1

サービス番号「0120XXXXXX」
発信地域ルーティング（ルーティングID：01、ルーティング名：昼間）の設定内容を次のように変更します。変更例

1

2

3

●「頭だし発信地域ルーティングID」に半角2桁を入力すると、該当の
ルーティングID以降を表示します。

便利な
使い方

画面を表示するには

指定地域外 案内（ガイダンス） ▶ 着信番号「03XXXXXXX2」

接続先リスト

発信地域
3（東京）
4（神奈川）

接続先
着信番号「03XXXXXXX1」
着信番号「045XXXXXX2」 ▶

発信地域
3（東京）
4（神奈川）
5（東海）
27128（大阪市中央区）

接続先
ACDグループ「0001」
着信番号「045XXXXXX2」
着信番号「052XXXXXX3」
着信番号「06XXXXXXX4」

参考

●A

●B

カスコン業務メニュー

01.発信地域ルーティング変更

02.ルーティング変更

04.ルーティング設定

4
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）
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＜接続先リスト情報＞に必要な項目を入
力します。（画面A）
●項番1の「接続先区分」から「ACDグ
ループ」選択します。
「接続先番号」に「0001」と入力しま
す。

「接続先リスト」ボタンをクリックします。

➡＜接続先リスト情報＞が表示されます。

「新規作成」ボタンをクリックします。

➡新規作成の＜接続先リスト情報＞が
表示されます。

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、接続先が更新されます。

接続先を削除する場合は、「削除」
チェックボックスにチェックをつけ、
「保存」ボタンをクリックします。

＜接続先リスト情報＞に必要な項目を入
力します。。（画面A）
●「発信地域」に「5」と入力します。
●「接続先区分」から「着信番号」を選択
します。
●「接続先番号」に「052XXXXXX3」
と入力します。

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、接続先が追加されます。

接続先を変更する場合

接続先を追加する場合

参考

6

5

8

9

●A

●A

●B

●B

7
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）

10
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）
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必ずお読みください。

●発信地域ルーティングを新たに作成することはできません。別途、お申込みをお願いします。
●発信地域指定コード（発CA）および発信地域細分化コード（発細分化コード）のエリアは、行政地域エリアとは一部異なる

場合があります。
●発信地域細分化コード（発細分化コード）は東京・名古屋・大阪のみです。また、対象端末種別は下記のみとなります。対象

外の端末種別からは着信されません。
・ NTT地域（NTT東日本・NTT西日本の一般回線）
・ NTTCom（NTTコミュニケーションズのひかりライン回線）
・ NTT地域公衆（公衆電話）

●「９.発信地域指定」で設定していないエリアは、接続先リストの設定は機能しません。

！ ご注意

「細分化コード」ボタンをクリックします。

➡細分化コードの＜接続先リスト情報＞
が表示されます。

＜接続先リスト情報＞に必要な項目を入
力します。（画面A）
●「細分化コード」に「27128」と入力
します。
●「接続先区分」から「着信番号」を選択
します。
●「接続先番号」に「06XXXXXXX4」
と入力します。

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、接続先が更新されます。

細分化コードを設定している場合
は、「細分化コード」ボタンが青色で表示
されます。

細分化コードを設定する場合

11

13

参考

●発信地域指定コード（発CA）は、1〜5桁で600件まで設定できます。
●発信地域細分化コード（発細分化コード）は5桁または8桁で250件まで設定できます。

補足

●A

「新規作成」ボタンをクリックします。

➡新規作成の＜接続先リスト情報＞が
表示されます。

12

●B 14
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）

●一つの接続先に指定可能なCAコード数は最大５０までです。
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◆次の照会例で、発信地域ルーティングの設定内容を照会する方法について説明します。

必要な項目を確認します。

細分化コードを設定している場合
は、「細分化コード」ボタンが青色で表示
されます。細分化コードを照会する場合
は、「細分化コード」ボタンをクリックして
ください。

発信地域ルーティングの情報を照会する12-2

サービス番号「0120XXXXXX」
発信地域ルーティング（ルーティングID：01、ルーティング名：昼間）の設定内容を照会します。照会例

画面を表示するには

5

手順 1 〜 2 はP129の『発信地域ルー
ティングの情報を変更する』を参照して
ください。

必要な項目を確認します。
3

参考

必ずお読みください。

●発信地域指定コード（発CA）および発信地域細分化コード（発細分化コード）のエリアは、行政地域エリアとは一部異なる
場合があります。

●発信地域細分化コード（発細分化コード）は東京・名古屋・大阪のみです。また、対象端末種別は下記のみとなります。対象
外の端末種別からは着信されません。
・ NTT地域（NTT東日本・NTT西日本の一般回線）
・ NTTCom（NTTコミュニケーションズのひかりライン回線）
・ NTT地域公衆（公衆電話）

●「９.発信地域指定」で設定していないエリアは、接続先リストの設定は機能しません。

！ ご注意

「接続先リスト」ボタンをクリックします。

➡＜接続先リスト情報＞が表示されま
す。

4

カスコン業務メニュー

01.発信地域ルーティング照会

01.ルーティング照会

04.ルーティング設定
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発信者の電話番号が通知されたコールのみ振り分け対象となります。非通知の場合は、振り分け対象となりません。

発信電話番号ごとに接続先を設定できます。また、非通知コールの接続先および未登録電話番号の接続先を設定で
きます。

発信者

06XXXXXXX1

発信者

045XXXXXX2

発信者

非通知

発信者

011XXXXXX3※1
（未登録）

発信電話番号ルーティング設定 接続先
（発信電話番号ごとに下記から選択）

非通知のコール
未登録の
電話番号
からのコール

・着信番号※3
・ACDグループ
・発信地域ルーティング
・発信局番ルーティング
・発信端末種別ルーティング
・入力指示ルーティング
 （インテリジェントサービスのみ）

非通知コールの接続先
（下記から選択）

・非通知呼拒否ガイダンス※2
・着信番号※3
・ACDグループ
・発信地域ルーティング
・発信局番ルーティング
・発信端末種別ルーティング
・入力指示ルーティング
 （インテリジェントサービスのみ）

未登録電話番号の接続先
（下記から選択）

・発番号登録外ガイダンス※2
・着信番号※3
・ACDグループ
・発信地域ルーティング
・発信局番ルーティング
・発信端末種別ルーティング
・入力指示ルーティング
 （インテリジェントサービスのみ）

06XXXXXXX1

045XXXXXX2

設定した
電話番号
からのコール

※1 未登録の電話番号が非通知で発信した場合は、非通知接続で設定しているガイダンスまたは接続先
へ接続されます。

※2 ガイダンスの内容については、P３７２「ガイダンス一覧｣を参照してください。
※3 メッセージ蓄積（インテリジェントサービスのみ）を含みます。

必ずお読みください。

●発信電話番号ルーティングを新たに作成することはできません。別途、お申込みをお願いします。
●〈接続先リスト情報〉に設定している発信電話番号が非通知で発信した場合は振り分け対象となりません。〈非通知接
続〉で設定しているガイダンスまたは接続先へ接続されます。

！ ご注意
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◆次の変更例で、発信電話番号ルーティングを変更する方法について説明します。

「検索」ボタンをクリックします。

➡画面下に＜検索結果一覧＞が表示さ
れます。

発信電話番号ルーティングの情報を変更する13-1

サービス番号「0120XXXXXX」
発信電話番号ルーティング（ルーティングID：01、ルーティング名：会員様振り分け）の設定内容を次のように変更します。変更例

1

●「頭だし発信電話番号ルーティングID」に半角2桁を入力すると、該当
のルーティングID以降を表示します。

便利な
使い方

画面を表示するには

該当の「詳細」ボタンをクリックします。

➡選択した発信電話番号ルーティングの
基本情報が表示されます。

50件以上の場合は、「次検索｣
ボタンをクリックしてください。

2

未登録接続 着信番号「03XXXXXXX2」 ▶ ACDグループ「0002」

非通知接続 着信番号「03XXXXXXX2」 ▶ 案内（ガイダンス）

接続先リスト

発信電話番号
06XXXXXXX1
06XXXXXXX2

接続先
着信番号「03XXXXXXX1」
ACDグループ「0001」 ▶

発信電話番号
06XXXXXXX1
06XXXXXXX2
06XXXXXXX3

接続先
ACDグループ「0001」
ACDグループ「0001」
ACDグループ「0001」

参考

カスコン業務メニュー

02. 発信電話番号ルーティング変更

02.ルーティング変更

04. ルーティング設定
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4

5
「保存」ボタンをクリックします。（画面C）

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、発信電話番号ルーティング
基本情報の設定が更新されます。

3
＜未登録接続＞に必要な項目を入力しま
す。（画面A）
●「接続種別」から「接続」を選択します。
●「接続先区分」から「ACDグループ」
を選択します。
●「接続先番号」に「0002」と入力しま
す。

＜接続先リスト情報＞に必要な項目を入
力します。（画面A）
●項番1の「接続先区分」から「ACDグ
ループ」を選択します。
「接続先番号」に「0001」と入力しま
す。

「接続先リスト」ボタンをクリックします。

➡＜接続先リスト情報＞が表示されま
す。

➡「正常に終了しました。」メッセージが表
示され、接続先が更新されます。

接続先を削除する場合は、「削除」
チェックボックスにチェックをつけ、
「保存ボタンをクリックします。

接続先を変更する場合

参考

7

6

●A

●B

●B

●A

＜非通知接続＞に必要な項目を入力しま
す。（画面B）
●「接続種別」から「案内」を選択します。
●「接続先区分」から「空白」を選択しま
す。
●「接続先番号」を「空白」にします。

●C

8
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）
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接続先を追加する場合

＜接続先リスト情報＞に必要な項目を入
力します。（画面A）
●「発信電話番号」に「06XXXXXXX3」
と入力します。
●「接続先区分」から「ACDグループ」
を選択します。
●「接続先番号」に「0001」と入力しま
す。

「新規作成」ボタンをクリックします。

➡新規作成の＜接続先リスト情報＞が
表示されます。

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、接続先が追加されます。

10

9

必ずお読みください。

●発信電話番号ルーティングを新たに作成することはできません。別途、お申込みをお願いします。
●発信者の電話番号が通知されたコールのみ振り分け対象となります。非通知の場合は、振り分け対象となりません。
●〈接続先リスト情報〉に設定している発信電話番号が非通知で発信した場合は振り分け対象となりません。〈非通知接
続〉で設定しているガイダンスまたは接続先へ接続されます。
●発信電話番号ルーティングは通知された電話番号による振り分けとなります。発信者が代表番号通知機能または特定
番号通知機能をご利用の場合はご注意ください。

！ ご注意

●B

●A

11
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）
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◆次の照会例で、発信電話番号ルーティングの設定内容を照会する方法について説明します。

発信電話番号ルーティングの情報を照会する13-2

サービス番号「0120XXXXXX」
発信電話番号ルーティング（ルーティングID：01、ルーティング名：会員様振り分け）の設定内容を照会します。照会例

画面を表示するには

手順 1 〜 2 はP135の『発信電話番号
ルーティングの情報を変更する』を参照
してください。

必要な項目を確認します。
3

必要な項目を確認します。
5

必ずお読みください。

●発信者の電話番号が通知されたコールのみ振り分け対象となります。非通知の場合は、振り分け対象となりません。
●〈接続先リスト情報〉に設定している発信電話番号が非通知で発信した場合は振り分け対象となりません。〈非通知接
続〉で設定しているガイダンスまたは接続先へ接続されます。
●発信電話番号ルーティングは通知された電話番号による振り分けとなります。発信者が代表番号通知機能または特定
番号通知機能をご利用の場合はご注意ください。

！ ご注意

「接続先リスト」ボタンをクリックします。

➡＜接続先リスト情報＞が表示されま
す。

4

カスコン業務メニュー

02. 発信電話番号ルーティング照会

01. ルーティング照会

04. ルーティング設定
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発信者の電話番号の通知・非通知にかかわらず、全てのコールが振り分け対象となります。ただし、非通知の場合
は、上位8桁を対象とし振り分けます。

発信局番ごとに接続先を設定できます。また、未登録発信局番の接続先を設定できます。

発信者

局番（03）

発信者

局番（06）

発信者

局番（045）
（未登録）

発信局番ルーティング設定

局番（03）
局番（06）
を設定

接続先
（発信局番ごとに下記から選択）

・着信番号※2

・ACDグループ
・発信地域ルーティング
・発信電話番号ルーティング
・発信端末種別ルーティング
・入力指示ルーティング
 （インテリジェントサービスのみ）

未登録発信局番の接続先
（下記から選択）

・発番号登録外ガイダンス※1

・着信番号※2

・ACDグループ
・発信地域ルーティング
・発信電話番号ルーティング
・発信端末種別ルーティング
・入力指示ルーティング
 （インテリジェントサービスのみ）

設定した発信局番
からのコール

未登録の
発信局番
からのコール

※1 ガイダンスの内容については、P３７２「ガイダンス一覧｣を参照してください。
※2 メッセージ蓄積（インテリジェントサービスのみ）を含みます。 

必ずお読みください。

●発信局番ルーティングを新たに作成することはできません。別途、お申込みをお願いします。

！ ご注意
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◆次の変更例で、発信局番ルーティングを変更する方法について説明します。

「検索」ボタンをクリックします。

➡画面下に＜検索結果一覧＞が表示さ
れます。

該当の「詳細」ボタンをクリックします。

➡選択した発信局番ルーティングの
＜未登録接続＞の設定情報が表示さ
れます。

50件以上の場合は、「次検索｣
ボタンをクリックしてください。

＜未登録接続＞に必要な項目を入力し
ます。（画面A）
●「接続種別」から「接続」を選択します。
●「接続先区分」から「着信番号」を選択
します。
●「接続先番号」に「03XXXXXXX1」
と入力します。

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、未登録接続の設定が更新さ
れます。

発信局番ルーティングの情報を変更する14-1

サービス番号「0120XXXXXX」
発信局番ルーティング（ルーティングID：01、ルーティング名：045振り分け）の設定内容を次のように変更します。変更例

1

2

3

●「頭だし発信局番ルーティングID」に半角2桁を入力すると、該当の
ルーティングID以降を表示します。

便利な
使い方

画面を表示するには

未登録接続 案内（ガイダンス） ▶ 着信番号「03XXXXXXX1」

接続先リスト

発信局番
045XX1
045XX2

接続先
着信番号「045XXXXXX1」
着信番号「045XXXXXX2」 ▶

発信局番
045XX1
045XX2
045XX3

接続先
ACDグループ「0001」
着信番号「045XXXXXX2」
着信番号「045XXXXXX3」

参考

●A

●B

カスコン業務メニュー

03. 発信局番ルーティング変更

02.ルーティング変更

04. ルーティング設定

4
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）
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「接続先リスト」ボタンをクリックします。

➡＜接続先リスト情報＞が表示されます。

＜接続先リスト情報＞に必要な項目を入
力します。（画面A）
●項番1の「接続先区分」から「ACDグ
ループ」を選択します。
「接続先番号」に「0001」と入力しま
す。

➡「正常に終了しました。」メッセージが表
示され、接続先が更新されます。

接続先を削除する場合は、「削除」
チェックボックスにチェックをつけ、
「保存」ボタンをクリックします。

接続先を変更する場合

参考

5

6

●A

●B

7
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）
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「新規作成」ボタンをクリックします。

➡新規作成の＜接続先リスト情報＞が
表示されます。

＜接続先リスト情報＞に必要な項目を入
力します。（画面A）
●「発信局番」に「045XX3」と入力し
ます。
●「接続先区分」から「着信番号」を選択
します。
●「接続先番号」に「045XXXXXX3」
と入力します。

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、接続先が追加されます。

接続先を追加する場合

8

9

必ずお読みください。

●発信局番ルーティングを新たに作成することはできません。別途、お申込みをお願いします。
●発信者の電話番号の通知・非通知にかかわらず、全てのコールが振り分け対象となります。ただし、非通知の場合は、上
位8桁を対象とし振り分けます。

！ ご注意

●A

●B

10
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）
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◆次の照会例で、発信局番ルーティングの設定内容を照会する方法について説明します。

「接続先リスト」ボタンをクリックします。

➡＜接続先リスト情報＞が表示されます。

必要な項目を確認します。

発信局番ルーティングの情報を照会する14-2

サービス番号「0120XXXXXX」
発信局番ルーティング（ルーティングID：01、ルーティング名：045振り分け）の設定内容を照会します。照会例

画面を表示するには

4

5

手順 1 〜 2 はP141の『発信局番ルー
ティングの情報を変更する』を参照して
ください。

必要な項目を確認します。
3

必ずお読みください。

●発信者の電話番号の通知・非通知にかかわらず、全てのコールが振り分け対象となります。ただし、非通知の場合は、上
位8桁を対象とし振り分けます。

！ ご注意

カスコン業務メニュー

03. 発信局番ルーティング照会

01. ルーティング照会

04. ルーティング設定
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端末種別ごとに接続先を設定できます。接続先として、下記を設定できます。
・案内（発信端末拒否ガイダンス）
・着信番号（メッセージ蓄積（インテリジェントサービスのみ）を含む）
・ACDグループ
・発信地域ルーティング
・発信電話番号ルーティング
・発信局番ルーティング
・入力指示ルーティング（インテリジェントサービスのみ）
※ガイダンスの内容については、P３７２「ガイダンス一覧」を参照してください。�

下記の端末種別は未提供のため設定できません。
・「他社050VoIP」

一部の公衆電話（ピンク色の公衆電話）は、「ＮＴＴ地域公衆（電話）」扱いではなく、「ＮＴＴＣｏｍ・ＮＴＴ地域」（フリー
ダイヤル、ナビダイヤルの場合）または「NTT地域電話」（インテリジェントサービスの場合）扱いとなります。



147

2章

カ
ス
タ
マ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

機
能
編

発
信
端
末
種
別
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
設
定

15

必ずお読みください。！ ご注意

全
サ
ー
ビ
ス
共
通

オ
プ
シ
ョ
ン

発信端末種別ルーティングを新たに作成することはできません。別途、お申込みをお願いします。

発信端末拒否機能と発信端末種別ルーティング設定の違いについて

××

発信端末拒否ガイダンスまたは接続

発信者

一般電話
（固定電話）

発信者

携帯電話

発信者

公衆電話

発信端末拒否機能

公衆電話：許容に設定

携帯電話：許容に設定

一般電話（固定電話）：
許容に設定

発信端末種別ルーティング設定

携帯窓口

（03XXXXXXX2）

公衆電話窓口

（03XXXXXXX3）

一般電話（固定電話）：
03XXXXXXX1に接続

携帯電話：
03XXXXXXX2に接続

公衆電話：
案内（ガイダンス）

一般窓口

（03XXXXXXX1）

××

発信端末拒否ガイダンス

発信者

一般電話
（固定電話）

発信者

携帯電話

発信者

公衆電話

公衆電話：非許容に設定

携帯電話：許容に設定

一般電話（固定電話）：
許容に設定

公衆電話窓口

（03XXXXXXX3）

発信端末種別ルーティング設定

携帯窓口

（03XXXXXXX2）

一般電話（固定電話）：
03XXXXXXX1に接続

携帯電話：
03XXXXXXX2に接続

公衆電話：
03XXXXXXX3に接続

一般窓口

（03XXXXXXX1）

着信されません

例1）

例2）

「1０.発信端末拒否機能」サービス番号に接続できる端末を端末種別ごとに設定できます。「非許容」に設定した端末種別からは着信されません。

「1５.発信端末種別ルー
ティング設定」

サービス番号に接続したコールの振分先を端末種別ごとに設定できます。振り分け先
を指定する端末種別は、必ず発信端末拒否機能で「許容」にしておく必要があります。
（発信端末拒否機能で「許容」に設定している端末種別のみ、振り分けができます）

発信端末拒否機能
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◆次の変更例で、発信端末種別ルーティングを変更する方法について説明します。

「検索」ボタンをクリックします。

➡画面下に＜検索結果一覧＞が表示さ
れます。

該当の「詳細」ボタンをクリックします。

➡選択した発信端末種別ルーティングの
設定情報が表示されます。

50件以上の場合は、「次検索」
ボタンをクリックしてください。

発信端末種別ルーティングの情報を変更する15-1

サービス番号「0120XXXXXX」
発信端末種別ルーティング（ルーティングID：01、ルーティング名：携帯振り分け）の設定内容を次のように変更します。変更例

1

2

●「頭だし発信端末種別ルーティングID」に半角2桁を入力すると、該当
のルーティングID以降を表示します。

便利な
使い方

画面を表示するには

〈移動体（自動車・携帯）〉 案内（ガイダンス） ▶ 着信番号「03XXXXXXX1」

参考

カスコン業務メニュー

04. 発信端末種別ルーティング変更

02.ルーティング変更

04. ルーティング設定
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＜移動体（自動車・携帯）＞に必要な項目
を入力します。（画面A）
●「接続種別」から「接続」を選択します。
●「接続先区分」から「着信番号」を選択
します。
●「接続先番号」に「03XXXXXXX1」
と入力します。

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、発信端末種別ルーティング
の設定が更新されます。

3

必ずお読みください。

●発信端末種別ルーティングを新たに作成することはできません。別途、お申込みをお願いします。
●下記の端末種別は未提供のため設定できません。
・「他社050VoIP」
●「1０.発信端末拒否機能」で「非許容」に設定している端末種別は、発信端末種別ルーティングの設定は機能しません。
●一部の公衆電話（ピンク色の公衆電話）は、「ＮＴＴ地域公衆（電話）」扱いではなく、「ＮＴＴＣｏｍ・ＮＴＴ地域」（フリーダイ
ヤル、ナビダイヤルの場合）または「NTT地域電話」（インテリジェントサービスの場合）扱いとなります。

！ ご注意

●A

●B

4
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）
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◆次の照会例で、発信端末種別ルーティングの設定内容を照会する方法について説明します。

発信端末種別ルーティングの情報を照会する15-2

サービス番号「0120XXXXXX」
発信端末種別ルーティング（ルーティングID：01、ルーティング名：携帯振り分け）の設定内容を照会します。照会例

画面を表示するには

手順 1 〜 2 はP148の『発信端末種別
ルーティングの情報を変更する』を参照
してください。

必要な項目を確認します。
3

！ ご注意

カスコン業務メニュー

04. 発信端末種別ルーティング照会

01. ルーティング照会

04. ルーティング設定

●下記の端末種別は未提供のため設定できません。
・「他社050VoIP」
●「1０.発信端末拒否機能」で「非許容」に設定している端末種別は、発信端末種別ルーティングの設定は機能しません。
●一部の公衆電話（ピンク色の公衆電話）は、「ＮＴＴ地域公衆（電話）」扱いではなく、「ＮＴＴＣｏｍ・ＮＴＴ地域」（フリーダイ
ヤル、ナビダイヤルの場合）または「NTT地域電話」（インテリジェントサービスの場合）扱いとなります。
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「１６.ルーティング情報をダウンロードする」で接続リストをダウンロードします。（Ｐ158参照）。
※ダウンロードしたＣＳＶファイルはそのまま開かないでください。必ず、下記の手順でエクセルファイルより開い

てください。

新規にエクセルファイルを開きます。

を選択します。

ダウンロードした接続先リストの
CSVファイルを選択し、「開く

（Ｏ）」ボタンをクリックします。

1

2

4

ルーティングの接続先リストを一括で変更できます。発信端末種別ルーティングはご利用できません。

  変更手順＜Office　201６の場合＞
例）発信電話番号ルーティングの接続先リストを変更する

3
「データ」→「テキストファイル」
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「次へ（Ｎ）」をクリックします。

「区切り文字」の「カンマ（Ｃ）」の
チェックボックスにチェックをつけ
ます。（画面A）
「次へ（Ｎ）」をクリックします。

「データのプレビュー（Ｐ）」の１列
目を選択します。（画面A）

「列のデータ形式」の「文字列
（Ｔ）」のラジオボタンを選択しま
す。（画面B）

5

6

7

●A

●B

●B

●A

（画面B）
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処理種別

 I ：追加
M：更新
（接続先区分、接続
先番号、備考のみ
変更可能）

D：削除

1：着信番号
2：ACDグループ
4：入力指示ルーティング
5：発信地域ルーティング
6：発信電話番号ルーティング
7：発信端末種別ルーティング
8：発信局番ルーティング

サービス番号 発信電話番号

接続先区別

接続先番号 備考

ルーティングID

必ずお読みください。

●「M：更新」は、「接続先区別」「接続先番号」「備考｣のみ変更できます。「発信電話番号」などは、変更できません。ただ
し、入力指示ルーティングは「ウィスパー着側入力結果通知ガイダンス」および「音声認識接続前ガイダンス」も変更で
きます。なお、各ルーティングのCSVファイル作成仕様についてはP156を参照してください。

！ ご注意

１列目同様に全列、「文字列（Ｔ）」
に変更します。（画面A）
「完了（F）」をクリックします。（画面B）

「ＯＫ」をクリックします。

発信電話番号ルーティングの接続
先リストが取り込まれます。

データを修正します。

8

9

10

11

●A

●B
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ワードパットで接続先リストが
表示されます。

3

ワードパットで開きます。

ＣＳＶファイル形式で保存します。

「16.ルーティング情報を一括で変更する 」でデータを取り込みます。（Ｐ159参照）

「16.ルーティング一括設定の結果を照会する」で取込状況を確認します。（Ｐ161参照）

12

1

13

4

14

ワードパットを利用し、データ修正することも可能です。

【ワードパットをご利用の場合】

2
ダウンロードした接続先リストの
CSVファイルを右クリックし、

「プログラムから開く（H）」→ワード
パットを選択します。

データを修正し、上書き保存します。
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CSVファイルの作成仕様は下記のとおりです。なお、各項目間は、「,」コンマ区切りとし、１行１接続先リストとしま
す。

CSVファイル作成仕様について

【発信地域ルーティング接続先リスト】　＜凡例＞ 必須：○、省略可：△、設定不要：－

【発信電話番号ルーティング接続先リスト】　＜凡例＞ 必須：○、省略可：△、設定不要：－

【入力指示ルーティング接続先リスト】　＜凡例＞ 必須：○、省略可：△、設定不要：－

項目名 処理種別 サービス番号 ルーティング
ID

細分化指定
（コード種別） 発信地域/細分化コード 接続先区分 接続先番号 備考 接続先リスト

終端フラグ

更
新
区
分

追加 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △

変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △

削除 ○ ○ ○ ○ ○ － － － －

設定内容

・1桁の半角英
大文字とし、
以 下 の い ず
れかを設定し
ます。

「Ｉ：追加」
「Ｍ：更新」
「Ｄ：削除」

・サービス番号
は先頭0を含
む10桁又は
11桁の半角
数字で入力し
ます。

・ルーティングＩ
Ｄは2桁の半
角 英 大 文 字
及 び 数 字 で
入力します。

・更新したいリスト
のコード種別（発
信地域／細分化）
を設定します。

「0：発信地域指定
コードを設定」

「1：発信地域細分
化コードを設定」

・更新したいコードが発信
地域指定コードの場合は
1桁〜5桁の半角数字で
入力します。

・更新したいコードが発信
地域細分化コードの場合
は、5桁または8桁の半角
数字で入力します。

・更新したい発信地域コードまたは発信地域細分
化コードに対する接続先の区分を設定します。

・接続先区分は1桁の半角数字とし、以下のいず
れかを設定します。

「1：着信番号」　　「2：ACDグループ」
「4：入力指示ルーティング」
「6：発信電話番号ルーティング」
「7：発信端末種別ルーティング」
「8：発信局番ルーティング」

・接続先区分に対応した接続先を設定します。
・接続先区分が「1」の場合、着信番号（先頭0を含む9

桁〜11桁の半角数字）を設定します。
・接続先区分が「2」の場合、ACDグループＩＤ（4桁の半

角英大小英字及び数字）を設定します。
・接続先区分が「4、6〜8」の場合、ルーティングＩＤ（2

桁の半角英大文字及び半角数字）を設定します。

・備考は全角20
文字以内（半角
40文字、ただし
半角カナは設定
不可）で設定し
ます。

・1つのリストの
終了を意味する
フラグを設定し
ます。（省略可）

・終 端 フ ラグ は
「＊」（半角英数）
で入力します。

項目名 処理種別 サービス番号
入力指示

ルーティング
ＩＤ

入力結果 暗証番号 接続先区分 接続先番号
ウィスパー着側
入力結果通知
ガイダンス

音声認識接続前
ガイダンス 備考 接続先リスト

終端フラグ

更
新
区
分

追加 ○ ○ ○ ○ △ ○ △ △ △ △ △

変更 ○ ○ ○ ○ △ ○ △ △ △ △ △

削除 ○ ○ ○ ○ － － － － － － －

設定内容

・１桁の半角英
大文字とし、
以下のいずれ
かを設定しま
す。

「Ｉ：追加」 
「Ｍ：更新」
「Ｄ：削除」

・サービス番号
は先頭０を含
む 1 0 又 は
11桁の半角
数字で入力し
ます。

・ルーティングＩ
Ｄは２桁の半
角 英 大 文 字
及び数字で入
力します。

・更新したい入力結果または
音声認識を設定します。

・入力結果は１桁〜20桁の
半角英大小文字および半角
数字で入力します。
※入力種別が、音声認識プ
ロンプトの場合は、半角ハイ
フン（-）、半角アンダースコ
アー（_）を設定します。

・更新したい暗証番
号を設定します。

・暗証番号は４桁〜８
桁の半角数字で入
力します。

・暗証番号を変更しな
い場合は、「＊」を８
桁を入力します。

・更新したい入力結果または音声認識に対す
る接続先の区分を設定します。

・接続先区分は１桁の半角数字とし、以下の
いずれかを設定します。

「１：着信番号」　　「２：ＡＣＤグループ」
「４：入力指示ルーティング」
「５：発信地域ルーティング」
「６：発信電話番号ルーティング」
「７：発信端末種別ルーティング」
「８：発信局番ルーティング」

・接続先区分に対応した接続先を設定します。
・接続先区分が「１」の場合、着信番号（先頭０を含む９
桁〜11桁の半角数字）を設定します。

・接続先区分が「２」の場合、ＡＣＤグループＩＤ（４桁の半
角英大小英字及び数字）を設定します。

・接続先区分が「４〜8」の場合、ルーティングＩＤ（２桁の
半角英大文字及び半角数字）を設定します。

・６桁のガイダンス
ＩＤ（英数字）を設
定します。

・６桁のガイダンス
ＩＤ（英数字）を設
定します。

・備考は全角20
文字以内（半角
40文字、ただし
の半角カナは設
定不可）で設定
します。

・１つのリストの
終了を意味する
フラグを設定し
ます。（省略可）

・終 端 フ ラグ は
「＊」（半角英数）
で入力します。

項目名 処理種別 サービス番号 ルーティング
ID 発信電話番号 接続先区分 接続先番号 備考 接続先リスト

終端フラグ

更
新
区
分

追加 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △

変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △

削除 ○ ○ ○ ○ － － － －

設定内容

・1桁の半角英
大文字とし、
以下のいずれ
かを設定しま
す。

「Ｉ：追加」
「Ｍ：更新」
「Ｄ：削除」

・サービス番号
は先頭0を含
む10桁又は
11桁の半角
数字で入力し
ます。

・ルーティングＩ
Ｄは2桁の半
角 英 大 文 字
及び数字で入
力します。

・更新したい発信電話番号
を設定します。

・発信電話番号は先頭0を
含む1桁〜11桁の半角
数字で入力します。

・更新したい発信電話番号に対する接続先の区分を設定します。
・接続先区分は1桁の半角数字とし、以下のいずれかを設定します。
「1：着信番号」
「2：ACDグループ」
「4：入力指示ルーティング」
「5：発信地域ルーティング」
「7：発信端末種別ルーティング」
「8：発信局番ルーティング」

・接続先区分に対応した接続先を設定します。
・接続先区分が「1」の場合、着信番号（先頭0を含む9
桁〜11桁の半角数字）を設定します。

・接続先区分が「2」の場合、ACDグループＩＤ（4桁の半
角英大小英字及び数字）を設定します。

・接続先区分が「4、5、7、8」の場合、ルーティングＩＤ
（2桁の半角英大文字及び半角数字）を設定します。

・備考は全角20
文字以内（半角
40文字、ただし
半角カナは設定
不可）で設定し
ます。

・1つのリストの
終了を意味する
フラグを設定し
ます。（省略可）

・終 端 フ ラグ は
「＊」（半角英数）
で入力します。

【発信局番ルーティング接続先リスト】　＜凡例＞ 必須：○、省略可：△、設定不要：－

項目名 処理種別 サービス番号 ルーティング
ID 発信局番 接続先区分 接続先番号 備考 接続先リスト

終端フラグ

更
新
区
分

追加 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △

変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △

削除 ○ ○ ○ ○ － － － －

設定内容

・1桁の半角英
大文字とし、
以下のいずれ
かを設定しま
す。

「Ｉ：追加」
「Ｍ：更新」
「Ｄ：削除」

・サービス番号
は先頭0を含
む10桁又は
11桁の半角
数字で入力し
ます。

・ルーティングＩ
Ｄは2桁の半
角 英 大 文 字
及び数字で入
力します。

・更新したい発信局番を設
定します。

・発信局番は先頭0を含む
1桁〜11桁の半角数字
で入力します。

・更新したい発信局番に対する接続先の区分を設定します。
・接続先区分は1桁の半角数字とし、以下のいずれかを設定します。
「1：着信番号」
「2：ACDグループ」
「4：入力指示ルーティング」
「5：発信地域ルーティング」
「6：発信電話番号ルーティング」
「7：発信端末種別ルーティング」

・接続先区分に対応した接続先を設定します。
・接続先区分が「1」の場合、着信番号（先頭0を含む9
桁〜11桁の半角数字）を設定します。

・接続先区分が「2」の場合、ACDグループＩＤ（4桁の半
角英大小英字及び数字）を設定します。

・接続先区分が「4〜7」の場合、ルーティングＩＤ（2桁の
半角英大文字及び半角数字）を設定します。

・備考は全角20
文字以内（半角
40文字、ただし
半角カナは設定
不可）で設定し
ます。

・1つのリストの
終了を意味する
フラグを設定し
ます。（省略可）

・終 端 フ ラグ は
「＊」（半角英数）
で入力します。
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項目名 処理種別 サービス番号 ルーティング
ID

細分化指定
（コード種別） 発信地域/細分化コード 接続先区分 接続先番号 備考 接続先リスト

終端フラグ

更
新
区
分

追加 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △

変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △

削除 ○ ○ ○ ○ ○ － － － －

設定内容

・1桁の半角英
大文字とし、
以 下 の い ず
れかを設定し
ます。

「Ｉ：追加」
「Ｍ：更新」
「Ｄ：削除」

・サービス番号
は先頭0を含
む10桁又は
11桁の半角
数字で入力し
ます。

・ルーティングＩ
Ｄは2桁の半
角 英 大 文 字
及 び 数 字 で
入力します。

・更新したいリスト
のコード種別（発
信地域／細分化）
を設定します。

「0：発信地域指定
コードを設定」

「1：発信地域細分
化コードを設定」

・更新したいコードが発信
地域指定コードの場合は
1桁〜5桁の半角数字で
入力します。

・更新したいコードが発信
地域細分化コードの場合
は、5桁または8桁の半角
数字で入力します。

・更新したい発信地域コードまたは発信地域細分
化コードに対する接続先の区分を設定します。

・接続先区分は1桁の半角数字とし、以下のいず
れかを設定します。

「1：着信番号」 「2：ACDグループ」
「4：入力指示ルーティング」
「6：発信電話番号ルーティング」
「7：発信端末種別ルーティング」
「8：発信局番ルーティング」

・接続先区分に対応した接続先を設定します。
・接続先区分が「1」の場合、着信番号（先頭0を含む9

桁〜11桁の半角数字）を設定します。
・接続先区分が「2」の場合、ACDグループＩＤ（4桁の半

角英大小英字及び数字）を設定します。
・接続先区分が「4、6〜8」の場合、ルーティングＩＤ（2

桁の半角英大文字及び半角数字）を設定します。

・備考は全角20
文字以内（半角
40文字、ただし
半角カナは設定
不可）で設定し
ます。

・1つのリストの
終了を意味する
フラグを設定し
ます。（省略可）

・終 端 フ ラグ は
「＊」（半角英数）
で入力します。

項目名 処理種別 サービス番号
入力指示

ルーティング
ＩＤ

入力結果 暗証番号 接続先区分 接続先番号
ウィスパー着側
入力結果通知
ガイダンス

音声認識接続前
ガイダンス 備考 接続先リスト

終端フラグ

更
新
区
分

追加 ○ ○ ○ ○ △ ○ △ △ △ △ △

変更 ○ ○ ○ ○ △ ○ △ △ △ △ △

削除 ○ ○ ○ ○ － － － － － － －

設定内容

・１桁の半角英
大文字とし、
以下のいずれ
かを設定しま
す。

「Ｉ：追加」
「Ｍ：更新」
「Ｄ：削除」

・サービス番号
は先頭０を含
む 1 0 又 は
11桁の半角
数字で入力し
ます。

・ルーティングＩ
Ｄは２桁の半
角 英 大 文 字
及び数字で入
力します。

・更新したい入力結果または
音声認識を設定します。

・入力結果は１桁〜20桁の
半角英大小文字および半角
数字で入力します。
※入力種別が、音声認識プ
ロンプトの場合は、半角ハイ
フン（-）、半角アンダースコ
アー（_）を設定します。

・更新したい暗証番
号を設定します。

・暗証番号は４桁〜８
桁の半角数字で入
力します。

・暗証番号を変更しな
い場合は、「＊」を８
桁を入力します。

・更新したい入力結果または音声認識に対す
る接続先の区分を設定します。

・接続先区分は１桁の半角数字とし、以下の
いずれかを設定します。

「１：着信番号」 「２：ＡＣＤグループ」
「４：入力指示ルーティング」
「５：発信地域ルーティング」
「６：発信電話番号ルーティング」
「７：発信端末種別ルーティング」
「８：発信局番ルーティング」

・接続先区分に対応した接続先を設定します。
・接続先区分が「１」の場合、着信番号（先頭０を含む９
桁〜11桁の半角数字）を設定します。

・接続先区分が「２」の場合、ＡＣＤグループＩＤ（４桁の半
角英大小英字及び数字）を設定します。

・接続先区分が「４〜8」の場合、ルーティングＩＤ（２桁の
半角英大文字及び半角数字）を設定します。

・６桁のガイダンス
ＩＤ（英数字）を設
定します。

・６桁のガイダンス
ＩＤ（英数字）を設
定します。

・備考は全角20
文字以内（半角
40文字、ただし
の半角カナは設
定不可）で設定
します。

・１つのリストの
終了を意味する
フラグを設定し
ます。（省略可）

・終 端 フ ラグ は
「＊」（半角英数）
で入力します。

項目名 処理種別 サービス番号 ルーティング
ID 発信電話番号 接続先区分 接続先番号 備考 接続先リスト

終端フラグ

更
新
区
分

追加 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △

変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △

削除 ○ ○ ○ ○ － － － －

設定内容

・1桁の半角英
大文字とし、
以下のいずれ
かを設定しま
す。

「Ｉ：追加」
「Ｍ：更新」
「Ｄ：削除」

・サービス番号
は先頭0を含
む10桁又は
11桁の半角
数字で入力し
ます。

・ルーティングＩ
Ｄは2桁の半
角 英 大 文 字
及び数字で入
力します。

・更新したい発信電話番号
を設定します。

・発信電話番号は先頭0を
含む1桁〜11桁の半角
数字で入力します。

・更新したい発信電話番号に対する接続先の区分を設定します。
・接続先区分は1桁の半角数字とし、以下のいずれかを設定します。
「1：着信番号」
「2：ACDグループ」
「4：入力指示ルーティング」
「5：発信地域ルーティング」
「7：発信端末種別ルーティング」
「8：発信局番ルーティング」

・接続先区分に対応した接続先を設定します。
・接続先区分が「1」の場合、着信番号（先頭0を含む9
桁〜11桁の半角数字）を設定します。

・接続先区分が「2」の場合、ACDグループＩＤ（4桁の半
角英大小英字及び数字）を設定します。

・接続先区分が「4、5、7、8」の場合、ルーティングＩＤ
（2桁の半角英大文字及び半角数字）を設定します。

・備考は全角20
文字以内（半角
40文字、ただし
半角カナは設定
不可）で設定し
ます。

・1つのリストの
終了を意味する
フラグを設定し
ます。（省略可）

・終 端 フ ラグ は
「＊」（半角英数）
で入力します。

項目名 処理種別 サービス番号 ルーティング
ID 発信局番 接続先区分 接続先番号 備考 接続先リスト

終端フラグ

更
新
区
分

追加 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △

変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △

削除 ○ ○ ○ ○ － － － －

設定内容

・1桁の半角英
大文字とし、
以下のいずれ
かを設定しま
す。

「Ｉ：追加」
「Ｍ：更新」
「Ｄ：削除」

・サービス番号
は先頭0を含
む10桁又は
11桁の半角
数字で入力し
ます。

・ルーティングＩ
Ｄは2桁の半
角 英 大 文 字
及び数字で入
力します。

・更新したい発信局番を設
定します。

・発信局番は先頭0を含む
1桁〜11桁の半角数字
で入力します。

・更新したい発信局番に対する接続先の区分を設定します。
・接続先区分は1桁の半角数字とし、以下のいずれかを設定します。
「1：着信番号」
「2：ACDグループ」
「4：入力指示ルーティング」
「5：発信地域ルーティング」
「6：発信電話番号ルーティング」
「7：発信端末種別ルーティング」

・接続先区分に対応した接続先を設定します。
・接続先区分が「1」の場合、着信番号（先頭0を含む9
桁〜11桁の半角数字）を設定します。

・接続先区分が「2」の場合、ACDグループＩＤ（4桁の半
角英大小英字及び数字）を設定します。

・接続先区分が「4〜7」の場合、ルーティングＩＤ（2桁の
半角英大文字及び半角数字）を設定します。

・備考は全角20
文字以内（半角
40文字、ただし
半角カナは設定
不可）で設定し
ます。

・1つのリストの
終了を意味する
フラグを設定し
ます。（省略可）

・終 端 フ ラグ は
「＊」（半角英数）
で入力します。
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◆次の照会例で、ルーティング情報をCSVファイルでダウンロードする方法について説明します。

「ダウンロード」ボタンをクリックします。

➡CSVファイルがダウンロードされます。

各項目の内容については、P156
を参照してください。

「ルーティング種別」から「発信電話番
号ルーティング接続先リスト」を選択し
ます。
「ルーティングID」に「01」と入力しま
す。（画面A）

「照会」ボタンをクリックします。（画面B）

➡「リスト番号」に接続先リストのデータ
が表示されます。

発信地域ルーディングで細分化
コードを設定している場合は個別にダウ
ンロードが必要です。

接続先リストが10,000件を超え
る場合は、複数のリストに分割されます。

「リスト番号｣を選択し、ダウンロードして
ください。

ルーティング情報をダウンロードする16-1

サービス番号「0120XXXXXX」
発信電話番号ルーティング（ルーティングID：01）の接続先リストをダウンロードします。照会例

3

参考

参考

参考

画面を表示するには

1

2

●A

●B

カスコン業務メニュー

02.一括照会

03. ルーティング一括設定

04. ルーティング設定
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◆次の変更例で、修正したCSVファイルを接続先リストに取り込む方法について説明します。

「ルーティング種別」から「発信電話番
号ルーティング接続先リスト」を選択し
ます。（画面A）

エクスプローラーから該当のCSVファ
イルを選択します。

「ルーティングファイル」の「参照」ボタ
ンをクリックします。（画面B）

➡エクスプローラーが表示されます。

「開く（O）」ボタンをクリックします。

ルーティング情報を一括で変更する16-2

サービス番号「0120XXXXXX」
発信電話番号ルーティング（ルーティングID：01）の接続先リストを修正したCSVファイルの情報に変更します。変更例

画面を表示するには

1

3

2

4

●A
●B

カスコン業務メニュー

01.一括設定

03. ルーティング一括設定

04. ルーティング設定
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必ずお読みください。

●変更結果を必ずP161『ルーティング一括設定の結果を照会する』で確認してください。

！ ご注意

「データ登録方法」から「大量」ラジオボ
タンを選択します。（画面A）

データ登録方法の「通常」は、
データを1件ずつ変更する方式で、不備
があった場合でも、不備データ以外は正
常に更新されます。

「大量」は、全データをまとめて変更する
方式で、不備があった場合、全てのデー
タが更新されません。

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、接続先リストの設定が更新
されます。

「形式チェック異常」のエラーが発
生した場合はP152を参照し、データ修
正して下さい。

1度に更新できる接続先リストは
最大10,000件です。10,000件を超
える場合は、数回に分けて更新してくだ
さい。

CSVファイルの作成方法につい
ては、P156を参照してください。

5

参考

参考

参考

参考

●A

●B

6
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）
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◆次の照会例で、ルーティング一括設定の変更結果を照会する方法について説明します。

該当の「ダウンロード」ボタンをクリック
します。

➡処理結果の詳細ファイルがダウンロー
ドされます。

詳細ファイルがダウンロードでき
る期間は、ルーティングを一括設定した
日から30日間です。

「データ登録方法」によって、処理
結果の詳細ファイルデータが異なりま
す。

サービス番号「0120XXXXXX」
２０1６年１月２０日にルーティング一括設定した発信電話番号ルーティングの変更結果を照会します。照会例

ルーティング一括設定の結果を照会する16-3

画面を表示するには

3

します。（画面A）

「検索」ボタンをクリックします。（画面B）

➡画面下に＜ルーティング一括登録結
果情報＞が表示されます。

2

参考

参考

通常

大量

処理結果の詳細ファイルデータ

●B
●A

カスコン業務メニュー

03.一括設定結果照会

03. ルーティング一括設定

04. ルーティング設定

1
「開始日付」に「２０１６０１２０」と入力
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サービス番号単位と着信番号単位の設定を組み合せた場合、サービス番号単位の接続先案内ガイダンスが流れ
た後、着信番号単位の接続先案内ガイダンスが流れます。

〈サービス番号単位で接続先案内設定を設定している場合〉
接続先案内ガイダンスが流れた後、時間外案内ガイダンスが流れます。ガイダンスの内容にご注意ください。

FD/ND話中の場合、接続先案内ガイダンスは流れず、話し中となります。
LS話中の場合、接続先案内ガイダンスが流れた後、話し中となります。

〈着信番号単位で接続先案内設定を設定している場合〉
接続先案内ガイダンスは流れず、時間外案内ガイダンスが流れます。

時間外案内ガイダンスをご利用のお客さまへ

話中の場合の動作について

発信者
接続先案内設定 時間外・受付先変更設定

「NTTコミュニケーションズに
おつなぎします。」

接続先案内ガイダンス
〈サービス番号単位〉

発信者
接続先案内設定 時間外・受付先変更設定

接続先案内ガイダンス
〈着信番号単位〉

「NTTコミュニケーションズに
おつなぎします。」

「NTTコミュニケーションズです。
本日の受付は終了いたしました。」

時間外案内ガイダンス

「NTTコミュニケーションズです。
本日の受付は終了いたしました。」

時間外案内ガイダンス

発信者
接続先案内設定 時間外・受付先変更設定

「NTTコミュニケーションズに
おつなぎします。」

接続先案内ガイダンス
〈サービス番号単位〉

発信者
接続先案内設定 時間外・受付先変更設定

接続先案内ガイダンス
〈着信番号単位〉

「NTTコミュニケーションズに
おつなぎします。」

「NTTコミュニケーションズです。
本日の受付は終了いたしました。」

時間外案内ガイダンス

「NTTコミュニケーションズです。
本日の受付は終了いたしました。」

時間外案内ガイダンス
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〈サービス番号単位で接続先案内設定を設定している場合〉
接続先案内ガイダンスが流れた後、受付変更先に接続されます。ガイダンスの内容にご注意ください。

〈着信番号単位で接続先案内設定を設定している場合〉
受付変更先に接続先案内ガイダンスの設定がある場合は受付変更先の接続先案内ガイダンスが流れた
後、接続されます。

（受付先変更をACDグループ単位または着信番号単位で設定している場合、受付変更元に設定されてい
る接続先案内ガイダンス〈着信番号単位〉は流れません）

受付先変更をご利用のお客さまへ

大阪支店

（06XXXXXXX2）

発信者
接続先案内設定

「東京支店におつなぎします。」

接続先案内ガイダンス
〈サービス番号単位〉

時間外・受付先変更設定

受付先変更
東京支店

（03XXXXXXX1）

受付変更元

受付変更先

同時接続可能数を「0」に設定している場合は接続先案内ガイダンスは流れません。

ルーティング方式が分配で、着信番号単位で接続先案内設定を設定している場合、LS話中時は接続先案
内ガイダンスが流れた後、次の着信先へ接続されます。（ナビダイヤルは接続先案内ガイダンスが流れた
後、話し中になります）

回線数変更をご利用のお客さまへ

ACDグループをご利用のお客さまへ
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〈サービス番号単位で接続先案内設定を設定している場合〉
接続先案内ガイダンスが流れた後、迂回先に接続されます。ガイダンスの内容にご注意ください。

〈着信番号単位で接続先案内設定を設定している場合〉
話中の状態により動作が異なります。

【FD/ND話中で話中時迂回が動作する場合】
迂回元の接続先案内ガイダンスは流れず、迂回先に接続されます。ただし、迂回先に接続先案内ガイダン
スの設定がある場合は迂回先の接続先案内ガイダンスが流れた後、接続されます。

【LS話中で話中時迂回が動作する場合】
迂回元の接続先案内ガイダンスが流れた後、迂回先に接続されます。ガイダンスの内容にご注意くださ
い。迂回先の接続先案内ガイダンスは流れません。ただし、ナビダイヤルは迂回されません。

話中時迂回をご利用のお客さまへ

大阪支店

（06XXXXXXX2）

発信者
接続先案内設定

「東京支店におつなぎします。」

接続先案内ガイダンス
〈サービス番号単位〉

話中時設定

話中時迂回

話中
東京支店

（03XXXXXXX1）

迂回元

迂回先

大阪支店

（06XXXXXXX2）

発信者
話中時設定

話中時迂回

接続先案内設定 LS話中

東京支店

（03XXXXXXX1）

迂回元

迂回先

「東京支店におつなぎします。」

接続先案内ガイダンス
〈着信番号単位〉

接続先案内設定

「大阪支店におつなぎします。」

接続先案内ガイダンス
〈着信番号単位〉

「受付不可」に設定している場合は接続先案内ガイダンスは流れません。

受付状態変更をご利用のお客さまへ
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大阪支店

（06XXXXXXX2）

発信者
接続先案内設定

「東京支店におつなぎします。」

接続先案内ガイダンス

話中時・無応答時設定

無応答時迂回

無応答
東京支店

（03XXXXXXX1）

迂回元

迂回先

接続先案内ガイダンスと事前料金通知ガイダンスの送出順は下記のとおりです。

〈サービス番号単位または着信番号単位で接続先案内設定を設定している場合〉
接続先案内ガイダンスが流れた後、事前料金通知ガイダンスが流れます。

〈サービス番号単位および着信番号単位で接続先案内設定を設定している場合〉
接続先案内ガイダンス〈サービス番号単位〉→事前料金通知ガイダンス→接続先案内ガイダンス〈着信番
号単位〉の順に流れます。

接続先案内ガイダンスが流れた後、迂回先に接続されます。ガイダンスの内容にご注意ください。
（迂回先の接続先案内ガイダンスは流れません）

接続先案内ガイダンスが流れた後、無応答時ガイダンスが流れます。

ナビダイヤルまたはナビダイヤル・インテリジェントサービスをご利用のお客さまへ

話中時ガイダンスをご利用のお客さまへ

無応答時迂回をご利用のお客さまへ

無応答時ガイダンスをご利用のお客さまへ

〈サービス番号単位で接続先案内設定を設定している場合〉
接続先案内ガイダンスが流れた後、話中時ガイダンスが流れます。

〈着信番号単位で接続先案内設定を設定している場合〉
話中の状態により動作が異なります。

【FD/ND話中で話中時ガイダンスが動作する場合】
接続先案内ガイダンスは流れず、話中時ガイダンスが流れます。

【LS話中で話中時ガイダンスが動作する場合】
接続先案内ガイダンスが流れた後、話中時ガイダンスが流れます。

ガイダンスの内容については、P３７２「ガイダンス一覧」を参照してください。
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◆次の変更例で、接続先案内ガイダンスを変更する方法について説明します。

「検索」ボタンをクリックします。

➡画面下に＜着信番号一覧＞が表示さ
れます。

該当の着信番号チェックボックスにチェッ
クをつけます。（画面A）

必要な項目を入力します。（画面A）
●「接続先案内ガイダンス実施」から「実
施有」ラジオボタンを選択します。

●「ガイダンス」から「定型ガイダンス」
を選択します。

「選択決定」ボタンをクリックします。
（画面B）

➡選択した着信番号の接続先案内設定
情報が表示されます。

50件以上の場合は、「次検索」
ボタンをクリックしてください。

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、接続先案内設定が更新され
ます。

接続先案内ガイダンスを変更する17-1

接続先案内ガイダンス（着信番号単位）を変更します。
サービス番号「0120XXXXXX」　着信番号「03XXXXXXX1」
接続先案内ガイダンス実施を「実施無」から「実施有」に変更します。

変更例

02.サービス設定 02.着信番号設定変更

カスコン業務メニュー 02.基本設定（変更）画面を表示するには
（着信番号単位）

2

4

3

●「頭だし着信番号」に半角9〜11桁を入力すると、該当の着信番号 
以降を表示します。

便利な
使い方

02.サービス設定 01.サービス番号設定変更

カスコン業務メニュー 02.基本設定（変更）画面を表示するには
（サービス番号単位）

参考

●A

1

5
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）

●B

●A

●B

●「契約種別」で絞り込み機能を利用し検索することができます。
　詳細はP１１１「絞り込み機能を利用し照会する」を参照してください。
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◆次の照会例で、接続先案内ガイダンスの設定内容を照会する方法について説明します。

接続先案内ガイダンスを照会する17-2

接続先案内ガイダンス（着信番号単位）の設定内容を照会します。
サービス番号「0120XXXXXX」　着信番号「03XXXXXXX1」照会例

画面を表示するには
（着信番号単位）

手順 1 〜 3 はP166の『接続先案内ガイ
ダンスを変更する』を参照してください。

必要な項目を確認します。
4

画面を表示するには
（サービス番号単位）

02.サービス設定 02.着信番号設定照会

カスコン業務メニュー 01 基本設定（照会）

02.サービス設定 01.サービス番号設定照会

カスコン業務メニュー 01.基本設定（照会）
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エージェント管理はオペレータ（着信番号）側と管理者側で利用できます。

オペレータ（着信番号）に複数のサービス番号を契約している場合、サービス番号ごとにエージェント状態
（待機中など）を操作することはできません。（着信時には、全てのサービス番号のステータスが「後処理
中」となり、他のサービス番号からは着信されません）

電話機とパソコンを利用し、インターネット経由で次の機能が利用できます。操作方法はＰ169を参照してください。

カスタマコントロールを利用し、下記の照会が利用できます。操作方法はＰ171を参照してください。

【パソコンの動作環境】

１つの着信番号に複数のサービス番号を契約しているお客さまへ

オペレータ（着信番号）側

管理者側

機能 内容

エージェント状態管理機能 オペレータが「待機中」、「離席中」、「後処理中」のステータスを操作することにより、着信を制
御できます。

NW取得情報通知機能

着信と同時に発信者の電話番号や発信地域などをパソコン画面上に通知できます。
※インターネット網の混雑状況により、着信音と同時に表示されない場合があります。
※LS話中時および発信者が接続前に切断した際は、画面上へ通知のみがされ、呼び出し

音が鳴らない場合があります。

照会単位 内容 照会可能期間

エージェント稼動履歴照会
（サマリ）（詳細）

前日以前のオペレータ（着信番号）の稼動履歴を照会するこ
とができます。

照会日前日から90日前
までの期間

エージェント稼動状態照会
（サマリ）

全オペレータ（着信番号）の稼動状態を一覧表で照会するこ
とができます。 照会時点のデータを表示

エージェント稼動状態照会
（詳細）

オペレータ（着信番号）別に稼動状態を照会することができ
ます。 照会時点のデータを表示

●OS
Microsoft�Windows7（３２ｂｉｔ、６４ｂｉｔ）／Windows １０（３２ｂｉｔ、６４ｂｉｔ）  

Macintosh OSは動作保証いたしておりません。

●ブラウザ
Microsoft Windows　７：Microsoft  Internet Explorer 11.0 
Microsoft Windows１０：Microsoft  Internet Explorer １１．０
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◆オペレータ（着信番号）はログインする場合、次のURLにアクセスします。

オペレータ（着信番号）側のログインについて18-1

https://www.freedialnavidial.jp/agent/VCC/html/wa_vcc_top.html

「ログイン画面へ」をクリックします。

➡ログイン画面が表示されます。

ログイン情報を入力します。（画面A）
●「着信電話番号」に「着信番号」を入力

します。
●「パスワード」に「パスワード」を入力

します。

1

2

ログイン時の状態を選択します。
（画面B）

「Login」ボタンをクリックします。
（画面C）

➡選択したログイン時の状態でログイン
されます。

3

4

●A

●B

●C
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170

エージェントの状態を変更する場合は、
該当のボタンをクリックします。（画面A）

エージェント状態が「離席中」、
「後処理中」の場合は着信されません。

着信を受けた場合、自動的に「後
処理中」に変わります。

5
●エージェント状態が待機中の場合

●エージェント状態が離席中の場合

●エージェント状態が後処理中の場合

●お客さまからの着信を受けた場合

参考

参考

●A
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◆次の照会例で、オペレータ（着信番号）の稼動履歴を照会する方法について説明します。

サービス番号「0120XXXXXX」
２０１６年１月１日〜１月３１日の全オペレータ（着信番号）の稼動履歴を照会します。照会例

エージェントの稼動履歴を照会する18-2

08.エージェント 01.エージェント稼動履歴照会

カスコン業務メニュー 01.エージェント稼動状況
画面を表示するには

「全着信番号表示有無」から「有り」ラジ
オボタンを選択します。

「対象期間」に「２０１６０１０１」～２０
１６０１３１」と入力します。（画面A）

必要な項目を確認します。

稼動履歴はダウンロードすること
もできます。ダウンロードする場合は、

「ダウンロード」ボタンをクリックします。
各項目の内容については、P172を参照
してください。

1

3

参考

「検索」ボタンをクリックします。（画面B）

➡画面下に＜照会結果一覧＞が表示さ
れます。

対象期間に当日は指定できませ
ん。照会日前日から90日前までの期間
を指定してください。

2
●A

●B

必ずお読みください。

●�日付別、着信番号ごとに集計されます。また、「対象ACDグループ」を入力し検索した場合、ACDグループ内の着信番
号の稼動履歴が照会されます。ただし、ACDグループ内の着信番号の全ての稼動履歴となるため、「対象ACDグルー
プ」に入力したACDグループによる着信でない通話も含まれます。

！ ご注意

●「全着信番号表示有無」から「無し」ラジオボタンを選択し、「対象着信
番号」または「対象ACDグループ」を入力すると、該当の着信番号のみ
検索できます。

便利な
使い方

参考
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172

●エージェント稼動履歴照会（サマリ）

●エージェント稼動履歴照会（詳細）

項目名 説明

1 日付 日付

2 着番号 着信番号

3 端末種別 固定値「1」を出力

4 通話時間※ 通話した時間の合計値

5 通話回数 通話した回数の合計値

6 待機中時間※ 待機中時間の合計値

7 待機中回数 待機中回数の合計値

8 後処理中時間※ 後処理中時間の合計値

9 後処理中回数 後処理中回数の合計値

10 離席中時間※ 離席中時間の合計値

11 離席中回数 離席中回数の合計値

項目名 説明

1 レコード識別 詳細情報の種別
「1：操作履歴」、「2：通話履歴」

2 開始時刻※1 オペレータ（着信番号）が操作を行った時刻または通話を開始した時刻

3 着番号 着信番号

4 エージェント種別 固定値「1」を出力

5 操作種別 オペレータ（着信番号）が行った操作内容
「1：LOGOUT」、「2：LOGIN」、「3：状態変更」

6 操作後状態 オペレータ（着信番号）が操作を行った後の状態
「0：LOGOUT」、「1：待機中」、「2：離席中」、「3：後処理中」

7 状態継続時間※2 オペレータ（着信番号）の状態継続時間

8 ダイヤル番号 サービス番号

9 ACDグループ ACDグループID
ACDグループ以外の着信時はスペース

10 発番号 未提供

11 通話終了時刻※1 通話が終了した時刻

12 通話時間※2 通話開始〜通話終了までの時間

13 KEY情報 情報取得時間
※1　年月時分秒での表示になります。例えば、「２０１６０１０１０９０５１０５」の場合、２０１６年１月１日９時５分１０.５秒になります。
※2　秒数での表示になります。例えば、「９５５」の場合、１分３５.５秒になります。

※ 秒数での表示になります。例えば、「955」の場合、1分35.5秒になります。
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◆次の照会例で、オペレータ（着信番号）の稼動状態照会（サマリ）を照会する方法について説明します。

サービス番号「0120XXXXXX」のオペレータ（着信番号）の稼動状態を照会します。照会例

エージェントの稼動状態照会（サマリ）を照会する18-3

画面を表示するには

必要な項目を確認します。

1

2

「検索」ボタンをクリックします。

➡画面下に＜照会結果＞が表示されま
す。

●「ACDグループID」を入力すると、該当のACDグループの着信番号の
み検索できます。

便利な
使い方

08.エージェント 02.エージェント稼動状態照会（サマリ）

カスコン業務メニュー 01.エージェント稼動状況
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◆次の照会例で、オペレータ（着信番号）の稼動状態照会（詳細）を照会する方法について説明します。

サービス番号「0120XXXXXX」のオペレータ（着信番号）の稼動状態を照会します。照会例

エージェントの稼動状態照会（詳細）を照会する18-4

画面を表示するには

必要な項目を確認します。

1

2

「検索」ボタンをクリックします。

➡画面下に＜照会結果一覧＞が表示さ
れます。

●「頭出し着信番号」に半角9～11桁を入力すると、該当の着信番号以
降を表示します。

●「ACDグループID」「エージェント稼動状態」「通話状態」を選択すると、
該当の着信番号のみ検索できます。

便利な
使い方

08.エージェント 03.エージェント稼動状態照会（詳細）

カスコン業務メニュー 01.エージェント稼動状況
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オリジナルガイダンスとは、ＮＴＴコミュニケーションズが提供する固定された各種ガイダンスに変
えて、お客さまがご自由にカスタマイズされて利用するガイダンスです。

オリジナルガイダンスで利用する音声ファイルの作成および登録には、音声ファイル作成契約と登録する
ためのアップロード契約が必要となります。

■オリジナルガイダンスとは

■オリジナルガイダンス作成と登録

■オリジナルガイダンス登録可能数

■オリジナルガイダンス登録可能音声ファイル容量・音声ファイル秒数

サービス オリジナルガイダンス数 合計数

フリーダイヤル（ＦＤ）
ナビダイヤル（ＮＤ）

全文 ２０ガイダンス
２１ガイダンス

一部 １ガイダンス

フリーダイヤルインテリジェント（ＦＤＩＳ）
ナビダイヤルインテリジェント（ＮＤＩＳ） 全文 50ガイダンス 50ガイダンス

サービス 音声ファイル容量 音声ファイル秒数

フリーダイヤル（ＦＤ）
ナビダイヤル（ＮＤ）

全文 ３２０ＫＢ以内 40秒以内

一部   ８０ＫＢ以内 10秒以内

フリーダイヤルインテリジェント（ＦＤＩＳ）
ナビダイヤルインテリジェント（ＮＤＩＳ） 全文 960KB以内 120秒以内

※インテリジェントの話中時ガイダンス、無応答時ガイダンス、話中時待合せガイダンスは、２４００ＫＢ／３００秒以内となります。
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1-1. 登録できるガイダンス種別（ＦＤの場合）

1-2. 登録できるガイダンス種別（ＮＤの場合）

1-3. 登録できるガイダンス種別（ＦＤＩＳ/ＮＤＩＳの場合）

■登録できるオリジナルガイダンス種別

サービス機能区分 ガイダンス名
登録可否

全文 一部

発信端末拒否機能 発信端末拒否ガイダンス ● ―
（提供外）

通話量設定機能 設定量超過（発側）ガイダンス ● ●

話中時待ち合わせ機能 待ち合わせ開始ガイダンス ● ●

時間外ガイダンス機能 時間外ガイダンス ● ●

接続先案内ガイダンス機能
接続先案内ガイダンス（サービス番号設定時） ●

接続先案内ガイダンス（着信電話番号設定時） ● ●

ウィスパー機能 ウィスパー発側ガイダンス ● ●

サービス機能区分 ガイダンス名
登録可否

全文 一部

事前料金通知 事前料金通知ガイダンス × ●

発信端末拒否機能 発信端末拒否ガイダンス ● ―
（提供外）

時間外ガイダンス機能 時間外ガイダンス ● ●

接続先案内ガイダンス機能
接続先案内ガイダンス（サービス番号設定時） ●

接続先案内ガイダンス（着信電話番号設定時） ● ●

サービス機能区分 ガイダンスID ガイダンス名 登録可否

①時間外ガイダンス JK**** 時間外ガイダンス ●

②話中時・無応答時ガイダンス WM****

話中時ガイダンス ●

話中時待ち合わせガイダンス ●

無応答時ガイダンス ●

③振り分けガイダンス PB**** PB入力指示ルーティングガイダンス（各種） ●

④拒否・切断ガイダンス KH****

発信端末拒否ガイダンス ●

指定地域外ガイダンス ●

非通知拒否ガイダンス ●

発番号登録外ガイダンス ●

リトライオーバーガイダンス ●

WP****

ウィスパー発側ガイダンス ●

ウィスパー着側ガイダンス（サービス識別音通知） ●

ウィスパー着側ガイダンス（入力結果通知） ●

SE**** 接続先案内ガイダンス ●

MS****
メッセージ蓄積ガイダンス（各種）

●

⑤ウィスパーガイダンス

⑥

⑦メッセージ蓄積ガイダンス／ 

ON**** 音声認識プロンプトガイダンス ●

●

●

接続先案内ガイダンス

⑧音声認識ガイダンス
ＳＭＳ送信サービスガイダンス ＳＭＳ送信サービスガイダンス（各種）
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＜日本語＞
• 文中の「。」は 0.8 秒の無音、「、」は 0.3 秒の無音となる
•「全角／半角スペース」は、「。」として扱われ 0.8 秒の無音となります。

※場合によって、単語区切りや特別な発音規則が適用される場合があります。
• 文中で句読点やスペースを複数回入力しても 1 回分の入力として認識されます。
• 文頭、文末で句読点、スペースを入力しても無音は挿入されません。
• 2 回流れるガイダンスでは、1 回目と２回目の終了・開始間の無音時間が無く流れるため文末に「・・ます。」
を「・・ます。。」と記述いたしますと 1 回目と２回目の間に無音が「１秒」挿入されますのでご利用ください。

＜英語＞
• 文中の「.」は 0.678 秒の無音、「,」は 0.2 秒の無音となる

※「.」や「,」は文脈により『どっと』などと認識され、『ピリオド』を意味しない場合もございます。
•「半角スペース」は単語区切りを意味するため特定の無音時間は無しとなります。
• 文中での「,」「.」はスペースは複数回入力しても 1 回分の入力として認識される
• 文頭、文末で「,」「.」はスペースを入力しても無音は挿入されません。
• 英文の場合は、文末に <vtml_pause time =“1000”/> を記述してください。

1000=１秒　数字を変えることにより無音間隔が調節できます。（数値：1 ～ 65535）

下記に示す文字を使いますと音声ファイル作成時エラーとなりますのでご注意ください。
詳しくは、音声ファイル作成業務の「ヘルプ」を参照ください。

―,～ ,∥ ,－,￢ ,￠,￡, ① , ② , ③ , ④ , ⑤ , ⑥ , ⑦ , ⑧ , ⑨ , ⑩ , ⑪ , ⑫ , ⑬ , ⑭ , ⑮ , ⑯ , ⑰ , ⑱ , ⑲ , ⑳ ,Ⅰ,Ⅱ,
Ⅲ,Ⅳ ,Ⅴ ,Ⅵ , Ⅶ , Ⅷ ,Ⅸ ,Ⅹ,㍉ ,㌔ ,㌢ ,㍍ ,㌘ ,㌧ ,㌃ ,㌶ ,㍑ ,㍗ ,㌍ ,㌦ ,㌣ ,㌫ ,㍊ ,㌻ ,㎜ ,㎝ ,㎞ ,㎎ ,㎏ ,㏄ ,㎡ ,
㍻ ,〝,〟, № , ㏍ , ℡ , ㊤ , ㊥ , ㊦ , ㊧ , ㊨ , ㈱ , ㈲ , ㈹ , ㍾ , ㍽ , ㍼ ,≒,≡,∫,∮,∑, √ ,⊥,∠,∟ ,⊿ ,∵ ,∩,
∪, 纊 , 褜 , 鍈 , 銈 , 蓜 , 俉 , 炻 , 昱 , 棈 , 鋹 , 曻 , 彅 ,丨, 仡 , 仼 , 伀 , 伃 , 伹 , 佖 , 侒 , 侊 , 侚 , 侔 , 俍 , 偀 , 倢 , 俿 ,
倞 , 偆 , 偰 , 偂 , 傔 , 僴 , 僘 , 兊 , 兤 , 冝 , 冾 , 凬 , 刕 , 劜 , 劦 , 勀 , 勛 , 匀 , 匇 , 匤 , 卲 , 厓 , 厲 , 叝 , 﨎 , 咜 , 咊 ,
咩 , 哿 , 喆 , 坙 , 坥 , 垬 , 埈 , 埇 , 﨏 , 塚 , 增 , 墲 , 夋 , 奓 , 奛 , 奝 , 奣 , 妤 , 妺 , 孖 , 寀 , 甯 , 寘 , 寬 , 尞 , 岦 , 岺 ,
峵 , 崧 , 嵓 , 﨑 , 嵂 , 嵭 , 嶸 , 嶹 , 巐 , 弡 , 弴 , 彧 , 德 , 忞 , 恝 , 悅 , 悊 , 惞 , 惕 , 愠 , 惲 , 愑 , 愷 , 愰 , 憘 , 戓 , 抦 ,
揵 , 摠 , 撝 , 擎 , 敎 , 昀 , 昕 , 昻 , 昉 , 昮 , 昞 , 昤 , 晥 , 晗 , 晙 , 晴 , 晳 , 暙 , 暠 , 暲 , 暿 , 曺 , 朎 , 朗 , 杦 , 枻 , 桒 ,
柀 , 栁 , 桄 , 棏 , 﨓 , 楨 , 﨔 , 榘 , 槢 , 樰 , 橫 , 橆 , 橳 , 橾 , 櫢 , 櫤 , 毖 , 氿 , 汜 , 沆 , 汯 , 泚 , 洄 , 涇 , 浯 , 涖 , 涬 ,
淏 , 淸 , 淲 , 淼 , 渹 , 湜 , 渧 , 渼 , 溿 , 澈 , 澵 , 濵 , 瀅 , 瀇 , 瀨 , 炅 , 炫 , 焏 , 焄 , 煜 , 煆 , 煇 , 凞 , 燁 , 燾 , 犱 , 犾 ,
猤 , 猪 , 獷 , 玽 , 珉 , 珖 , 珣 , 珒 , 琇 , 珵 , 琦 , 琪 , 琩 , 琮 , 瑢 , 璉 , 璟 , 甁 , 畯 , 皂 , 皜 , 皞 , 皛 , 皦 , 益 , 睆 , 劯 ,
砡 , 硎 , 硤 , 硺 , 礰 , 礼 , 神 , 祥 , 禔 , 福 , 禛 , 竑 , 竧 , 靖 , 竫 , 箞 , 精 , 絈 , 絜 , 綷 , 綠 , 緖 , 繒 , 罇 , 羡 , 羽 , 茁 ,
荢 , 荿 , 菇 , 菶 , 葈 , 蒴 , 蕓 , 蕙 , 蕫 , 﨟 , 薰 , 蘒 , 﨡 , 蠇 , 裵 , 訒 , 訷 , 詹 , 誧 , 誾 , 諟 , 諸 , 諶 , 譓 , 譿 , 賰 , 賴 ,
贒 , 赶 , 﨣 , 軏 , 﨤 , 逸 , 遧 , 郞 , 都 , 鄕 , 鄧 , 釚 , 釗 , 釞 , 釭 , 釮 , 釤 , 釥 , 鈆 , 鈐 , 鈊 , 鈺 , 鉀 , 鈼 , 鉎 , 鉙 , 鉑 ,
鈹 , 鉧 , 銧 , 鉷 , 鉸 , 鋧 , 鋗 , 鋙 , 鋐 , 﨧 , 鋕 , 鋠 , 鋓 , 錥 , 錡 , 鋻 , 﨨 , 錞 , 鋿 , 錝 , 錂 , 鍰 , 鍗 , 鎤 , 鏆 , 鏞 , 鏸 ,
鐱 , 鑅 , 鑈 , 閒 , 隆 , 﨩 , 隝 , 隯 , 霳 , 霻 , 靃 , 靍 , 靏 , 靑 , 靕 , 顗 , 顥 , 飯 , 飼 , 餧 , 館 , 馞 , 驎 , 髙 , 髜 , 魵 , 魲 ,
鮏 , 鮱 , 鮻 , 鰀 , 鵰 , 鵫 , 鶴 , 鸙 , 黑 ,ⅰ,ⅱ,ⅲ,ⅳ,ⅴ,ⅵ,ⅶ,ⅷ ,ⅸ,ⅹ,￢ , ￤ , ＇ , ＂

■音声ファイル作成時の参考

■音声ファイル作成時の禁則文字
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必ずお読みください。

①作成するファイル名	 ：全角１５文字以内
②音声タイプ ：デフォルト日本語	
③声の速さ ：デフォルト１００
④声の大きさ ：デフォルト１００
⑤声の高さ ：デフォルト１００
⑥ガイダンス内容 ：作成には、文字数／ファイル容量に制限があります

：フリーダイヤル/ナビダイヤルは２５０文字／３２０ＫＢ以内
：インテリジェントは１０００文字／９６０ＫＢ以内
無応答・話中時迂回ガイダンスは２４００ＫＢ以内です。

●ガイダンス内容
入力文字は、英数カナ半角または全角と漢字となります。また、使える文字に制限（禁則文字が有りますのでご注意くだ
さい。（禁則文字一覧を参照）
作成したガイダンスを試聴し、ガイダンス内容③④⑤や棒読みになっていないかが確認いただけます。
●声の速さ、大きさ、高さは、デフォルトが推奨です。
数字が大きくなれば、速さは早くなり、大きさは大きくなり、高さは高くなります。
●作成できる音声ファイルは２０個までとなります。多く作成する場合は、不要となる音声ファイルを削除を行ってから作
成してください。

！ ご注意
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■フリーダイヤル／ナビダイヤルの業務の流れ

■フリーダイヤル・インテリジェント／ナビダイヤル・インテリジェント業務の流れ

業務の流れ

業務の流れ

音声ファイル作成

音声ファイル作成

音声ファイル登録・照会

オリジナルガイダンス変更・照会

オリジナルガイダンス登録・変更

オリジナルガイダンス設定

オリジナルガイダンス設定

音声ファイル作成
ＴＸＴ文面で記述してオリジナルガイ
ダンスファイルの作成・変更を行う業
務となります。
また、作成は２０ガイダンスまでとなっ
ています。不要となった作成ガイダ
ンスの削除もこの業務で行います。

音声ファイル登録・照会
音声ファイル作成業務で作成した音
声ファイルをガイダンス装置へ登録・
照会を行う業務となります。
また、ガイダンスの試聴と接続元照会
（ガイダンスが設定されている箇
所）ができます。

オリジナルガイダンス変更・照会
サービス番号へ登録するオリジナル
ガイダンスの登録と変更・照会がで
きます。作成した音声ファイルを登録
後、払い出しされたガイダンス番号
を、この業務からサービス番号で利
用可能とするための業務となります。

オリジナルガイダンス設定
各種オプション機能で、登録したガイ
ダンスを設定します。
（各オプション機能を参照）

音声ファイル作成・変更
ＴＸＴ文面で記述してオリジナルガイ
ダンスファイルの作成・変更を行う業
務となります。
また、作成は２０ガイダンスまでとなっ
ています。
不要となった作成ガイダンスの削除
もこの業務で行います。

オリジナルガイダンス登録・変更
音声ファイル作成業務で作成した音
声ファイルやお客さまが作成された
ガイダンスをガイダンス装置へ登録・
変更を行うことができます。 
また、登録されているガイダンスの
試聴と接続元照会ができます。

オリジナルガイダンス設定
各種オプション機能で、登録したガイ
ダンスを設定します。
（各オプション機能を参照）

ガイダンス番号払出し

ガイダンス番号登録

ガイダンスＩＤ払出し
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●音声ファイル作成
作成するファイル名（画面A）
音声タイプ（画面B）
声の速さ（画面C）
声の大きさ（画面D）
声の高さ（画面E）
ガイダンス内容（画面F）
を、入力します。

設定内容やガイダンス内容を確認し、
「保存」ボタンをクリックします。（画面G）

＜作成ガイダンス一覧＞の「試聴」ボタンから
作成したガイダンスを試聴することがで
きます。

オリジナルガイダンスの音声ファイルを作成する（フリーダイヤル/ナビダイヤル）19-1

07.ガイダンス 01. 音声ファイル作成

カスコン業務メニュー 02. 音声ファイル作成画面を表示するには
（フリーダイヤル/ナビダイヤル）

1

2

●G

●A
●B
●C
●D
●E
●F

4
＜作成ガイダンス一覧＞に作成したガイ
ダンスが追加されます。

3
正常に音声ファイルが作成されます
と、正常に終了しました。が表示されま
すので、「ＯＫ」をクリックします。

実行します。よろしいですか？が表示され
ます。「OK]をクリックします。
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●音声ファイル削除
作成された音声ファイルを削除する場
合、音声ファイル作成業務で行います。

削除するファイルを
＜作成ガイダンス一覧＞から選択します。
削除する項番の「照会」ボタンをクリックし
ます。（画面A）

画面の削除□をチェックします。（　画面B）

チェック□✓　　　　　　　　　後、
「保存」ボタンをクリックします。（画面C）

1

3

●作成できる音声ファイル数には制限がありますのでご注意ください。

音声ファイルの照会・削除19-2

●A

●C

●B

2
「照会」ボタンをクリックすると、作成
された音声ファイル設定およびガイダン
ス内容が表示されます。
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「保存」ボタンをクリックすると、実行し

た。が表示され登録されていた、作成
ファイル名やガイダンス内容が空白にな
ります。

ボタンをクリックすると削除業務が終了
できます。（画面D）

4

●D 5
「OK」をクリックすると、正常に終了しまし

6
「OK」をクリックし、画面上部の「閉じる」

ます。よろしいですか？が表示されます。

「OK]をクリックします。
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オリジナルガイダンスの音声ファイルを登録する（フリーダイヤル/ナビダイヤル）19-3

07.ガイダンス 04. 音声ファイル登録

カスコン業務メニュー 01.オリジナルガイダンス画面を表示するには
（フリーダイヤル/ナビダイヤル）

必ずお読みください。

●登録されたガイダンス番号は忘れないようにご注意ください。

！ ご注意

●音声ファイル登録
作成された音声ファイルを登録します。

・ガイダンス種別
○全文オリジナルガイダンスを選択

プルダウンから登録するガイダンス名を選択
　　　　　　　　　　　　　

実行します。よろしいですか？
「OK」をクリックします。

正常に登録されますと、正常に終了しま
した。が表示されますので、

「OK」をクリックしてください。

1

2

●D

●A

●C
●B

3

○音声合成ガイダンスを選択 
・アップロードファイル選択
・ （画面A）

 ・音声合成ファイル選択
・ （画面B）

（画面C）

（画面D）

（画面E）

「ガイダンス番号」「ガイダンス内容」
「更新年月日」が表示されます。

画面上部の「閉じる」ボタンをクリッ
クすると登録業務が終了できます。

●E

「保存」ボタンをクリックします。
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●音声ファイル照会

作成された音声ファイルを照会します。
＜オリジナルガイダンス一覧＞から該当の

音声ファイル作成で作成されたガイダン
ス内容が表示されます。
また、ガイダンスの試聴もできます。

登録された音声ファイルを照会する（フリーダイヤル/ナビダイヤル）19-4

07.ガイダンス 03. 音声ファイル照会

カスコン業務メニュー 01.オリジナルガイダンス画面を表示するには
（フリーダイヤル/ナビダイヤル）

1

2●B

●A

画面上部の「閉じる」ボタンをクリックす
ると照会業務が終了できます。（画面B）

「詳細」ボタンをクリックします。（画面A）
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※音声合成で作成された音声ファイルの
登録が完了した場合、「ダウンロード」ボ
タンは「試聴」と表示されます。

画面上部の「閉じる」ボタンをクリック
すると登録業務が終了できます。

登録された音声ファイルをサービス番号に登録する19-5

07.ガイダンス 02.オリジナルガイダンス変更

カスコン業務メニュー 01.オリジナルガイダンス画面を表示するには
（フリーダイヤル/ナビダイヤル）

●登録された音声ファイルを利用するに
は、サービス番号への登録が必要です。
サービス番号への登録は、オリジナルガ
イダンス変更業務で行います。

＜全文オリジナルガイダンス＞から
ガイダンス番号（画面A）
オリジナルガイダンス名を入力して、（画面B）

「保存」ボタンをクリックします。（画面C）

実行します。よろしいですか？
「OK」をクリックします。

1

●A

●C

●B

2
正常に登録されますと、正常に終了しま
した。が表示されますので、「OK」をクリッ
クします。
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●音声ファイル変更

登録されているガイダンス番号のガイダ
ンス内容の変更ができます。

音声合成ファイル選択からプルダウンに
より、あらかじめ作成しておいたガイダ
ンスを選択します。

正常に変更されますと、正常に終了しま
した。が、表示されますので「ＯＫ」をク
リックして下さい。

画面上部の「閉じる」ボタンをクリックする
と照会業務が終了できます。（画面E）

登録された音声ファイルを変更する19-6

07.ガイダンス 05. 音声ファイル変更

カスコン業務メニュー 01.オリジナルガイダンス画面を表示するには
（フリーダイヤル/ナビダイヤル）

1

●A

●B
●D

●E
●C

＜オリジナルガイダンス一覧＞から該当の

2
音声ファイル作成で作成されたガイダンス内
容が表示されます。
また、ガイダンスの試聴もできます。（画面D）

3
音声ファイル作成にて、あらかじめ変
更したい内容でファイルを作成してお
きます。

（画面B）

実行します。よろしいですか？
「OK」をクリックします。

「保存」ボタンをクリックします。（画面C）

「詳細」ボタンをクリックします。（画面A）
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「接続元照会」ボタンをクリックするとオリ    

選択されたオリジナルガイダンスが何処
へ設定されているかが照会出来ます。

サービス番号に登録されたオリジナルガイダンスを照会する（フリーダイヤル/ナビダイヤル）19-7

07.ガイダンス 01.オリジナルガイダンス照会

カスコン業務メニュー 01.オリジナルガイダンス画面を表示するには
（フリーダイヤル/ナビダイヤル）

●オリジナルガイダンス照会
サービス番号へ登録されたオリジナルガ
イダンスが照会されます。

＜全文オリジナルガイダンス＞
登録されているオリジナルガイダンスの
一覧が照会されます。

「試聴」ボタンをクリックすると登録され
ているガイダンスを聞くことができます。

（画面A）

1

●A
●B

●C

2
・接続元区分
・接続理由
・オリジナルガイダンス

  ジナルガイダンス接続元照会画面が表示され
 　ます。（画面B）

を選択し「接続元照会」ボタンをクリック
します。

●D

（画面C）

3
画面上部の「閉じる」ボタンをクリックすると
前の照会画面に戻ります。

オリジナルガイダンス照会業務の「閉じる」
をクリックすると照会業務が終了できます。

（画面F）

選択されたオリジナルガイダンが何処へ
設定されているかが照会出来ます。（画面D）

（画面E）

●E

F
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189

オリジナルガイダンスの音声ファイルを作成する（インテリジェントサービス）

07.ガイダンス 01. 音声ファイル作成

カスコン業務メニュー 02.音声ファイル作成画面を表示するには
（インテリジェントサービス）

●音声ファイル作成
作成するファイル名（画面A）
音声タイプ（画面B）
声の速さ（画面C）
声の大きさ（画面D）
声の高さ（画面E）
ガイダンス内容（画面F）
を、入力します。

設定内容やガイダンス内容を確認し、
「保存」ボタンをクリックします。（画面G）

「ＯＫ」をクリックします。

●＜作成ガイダンス一覧＞の「試聴」ボタン
から作成したガイダンスを試聴すること
ができます。

1

2

●G

●A
●B
●C
●D
●E
●F

4
＜作成ガイダンス一覧＞に作成したガイ
ダンスが追加されます。

3
正常に音声ファイルが作成されますと、
正常に終了しました。が表示されますの
で、「ＯＫ」をクリックします。

19-8

︲
8

実行します。よろしいですか？
「OK」をクリックします。
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●作成できる音声ファイル数には制限がありますのでご注意ください。

音声ファイルの削除

●音声ファイル削除
作成された音声ファイルを削除する場
合、音声ファイル作成業務で行います。

削除するファイルを
＜作成ガイダンス一覧＞から選択します。
削除する項番の「照会」ボタンをクリックし
ます。（画面A）

た音声ファイル設定およびガイダンス内
容が表示されます。

画面の削除□をチェックします。（画面B）

チェック□✓後、
「保存」ボタンをクリックします。（画面C）

1

3

●A

●C

●B

19-9

︲
9

2
「照会」ボタンをクリックすると、作成され
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必ずお読みください。

●登録されたガイダンスIDは忘れないようにご注意ください。

！ ご注意

●音声ファイル登録

作成された音声ファイルを登録します。

・音声合成ファイル選択
プルダウンから登録するガイダンス名
を選択

詳細は、カスタマコントロール操作マ
ニュアルを参照ください。

オリジナルガイダンスの音声ファイルを登録する（インテリジェントサービス）19-10

07.ガイダンス 04.オリジナルガイダンス登録

カスコン業務メニュー 01.ガイダンス画面を表示するには
（インテリジェントサービス）

1

●D

●A

●C

●B

（画面C）○音声合成ガイダンスを選択

・オリジナルガイダンス名
オリジナルガイダンス名を入力します。

・オリジナガイダンス種別
プルダウンから登録するガイダンス種別を
選択

. アップロードファイル選択

（画面A）

・
（ 画面B）

（画面D）

「保存」ボタンをクリックします 。

●E

（画面E）

実行します。よろしいですか？
「OK」をクリックします。

正常に登録されますと、正常に終了しま
した。が表示されますので、

「OK」をクリックしてください。

2

3

画面上部の「閉じる」ボタンをクリッ
クすると登録業務が終了できます。

「ガイダンスＩＤ」「ガイダンス内容」
「オリジナルガイダンス登録日」が表示さ
れます。

F

（画面F）
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192

「選択」ボタンをクリックすると登録されて

オリジナルガイダンス照会業務の「閉じる」を
クリックすると照会業務が終了できます。

サービス番号へ登録されたオリジナルガイダンスを照会（インテリジェントサービス）19-11

07.ガイダンス 02.オリジナルガイダンス照会

カスコン業務メニュー 01.ガイダンス画面を表示するには
（インテリジェントサービス）

●オリジナルガイダンス照会
サービス番号へ登録されたオリジナルガ
イダンスが照会されます。

オリジナルガイダンス種別を選択し（画面A）
「検索」ボタンをクリックします。（画面B）

ガイダンスの内容が聞くことができます。

1

●A ●B

●C

●D

●E

2
＜オリジナルガイダンス照会結果＞
登録されているオリジナルガイダンスの
一覧が照会されます。

いるオリジナルガイダンス情報が表示されま
す。（画面C）

3
「試聴」ボタンをクリックするとオリジナル

（画面D）

4
画面上部の「閉じる」ボタンをクリックすると
前の照会画面に戻ります。

（画面E）
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194

各種情報照会の照会内容は下記のとおりです。

Ｐ195「着信番号一覧を照会する」 サービス番号に契約している着信番号を照会

Ｐ196「サービス番号一覧を照会する」 着信番号ごとに契約しているサービス番号を照会

Ｐ197「接続元を照会する」 各ルーティング、ACDグループ、着信番号の接続元を照会

必ずお読みください。

●Ｐ197「接続元を照会する」の照会結果は該当のルーティング（またはACDグループ、着信番号）が接続先に設定され
ている接続元が全て表示されます。実際に動作しているとは限らないので、ご注意ください。実際の動作確認につい

！ ご注意

Ｐ198「操作履歴を照会する」 オペレータIDで操作可能な全てのサービス番号の操作履歴を照会

ては、各設定メニューを参照してください。
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◆次の照会例で、サービス番号に契約している着信番号を照会する方法について説明します。

サービス番号「0120XXXXXX」に契約している着信番号を照会します。照会例

「検索」ボタンをクリックします。

➡画面下に＜サービス番号別着信番号
一覧＞が表示されます。

必要な項目を確認します。

50件以上の場合は、「次検索」
ボタンをクリックしてください。

着信番号一覧を照会する20-1

06.各種情報照会 01. サービス番号別着信番号一覧照会

カスコン業務メニュー 01. 契約情報照会
画面を表示するには

1

2

●「頭だし着信番号」に半角9〜11桁を入力すると、該当の着信番号 
以降を表示します。

便利な
使い方

参考

着
信
番
号
一
覧
を
照
会
す
る
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196

◆次の照会例で、着信番号に契約しているサービス番号を照会する方法について説明します。

着信番号「03XXXXXXX1」に契約しているサービス番号を照会します。照会例

「着信番号」に「03XXXXXXX1」と
入力します。（画面A）

「検索」ボタンをクリックします。（画面B）

➡画面下に＜着信番号別サービス番号
一覧＞が表示されます。

サービス番号一覧を照会する20-2

06.各種情報照会 02. 着信番号別サービス番号一覧照会

カスコン業務メニュー 01. 契約情報照会
画面を表示するには

1

2

3

●「頭だしサービス番号」に半角10〜11桁を入力すると、該当のサービ
ス番号以降を表示します。

便利な
使い方

必要な項目を確認します。

50件以上の場合は、「次検索」
ボタンをクリックしてください。
参考

●A
●B

サ
ー
ビ
ス
番
号
一
覧
を
照
会
す
る
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◆次の照会例で、接続元を照会する方法について説明します。

サービス番号「0120XXXXXX」　着信番号「03XXXXXXX1」の接続元を照会します。照会例

「接続先番号種別」から「着信番号」を選
択します。
「接続先番号」に「03XXXXXXX1」
と入力します。（画面A）

「検索」ボタンをクリックします。（画面B）

➡画面下に＜接続元情報一覧＞が表示
されます。

接続元を照会する20-3

06.各種情報照会 01.接続元照会

カスコン業務メニュー 02.各種情報照会
画面を表示するには

1

2

3

●「接続元区分」「接続理由」を選択すると、該当の接続元のみ検索できま
す。

便利な
使い方

必ずお読みください。

●子オペレータIDは、操作対象情報の操作対象に設定されている番号のみ照会可能です。

！ ご注意

必要な項目を確認します。

50件以上の場合は、「次検索」
ボタンをクリックしてください。
参考

●A
●B

●Ｐ197「接続元を照会する」の照会結果は該当のルーティング（またはACDグループ、着信番号）が接続先に設定され
ている接続元が全て表示されます。実際に動作しているとは限らないので、ご注意ください。実際の動作確認につい

接
続
元
を
照
会
す
る

ては、各設定メニューを参照してください。



操作履歴は当日を含め60日前まで照会可能です。オペレータIDで操作可能な全てのサービス番号の操作履歴
が照会できます。また、子オペレータIDでは利用できません。操作履歴照会対象メニューは下記のとおりです。

操作履歴照会対象メニュー
カスタマコントロールメニュー 操作履歴照会内容

サービス番号別スケジュール情報変更
サービス番号別着信番号時間帯パターン登録/変更/廃止
サービス番号別着信番号スケジュール情報変更
ＡＣＤグループ別時間帯パターン登録/変更/廃止
ＡＣＤグループ別スケジュール情報変更
回線数変更時間帯パターン登録/変更/廃止
回線数変更スケジュール情報変更
待合せ時間帯パターン登録/変更/廃止
待合せスケジュール情報変更

コールフロー時間帯パターン登録/変更/廃止
コールフローパターン登録/変更/廃止
コールフロースケジュール情報変更

リアルタイム回線数変更

ＡＣＤグループメンバ情報設定

発信地域ルーティング基本情報変更
発信地域ルーティング接続先リスト変更
発信電話番号ルーティング基本情報変更
発信電話番号ルーティング接続先リスト変更
発信局番ルーティング基本情報変更
発信局番ルーティング接続先リスト変更
発信端末種別ルーティング基本情報変更
入力指示ルーティング基本情報変更
入力指示ルーティング接続先リスト変更・着側ガイダンス（入力結果通知）設定情報変更
ルーティング一括設定

事前料金通知ガイダンス設定

エージェント稼動履歴照会
エージェント稼動履歴照会（サマリ/詳細）
エージェント稼動状態照会（サマリ/詳細）

契約ＢＯＸ一覧照会
蓄積メッセージ一覧照会（履歴照会/再生/削除）
メッセージ蓄積シナリオ接続元照会

オリジナルガイダンス登録/変更/削除
音声ファイル登録/変更
音声ファイル作成/削除

迷惑電話拒否リスト登録・迷惑電話拒否リスト照会
迷惑電話拒否リスト削除

サービス番号設定変更
サービス番号別着信番号設定変更
ＡＣＤグループ設定変更

オペレータＩＤ登録/変更/廃止

必ずお読みください。
●トラヒックメニューの操作履歴は照会できません。

！ ご注意
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︲4

操作履歴を照会する

01.運用状況

02.サービス設定

04.ルーティング設定

05.接続数

07.ガイダンス

08.エージェント

09.メッセージ蓄積

99.オペレータID

操
作
履
歴
を
照
会
す
る

２０　－　４

分配パターン情報登録/変更/廃止
分配比時間帯パターン情報登録/変更/廃止
分配比スケジュール情報変更

サービス番号別時間帯パターン登録/変更/廃止
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◆次の照会例で、操作履歴を照会する方法について説明します。

06.各種情報照会 01.カスタマコントロール履歴照会

カスコン業務メニュー 03.端末操作履歴
画面を表示するには

「検索」ボタンをクリックします。
（画面B）

➡画面下に〈履歴情報〉が表示されます。

開始年月日時分と終了年月日時
分は、照会可能期間より過去の期間を指
定できません。

必要な項目を確認します。

50件以上の場合は、「次検索」 
ボタンをクリックしてください。

2

3

必ずお読みください。

●トラヒックメニューの操作履歴は照会できません。
●子オペレータIDでは利用できません。

！ ご注意

サービス番号「0120XXXXXX」 の2016年1月1日の全てのカスタマコントロール操作履歴を照会します。照会例

参考

参考

●「操作サービス番号」「操作着信番号」「オペレータID」を入力すると、 
該当の履歴情報のみ検索できます。

便利な
使い方

●A

●B 各
種
情
報
照
会
操
作
履
歴
を
照
会
す
る

00０0」、「終了年月日時分」に「201６ 
０１０１２３５９」と入力します。

1
「開始年月日時分」に「２０１６０１０１

（画面A）

︲204
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話中時待ち合わせの設定は、「２１.待合せ設定」と「２２.リアルタイム待合せ数設定」の2種類があります。

待合せ設定は、「時間帯パターン」と「スケジュール」の2つを組み合わせて設定します。

1日のスケジュールを、1分単位で10時間帯まで設定できます。
時間帯パターン

時間帯パターン01 時間帯パターン02

5回線
3分

20回線
5分

5回線
3分

0回線
2分

10回線
2分

0回線
2分

00：00 00：0009：00 10：0018：00 15：0024：00 24：00

10時間帯まで設定できます

1時間帯 2時間帯 3時間帯

必ずお読みください。

●「２２．リアルタイム待合せ数設定」で待合せ実施を「実施無」に設定している場合、「２１.待合せ設定」で設定していても、
機能しません。「２２.リアルタイム待合せ数設定」はP２１６を参照してください。

！ ご注意

２１.待合せ設定 曜日や時間帯などでスケジュールを組み、待合せ可能数、待合せ時間を変更できます。

２２.リアルタイム待合せ数
設定

リアルタイムに待合せ可能数、待合せ時間、ガイダンスを変更できます。

必ずお読みください。

●「時間帯パターンに設定されていない時間帯がある場合の動作について」の詳細はP２０２を参照してください。

●「時間帯パターンに設定されていない着信番号がある場合の動作について」の詳細はP２０３を参照してください。

！ ご注意

21
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 P２１６を参照してください。
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必ずお読みください。！ ご注意

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

時間帯パターン02 時間帯パターン01 時間帯パターン01 時間帯パターン01 時間帯パターン01 時間帯パターン01 時間帯パターン02

上表のように時間帯パターン
を設定する場合、＜曜日スケ
ジュール＞を設定します。

例）下記のようにスケジュール設定した場合
 ・1月1日は曜日スケジュールの日曜日に設定している時間帯パターン「02」が動作
 ・1月2日は祝日スケジュールに設定している時間帯パターン「03」が動作
 ・1月9日はカレンダースケジュールに設定している時間帯パターン「02」が動作

祝
日
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

スケジュールを組み合わせて利用する場合
曜日スケジュール、祝日スケジュール、カレンダースケジュールが重複している場合は、1.カレンダー
スケジュール、2.祝日スケジュール、3.曜日スケジュールの順番で設定が優先されます。

＜祝日の設定について＞
祝日を設定すると、全ての祝日に反映されます。ただし、日曜日が祝日の場合、振替休日が祝日とな
り、日曜日は曜日スケジュールまたはカレンダースケジュールに設定されている時間帯パターンが
動作します。

スケジュール設定の可能なメニューとスケジュールの優先順位については、P92を参照してください。

21
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スケジュール
＜曜日・祝日スケジュール＞または＜カレンダースケジュール＞ごとに時間帯パターンを設定できます。
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202

設定なし 15回線
5分 設定なし

18回線
2分

15回線
5分

18回線
2分

18回線
2分

00：00

00：00

00：00

09：00

09：00

18：00

18：00

24：00

24：00

24：00待合せ可能数 待合せ時間

「２２.リアルタイム待合せ数設定」 18回線 2分

「２１.待合せ設定」
時間帯パターン（09：00〜18：00） 15回線 5分

実際の待合せ可能数、
待合せ時間は

21
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時間帯パターンに設定されていない時間帯がある場合の動作について　　
時間帯パターンに設定されていない時間帯は、「２２.リアルタイム待合せ数設定」が機能します。
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着信番号によって機能するスケジュールが異ならないように、時間帯パターンには全ての着信番号を設定
してください。

曜日スケジュール、祝日スケジュール、カレンダースケジュールが重複している場合は、1.カレンダー
スケジュール、2.祝日スケジュール、3.曜日スケジュールの順番で設定が優先されます。ただし、カレン
ダースケジュールの時間帯パターンに設定されていない着信番号は、祝日スケジュールで機能します。
祝日スケジュールの時間帯パターンにも設定されていない着信番号は、曜日スケジュールで機能します。

時間帯パターンに設定されていない着信番号がある場合の動作について

＜カレンダースケジュール＞
２０１６年５月５日に「時間帯パターン01」を設定

＜祝日スケジュール＞
「時間帯パターン02」を設定

＜曜日スケジュール＞
「時間帯パターン03」を設定

【03XXXXXXX1】

【03XXXXXXX1】

【03XXXXXXX1】 【03XXXXXXX1】
00：00

00：00

00：0009：00

09：00

18：00

18：00

24：00

24：00

24：00
5回線
3分

20回線
5分

5回線
3分

5回線
3分

20回線
5分

5回線
3分

実際の待合せ可能数、
待合せ時間は

時間帯パターン01 時間帯パターン02 時間帯パターン03

【03XXXXXXX2】

【03XXXXXXX2】

【03XXXXXXX2】 【03XXXXXXX2】

【03XXXXXXX3】

【03XXXXXXX3】

【03XXXXXXX3】 【03XXXXXXX3】

00：00 00：00

00：00 00：00 00：00

24：00 24：00

24：00 24：00 24：00

設定なし 10回線
4分

設定なし 設定なし 5回線
5分

00：00 10：00 15：00 24：00
0回線
2分

10回線
2分

0回線
2分

00：00 10：00 15：00 24：00
0回線
3分

7回線
3分

0回線
3分

15回線
3分

00：00 24：00
5回線
5分

00：00 10：00 15：00 24：00
0回線
3分

7回線
3分

0回線
3分

スケジュールを設定・変更しようとした場合、
次のメッセージが表示されます。
参考

例）２０１６年5月5日（木曜日）〈こどもの日〉を下記のように設定していた場合

カレンダースケジュールが優先して、機能します。

カレンダースケジュールには設定がないので、
祝日スケジュールが機能します。

カレンダースケジュールおよび祝日スケジュールに
は設定がないので、曜日スケジュールが機能します。
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着信先がLS話中の場合、待ち合わせBGMが途切れ、3〜4秒の無音時間が発生します。
待ち合わせ後、コール接続時にLS話中に3回以上遭遇した場合は、待ち合わせ設定時間内であっても「待
ち合わせ時間超過ガイダンス」を流し、切断します。（特にPBX側での離席管理による内線話中の場合など
が該当しますので注意が必要です）

話中時待ち合わせは機能せず、時間外案内ガイダンスまたは受付先変更が機能します。

同時接続可能数を「0」設定した場合にも話中時待ち合わせが機能し、待ち合わせ時間超過後、切断され
ます。同時接続可能数を「0」にする場合は、「２１.待合せ設定」および「２２.リアルタイム待合せ数設定」
で話中時待ち合わせの設定を解除してください。

話中時迂回が優先して機能します。迂回先が全て話し中の場合は、迂回元の話中時待ち合わせが機能しま
す。

話中時ガイダンスは流れず、話中時待ち合わせが機能します。ただし、待合せ可能数を超過した場合は、話
中時ガイダンスが流れます。

待ち合わせ対象の回線は下記のとおりです。

※待ち合わせ対象外の回線は、FD話中となります。
※ディジタル通信モードは待ち合わせの対象となりません。

インテリジェントサービスでのLS話中の場合の動作について

時間外案内ガイダンスまたは受付先変更をご利用のお客さまへ

回線数変更をご利用のお客さまへ

話中時迂回をご利用のお客さまへ

話中時ガイダンスをご利用のお客さまへ

端末種別 フリーダイヤル フリーダイヤル・
インテリジェントサービス

NTT地域（NTT東日本・NTT西日本の一般回線） ○ ○

NTTCom（NTTコミュニケーションズのひかりライン回線） ○ ○

NTT地域公衆（公衆電話） ○ ○

移動体（携帯・自動車電話） × ○

PHS × ×

衛星電話 × ×

他社直収・OAB-J IP電話回線など　 × ×
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「２１.待合せ設定」と「２２.リアルタイム待合せ数設定」を同時間に設定した場合、待合せ可能数は少ない
ほうが機能します。また、待合せ時間は「２１.待合せ設定」の設定時間が機能します。

待合せ設定とリアルタイム待合せ数設定を同時間に設定した場合

0回線
2分

10回線
5分

0回線
2分

0回線
2分

10回線
5分

5回線
5分

0回線
2分

10回線
5分

5回線
3分

00：00

00：00

00：00

09：00

09：00 12：00

12：00

18：00

18：00

24：00

24：00

24：00

●「２１.待合せ設定」の設定

●実際の待合せ可能数と待合せ時間

●「２２.リアルタイム待合せ数設定」の設定
12時に待合せ可能数を5回線、待合せ時間を3分に変更

実際の待合せ可能数、
待合せ時間は

<待合せ可能数>12：00〜18：00は、リアルタイム待合せ数設定
で設定した待合せ可能数のほうが少ないため、5回線となります。
18：00〜24：00は待合せ設定で設定した待合せ可能数のほうが
少ないため、0回線となります。
<待合せ時間>待合せ設定が優先されますので、12：00〜18：00
は5分、18：00〜24：00は2分となります。

ガイダンスの内容については、P３７２「ガイダンス一覧」を参照してください。
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◆次の変更例で、時間帯パターンを変更・廃止する方法について説明します。

時間帯パターンを変更・廃止する

0回線
3分

15回線
5分

0回線
3分

00：00 09：00 20：00

0回線
3分

10回線
3分

0回線
3分

00：00 09：00 18：00 24：00 24：00

0回線
2分

5回線
2分

0回線
2分

00：00 09：00 20：00

設定なし

00：00 24：00 24：00

サービス番号「0120XXXXXX」
時間帯パターン（パターンID：01、パターン名：平日用）の設定内容を次のように変更・廃止します。
着信番号「03XXXXXXX1」を変更、着信番号「03XXXXXXX2」を追加します。

着信番号「03XXXXXXX1」の設定

着信番号「03XXXXXXX2」の設定

変更例

01.運用状況 05. 待合せスケジュール変更

カスコン業務メニュー 02.スケジュール変更
画面を表示するには

➡選択した時間帯パターン情報が表示

●時間帯2の「終了時間」に「1959」
と入力します。
「待合せ可能数」に「15」、「待合せ時
間」に「5」と入力します。

●時間帯3の「開始時間」に「2000」
と入力します。

表示され、時間帯パターン情報が更新
されます。

時間帯の区切りは全ての着信番
号で共通になります。着信番号によって 
時間帯を個別に設定することはできません。

着信番号を削除する場合は、「削
除」チェックボックスにチェックをつけ、

「保存」ボタンをクリックします。

参考

参考

時間帯パターンを変更する場合

21

全
サ
ー
ビ
ス
共
通

オ
プ
シ
ョ
ン

21-1

1
該当の「パターン変更」ボタンをクリッ
クします。

2
＜時間帯パターン情報＞に必要な項目
を入力します。

3
「保存」ボタンをクリックします。

➡「正常に終了しました。」メッセージが

参考. 設定項目の詳細については、P 
２１１「補足」を参照してください。
参考 ガイダンスの変更は「２２.リアル
タイム待合せ数設定」で変更できます。

されます。

●A

●B

（画面A）

（画面B）
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➡選択した時間帯パターン情報が表示
されます。

➡画面下に着信番号が表示されます。

すでに時間帯パターン内に設定
している着信番号は表示されません。
参考

●「頭だし着信番号」に半角9〜11桁を入力すると、該当の着信番号 
以降を表示します。

便利な
使い方

着信番号を追加する場合

●時間帯1の「待合せ可能数」に「0」、
「待合せ時間」に「2」と入力します。

●時間帯2の「待合せ可能数」に「5」、
「待合せ時間」に「2」と入力します。

●時間帯3の「待合せ可能数」に「0」、
「待合せ時間」に「2」と入力します。

表示され、時間帯パターン情報が更
新されます。

50件以上の場合は、「次検索」
ボタンをクリックしてください。
参考

必ずお読みください。

●時間帯パターンを有効にするには、スケジュールに設定する必要があります。スケジュールの変更については、Ｐ２１２
を参照してください。
●時間帯パターンに設定されていない時間帯は、「２２.リアルタイム待合せ数設定」が機能します。

●時間帯パターンには、全ての着信番号を設定してください。詳細はＰ２０３を参照してください。�

●「開始時間」、「終了時間」は1分単位で設定できます。「終了時間」は、設定したい時間の1分前を設定します。例えば、
正午～午後1時に設定したい場合は、「開始時間」に「1200」、「終了時間」に「1259」と設定します。

！ ご注意

21

全
サ
ー
ビ
ス
共
通

オ
プ
シ
ョ
ン

4
該当の「着信番号追加」ボタンをクリッ
クします。

5
「検索」ボタンをクリックします。

6
着信番号「03XXXXXXX2」に必要
な項目を入力します。

7
「保存」ボタンをクリックします。

➡「正常に終了しました。」メッセージが

（画面A）

（画面B）

●A

●B
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けます。

表示され、時間帯パターンが廃止され
ます。

時間帯パターンを廃止する場合

➡選択した時間帯パターン情報が表示
されます。

21

全
サ
ー
ビ
ス
共
通

オ
プ
シ
ョ
ン

8
該当の「パターン変更」ボタンをクリッ
クします。

9
「廃止」チェックボックスにチェックをつ

10
「保存」ボタンをクリックします。

➡「正常に終了しました。」メッセージが

（画面A）

（画面B）

●A

●B

参考 スケジュールに設定されている時
間帯パターンを廃止することはできませ
ん。スケジュールの変更については、 
P２１２を参照してください。

必ずお読みください。

●時間帯パターンを有効にするには、スケジュールに設定する必要があります。スケジュールの変更については、Ｐ２１２
を参照してください。
●時間帯パターンに設定されていない時間帯は、「２２.リアルタイム待合せ数設定」が機能します。

●時間帯パターンには、全ての着信番号を設定してください。詳細はＰ２０３を参照してください。�

●「開始時間」、「終了時間」は1分単位で設定できます。「終了時間」は、設定したい時間の1分前を設定します。例えば、
正午～午後1時に設定したい場合は、「開始時間」に「1200」、「終了時間」に「1259」と設定します。

！ ご注意
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必ずお読みください。

●時間帯パターンに設定されていない時間帯は、「２２.リアルタイム待合せ数設定」が機能します。

！ ご注意

◆次の照会例で、時間帯パターンの設定内容を照会する方法について説明します。

時間帯パターンを照会する

サービス番号「0120XXXXXX」
時間帯パターン（パターンID：01、パターン名：平日用）の設定内容を照会します。照会例

画面を表示するには

0回線
3分

15回線
5分

0回線
3分

0回線
2分

5回線
2分

0回線
2分

00：00 00：0009：00 09：0020：00 20：0024：00 24：00
着信番号「03XXXXXXX1」の設定 着信番号「03XXXXXXX2」の設定

21

全
サ
ー
ビ
ス
共
通

オ
プ
シ
ョ
ン

21-2

01.運用状況 05. 待合せスケジュール照会

カスコン業務メニュー 01.スケジュール照会

➡選択した時間帯パターン情報が表示

時間帯パターンを照会する場合

1
該当の「パターン照会」ボタンをクリッ
クします。

されます。

2
必要な項目を確認します。
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◆次の作成例で、時間帯パターンを作成する方法について説明します。

時間帯パターンを作成する

サービス番号「0120XXXXXX」
時間帯パターン（パターンID：02、パターン名：休日用）を作成し、次のように時間帯パターンを設定します。作成例

画面を表示するには

➡時間帯パターンの設定項目が表示さ
れます。

0回線
3分

10回線
3分

0回線
3分

00：00 09：00 18：00 24：00

力します。
●項番1の「開始時間」に「0000」、「終

了時間」に「0859」と入力します。
●項番2の「開始時間」に「0900」、「終

了時間」に「1759」と入力します。
●項番3の「開始時間」に「1800」、「終

了時間」に「2359」と入力します。

➡選択した時間帯パターンの設定項目
が表示されます。

表示されます。

着信番号「03XXXXXXX1」の設定

21

全
サ
ー
ビ
ス
共
通

オ
プ
シ
ョ
ン

21-3

1
「新規作成」ボタンをクリックします。

2
＜時間帯パターン情報＞に必要な項目
を入力します。
●「待合せパターンID」に「02」と入力

します。
●「待合せパターン名」に「休日用」と入

3
「保存」ボタンをクリックします。

➡「正常に終了しました。」メッセージが

4
「一覧照会」ボタンをクリックします。

5
作成した時間帯パターンの「着信番号追
加」ボタンをクリックします。

（画面C）

（画面A）

（画面B）

01.運用状況 05. 待合せスケジュール変更

カスコン業務メニュー 02.スケジュール変更

時間帯パターンを作成する場合

●A ●B ●C
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➡画面下に着信番号が表示されます。

●時間帯1の「待合せ可能数」に「0」、
「待合せ時間」に「3」と入力します。

●時間帯2の「待合せ可能数」に「10」、
「待合せ時間」に「3」と入力します。

●時間帯3の「待合せ可能数」に「0」、
「待合せ時間」に「3」と入力します。

●「頭だし着信番号」に半角9〜11桁を入力すると、該当の着信番号 
以降を表示します。

便利な
使い方

表示され、時間帯パターンが作成され
ます。

50件以上の場合は、「次検索」
ボタンをクリックしてください。

●時間帯パターンは、100個まで作成できます。
●時間帯パターンは、１パターンにつき１０時間帯まで設定できます。
●時間帯パターンIDには、「00」〜「ZZ」の数字または英大文字を入力します。ただし、すでに登録されているIDは設定できません。
●時間帯パターン名は、全角２０文字（半角４０文字、ただし半角カナは設定不可）で設定します。
●開始時間、終了時間は００：００をまたがって設定できません。
●待合せ可能数は、ご契約時の待合せ可能数以下で設定できます。０回線に設定した場合は、話中待ち合わせは機能しません。

補足

参考

21

全
サ
ー
ビ
ス
共
通

オ
プ
シ
ョ
ン

6
「検索」ボタンをクリックします。

7
着信番号「03XXXXXXX1」に必要
な項目を入力します。

8
「保存」ボタンをクリックします。

➡「正常に終了しました。」メッセージが

●A

●B

（画面A）

（画面B）

必ずお読みください。

●時間帯パターンを有効にするには、スケジュールに設定する必要があります。スケジュールの変更については、Ｐ２１２
を参照してください。
●時間帯パターンに設定されていない時間帯は、「２２.リアルタイム待合せ数設定」が機能します。

●時間帯パターンには、全ての着信番号を設定してください。詳細はＰ２０３を参照してください。�

●「開始時間」、「終了時間」は1分単位で設定できます。「終了時間」は、設定したい時間の1分前を設定します。例えば、
正午～午後1時に設定したい場合は、「開始時間」に「1200」、「終了時間」に「1259」と設定します。

！ ご注意
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スケジュールを変更する

◆次の変更例で、スケジュールを変更する方法について説明します。

サービス番号「0120XXXXXX」
次のように＜曜日・祝日スケジュール＞と＜カレンダースケジュール＞に設定されている時間帯パターンを変更します。変更例

＜曜日・祝日スケジュール＞の「土曜」
と「日曜」に「02」を選択します。

表示され、＜曜日・祝日スケジュール＞
が更新されます。

＜曜日・祝日スケジュール＞は、
年間を通して同じです。月を切り替えて
も変わりません。

◆スケジュールの種類および優先順位は下記のとおりです。

画面を表示するには

参考

曜日・祝日スケジュールを変更する場合

曜日スケジュール 土曜、日曜の時間帯パターンID「01」を「02」に変更

祝日スケジュール 時間帯パターンID「02」を設定

カレンダースケジュール ２０１６年１０月１０日に時間帯パターンID「０１」を設定

優先順位1 カレンダースケジュール 1日ごとにスケジュールを設定できます。
優先順位2 祝日スケジュール 祝日を設定できます。年間を通して同じです。
優先順位3 曜日スケジュール 曜日ごとにスケジュールを設定できます。年間を通して同じです。

21

全
サ
ー
ビ
ス
共
通

オ
プ
シ
ョ
ン

21-4

1

2
＜曜日・祝日スケジュール＞の「祝日」
に「02」を選択します。

3
「保存」ボタンをクリックします。

➡「正常に終了しました。」メッセージが

01.運用状況 05. 待合せスケジュール変更

カスコン業務メニュー 02.スケジュール変更

（画面A）

●A
●B

（画面B）

（画面C）

●C
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します。

➡２０１６年１０月のカレンダースケ
ジュールが表示されます。

カレンダースケジュールは、当月
を含め１３カ月先まで設定できます。

カレンダースケジュール設定のあ
る月は、ボタンが青色で表示されます。

表示され、＜カレンダースケジュール＞
が更新されます。

参考

参考

●＜カレンダースケジュール＞は、＜期間設定＞から期間を入力して
設定することもできます。

便利な
使い方

カレンダースケジュールを変更する場合

必ずお読みください。

●「２２.リアルタイム待合せ数設定」で待合せ実施を「実施無」に設定している場合、「２１.待合せ設定」で設定していて
も、機能しません。「２２.リアルタイム待合せ数設定」はP２１６を参照してください。
●＜曜日・祝日スケジュール＞＜カレンダースケジュール＞＜期間設定＞は、それぞれ「保存」ボタンが別になります。各
設定ごとの「保存」ボタンをクリックしないと設定されません。
●＜カレンダースケジュール＞は、「保存」ボタンをクリックする前に表示月を切り替えると設定が反映されません。
必ず1カ月単位で設定してください。
●�曜日スケジュール、祝日スケジュール、カレンダースケジュールが重複している場合は、1.カレンダースケジュール
2.祝日スケジュール、3.曜日スケジュールの順番で設定が優先されます。ただし、カレンダースケジュールの時間帯
パターンに設定されていない着信番号は、祝日スケジュールで機能します。祝日スケジュールの時間帯パターン
にも設定されていない着信番号は、曜日スケジュールで機能します。
●祝日を設定すると、全ての祝日に反映されます。ただし、日曜日が祝日の場合、振替休日が祝日となり、日曜日は曜日
スケジュールまたはカレンダースケジュールに設定されている時間帯パターンが動作します。詳細はP２０１「スケ
ジュールを組み合わせて利用する場合」を参照してください。
●「２１.待合せ設定」と「２２.リアルタイム待合せ数設定」を同時間に設定した場合、待合せ可能数は少ないほうが機能し
ます。また、待合せ時間は、「２１.待合せ設定」の設定時間が機能します。

！ ご注意

21

全
サ
ー
ビ
ス
共
通

オ
プ
シ
ョ
ン

5
＜カレンダースケジュール＞の「10」日
に「０１」を選択します。

6
「保存」ボタンをクリックします。

➡「正常に終了しました。」メッセージが

4
「２０１６年１０月」のボタンをクリック

（画面B）

（画面C）

●A

●B

●D

（画面D）

（画面A）●C
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表示され、スケジュールが更新されま
す。

参考 ＜期間設定＞は期間を入力し、
「待合せパターンID」から「削除」を選択
し、「保存」ボタンをクリックします。

スケジュールを解除する場合

21

全
サ
ー
ビ
ス
共
通

オ
プ
シ
ョ
ン

7
＜曜日・祝日スケジュール＞または
＜カレンダースケジュール＞の該当日
に「無」を選択します。

8
各設定ごとに「保存」ボタンをクリック
します。

➡「正常に終了しました。」メッセージが

●「２２.リアルタイム待合せ数設定」で待合せ実施を「実施無」に設定している場合、「２１.待合せ設定」で設定していて
も、機能しません。「２２.リアルタイム待合せ数設定」はP２１６を参照してください。
●＜曜日・祝日スケジュール＞＜カレンダースケジュール＞＜期間設定＞は、それぞれ「保存」ボタンが別になります。各
設定ごとの「保存」ボタンをクリックしないと設定されません。
●＜カレンダースケジュール＞は、「保存」ボタンをクリックする前に表示月を切り替えると設定が反映されません。
必ず1カ月単位で設定してください。
●�曜日スケジュール、祝日スケジュール、カレンダースケジュールが重複している場合は、1.カレンダースケジュール
2.祝日スケジュール、3.曜日スケジュールの順番で設定が優先されます。ただし、カレンダースケジュールの時間帯
パターンに設定されていない着信番号は、祝日スケジュールで機能します。祝日スケジュールの時間帯パターン
にも設定されていない着信番号は、曜日スケジュールで機能します。
●祝日を設定すると、全ての祝日に反映されます。ただし、日曜日が祝日の場合、振替休日が祝日となり、日曜日は曜日
スケジュールまたはカレンダースケジュールに設定されている時間帯パターンが動作します。詳細はP２０１「スケ
ジュールを組み合わせて利用する場合」を参照してください。
●「２１.待合せ設定」と「２２.リアルタイム待合せ数設定」を同時間に設定した場合、待合せ可能数は少ないほうが機能し
ます。また、待合せ時間は、「２１.待合せ設定」の設定時間が機能します。

！ ご注意� 必ずお読みください。
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スケジュールを照会する

◆次の照会例で、スケジュールを照会する方法について説明します。

サービス番号「0120XXXXXX」
＜曜日・祝日スケジュール＞と２０１６年１０月の＜カレンダースケジュール＞を照会します。照会例

＜スケジュール情報＞から「２０１６年
１０月」のボタンをクリックします。

➡２０１６年１０月のカレンダースケ
ジュールが表示されます。

カレンダースケジュール設定の
ある月は、ボタンが青色で表示されま
す。

＜曜日・祝日スケジュール＞は、
年間を通して同じです。月を切り替えて
も変わりません。

画面を表示するには

参考

参考

●＜時間帯パターン情報＞の「パターン照会」ボタンをクリックすると、選
択した時間帯パターンの設定内容が表示されます。

●＜曜日・祝日スケジュール＞の曜日・祝日や＜カレンダースケジュー
ル＞の日をクリックすると、設定されている時間帯パターンの設定内
容が表示されます。

便利な
使い方

21
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21-5

1

2
必要な項目を確認します。

＜曜日スケジュール＞
曜日ごとに設定されている「時間帯パ
ターンID」が表示されます。

＜祝日スケジュール＞
祝日に設定されている「時間帯パター
ンID」が表示されます。

＜カレンダースケジュール＞
日ごとに設定されている「時間帯パ
ターンID」が表示されます。（画面D）

01.運用状況 05. 待合せスケジュール照会

カスコン業務メニュー 01.スケジュール照会

●A

（画面A）
●B

（画面B）

C

（画面C）

●D

●「２２.リアルタイム待合せ数設定」で待合せ実施を「実施無」に設定している場合、「２１.待合せ設定」で設定していて
も、機能しません。「２２.リアルタイム待合せ数設定」はP２１６を参照してください。
●＜曜日・祝日スケジュール＞＜カレンダースケジュール＞＜期間設定＞は、それぞれ「保存」ボタンが別になります。各
設定ごとの「保存」ボタンをクリックしないと設定されません。
●＜カレンダースケジュール＞は、「保存」ボタンをクリックする前に表示月を切り替えると設定が反映されません。
必ず1カ月単位で設定してください。
●�曜日スケジュール、祝日スケジュール、カレンダースケジュールが重複している場合は、1.カレンダースケジュール
2.祝日スケジュール、3.曜日スケジュールの順番で設定が優先されます。ただし、カレンダースケジュールの時間帯
パターンに設定されていない着信番号は、祝日スケジュールで機能します。祝日スケジュールの時間帯パターン
にも設定されていない着信番号は、曜日スケジュールで機能します。
●祝日を設定すると、全ての祝日に反映されます。ただし、日曜日が祝日の場合、振替休日が祝日となり、日曜日は曜日
スケジュールまたはカレンダースケジュールに設定されている時間帯パターンが動作します。詳細はP２０１「スケ
ジュールを組み合わせて利用する場合」を参照してください。
●「２１.待合せ設定」と「２２.リアルタイム待合せ数設定」を同時間に設定した場合、待合せ可能数は少ないほうが機能し
ます。また、待合せ時間は、「２１.待合せ設定」の設定時間が機能します。

！ ご注意 必ずお読みください。
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必ずお読みください。！ ご注意

216

話中時待ち合わせの設定は、「２２.リアルタイム待合せ数設定」と「２１.待合せ設定」の2種類があります。

２２.リアルタイム待合
せ数設定 リアルタイムに待合せ可能数、待合せ時間、ガイダンスを変更できます。

２１.待合せ設定 曜日や時間帯などでスケジュールを組み、待合せ可能数、待合せ時間を変更できます。 
P２００を参照してください。

ほうが機能します。また、待合せ時間は「２１.待合せ設定」の設定時間が機能します。

0回線
2分

10回線
5分

0回線
2分

0回線
2分

10回線
5分

5回線
5分

0回線
2分

10回線
5分

5回線
3分

00：00

00：00

00：00

09：00

09：00 12：00

12：00

18：00

18：00

24：00

24：00

24：00

●「２１.待合せ設定」の設定

●実際の待合せ可能数と待合せ時間

●「２２.リアルタイム待合せ数設定」の設定
　12時に待合せ可能数を5回線、待合せ時間を3分に変更

実際の待合せ可能数、
待合せ時間は

<待合せ可能数>12：00～18：00は、リアルタイム待合せ数設定
で設定した待合せ可能数のほうが少ないため、5回線となります。
18：00～24：00は待合せ設定で設定した待合せ可能数のほうが
少ないため、0回線となります。
<待合せ時間>待合せ設定が優先されますので、12：00～18：00
は5分、18：00～24：00は2分となります。

リアルタイム待合せ数設定

全
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ス
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22

待合せ設定とリアルタイム待合せ数設定を同時間に設定した場合

「２１.待合せ設定」と「２２.リアルタイム待合せ数設定」を同時間に設定した場合、待合せ可能数は少ない



217

2章

カ
ス
タ
マ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

機
能
編

リ
ア
ル
タ
イ
ム
待
合
せ
数
設
定

着信先がLS話中の場合、待ち合わせBGMが途切れ、3〜4秒の無音時間が発生します。
待ち合わせ後、コール接続時にLS話中に3回以上遭遇した場合は、待ち合わせ設定時間内であっても「待
ち合わせ時間超過ガイダンス」を流し、切断します。（特にPBX側での離席管理による内線話中の場合など
が該当しますので注意が必要です）

話中時待ち合わせは機能せず、時間外案内ガイダンスまたは受付先変更が機能します。

同時接続可能数を「0」設定した場合にも話中時待ち合わせが機能し、待ち合わせ時間超過後、切断
されます。同時接続可能数を「0」にする場合は、「２１.待合せ設定」および「２２.リアルタイム待合
せ数設定」で話中時待ち合わせの設定を解除してください。

話中時迂回が優先して機能します。迂回先が全て話し中の場合は、迂回元の話中時待ち合わせが機能しま
す。

話中時ガイダンスは流れず、話中時待ち合わせが機能します。ただし、待合せ可能数を超過した場合は、話
中時ガイダンスが流れます。

待ち合わせ対象の回線は下記のとおりです。

※待ち合わせ対象外の回線は、FD話中となります。
※ディジタル通信モードは待ち合わせの対象となりません。

インテリジェントサービスでのLS話中の場合の動作について

時間外案内ガイダンスまたは受付先変更をご利用のお客さまへ

回線数変更をご利用のお客さまへ

話中時迂回をご利用のお客さまへ

話中時ガイダンスをご利用のお客さまへ

端末種別 フリーダイヤル フリーダイヤル・
インテリジェントサービス

NTT地域（NTT東日本・NTT西日本の一般回線） ○ ○

NTTCom（NTTコミュニケーションズのひかりライン回線） ○ ○

NTT地域公衆（公衆電話） ○ ○

移動体（携帯・自動車電話） × ○

PHS × ×

衛星電話 × ×

他社直収・OABJ IP電話回線など × ×

ガイダンスの内容については、P３７２「ガイダンス一覧」を参照してください。
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22
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218

必ずお読みください。

●「２１.待合せ設定」と「２２.リアルタイム待合せ数設定」を同時間に設定した場合、待合せ可能数は少ないほうが機能します。
また、待合せ時間は「２１.待合せ設定」の設定時間が機能します。

！ ご注意

を選択します。

◆次の変更例で、待合せの設定内容を変更する方法について説明します。

「検索」ボタンをクリックします。

➡画面下に＜着信番号一覧＞が表示さ
れます。

リアルタイム待合せ数を変更する

サービス番号「0120XXXXXX」　着信番号「03XXXXXXX1」
待合せ実施を「実施無」から「実施有」に変更し、次のように設定します。
■待合せ可能数：「5」回線 ■待合せ時間：「3」分 ■ガイダンス：定形ガイダンス

変更例

1

画面を表示するには

●「頭だし着信番号」に半角9〜11桁を入力すると、該当の着信番号 
以降を表示します。

便利な
使い方

➡選択した着信番号の待合せ設定情報
が表示されます。

50件以上の場合は、「次検索」参考

全
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共
通
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ン

2
該当の着信番号チェックボックスにチェッ
クをつけます。（画面A）

3
「選択決定」ボタンをクリックします。
（画面B）

ボタンをクリックしてください。

4
必要な項目を入力します。（画面A） 
●「待合せ可能数」に「5」と入力します。 
●「待合せ時間」に「3」と入力します。 
●「待合せ実施」から「実施有」ラジオボ

タンを選択します。
●「ガイダンス」から「定形ガイダンス」

5
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、待合せ設定が更新されます。

22

22-1

02.サービス設定 02.着信番号設定変更

カスコン業務メニュー 02.基本設定（変更）

●A

●B

●A

※インテリジェントサービスの場合、「ガイダンス」の他に「待合せ中（ＢＧＭ）」と「タイムアウト時ガイダンス」も選択する必要があります。

インテリジェントサービスの場合

●B

●「契約種別」で絞り込み機能を利用し検索することができます。
　詳細はP１１１「絞り込み機能を利用し照会する」を参照してください。



219

2章

カ
ス
タ
マ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

機
能
編

リ
ア
ル
タ
イ
ム
待
合
せ
数
設
定
リ
ア
ル
タ
イ
ム
待
合
せ
数
を
照
会
す
る

︲
2

リアルタイム待合せ数を照会する

サービス番号「0120XXXXXX」　着信番号「03XXXXXXX1」
待合せの設定内容を照会します。照会例

画面を表示するには

全
サ
ー
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ス
共
通

オ
プ
シ
ョ
ン

4
必要な項目を確認します。

手 順 1 〜 3  はP２１８の『リアルタイム

22

222-
◆次の照会例で、待合せの設定内容を照会する方法について説明します。

02.サービス設定 02.着信番号設定照会

カスコン業務メニュー 01.基本設定（照会）

待合せ数を変更する』を参照してください。

インテリジェントサービスの場合

また、待合せ時間は「２１.待合せ設定」の設定時間が機能します。

！ ご注意 必ずお読みください。
●「２１.待合せ設定」と「２２.リアルタイム待合せ数設定」を同時間に設定した場合、待合せ可能数は少ないほうが機能します。
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必ずお読みください。！ ご注意

220

着側ガイダンス（入力結果通知）設定はP２５４ウィスパー設定「〔着側ガイダンス（入力結果通知）〕」を参照して
ください。
着側ガイダンスを2回繰り返し流した後、通話を開始します。

発信地域案内通知の着側ガイダンスは、行政区域エリアとは一部異なる場合があります。

発側ガイダンスは着側ガイダンス終了と同時に終了します。発側ガイダンスの途中であっても終了し、
通話を開始します。発側ガイダンスにオリジナルガイダンスを設定している場合は、ガイダンスの長さ
にご注意ください。

　・発信地域案内通知：2回繰り返しで3〜4秒　　・サービス識別音通知：2回繰り返しで5〜6秒

ウィスパーの発信地域案内通知では、発信地域細分化コードはガイダンスされません。該当エリアのCA名
またはCAコードがガイダンスされます。

発信地域細分化コードを設定しているお客さまへ

ガイダンスの内容については、P３７２「ガイダンス一覧」を参照してください。

23
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ウィスパー設定

着側ガイダンスの秒数は下記のとおりです。
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◆次の変更例で、ウィスパーの設定内容を変更する方法について説明します。

ウィスパーを変更する

02.サービス設定 02.着信番号設定変更

カスコン業務メニュー 02.基本設定（変更）
画面を表示するには

サービス番号「0120XXXXXX」　着信番号「03XXXXXXX1」
ウィスパー実施を「実施無」から「実施有」に変更します。変更例

表示され、ウィスパー設定が更新され
ます。

●「ウィスパー実施」から「実施有」ラジ
オボタンを選択します。（画面A）

●「発側ガイダンス」から「定型ガイダ
ンス」を選択します。

●「着側ガイダンス」から「ウィスパー着
側（発案：CA名）1」を選択します。

➡選択した着信番号の情報が表示されます。

50件以上の場合は、「次検索｣
ボタンをクリックしてください。
参考

●A

●「頭だし着信番号」に半角9〜11桁を入力すると、該当の着信番号   便利な
使い方

●B

ウ
ィ
ス
パ
ー
を
変
更
す
る

必ずお読みください。

●発信地域案内通知の着側ガイダンスは、行政区域エリアとは一部異なる場合があります。

！ ご注意

➡画面下に＜着信番号一覧＞が表示さ
れます。

23
︲
1

23-1
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1
「検索」ボタンをクリックします。

2
該当の着信番号チェックボックスに
チェックをつけます。（画面A）

3
「選択決定」ボタンをクリックします。
（画面B）

4
〈ウィスパー〉に必要な項目を入力します。

5
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）

➡「正常に終了しました。」メッセージが

●A

●B

　詳細はP１１１「絞り込み機能を利用し照会する」を参照してください。
●「契約種別」で絞り込み機能を利用し検索することができます。

以降を表示します。
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◆次の照会例で、ウィスパーの設定内容を照会する方法について説明します。

サービス番号「0120XXXXXX」　着信番号「03XXXXXXX1」
ウィスパーの設定内容を照会します。照会例

02.サービス設定 02.

カスコン業務メニュー 01.基本設定（照会）
画面を表示するには

必ずお読みください。

●発信地域案内通知の着側ガイダンスは、行政区域エリアとは一部異なる場合があります。

！ ご注意

ウィスパーを照会する

ウ
ィ
ス
パ
ー
を
照
会
す
る

着信番号設定照会

23-2

23
︲
2
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手順 1 〜 3 はP２２１の『ウィスパー
を変更する』を参照してください。

4
必要な項目を確認します。
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必ずお読みください。！ ご注意

迷惑電話の登録は、下記の情報で登録します。この情報が不明なまま登録すると、誤登録される場合があり
ますので、ご注意ください。

・通話開始時刻
・通話終了時刻
・着信番号（着信電話番号）
・発信地域

※発信地域はCA名が表示されます。（CA名はP３５４を参照してください）

電話番号が通知されている場合は、電話番号を直接登録することもできます。

通話履歴からの迷惑電話登録は、発生日から11日間のみ登録できます。11日間を過ぎた場合は、登録できませ
ん。ただし、発信者の電話番号を直接登録する場合は、期間に関係なく登録できます。

迷惑電話拒否リストには1,000番号まで登録できます。1,000番号を超過した場合は、登録できなくなります。登
録している番号を削除すると、新たに登録することができます。

発信者の電話番号の通知・非通知にかかわらず、迷惑電話拒否リストに登録できます。

迷惑電話拒否リストに登録をしている番号には、迷惑電話拒否ガイダンスを流し、切断します。着信側に
は、着信音は鳴りません。ガイダンスの内容については、P３７２「ガイダンス一覧」を参照してください。

着信時に「0000」～「9999」の番号（コールID）を自動的に付与します。番号は「9999」まで到達すると、再度、
「0000」から始まります。

迷惑電話拒否設定はサービス番号ごとの設定となります。1つの着信番号に複数のサービス番号を契約し
ている場合はサービス番号ごとに迷惑電話拒否リスト登録を行ってください。

1つの着信番号に複数のサービス番号を契約しているお客さまへ

24
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迷惑電話拒否設定
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◆次の設定例で、迷惑電話を登録する方法について説明します。

０９１０」と入力します。（画面A）

迷惑電話拒否リストに登録する

サービス番号「0120XXXXXX」の次の迷惑電話を迷惑電話拒否リストに登録します。
■着信番号（着信電話番号）：「03XXXXXXX1」	■通話開始時刻：「２０１６年２月９日１０時３０分」
■通話終了時刻：「２０１６年２月９日１０時３２分」	■備考：「03XXXXXXX1○○受付」

設定例

02.サービス設定 02.迷惑電話拒否リスト登録

カスコン業務メニュー 03. 迷惑電話
画面を表示するには

➡画面下に＜検索結果一覧＞が表示さ
れます。

照会開始年月日時分と照会終了
年月日時分は、照会可能期間より過去の
期間を指定できません。

照会開始年月日時分と照会終了
年月日時分は同日を入力してください。

１００件以上の場合は、「次検索」
ボタンをクリックしてください。

参考

参考

参考

●着信番号を入力すると、該当の着信番号（着信電話番号）のコールのみ
を検索できます。

●照会開始年月日時分と照会終了年月日時分を入力せず、「検索」ボタン
をクリックすると、当日のコールが検索されます。

●照会終了年月日時分を入力せず、「検索」ボタンをクリックすると、照会
開始年月日時分に入力した日のコールが検索されます。

便利な
使い方

●A

●B

24-1

24

全
サ
ー
ビ
ス
共
通

オ
プ
シ
ョ
ン

1
「照会開始年月日時分」に「２０１６０２

2
「検索」ボタンをクリックします。（画面B）
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○

該当の「登録」ボタンをクリックします。
（画面B）

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、迷惑拒否リストに登録され
ます。

必ずお読みください。

●通話履歴からの迷惑電話登録は、発生日から１１日間のみ登録できます。１１日間を過ぎた場合は、登録できません。
●迷惑電話の登録は、下記の情報で登録します。この情報が不明なまま登録すると、誤登録される場合がありますので、ご

注意ください。
・ 通話開始時刻
・ 通話終了時刻
・ 着信番号（着信電話番号）
・ 発信地域
※発信地域はCA名が表示されます。（CA名はP３５４を参照してください）

●迷惑電話拒否リストに登録すると「、管理番号」が自動的に振られます「。コールID」とは異なりますので、ご注意ください。
●登録した電話番号は、Ｐ２２７「迷惑電話拒否リストを照会・削除する」で確認できます。ただし、下記の４つの情報での

照会となるため、「備考」に着信番号や受付者などを入力してください。
・ 登録日
・ 管理番号
・ 備考
・ （登録した）オペレータID

●迷惑電話拒否リストに登録しても、＜検索結果一覧＞の表示からは消えません。

！ ご注意

●A●B

24

全
サ
ー
ビ
ス
共
通

オ
プ
シ
ョ
ン

3
該当の備考に「03XXXXXXX1○ 
受付」と入力します。（画面A）

4

参考　電話番号が通知されている場合
は、電話番号を直接登録することもでき
ます。Ｐ２２８『電話番号から迷惑電話拒
否リストに登録する』を参照してくださ
い。
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◆次の照会例で、迷惑電話拒否リストを照会・削除する方法について説明します。

と入力します。（画面A）

迷惑電話拒否リストを照会・削除する

サービス番号「0120XXXXXX」の次の迷惑電話を照会・削除します。
■登録日：「２０１６年２月１日」 ■管理番号：「0002」 ■備考：「03XXXXXXX1○○受付」照会例

02 サービス設定 01.迷惑電話拒否リスト照会

カスコン業務メニュー 03. 迷惑電話
画面を表示するには

迷惑電話拒否リストを照会する場合

迷惑電話拒否リストの番号を削除する場合

●開始年月日と終了年月日を入力せず、「検索」ボタンをクリックすると、
登録されている全ての迷惑電話拒否リストが検索されます。

●終了年月日を入力せず、「検索」ボタンをクリックすると、開始年月日以
降に登録した迷惑電話拒否リストが検索されます。

便利な
使い方

●A

●A

●B

●B

➡画面下に＜検索結果一覧＞が表示さ
れます。

１００件以上の場合は、「次検索」
ボタンをクリックしてください。

表示され、迷惑拒否リストから電話番
号が削除されます。

複数の番号を一度に削除するこ
ともできます。複数の「削除」チェックボッ
クスにチェックをつけ、「削除」ボタンをク
リックします。

参考

参考

24-2

24

全
サ
ー
ビ
ス
共
通

オ
プ
シ
ョ
ン

1
「開始年月日」に「２０１６０２０１」

2
「検索」ボタンをクリックします。（画面B）

3
必要な項目を確認します。

4
該当の「削除」チェックボックスにチェッ
クをつけます。（画面A）

5
「削除」ボタンをクリックします。（画面B）

➡「正常に終了しました。」メッセージが
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◆次の設定例で、迷惑電話を登録する方法について説明します。

付」と入力します。

表示され、迷惑拒否リストに登録され
ます。

電話番号から迷惑電話拒否リストに登録する

サービス番号「0120XXXXXX」の次の迷惑電話を迷惑電話拒否リストに登録します。
■迷惑電話番号：「06XXXXXXX1」 ■備考：「03XXXXXXX2○○受付」設定例

画面を表示するには

必ずお読みください。！ ご注意

●A ●B

24

24-3

全
サ
ー
ビ
ス
共
通

オ
プ
シ
ョ
ン

1
＜拒否番号登録＞に必要な項目を入力
します。（画面A）

●「発信電話番号」に「06XXXXXXX
１」と入力します。

●「備考」に「03XXXXXXX2○○受

2
「登録」ボタンをクリックします。（画面B）

➡「正常に終了しました。」メッセージが

02 サービス設定 01.迷惑電話拒否リスト照会

カスコン業務メニュー 03. 迷惑電話

●登録した電話番号は、Ｐ２２７「迷惑電話拒否リストを照会・削除する」で確認できます。ただし、下記の４つの情報で
の照会となるため、「備考」に着信番号や受付者などを入力してください。

・ 登録日
・ 管理番号
・ 備考
・ （登録した）オペレータID
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必ずお読みください。！ ご注意

設定した「限度コール数」に到達すると着信側（契約者）に上限到達を通知する限度超過時ガイダンス（着側）の
電話がかかり、以降のコールは接続されません。また、発信者には限度超過時ガイダンス（発側）を流し、切断し
ます。ガイダンスの内容については、P３７２「ガイダンス一覧」を参照してください。

受付先変更による着信の場合も、限度コール数にカウントされます。

待ち合わせ中に限度コール数に到達した場合も、待ち合わせ中のコールは接続されます。

話中時迂回による着信の場合も、限度コール数にカウントされます。

ウィスパーガイダンス中に切断された場合も、限度コール数にカウントされます。

受付先変更をご利用のお客さまへ

話中時待ち合わせをご利用のお客さまへ

話中時迂回をご利用のお客さまへ

ウィスパーをご利用のお客さまへ

25
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◆次の変更例で、通話量設定を変更する方法について説明します。

サービス番号「0120XXXXXX」　着信番号「03XXXXXXX1」
通話量設定実施を「実施無」から「実施有」に変更し、次のように設定します。
■限度コール数：「100」コール ■連絡先番号：「06XXXXXXX1」
■限度超過時ガイダンス：「定型完了発側通知連絡先着信番号」

変更例

02.サービス設定 02.着信番号設定変更

カスコン業務メニュー 02.基本設定（変更）
画面を表示するには

「検索」ボタンをクリックします。

➡画面下に＜着信番号一覧＞が表示さ
れます。

1

●「頭だし着信番号」に半角9〜11桁を入力すると、該当の着信番号 
以降を表示します。

便利な
使い方

➡選択した着信番号の情報が表示されます。

50件以上の場合は、「次検索｣
ボタンをクリックしてください。
参考

25
︲
1

25-1 通話量設定を変更する

（画面A）

2
該当の着信番号チェックボックスに
チェックをつけます。

（画面B）

3
「選択決定」ボタンをクリックします。

●A

●B

●「契約種別」で絞り込み機能を利用し検索することができます。
　詳細はP１１１「絞り込み機能を利用し照会する」を参照してください。
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ます。
●「連絡先番号」に「06XXXXXXX 

1」と入力します。
●「通話量設定実施」から「実施有」ラジ

オボタンを選択します。
●「限度超過時ガイダンス」から「定型

完了発側通知連絡先着信番号」を選
択します。

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、通話量設定が更新されます。

「限度超過時ガイダンス」の設定
に応じて「連絡先番号」を入力してくださ
い。

限度コール数を変更せず、現在カ
ウントされているコール数（残コール数）
のみをクリアしたい場合は、「限度コール
数再設定」チェックボックスにチェックを
つけ、「保存」ボタンをクリックします。

参考

参考

必ずお読みください。

●限度コール数を変更した場合、現在カウントされているコール数（残コール数）はクリアされます。
●限度コール数を変更せずに、通話量設定実施を「実施無」から「実施有」に変更した場合、残コール数は変更されません
ので、残コール数を再設定する場合は、「限度コール数再設定」チェックボックスにチェックをつけてください。
●ウィスパーガイダンス中の切断や、受付先変更または話中時迂回による着信も、限度コール数にカウントされます。
●話中時待ち合わせを設定している場合、待ち合わせ中に限度コール数に到達した場合も、待ち合わせ中のコールは接
続されます。

！ ご注意

5
「保存」ボタンをクリックします。

25
︲
1

●A

●B 4
必要な項目を入力します。
 ●「限度コール数」に「100」と入力し

（画面A）

（画面B）
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◆次の照会例で、通話量設定の設定内容を照会する方法について説明します。

サービス番号「0120XXXXXX」　着信番号「03XXXXXXX1」
通話量設定の設定内容を照会します。照会例

02.サービス設定 02.着信番号設定照会

カスコン業務メニュー 01.基本設定（照会）
画面を表示するには

必ずお読みください。

●ウィスパーガイダンス中の切断や、受付先変更または話中時迂回による着信も、限度コール数にカウントされます。
●話中時待ち合わせを設定している場合、待ち合わせ中に限度コール数に到達した場合も、待ち合わせ中のコールは接
続されます。

！ ご注意

手順 1 〜 3 はP２３１の『通話量設定を
変更する』を参照してください。

必要な項目を確認します。
4

25-2 通話量設定を照会する

25
︲
2
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事前料金通知設定

必ずお読みください。！ ご注意

234

ＬＳ話中の場合の動作について

サービス 動作説明

ナビダイヤル 事前料金通知ガイダンスが流れた後、話し中になります。話中時迂回は機能しませ
ん。

ナビダイヤル・
インテリジェントサービス

事前料金通知ガイダンスが流れた後、話し中または話中時迂回または話中時ガイ
ダンスが機能します。

事前料金通知ガイダンスは流れず、時間外案内ガイダンスが流れます。

時間外案内ガイダンスをご利用のお客さまへ

事前料金通知設定は、下記のように発信者の利用回線によって、ガイダンスを個別に設定できます。

ナビダイヤル

ＮＴＴ料金通知
ガイダンス

NTTコミュニケーションズまたはNTT東日本・NTT西日本の回線をご利用の
発信者から電話があった場合のガイダンスになります。

他事業者料金
ガイダンス

NTTコミュニケーションズまたはNTT東日本・NTT西日本の回線以外の回線
をご利用の発信者から電話があった場合のガイダンスになります。

条件着課金
ガイダンス 現在、提供しておりません。

ナビダイヤル・
インテリジェントサービス

ＮＴＴ料金通知
ガイダンス

ガイダンスの内容については、P３７４「ガイダンス一覧」を参照してください。

26

NTTコミュニケーションズまたはNTT東日本・NTT西日本の回線をご利用の
発信者から電話があった場合のガイダンスになります。

他事業者料金
ガイダンス

NTTコミュニケーションズまたはNTT東日本・NTT西日本の回線以外の回線
をご利用の発信者から電話があった場合のガイダンスになります。
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サービス 動作説明

ナビダイヤル 事前料金通知ガイダンスが流れた後、話し中になります。話中時迂回は機能しませ
ん。

ナビダイヤル・
インテリジェントサービス

迂回元までの通話料金ガイダンスが流れた後、迂回先に接続します。実際の接続
先の通話料金は案内されません。迂回先が迂回元より通話料金が高くなる場合は
迂回しないため、案内した通話料金より、高くなることはありません。

ND話中の場合は迂回先までの通信料金ガイダンスが流れた後、迂回先に接続します。LS話中の場合は
下記のとおりです。

事前料金通知ガイダンスが流れた後、無応答時ガイダンスが流れます。

事前料金通知ガイダンスは流れず、メッセージ蓄積に接続します。
ただし、話中時迂回の迂回先にメッセージ蓄積を設定している場合、LS話中による迂回時は事前料金通知
ガイダンスが流れた後、メッセージ蓄積に接続します。

接続先案内ガイダンスと事前料金案内ガイダンスの送出順序は下記のとおりです。

〈サービス番号単位または着信番号単位で「１７.接続先案内設定」を設定している場合〉
接続先案内ガイダンスが流れた後、事前料金通知ガイダンスが流れます。

〈サービス番号単位および着信番号単位で「１７.接続先案内設定」を設定している場合〉
接続先案内ガイダンス〈サービス番号単位〉→事前料金通知ガイダンス→接続先案内ガイダンス〈着信番
号単位〉の順に流れます。

〈ND話中の場合〉
事前料金通知ガイダンスが流れず、話中時ガイダンスが流れます。

〈ＬＳ話中の場合〉
事前料金通知ガイダンスが流れた後、話中時ガイダンスが流れます。

話中時迂回をご利用のお客さまへ

無応答時ガイダンスをご利用のお客さまへ

メッセージ蓄積をご利用のお客さまへ

話中時ガイダンスをご利用のお客さまへ

接続先案内ガイダンスをご利用のお客さまへ

迂回元までの通話料金ガイダンスが流れた後、迂回先に接続します。実際の接続先の通話料金は案内され
ません。迂回先が迂回元より通話料金が高くなる場合は迂回しないため、案内した通話料金より、高くなる
ことはありません。

無応答時迂回をご利用のお客さまへ

26
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ナビダイヤル・インテリジェントサービスの画面

◆次の変更例で、事前料金通知ガイダンスを変更する方法について説明します。

必要な項目を入力します。（画面A）

●「NTT料金通知ガイダンス」から「オ
リジナルガイダンス」を選択します。
●「他事業者料金ガイダンス」から「オ
リジナルガイダンス」を選択します。

「条件着課金ガイダンス」は現在、
提供しておりません。

事前料金通知ガイダンスを変更する

サービス番号「0570XXXXXX」の事前料金通知ガイダンスを次のように変更します。変更例

1

02.サービス設定 01.サービス番号設定変更

カスコン業務メニュー 02.基本設定（変更）
画面を表示するには

NTT料金通知ガイダンス 定型ガイダンス ▶ オリジナルガイダンス

他事業者料金ガイダンス 定型ガイダンス ▶ オリジナルガイダンス

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、事前料金通知ガイダンスが
更新されます。

参考

ナビダイヤルの画面

●A

●B

●B

26

26-1

●A

2
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）
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2

◆次の照会例で、事前料金通知ガイダンスの設定内容を照会する方法について説明します。

必要な項目を確認します。

事前料金通知ガイダンスを照会する

サービス番号「0570XXXXXX」の事前料金通知ガイダンスの設定内容を照会します。照会例

1

画面を表示するには

ナビダイヤル・インテリジェントサービスの画面

ナビダイヤルの画面

26

26-2

カスコン業務メニュー
02.サービス設定 01.サービス番号設定照会

01.基本設定（照会）
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フリーダイヤル、ナビダイヤルをご利用のお客さまはＰ106「話中時設定」を参照してください。

話中時・無応答時設定では、「話中時迂回」、「話中時ガイダンス」、「無応答時迂回」、「無応答時ガイダンス」の４つ
の設定ができます。

【フリーダイヤル・インテリジェントサービス】
迂回元または迂回先がＬＳ話中の場合、LS話中による迂回処理は最大4回までとなり、その後の迂回処理
は機能しません。無応答時迂回と併用している場合は、無応答時迂回と合わせて、合計最大4回まで機能し
ます。（ウィスパーまたは話中時待ち合わせをご利用の場合は、合計最大3回まで機能します）

【ナビダイヤル・インテリジェントサービス】
迂回元または迂回先がＬＳ話中の場合、LS話中による迂回処理は最大4回までとなり、その後の迂回処
理は機能しません。無応答時迂回と併用している場合は、無応答時迂回と合わせて、合計最大4回まで機
能します。（ウィスパーまたは話中時待ち合わせをご利用の場合は、合計最大3回まで機能します）ただ
し、迂回先が迂回元より通話料金が高くなる場合は、迂回処理は機能しません。

迂回先に設定している話中時迂回は機能しません。

受付変更元の話中時迂回は機能せず、受付先変更が機能します。ただし、受付変更先がお話し中の場合
は、受付元の迂回が機能します。

迂回元の同時接続可能数が「０」の場合は、話中時迂回が機能します。迂回先の同時接続可能数が「０」の
場合は接続せず、次の迂回先へ迂回します。

ＬＳ話中の場合の動作について

迂回先の話中時設定の動作について

話中時迂回

受付先変更をご利用のお客さまへ

回線数変更をご利用のお客さまへ

話中時迂回のご注意

話中時ガイダンスのご注意

無応答時迂回のご注意

無応答時ガイダンスのご注意

P２３８

P２４１

P２４２

P２４３

話中時迂回は機能せず、時間外案内ガイダンスが機能します。

時間外案内ガイダンスをご利用のお客さまへ

27
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ACDグループ内の着信番号に話中時迂回を設定しても機能しません。
ACDグループ単位で話中時設定を設定している場合は、サービスやルーティング方式などによって動作が
異なります。

迂回元が「受付不可」の場合は、話中時迂回が機能します。迂回先が「受付不可」の場合は接続せず、次の
迂回先へ迂回します。

ACDグループをご利用のお客さまへ

受付状態変更をご利用のお客さまへ

サービス ルーティング方式 迂回元または
迂回先の話中状態 動作説明

フリーダイヤル・
インテリジェント

サービス

順次サーチ
ラウンドロビン

FD話中 ACDグループ内の次の着信番号に接続し、ACDグループ内
の全ての着信番号がFD話中の場合、迂回先へ接続します。

LS話中 ACDグループ内の次の着信番号に接続せず、迂回先へ接続
します。

分配
FD話中 ACDグループ内の次の着信番号に接続し、ACDグループ内

の全ての着信番号がFD話中またはLS話中の場合、迂回先へ
接続します。LS話中

ナビダイヤル・
インテリジェント

サービス

順次サーチ
ラウンドロビン

ND話中 ACDグループ内の次の着信番号に接続し、ACDグループ内
の全ての着信番号がND話中の場合、迂回先へ接続します。

LS話中

ACDグループ内の次の着信番号に接続せず、迂回先へ接続し
ます。
ただし、迂回先が迂回元より通話料金が高くなる場合は、話中
時迂回は機能しません。

分配

ND話中 ACDグループ内の次の着信番号に接続し、ACDグループ内
の全ての着信番号がND話中の場合、迂回先へ接続します。

LS話中

ACDグループ内の次の着信番号に接続し、ACDグループ内
の全ての着信番号がLS話中またはACDグループ内に通話
料金の安い着信番号がない場合、迂回先へ接続します。
ただし、迂回先が迂回元より通話料金が高くなる場合は、話中
時迂回は機能しません。

27
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〈着信番号単位で「１７.接続先案内設定」を設定している場合〉
話中の状態により動作が異なります。

【FD/ND話中で話中時迂回が動作する場合】
迂回元の接続先案内ガイダンスは流れず、迂回先に接続されます。ただし、迂回先に接続先案内ガイダン
スの設定がある場合は迂回先の接続先案内ガイダンスが流れた後、接続されます。

【LS話中で話中時迂回が動作する場合】
迂回元の接続先案内ガイダンスが流れた後、迂回先に接続されます。ガイダンスの内容にご注意くださ
い。迂回先の接続先案内ガイダンスは流れません。ただし、ナビダイヤル・インテリジェントサービスでは、
迂回先が迂回元より通話料金が高くなる場合、話中時迂回は機能しません。

大阪支店

（06XXXXXXX2）

発信者
話中時設定

話中時迂回

接続先案内設定 LS話中
東京支店

（03XXXXXXX1）

「東京支店におつなぎします。」

接続先案内ガイダンス
〈着信番号単位〉

接続先案内設定

「大阪支店におつなぎします。」

接続先案内ガイダンス
〈着信番号単位〉

迂回元

迂回先

話中時迂回が優先して機能します。迂回先が全て話し中の場合は、迂回元の話中時待ち合わせが機能しま
す。

話中時迂回が優先して機能します。迂回先が全て話し中の場合は、迂回元の話中時ガイダンスが流れます。

話中時待ち合わせをご利用のお客さまへ

話中時ガイダンスをご利用のお客さまへ

事前料金通知ガイダンスをご利用のお客さまへ
〈ND話中の場合〉
迂回先までの通話料金ガイダンスが流れた後、迂回先に接続します。

〈LS話中の場合〉
迂回元までの通話料金ガイダンスが流れた後、迂回先に接続します。実際の接続先の通話料金は案内され
ません。迂回先が迂回元より通話料金が高くなる場合は迂回しないため、案内した通話料金より、高くなる
ことはありません。

接続先案内ガイダンスをご利用のお客さまへ
〈サービス番号単位で「１７.接続先案内設定」を設定している場合〉
接続先案内ガイダンスが流れた後、迂回先に接続されます。ガイダンスの内容にご注意ください。

大阪支店

（06XXXXXXX2）

発信者
接続先案内設定

「東京支店におつなぎします。」

接続先案内ガイダンス
〈サービス番号単位〉

話中時設定

話中時迂回

話中
東京支店

（03XXXXXXX1）

迂回元

迂回先

27
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話中時ガイダンスは流れず、時間外案内ガイダンスまたは受付先変更が機能します。

時間外案内ガイダンスまたは受付先変更をご利用のお客さまへ

話中時ガイダンス

ACDグループ内の着信番号に話中時ガイダンスを設定しても機能しません。
ACDグループ単位で話中時ガイダンスを設定している場合は、ルーティング方式などによって動作が異な
ります。

同時接続可能数が「0」の場合は、話中時ガイダンスが流れます。

受付状態が「受付不可」の場合は、話中時ガイダンスが流れます。

話中時迂回が優先して機能します。迂回先が全て話し中の場合は、迂回元の話中時ガイダンスが流れま
す。

話中時ガイダンスは流れず、話中時待ち合わせが機能します。ただし、待合せ可能数を超過した場合は、話
中時ガイダンスが流れます。

ACDグループをご利用のお客さまへ

回線数変更をご利用のお客さまへ

受付状態変更をご利用のお客さまへ

話中時迂回をご利用お客さまへ

接続先案内ガイダンスをご利用のお客さまへ

話中時待ち合わせをご利用のお客さまへ

〈サービス番号単位で「１７.接続先案内設定」を設定している場合〉
　接続先案内ガイダンスが流れた後、話中時ガイダンスが流れます。

〈着信番号単位で「１７.接続先案内設定」を設定している場合〉
話中の状態により動作が異なります。

【FD/ND話中で話中時ガイダンスが動作する場合】
接続先案内ガイダンスは流れず、話中時ガイダンスが流れます。

【LS話中で話中時ガイダンスが動作する場合】
接続先案内ガイダンスが流れた後、話中時ガイダンスが流れます。

ルーティング方式 迂回元または
迂回先の話中状態 動作説明

順次サーチ
ラウンドロビン

FD/ND話中 ACDグループ内の次の着信番号に接続し、ACDグループ内の全ての着信
番号がFD/ND話中の場合、話中時ガイダンスが流れます。

LS話中 ACDグループ内の次の着信番号に接続せず、話中時ガイダンスが流れま
す。

分配
FD/ND話中

ACDグループ内の次の着信番号に接続し、ACDグループ内の全ての着信
番号がFD/ND話中またはLS話中の場合、話中時ガイダンスが流れます。
※�ナビダイヤル・インテリジェントサービスでは、ACDグループ内の全ての

着信番号がND話中またはLS話中またはACDグループ内に通話料金の
安い着信番号がない場合、話中時ガイダンスが流れます。

LS話中

27ただし、受付変更先がお話し中の場合は、受付元の話中時ガイダンスが流れます。
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〈ND話中の場合〉
事前料金通知ガイダンスは流れず、話中時ガイダンスが流れます。

〈LS話中の場合〉
事前料金通知ガイダンスが流れた後、話中時ガイダンスが流れます。

事前料金通知ガイダンスをご利用のお客さまへ

無応答時迂回は機能せず、時間外案内ガイダンスが機能します。
時間外案内ガイダンスをご利用のお客さまへ

話中時迂回と無応答時迂回の迂回先は共通になります。個別に設定することはできません。ただし、無応
答時迂回での迂回処理は最大４回までとなります。話中時迂回と併用している場合は、LS話中時迂
回と合わせて合計最大4回まで機能します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

無応答時検出時間が173秒以上に設定している場合は、IP電話（ひかり電話など）から着信時は迂回しません。

ナビダイヤル・インテリジェントサービスは、迂回先が迂回元より通話料金が高くなる場合は、無応答時迂
回は機能しません。

無応答時迂回

迂回先の無応答時設定の動作について

ガイダンスの内容については、P３７６「ガイダンス一覧」を参照してください。

受付変更元の無応答時迂回は機能せず、受付先変更が機能します。
受付先変更をご利用のお客さまへ

27

ACDグループ内の着信番号に無応答時迂回を設定しても機能しません。
ACDグループ単位で無応答時迂回を設定している場合は、サービスやルーティング方式によって動作が
異なります。

ACDグループをご利用のお客さまへ

サービス ルーティング方式 動作説明

フリーダイヤル・
インテリジェント

サービス

順次サーチ
ラウンドロビン ACDグループ内の次の着信番号に接続せず、迂回先へ接続します。

分配 ACDグループ内の次の着信番号に接続し、ACDグループ内の全ての着信番
号が無応答の場合、迂回先へ接続します。

ナビダイヤル・
インテリジェント

サービス

順次サーチ
ラウンドロビン

ACDグループ内の次の着信番号に接続せず、迂回先へ接続します。
ただし、迂回先が迂回元より通話料金が高くなる場合は、無応答時迂回は機能
しません。

分配
ACDグループ内の次の着信番号に接続し、ACDグループ内の全ての着信番
号が無応答、またはACDグループ内に通話料金の安い着信番号がない場合、
迂回先へ接続します。ただし、迂回先が迂回元より通話料金が高くなる場合
は、無応答時迂回は機能しません。

迂回先に設定している無応答時迂回は機能しません。

（ウィスパーまたは話中時待ち合わせをご利用の場合は、合計最大3回まで機能します）

受付変更先の無応答時迂回は機能しません。
ただし、受付変更先が無応答の場合は、受付元の無応答時迂回が機能します。
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接続先案内ガイダンスが流れた後、迂回先に接続されます。ガイダンスの内容にご注意ください。
（迂回先の接続先案内ガイダンスは流れません）

迂回元までの通話料金ガイダンスが流れた後、迂回先に接続します。実際の接続先の通話料金は案内されま
せん。迂回先が迂回元より通話料金が高くなる場合は迂回しないため、案内した通話料金より、高くなるこ
とはありません。

無応答時迂回が優先して機能します。迂回先が全て無応答時の場合は、迂回元の無応答時ガイダンスが流れ
ます。

接続先案内ガイダンスをご利用のお客さまへ

事前料金通知ガイダンスをご利用のお客さまへ

無応答時ガイダンスをご利用のお客さまへ

ACDグループ内の着信番号に無応答時ガイダンスを設定しても機能しません。
ACDグループ単位で無応答時ガイダンスを設定している場合は、ルーティング方式によって動作が異なり
ます。

ACDグループをご利用のお客さまへ

無応答時ガイダンスは流れず、時間外案内ガイダンスまたは受付先変更が機能します。

時間外案内ガイダンスまたは受付先変更をご利用のお客さまへ

無応答時ガイダンス

27

ルーティング方式 動作説明

順次サーチ
ラウンドロビン ACDグループ内の次の着信番号に接続せず、無応答時ガイダンスが流れます。

分配

ACDグループ内の次の着信番号に接続し、ACDグループ内の全ての着信番号が無応
答の場合、無応答時ガイダンスが流れます。
※�ナビダイヤル・インテリジェントサービスでは、ACDグループ内の全ての着信番
号が無応答、またはACDグループ内に通話料金の安い着信番号がない場合、無応答時
ガイダンスが流れます。

ただし、受付変更先が無応答の場合は、受付元の無応答時ガイダンスが流れます。
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接続先案内ガイダンスが流れた後、無応答時ガイダンスが流れます。

事前料金通知ガイダンスが流れた後、無応答時ガイダンスが流れます。

無応答時迂回が優先して機能します。迂回先が全て無応答の場合は、迂回元の無応答時ガイダンスが流れ
ます。

接続先案内ガイダンスをご利用のお客さまへ

事前料金通知ガイダンスをご利用のお客さまへ

無応答時迂回をご利用のお客さまへ

27

ガイダンスの内容については、P３７６「ガイダンス一覧」を参照してください。
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◆次の変更例で、話中時・無応答時迂回を変更する方法について説明します。

話中時・無応答時迂回を変更する

話中時・無応答時迂回（着信番号単位）を変更します。
サービス番号「0120XXXXXX」 着信番号「03XXXXXXX1」
話中時迂回実施および無応答時迂回実施を「実施無」から「実施有」に変更し、次のように設定します。
＜話中時迂回＞
接続先区分　　迂回+ガイダンス
ガイダンス　　（基本）話中時01

＜無応答時迂回＞
無応答時検出時間　　20秒
接続先区分 迂回+ガイダンス
ガイダンス （基本）無応答

＜話中時・無応答時迂回先＞
迂回先1：着信番号「03XXXXXXX2」　　迂回先2：ACDグループ「0001」

変更例

「検索」ボタンをクリックします。

➡画面下に＜着信番号一覧＞（または
＜ACDグループID一覧＞）が表示さ
れます。

該当の着信番号（またはACDグルー
プID）チェックボックスにチェックをつ
けます。（画面A）

1

2

サービス設定

02.

02.

03. ACDグループ設定変更

カスコン業務メニュー

カスコン業務メニュー

02.基本設定（変更）

02.

画面を表示するには
（着信番号単位）

画面を表示するには
（ACDグループ単位）

「選択決定」ボタンをクリックします。
（画面B）

➡選択した着信番号の着信情報または
ＡＣＤグループ情報が表示されます。

50件以上の場合は、「次検索」
ボタンをクリックしてください。

3

●「頭だし着信番号」に半角9〜11桁を入力すると、該当の着信番号�
以降を表示します。

●「頭だしACDグループID」に半角4桁を入力すると、該当のACDグ
ループID以降を表示します。

便利な
使い方

参考

27

27-1

02.

サービス設定

基本設定（変更）

着信番号設定変更

●A

●B

●「契約種別」で絞り込み機能を利用し検索することができます。
　詳細はP１１１「絞り込み機能を利用し照会する」を参照してください。
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＜話中時迂回＞の設定を変更します。
（画面A）
●「話中時迂回実施」から「実施有」ラジ

オボタンを選択します。
●「接続先区分」から「迂回＋ガイダン
ス」を選択します。

●「ガイダンス」から「（基本）話中時
01」を選択します。

4

＜無応答時迂回＞に必要な項目を入力
します。（画面B）
●「無応答時迂回実施」から「実施有」ラ

ジオボタンを選択します。
●「無応答時検出時間」に「20」と入力

します。
●「接続先区分」から「迂回+ガイダン
ス」を選択します。

●「ガイダンス」から「（基本）無応答」を
選択します。

5

必ずお読みください。

●話中時迂回と無応答時迂回の迂回先は共通になります。個別に設定することはできません。
●迂回先に設定している話中時迂回、無応答時迂回は機能しません。
●ACDグループ内の着信番号に話中時迂回、話中時ガイダンス、無応答時迂回、無応答時ガイダンスを設定しても機能し
ません。また、ACDグループ単位に設定した場合、サービスやルーティング方式などによって動作が異なります。詳細は
P82を参照して下さい。
●無応答時検出時間が173秒以上に設定している場合は、IP電話（ひかり電話など）から着信時は迂回しません。

！ ご注意

●迂回先は９つまで設定できます。ただし、ACDグループは最大3つ（ACDグループ単位の場合は2つ）までの設定となります。
●迂回先は、同じサービス番号を契約している着信番号およびACDグループのみ設定できます。
●無応答時検出時間は3〜175秒で設定できます。

補足

●C

●B

●A

●D

＜話中時・無応答時迂回先＞に必要な項
目を入力します。（画面C）
●通番1の「接続先種別」から「着信番
号」を選択します。

��「接続先番号」に「03XXXXXXX2」
と入力します。

●通番2の「接続先種別」から「ACDグ
ループ」を選択します。
「接続先番号」に「0001」と入力しま
す。

6

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、話中時・無応答時設定が
保存されます。

27

7
「保存」ボタンをクリックします。
（画面D）



247

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス

提
供
オ
プ
シ
ョ
ン

2章

カ
ス
タ
マ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

機
能
編

︲
2
話
中
時・無
応
答
時
設
定（

）
話
中
時
・
無
応
答
時
迂
回
を
照
会
す
る

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス

◆次の照会例で、話中時・無応答時迂回の設定内容を照会する方法について説明します。

話中時・無応答時迂回を照会する

話中時・無応答時迂回（着信番号単位）の設定内容を照会します。
サービス番号「0120XXXXXX」 着信番号「03XXXXXXX1」照会例

手順 1　〜 3　はP２４５の『話中時・無
応答時迂回を変更する』を参照してく
ださい。

4
必要な項目を確認します。

画面を表示するには
（着信番号単位）

画面を表示するには
（ACDグループ単位）

必ずお読みください。

●話中時迂回と無応答時迂回の迂回先は共通になります。個別に設定することはできません。
●迂回先に設定している話中時迂回、無応答時迂回は機能しません。
●ACDグループ内の着信番号に話中時迂回、話中時ガイダンス、無応答時迂回、無応答時ガイダンスを設定しても機能し
ません。また、ACDグループ単位に設定した場合、サービスやルーティング方式などによって動作が異なります。詳細は
P82を参照して下さい。
●無応答時検出時間が173秒以上に設定している場合は、IP電話（ひかり電話など）から着信時は迂回しません。

！ ご注意

27

27-2

カスコン業務メニュー
02.サービス設定 02.

03. ACDグループ設定照会

01.

01.カスコン業務メニュー
02.サービス設定

基本設定（照会）

着信番号設定照会

基本設定（照会）
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入力結果ごとに接続先を設定できます。また、入力ミスやタイムアウト時の接続先をそれぞれに設定できます。

発信者

1（注文）を選択

発信者

2（問合せ）を選択

発信者

1.2以外を選択
（入力ミス）

発信者

選択が認識できない
（タイムアウト）

入力指示ルーティング設定

1（注文）
2（問合せ）
を設定

接続先
（入力結果ごとに下記から選択）

・着信番号※2

・ACDグループ
・発信地域ルーティング
・発信電話番号ルーティング
・発信局番ルーティング
・発信端末種別ルーティング
・入力指示ルーティング

入力ミスリトライ回数超過時
（下記から選択）

・リトライ回数超過時ガイダンス※1

・着信番号※2

・ACDグループ
・発信地域ルーティング
・発信電話番号ルーティング
・発信局番ルーティング
・発信端末種別ルーティング
・入力指示ルーティング

入力タイムアウトリトライ回数
超過時（下記から選択）

・リトライ回数超過時ガイダンス※1

・着信番号※2

・ACDグループ
・発信地域ルーティング
・発信電話番号ルーティング
・発信局番ルーティング
・発信端末種別ルーティング
・入力指示ルーティング

入力ミス タイムアウト
（6秒超過）

入力結果を
認識したコール

※1 ガイダンスの内容については、P３７６「ガイダンス一覧｣を参照してください。
※2 メッセージ蓄積（インテリジェントサービスのみ）を含みます。 
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ガイダンスの内容については、P３７６「ガイダンス一覧」を参照してください。

時間外・受付先変更設定

「○○会社です。本日の受付は
終了いたしました。」

時間外・受付先変更設定

「○○会社です。本日の受付は
終了いたしました。」

時間外・受付先変更設定

「○○会社です。本日の受付は
終了いたしました。」

発信者 入力指示
ルーティングガイダンス

「○○会社です。
商品のご注文は1、お問
合せは2、総合案内は3
を入力してください。」

注文窓口1.

問合せ窓口2.

総合窓口3.

時間外案内ガイダンス
〈着信番号単位〉

時間外案内ガイダンス
〈着信番号単位〉

時間外案内ガイダンス
〈着信番号単位〉

例）入力指示ルーティングと時間外案内ガイダンス〈着信番号単位〉

〈サービス番号単位で時間外案内ガイダンスを設定している場合〉
入力指示ルーティングのガイダンスは流れず、時間外案内ガイダンスが流れます。

〈ＡＣＤグループ単位および着信番号単位で時間外案内ガイダンスを設定している場合〉
入力指示ルーティングのガイダンスが流れた後、時間外案内ガイダンスが流れます。

時間外案内ガイダンスをご利用のお客さまへ

入力指示ルーティングを新たに作成することはできません。別途、お申込みをお願いします。

ソフトバンクモバイルの携帯電話（3G端末）からの着信の場合、一部の端末では音声を認識できません。

２８
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◆次の変更例で、入力指示ルーティングを変更する方法について説明します。

「検索」ボタンをクリックします。

➡画面下に＜検索結果一覧＞が表示さ
れます。

28- 1 入力指示ルーティングの情報を変更する

サービス番号「0120XXXXXX」
PB入力指示ルーティング（ルーティングID：01、ルーティング名：用件別振り分け）の設定内容を次のように変更します。変更例

1

●「頭だし入力指示ルーティングID」に半角2桁を入力すると、該当の
ルーティングID以降を表示します。

便利な
使い方

カスコン業務メニュー
04.ルーティング設定 05.入力指示ルーティング変更

02. ルーティング変更
画面を表示するには

接続先リスト
入力結果
1
2

接続先
着信番号「03XXXXXXX1」
着信番号「03XXXXXXX2」 ▶ 入力結果

1
2

接続先
ACDグループ「0001」
着信番号「03XXXXXXX2」

基本情報

入力ミス時リトライ回数
入力タイムアウト時リトライ回数
入力ミスリトライ回数超過時
入力タイムアウトリトライ回数超過時

1回
1回
ガイダンス接続
ガイダンス接続 ▶

入力ミス時リトライ回数
入力タイムアウト時リトライ回数
入力ミスリトライ回数超過時
入力タイムアウトリトライ回数超過時

2回
2回
着信番号「03XXXXXXX1」
着信番号「03XXXXXXX1」

該当の「詳細」ボタンをクリックします。

➡選択した入力指示ルーティングの基本
情報が表示されます。

50件以上の場合は、「次検索」
ボタンをクリックしてください。

2

参考

２８
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7

6
「保存」ボタンをクリックします。（画面D）

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、入力指示ルーティング基本
情報の設定が更新されます。

「接続先リスト」ボタンをクリックします。
（画面E）

➡＜接続先リスト情報＞が表示されます。

3

4

5

＜ルーティング情報＞に必要な項目を
入力します。（画面A）
●「入力ミス時リトライ回数」から「2」

ラジオボタンを選択します。
●「入力タイムアウト時リトライ回数」か

ら「2」ラジオボタンを選択します。

＜入力ミスリトライ回数超過時＞に必要
な項目を入力します。（画面B）
●「接続先区分」から「着信番号」を選択

します。
●「接続先番号」に「03XXXXXXX1」

と入力します。
●「リトライ回数超過時ガイダンス種

別」から「空白」を選択します。

＜入力タイムアウトリトライ回数超過時＞ 
に必要な項目を入力します。（画面C）
●「接続先区分」から「着信番号」を選択

します。
●「接続先番号」に「03XXXXXXX1」

と入力します。
●「リトライ回数超過時ガイダンス種

別」から「空白」を選択します。

●D ●E

●A

●B

●C

●入力ミス時リトライ回数、入力タイムアウト時リトライ回数は、0〜2回で設定できます。なお、入力タイムアウトは6秒を超過した場合
となります。入力タイムアウトの秒数は変更できません。

●＜入力確認ガイダンス部＞＜タイムアウトガイダンス部＞は音声をご利用の場合のみ設定できます。また、＜音声認識接続前ガイダン
ス部＞は音声認識プロンプトルーティングをご利用の場合のみ設定できます。

補足

２８
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9
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、接続先が更新されます。

接続先を削除する場合は、「削除」
チェックボックスにチェックをつけ、
「保存」ボタンをクリックします。

「ウィスパー着信入力結果通知ガ
イダンス」の設定もできます。

8
＜接続先リスト情報＞に必要な項目を入
力します。（画面A）
●項番1の「接続先区分」から「ACDグ

ループ」を選択します。
「接続先番号」に「0001」と入力しま
す。

参考

参考

必ずお読みください。

●入力指示ルーティングを新たに作成することはできません。別途、お申込みをお願いします。

！ ご注意

●B

●A

２８
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◆次の照会例で、入力指示ルーティングの設定内容を照会する方法について説明します。

　     - 2 入力指示ルーティングの情報を照会する

サービス番号「0120XXXXXX」
PB入力指示ルーティング（ルーティングID：01、ルーティング名：用件別振り分け）の設定内容を照会します。照会例

カスコン業務メニュー
04.ルーティング設定 05.入力指示ルーティング情報照会

01. ルーティング照会
画面を表示するには

はＰ２５０の『入力指示ルー

必要な項目を確認します。

必要な項目を確認します。

「接続先リスト」ボタンをクリックします。

➡＜接続先リスト情報＞が表示されます。

3

5

4

28

２８
手順 1 ～ 2
ティングの情報を変更する』を参照して
ください。
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ウィスパーの実施有無、発側ガイダンスの変更および照会はP２２０「ウィスパー設定」を参照してください。

入力指示ルーティングの入力結果または音声認識がエラーの場合は、「NG時ガイダンス」が流れます。また、入力
指示ルーティングを経由しない場合は、「通知情報なしガイダンス」が流れます。

入力指示ルーティングを2段以上設定している場合は、下段の入力結果通知ガイダンスのみが流れます。下
段の入力結果がエラーの場合は、「NG時ガイダンス」が流れます。

入力指示ルーティングを2段以上設定している場合

ガイダンスの内容については、P３７６「ガイダンス一覧」を参照してください。

29
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◆次の変更例で、ウィスパー着側ガイダンス（入力結果通知）を変更する方法について説明します。

２９-１

04.ルーティング設定 05.入力指示ルーティング変更

カスコン業務メニュー 02.ルーティング変更
画面を表示するには

サービス番号「0120XXXXXX」　PB入力指示ルーティング（ルーティングID：01、ルーティング名：用件別振り分け）
ウィスパー着側ガイダンス（入力結果通知）を次のように変更します。変更例

入力結果
1
2

ウィスパー着側入力結果通知ガイダンス
（基本）ウィスパー着側（PB入力結果通知）
（基本）ウィスパー着側（PB入力結果通知）

備考 ▶ ウィスパー着側入力結果通知ガイダンス
オリジナルガイダンス
オリジナルガイダンス

備考
注文
問合せ

「検索」ボタンをクリックします。

➡画面下に＜検索結果一覧＞が表示さ
れます。

1

該当の「詳細」ボタンをクリックします。
2

●「頭だし入力指示ルーティングID」に半角2桁を入力すると、該当の
ルーティングID以降を表示します。

便利な
使い方

29

➡選択した入力指示ルーティングの＜接
続先リスト情報＞が表示されます。

50件以上の場合は、「次検索｣
ボタンをクリックしてください。
参考

3
「接続先リスト」ボタンをクリックします。

 ウィスパー〔着側ガイダンス（入力結果通知）〕を変更する
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5
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、ウィスパー着側ガイダンス
（入力結果通知）が更新されます。

4
＜接続先リスト＞に必要な項目を入力し
ます。（画面A）
●項番1の「ウィスパー着側入力結果通
知ガイダンス」から「オリジナルガイ
ダンス」を選択します。
「備考」に「注文」と入力します。
●項番2の「ウィスパー着側入力結果通
知ガイダンス」から「オリジナルガイ
ダンス」を選択します。
「備考」に「問合せ」と入力します。

必ずお読みください。

●ウィスパーの実施有無および発側ガイダンスの変更は、P２２１「ウィスパー設定」を参照してください。�

！ ご注意

●A

●B

29

２９-１ ウィスパー〔着側ガイダンス（入力結果通知）〕を変更する

︲1
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◆

ウィスパー〔着側ガイダンス（入力結果通知）〕を照会する

次の照会例で、ウィスパー着側ガイダンス（入力結果通知）の設定内容を照会する方法について説明します。

サービス番号「0120XXXXXX」　PB入力指示ルーティング（ルーティングID：01、ルーティング名：用件別振り分け）照会例

04.ルーティング設定

01.ルーティング照会

05.入力指示ルーティング照会

ウィスパー着側ガイダンス（入力結果通知）の設定内容を照会します。

カスコン業務メニュー
画面を表示するには

手順 1 〜 2 はP２５５の『ウィスパー〔着
側ガイダンス（入力結果通知）〕を変
更する』を参照してください。

必ずお読みください。

●

！ ご注意

3
必要な項目を確認します。

29

２９-２

ウィスパーの実施有無および発側ガイダンスの変更は、P２２１「ウィスパー設定」を参照してください。
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メッセージ蓄積では、音声およびプッシュボタン信号を蓄積します。

メッセージ蓄積は４つのルーティングタイプがあります。各メッセージ蓄積の設定条件は下記のとおりです。（ルー
ティングタイプはカスタマコントロールでは変更できません）

№ ルーティングタイプ 設定可能機能 説明

1 時間外メッセージ蓄積 1.時間外･受付先変更設定 指定した日時の接続先として設定できます。

2 話中時メッセージ蓄積 ２７.話中時・無応答時設定 話中時・無応答時の接続先として設定できます。

3 ルーティング
メッセージ蓄積

１２.

各ルーティングの接続先として設定できます。 

4 汎用メッセージ蓄積

1.時間外･受付先変更設定

№１～３の全てに設定できます。

必ずお読みください。

●メッセージ蓄積の照会可能期間は、９０日間です。９０日を経過したメッセージは再生・未再生にかかわらず、削除されま
す。
●ソフトバンクモバイルの携帯電話（３Ｇ端末）からの着信の場合、一部の端末ではメッセージを録音できません。
●Ｐ２６１「メッセージ蓄積／ＳＭＳの接続元を照会する」の照会結果はメッセージ蓄積が設定されている接続元が全て表示
されます。実際に動作しているとは限らないので、ご注意ください実際の動作確認については「1.時間外・受付先
変更設定」または「２７.話中時・無応答時設定」または「６.コールフロースケジュール設定」で確認してください。�

！ ご注意

３０

発信地域ルーティング
発信電話番号ルーティング
発信局番ルーティング
発信端末種別ルーティング
入力指示ルーティング

１３.
１４.
１５.
２８.

１２.発信地域ルーティング
発信電話番号ルーティング
発信局番ルーティング
発信端末種別ルーティング

入力指示ルーティング

１３.
１４.
１５.

２８.
２７.話中時・無応答時設定

●蓄積できるメッセージ数は、１メッセージボックスあたり５０メッセージ/月です。Ｐ２５９の「メッセージ蓄積ＢＯＸ
を照会する」でメッセージを削除しても、５０メッセージ/月以上、蓄積できません。蓄積メッセージのクリアは毎月１
日に自動的に行われます。
●契約メッセージ数が超過した場合は、メッセージ蓄積BOX残数なしガイダンスを流し、切断します。ガイダンスの内容
については、P３７６「ガイダンス一覧」を参照してください。
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◆次の照会例で、蓄積されたメッセージを照会する方法について説明します。

「検索」ボタンをクリックします。

➡画面下に＜蓄積ＢＯＸ情報＞が表示さ
れます。

該当の「詳細」ボタンをクリックします。

50件以上の場合は、「次検索｣
ボタンをクリックしてください。

「検索」ボタンをクリックします。

➡画面下に＜蓄積ＢＯＸ情報＞が表示さ
れます。

メッセージ蓄積ＢＯＸを照会する

サービス番号「0120XXXXXX」
蓄積ＢＯＸ名「営業時間外用」に蓄積されているメッセージを照会します。照会例

1

2

3

09.メッセージ蓄積 01.契約 BOX 照会

カスコン業務メニュー 01.メッセージ蓄積
画面を表示するには

参考

●「照会開始時間」「照会終了時間」「再生有無」を設定すると、該当のメッ
セージのみ検索できます。

便利な
使い方

３０

３０- 1
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必要な項目を確認します。（画面A）

「再生」ボタンをクリックすると、蓄積さ
れたメッセージファイルをダウンロード
できます。（画面B）

蓄積ＢＯＸ契約数
メッセージ蓄積のＢＯＸ契約数

総件数
＜蓄積ＢＯＸ情報＞に表示されている
メッセージ数

接続可能回数
１ヶ月に蓄積可能なメッセージ数
（蓄積ＢＯＸ契約数×５０）

当月接続回数
当月に蓄積されたメッセージ数
（削除分含む）

残接続可能回数
当月に蓄積できるメッセージ数
（接続可能回数－当月接続回数）

4

該当の「削除」ボタンをクリックします。
（画面C）

＜蓄積ＢＯＸ情報＞で削除したメッ
セージを確認したい場合は、「履歴照会」
ボタンをクリックしてください。ただし、照
会可能期間は、９０日間です。（画面D）

メッセージを削除する場合

5

参考

必ずお読みください。

●メッセージ蓄積の照会可能期間は、９０日間です。９０日を経過したメッセージは再生・未再生にかかわらず、削除されます。
●Ｐ２５９の「メッセージ蓄積ＢＯＸを照会する」でメッセージを削除しても、残接続可能回数は、変更されません。
残接続可能回数のクリアは毎月１日に自動的に行われます。

！ ご注意

●A

●B

●C

●D

●履歴照会の照会項目

項目名 備考
1 サービス番号
2 契約者名
3 蓄積ＢＯＸ契約数
4 蓄積日時
5 再生状態 １：未再生　２：再生済み

6 再生日時
7 削除状態 ０：未削除　１：削除済み

8 削除日時

9 発ＩＤ 発信者の電話番号が出力されます。発信者が通知した場
合のみ出力されます。

10 入力値／メッセージ１

入力結果値の場合は、半角英数字20桁以内の入力値が出
力されます。

11 入力値／メッセージ２
12 入力値／メッセージ３
13 入力値／メッセージ４
14 入力値／メッセージ５
15 入力値／メッセージ６
16 入力値／メッセージ７
17 入力値／メッセージ８
18 入力値／メッセージ９
19 入力値／メッセージ10

３０
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◆次の照会例で、メッセージ蓄積およびＳＭＳの接続元を照会する方法について説明します。

「蓄積ＢＯＸ番号」から「XXXXXXXX 
XX1」を選択します。

必要な項目を確認します。

50件以上の場合は、「次検索｣
ボタンをクリックしてください。

メッセージ蓄積／ＳＭＳの接続元を照会する

サービス番号「0120XXXXXX」
蓄積ＢＯＸ番号「XXXXXXXXXX1」の接続元を照会します。照会例

1

2

3

09.メッセージ蓄積情報照会 02.メッセージ蓄積シナリオ接続元照会

カスコン業務メニュー 01.メッセージ蓄積
画面を表示するには

必ずお読みください。！ ご注意

●「ルーティングタイプ」「接続元区分」「接続理由」を選択すると、該当の
接続元のみ検索できます。

便利な
使い方

参考

「検索」ボタンをクリックします。

➡画面下に＜蓄積ＢＯＸ情報＞および
＜接続元情報＞が表示されます。

接続元区分 接続元パターン番号 ルーティングタイプ 接続元 備考
サービス番号

英数字2桁 時間外 1.時間外・受付先
変更設定

「1.時間外・受付先変更設定」の時間帯パターンID（接続元パター
ン番号）に設定されています。ACDグループ

サービス番号別着信番号
サービス番号

英数字2桁 残数無し 1.時間外・受付先
変更設定

「1.時間外・受付先変更設定」の時間帯パターンID（接続元パター
ン番号）に「残数無し」として設定されています。ACDグループ

サービス番号別着信番号
ACDグループ

表示無し 話中時 ２７.話中時・無応答時設定
話中時迂回または無応答時迂回の接続先に設定されています。「接
続理由」を選択し、「検索」ボタンをクリックすると、どちらで設定さ
れているか確認できます。サービス番号別着信番号

ACDグループ
表示無し 残数無し 話中時・無応答時設定

話中時迂回または無応答時迂回の接続先に「残数無し」として設定
されています。「接続理由」を選択し、「検索」ボタンをクリックする
と、どちらで設定されているか確認できます。サービス番号別着信番号

サービス番号別着信
番号 英数字2桁 ルーティング 1.時間外・受付先

変更設定
「1.時間外・受付先変更設定」の時間帯パターンID（接続元パター

ン番号）に設定されています。

３０- 2

３０

２７.

●Ｐ２６１「メッセージ蓄積／ＳＭＳの接続元を照会する」の照会結果はメッセージ蓄積が設定されている接続元が全て表示
されます。実際に動作しているとは限らないので、ご注意ください実際の動作確認については「1.時間外・受付先変
更設定」または「２７.話中時・無応答時設定」または「６.コールフロースケジュール設定」で確認してください。

●B

●A

（画面A）

（画面B）
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ＳＭＳ送信サービスは、携帯電話から発信されたお客様にＳＭＳ（ショートメール）を送信し、モバイルサイト
へ誘導することができます。

設定可能機能 説明

1.時間外･受付先変更設定 指定した日時の接続先として設定できます。

２７.話中時・無応答時設定 話中時・無応答時の接続先として設定できます。

１２.

各ルーティングの接続先として設定できます。 

必ずお読みください。

●

！ ご注意

３１

発信地域ルーティング
発信電話番号ルーティング
発信局番ルーティング
発信端末種別ルーティング
入力指示ルーティング

１３.
１４.
１５.
２８.

発信端末拒否機能で、「携帯・自動車電話」接続を「許容」にする必要があります。
ＳＭＳ送信履歴の照会可能期間は、当日を含め６１日間です。

ＳＭＳ送信サービスでは、以下のカスコン操作が可能です。

カスコン機能 説明

1.ＳＭＳ送信履歴照会 ＳМＳの送信状況等が照会できます。

２.ＳＭＳ送信情報照会

３.ＳＭＳ送信情報設定

ＳＭＳのメッセージ内容、ガイダンス情報の照会ができます。

ＳＭＳのメッセージ内容、ガイダンス情報の設定ができます。

ＳＭＳ送信サービスの設定条件は下記のとおりです。

●ショートメールの送信はＮＴＴドコモ／ａｕ／ソフトバンクモバイルの携帯電話が対象です。
●Ｐ２６１「メッセージ蓄積／ＳＭＳサービスの接続元を照会する」の照会結果はメッセージ蓄積およびＳＭＳ送信サー
ビスが設定されている接続元が全て表示されます。実際に動作しているとは限らないので、ご注意ください。実際の
動作確認については「1.時間外・受付先変更設定」または「２７.話中時・無応答時設定」または「６.コールフロースケ
ジュール設定」で確認してください。

●携帯電話から非通知発信の場合、ショートメールは送信できません。
●旧イー・モバイルの携帯電話およびＰＨＳにはショートメールは送信されません。

●
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事業者指定タイプを変更する場合
事業者指定タイプは４つのタイプがあります。各事業者指定タイプで設定できるガイダンス種別は下記の
とおりです。

事業者指定タイプ オリジナルガイダンス種別 ガイダンス内容
指定無
指定有（確認無）
指定有（事業者名確認）
指定有（入力番号確認）

開始ガイダンス
お電話ありがとうございます。ただ今、電話を受け付けることができません。ご注文など
はインターネットでも承っております。携帯電話がイー・モバイルの方、電話での受付を
ご希望の方は、おかけ直しいただくか、営業時間内にもう一度おかけ直しください。

○

指定無
指定有（確認無）
指定有（事業者名確認）
指定有（入力番号確認）

終了ガイダンス ショートメッセージをお送りいたします。お電話ありがとうございました。 ○

指定有（事業者名確認） 内容確認ガイダンス
（事業者名確認）

ドコモでよろしいでしょうか？

ソフトバンクでよろしいでしょうか？

ａｕでよろしいでしょうか？

×

指定有（入力番号確認） 内容確認ガイダンス
（入力番号確認） 「２」でよろしいでしょうか？

「１」でよろしいでしょうか？

「３」でよろしいでしょうか？

×

再入力ガイダンス

指定無
指定有（確認無）
指定有（事業者名確認）
指定有（入力番号確認）

入力された番号が正しくありません。ガイダンスに従い再入力をお願いします。 ○

入力誤り終了
ガイダンス

指定無
指定有（確認無）
指定有（事業者名確認）
指定有（入力番号確認）

入力された番号が正しくありません。恐れ入りますが、おかけ直しください。 ○

発ＩＤ非通知切断
ガイダンス

指定無
指定有（確認無）
指定有（事業者名確認）
指定有（入力番号確認）

お電話ありがとうございます。ただ今、電話を受け付けることができません。ご注文など
インターネットでも承っております。携帯電話がドコモ、ソフトバンク、ａｕの方へは、
ショートメッセージでご案内いたしますので、お客様の電話番号を通知して、おかけ直
しください。携帯電話がイー・モバイルの方、携帯電話以外の方は、おかけ直しいただく
か、営業時間内にもう一度おかけ直しください。

○

非許容端末切断
ガイダンス

指定無
指定有（確認無）
指定有（事業者名確認）
指定有（入力番号確認）

お電話ありがとうございます。ただ今、電話を受け付けることができません。おかけ直
しいただくか、営業時間内にもう一度おかけ直しください。 ○

入力要求ガイダンス
指定有（確認無）
指定有（事業者名確認）
指定有（入力番号確認）

ショートメッセージをお送りします。携帯電話がドコモの方は「１」を、ソフトバンクの
方は「２」を、ａｕの方は「３」を入力してください。 ○

入力要求ガイダンス指定無 ショートメッセージをお送りしてよろしければ「１」を押してください。 ○

３１

！ ご注意 必ずお読みください。

● ＳＭＳ送信ＢＯＸのガイダンスをオリジナルにする場合は、オリジナルガイダンス登録種別をメッセージ蓄積（Ｍ
Ｓ＊＊＊＊）で設定してください。なお、オリジナルガイダンス登録機能で作成したガイダンス「ＭＳ＊＊＊＊」はカス
タマコントロールから削除することはできません。オリジナルガイダンスを変更する場合は、ガイダンスＩＤを上書
きしてください。

Ｓ
Ｍ
Ｓ
送
信
サ
ー
ビ
ス
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３１- 1 ＳＭＳ送信履歴を照会する

1

◆次の照会例で、ＳＭＳ送信の履歴を照会する方法について説明します。

50件以上の場合は、「次検索｣
ボタンをクリックしてください。

必要な項目を確認します。

ービス番号「0120XXXXXX」
２０１７年１月１日の全てのＳＭＳ送信履歴を照会します。
サ照会例

3

10.ＳＭＳ送信サービス

01.ＳＭＳ送信サービス

01.ＳＭＳ送信履歴照会

カスコン業務メニュー
画面を表示するには

参考

●「蓄積ＢＯＸ番号」「ＳＭＳ送信結果」を設定すると、該当のＳＭＳ
送信履歴のみ検索できます。

便利な
使い方

2

2017/01/01 00:39:44

2017/01/01 00:40:14

2017/01/01 00:43:15

2017/01/01 00:48:07

2017/01/01 00:48:31

2017/01/01 00:48:39

2017/01/01 00:48:46

2017/01/01 00:48:51

2017/01/01 00:48:57

2017/01/01 00:48:59

XXXXXXXXX00

XXXXXXXXX03

XXXXXXXXX01

XXXXXXXXX02

XXXXXXXXX00

XXXXXXXXX01

XXXXXXXXX03

XXXXXXXXX02

XXXXXXXXX02

XXXXXXXXX00

011XXXXXX1

03XXXXXXX2

070XXXXXXX4

090XXXXXXX4

090XXXXXXX5

090XXXXXXX8

080XXXXXXX4

080XXXXXXX0

090XXXXXXX1

指定無

指定無

ソフトバンク

入力無

ａｕ

ドコモ

指定無

入力無

入力無

ドコモ

途中放棄

非許容端末

非通知

非許容端末ＮＧ

ＮＧ

ＮＧ

ＮＧ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

必ずお読みください。

●「入力値」の「指定無」は「事業者指定タイプ指定無」の場合に表示されます。
「入力無」は発信者が番号非通知、ガイダンス中途中放棄、携帯端末以外からの発信の場合に表示されます。
発信者番号が非通知の場合、「発ＩＤ」は空欄になります。

！ ご注意

●

0120XXXXXX

0120XXXXXX

●B

●A

「開始年月日時分」に「２０１７０１０１
００００」、「終了年月日時分」に「２０１
７０１０１２３５９」と入力します。
（画面A）

「検索」ボタンをクリックします。
（画面B）

Ｓ
Ｍ
Ｓ
送
信
履
歴
照
会
Ｓ
Ｍ
Ｓ
の
送
信
履
歴
を
照
会
す
る

1
３︲１
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３１-２ ＳＭＳ送信ＢＯＸ情報を照会する

10.

カスコン業務メニュー
画面を表示するには

ＳＭＳ送信サービス

01.ＳＭＳ送信サービス

02. ＳＭＳ送信情報照会

➡画面下に＜SMS送信設定情報＞が
表示されます。

1
「検索」ボタンをクリックします。

50件以上の場合は、「次検索｣
ボタンをクリックしてください。
参考

2
該当の「詳細」ボタンをクリックします。

0120XXXXXX

0120XXXXXX

2

XXXXXXXXX01

XXXXXXXXX02

0120XXXXXX

XXXXXXXXX01

必要な項目を確認します。
3

Ｓ
Ｍ
Ｓ
送
信
情
報
照
会
Ｓ
Ｍ
Ｓ
送
信
Ｂ
Ｏ
Ｘ
情
報
を
照
会
す
る

３︲１
2

◆次の照会例で、ＳＭＳ送信ＢＯＸの設定情報を照会する方法について説明します。

サービス番号「0120XXXXXX」　蓄積ＢＯＸ番号「ＸＸＸＸＸＸＸＸＸ０１」
蓄積ＢＯＸ名「営業時間外」照会例
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1

ＳＭＳ送信ＢＯＸ情報を変更する

サービス番号「０１２０ＸＸＸＸＸＸ」　蓄積ＢＯＸ番号「ＸＸＸＸＸＸＸＸＸ０１」
メッセージ内容「ＮＴＴコミュニケーションズです。以下のサイトよりお問い合わせください。」
入力要求ガイダンス「ＭＳ０００１：ＳＭＳ開始ガイダンス２（時間外２）」

10.ＳＭＳ送信サービス

カスコン業務メニュー 01. ＳＭＳ送信サービス

０３. ＳＭＳ送信情報設定画面を表示するには

３１-３

「検索」ボタンをクリックします。
0120XXXXXX

➡画面下に＜SMS送信設定情報＞が
表示されます。

50件以上の場合は、「次検索｣
ボタンをクリックしてください。
参考

2
該当の「詳細」ボタンをクリックします。

0120XXXXXX

2

XXXXXXXXX01

XXXXXXXXX02

0120XXXXXX

XXXXXXXXX01

➡選択したＳＭＳ送信ＢＯＸの設定情
報が表示されます。

3
＜メッセージ内容（メッセージ）＞に必
要な項目を入力します。
●「ドコモ」のメッセージを変更します。

4

●「入力要求オリジナルガイダンス」から
「ＭＳ０００1：ＳＭＳ開始ガイダンス２
（時間外２）」を選択します。（画面D）

（画面A）
●「ソフトバンク」のメッセージを変更し
ます。（画面B）

●「ａｕ」のメッセージを変更します。
（画面C）

●C

●D

●B

●A

●E

「保存」ボタンをクリックします。
（画面E）

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、SMS送信ＢＯＸ情報が更
新されます。

Ｓ
Ｍ
Ｓ
送
信
Ｂ
Ｏ
Ｘ
情
報
変
更

３

Ｓ
Ｍ
Ｓ
送
信
Ｂ
Ｏ
Ｘ
情
報
を
変
更
す
る

３︲１

5

＜ガイダンス情報＞に必要な情報を入力
します。

◆次の変更例で、ＳＭＳ送信ＢＯＸの設定情報を変更する方法について説明します。

変更例



2章

カ
ス
タ
マ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

機
能
編

基
本
ガ
イ
ダ
ン
ス
照
会

基本ガイダンス照会

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス

提
供
オ
プ
シ
ョ
ン

268

３２

基
本
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
照
会
・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

◆次の照会例で、基本ガイダンスを照会・ダウンロードする方法について説明します。

基本ガイダンスを照会・ダウンロードします。
サービス番号「0120XXXXXX」基本ガイダンス種別「時間外ガイダンス【JK】」

06.各種情報照会 02.基本ガイダンス照会

カスコン業務メニュー 02.各種情報照会
画面を表示するには

照会例

➡画面下に＜基本ガイダンス情報＞が
表示されます。

1
「基本ガイダンス種別」から「時間外ガイ

2
「検索」ボタンをクリックします。

ダンス【JK】」を選択します。

3
該当の基本ガイダンスをクリックする
と、ガイダンスが再生されます。

右クリックで「対象をファイルに保存」を
選択するとダウンロードできます。

 参考 ガイダンスファイルはWAVファ
イル形式でダウンロードされます。

●A ●B （画面A）

（画面B）
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1

オペレータ ID

オペレータIDについて

親オペレータID お申込み時にNTTコミュニケーションズからお渡しするIDです。
子オペレータIDを払い出すことができます。

子オペレータID

親オペレータIDによって払い出されたオペレータIDです。
子オペレータIDごとに業務権限を設定できます。例えば照会業務のみ可能とするなど、業務を制
限することができます。また、操作可能なサービス番号（着信番号）を特定することもできます。
子オペレータIDが認証ロックアウトした場合は、親オペレータIDで解除できます。P２８０を参照
してください。

子オペレータIDの操作対象によるメニュー利用可否

操作
区分

カスコン実行
業務区分 機能

操作対象

サービス番号  ACDグループID※1 着信番号

カ
ス
コ
ン
ま
た
は
カ
ス
コ
ン
＋
ト
ラ
ヒ
ッ
ク

全
業
務
ま
た
は
照
会
の
み

1.時間外・
受付先変更設定

時間帯パターン

サービス番号別時間帯パターン ○ × ×

サービス番号別着信番号時間帯パターン ○ × ○

ACDグループ別時間帯パターン ○ ○ ×

スケジュール情報

サービス番号スケジュール情報 ○ × ×

サービス番号別着信番号スケジュール情報 ○ × ○

ACDグループスケジュール情報 ○ ○ ×

２.回線数変更設定
回線数変更パターン 回線数変更時間帯パターン ○ × ○※3

回線数変更スケジュール情報 回線数変更スケジュール情報 ○ × ○※4

○ × ○

○ × ○

４.分配比設定
分配比パターン 分配比時間帯パターン ○ ○ ×

分配比スケジュール情報 分配比スケジュール情報 ○ ○ ×

６.コールフロー
スケジュール設定

ＡＣＤグループ情報 ○ ○ ×

ＡＣＤグループメンバリスト ○ ○ ×

コールフローパターン ○ × ×

７.話中時設定 話中時設定

コールフロー時間帯パターン ○ × ×

コールフロースケジュール情報 ○ × ×

発信地域指定設定

サービス番号別着信番号別話中時迂回先 ○ × ○

ACDグループ話中時迂回先 ○ ○ ×

３.リアルタイム
回線数設定

リアルタイム回線数設定
リアルタイム回線数

○ ×

リアルタイム回線数一括変更

○ × ○
８.同時接続数照会 同時接続数照会

着信番号一覧照会

○ × ×

サービス番号別着信番号一覧照会

○ × ×

９.発信地域指定

○ × ○

1０.発信端末拒否機能 発信端末拒否設定

○ ○ ×
1１.受付状態変更 受付状態変更

着信番号状態設定

○ × ×

ACDグループ状態設定

○ × ×

５.ACDグループ設定 ACDグループ設定

発信局番ルーティング設定 ○ × ×

○ × ×

○ × ×

○ × ×

発信地域ルーティング設定

○ × ×

○ × ×

発信局番ルーティング設定

○ × ○

発信端末種別ルーティング設定

○

○

ルーティング一括設定

ルーティング一括設定

○

ルーティング一括照会

ルーティング一括設定結果照会

※2

■カスタマコントロール

コールフローパターン

コールフロースケジュール

発信地域指定

○

発信端末拒否設定

1２.発信地域ルーティング設定 発信地域ルーティング設定

1３.発信電話番号ルーティング設定 発信電話番号ルーティング設定 発信電話番号ルーティング設定

1４.発信局番ルーティング設定

1５.発信端末種別ルーティング設定 発信端末種別ルーティング設定

1６.ルーティング一括設定

1７.接続先案内設定
接続先案内
ガイダンス設定情報

サービス番号接続先案内ガイダンス

サービス番号別着信番号接続先案内ガイダンス

１８.エージェント
稼動状況照会

エージェント稼動状況照会
エージェント稼動履歴照会

エージェント稼動状態照会（サマリ）

エージェント稼動状態照会（詳細）

○※5 ○

○※5 ○

○※5 ○

ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ
ﾅﾋﾞﾀﾞｲﾔﾙ（　　）
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1

注意事項

操作
区分

カスコン実行
業務区分 機能

操作対象

サービス番号  ACDグループID※1    着信番号※ 2

操作
区分

トラヒック
レポート
業務区分

メニュー
操作対象

サービス番号  ACDグループID※1 着信番号※ 2

ト
ラ
ヒ
ッ
ク
ま
た
は
カ
ス
コ
ン
＋
ト
ラ
ヒ
ッ
ク

レ
ポ
ー
ト
照
会

06. 接続確認内容照会 接続確認内容照会 ○ ○※5 ○

07. トラヒックレポート作成管理 トラヒックレポート作成情報変更 × × ×

08. トラヒックレポート作成

自動出力レポート取得 ○ ○※9 ○※9

自動出力レポート一括取得 ○ ○※9 ○※9

手動出力レポート作成 ○ ○※9 ○※9

手動出力レポート取得 ○ ○※9 ○※9

手動出力レポート一括取得 ○ ○※9 ○※9

レ
ポ
ー
ト
管
理

06. 接続確認内容照会 接続確認内容照会 ○ ○※5 ○

07. トラヒックレポート作成管理 トラヒックレポート作成情報照会・変更 ○ ○※9 ○※9

08. トラヒックレポート作成

自動出力レポート取得 ○ ○※9 ○※9

自動出力レポート一括取得 ○ ○※9 ○※9

手動出力レポート作成 ○ ○※9 ○※9

手動出力レポート取得 ○ ○※9 ○※9

手動出力レポート一括取得 ○ ○※9 ○※9

操作
区分

トラヒック
照会業務区分 メニュー

操作対象

サービス番号  ACDグループID※1    着信番号※ 2

ト
ラ
ヒ
ッ
ク
ま
た
は
カ
ス
コ
ン
＋
ト
ラ
ヒ
ッ
ク

利
用
状
況
照
会

01. 利用状況照会

サービス番号別トラヒック照会 ○ × ×

サービス番号別着信 ACD グループ別トラヒック照会 ○ ○※5 ×

サービス番号別着信電話番号別トラヒック照会 ○ ○※5 ○

着信電話番号（CN）別トラヒック照会 ○ ○※5 ○

サービス番号別発信地域別トラヒック照会 ○ ○※5 ○

サービス番号別発信端末別トラヒック照会 ○ ○※5 ○

一括要求 ○ ○※5 ○

02. 入力単位
トラヒック照会

サービス番号別入力指示ルーティング別トラヒック照会 ○ × ×

サービス番号別音声認識プロンプト別トラヒック照会 ○ × ×

05. ファイル作成状況照会 ファイル作成状況照会 ○ ○ ○

※1　�操作対象が「全ACDグループID」の場合はサービス番号配下の全てのACD
グループが操作（照会）可能であり、「ACDグループID」の場合は操作対象に
登録されているACDグループのみ操作（照会）可能です。

※2　�操作対象が「全着信番号」の場合はサービス番号配下の全ての着信番号が
操作（照会）可能であり、「着信番号」の場合は操作対象に登録されている着
信番号のみ操作（照会）可能です。

※3　時間帯の変更はできません。
※4　照会のみ可能です。

■トラヒック照会

■トラヒックレポート

※5　�ACDグループ内の着信番号のみ可能です。
※6　�操作対象のACDグループ内の着信番号のみでなく、サービス番号に契約し

ている全ての着信番号が表示されます。
※7　ACDグループのみ可能です。（ACDグループ内の着信番号は不可）
※8　着信番号のみ可能です。
※9　�操作対象がACDグループIDまたは着信番号の場合もサービス番号単位のト

カ
ス
コ
ン
ま
た
は
カ
ス
コ
ン
＋
ト
ラ
ヒ
ッ
ク

全
業
務
ま
た
は
照
会
の
み

２３.ウィスパー設定 ウィスパー 発側・着側ガイダンス（識別音）設定情報

○ × ×

着側ガイダンス（入力結果通知）設定情報

○ × ×

○ × ×

○ × ×

20.

通話量設定

事前料金通知設定 事前料金通知ガイダンス

○ × ×

○

３０.メッセージ
蓄積情報照会 メッセージ蓄積情報照会

契約BOX一覧照会

メッセージ蓄積シナリオ接続元照会

× × ×

１９.オリジナルガイダンス オリジナルガイダンス

オリジナルガイダンス名

○

× ×

オリジナルガイダンス登録

○ ×

オリジナルガイダンス変更

○ × ○

オリジナルガイダンス照会

○ × ○

オリジナルガイダンス接続元照会

○ × ×

基本ガイダンス照会

○ × ×
24.迷惑電話拒否設定 迷惑電話拒否設定

迷惑電話拒否リスト登録

迷惑電話拒否リスト照会

○ × ○25.

各種情報照会
契約情報照会

サービス番号別着信番号一覧照会 ○ ○※6 ○

着信番号別サービス番号一覧照会 ○ × ○

接続元照会 ○ ○※7 ○※8

操作履歴照会 カスタマコントロール履歴照会

○ ○ ○

２７.話中時・
無応答時設定

２１.待合せ設定
待合せパターン

待合せスケジュール情報

待合せ時間帯パターン

待合せスケジュール情報

× ○※4

２２.リアルタイム待合せ数設定 リアルタイム待合せ数設定 リアルタイム待合せ数

通話量設定 通話量

事前料金通知設定２６. ○ × ×

話中時・無応答時設定
サービス番号別着信番号別話中時・無応答時迂回先

ＡＣＤグループ話中時・無応答時迂回先

○

○ ○

×

×

２８.入力指示ルーティング設定 入力指示ルーティング設定 入力指示ルーティング設定 ○ × ×

２９.ウィスパー設定〔着側ガイダンス（入力結果通知）〕 ウィスパー ○ × ×

○ × ×

○ × ×

３１.基本ガイダンス照会 基本ガイダンス照会 基本ガイダンス照会

※１０

ラヒックレポートが作成・変更・取得できます。
※１ ０　  �「サービス番号別着信電話番号別」と「着信電話番号(ＣＮ)別トラヒック　
　　　照会」のみ可能です

ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ
ｻｰﾋﾞｽ（　　　）

○※4

○
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◆次の設定例で、子オペレータIDを払い出す方法について説明します。

サービス番号「0120XXXXXX」の着信番号「03XXXXXXX1」のみの
カスコン操作およびトラヒック照会（利用状況照会）が可能な子オペレータIDを登録します。
＜オペレータ情報＞

＜操作対象情報＞

＜端末使用者情報＞

設定例

「払出」ボタンをクリックします。

➡子オペレータIDとパスワードが表示さ
れます。

子オペレータIDを登録する1 -1

99.オペレータＩＤ 02.オペレータＩＤ登録

カスコン業務メニュー 01.オペレータＩＤ
画面を表示するには

1

アクセス種別 インターネット経由のみ

サービス番号 0120XXXXXX

操作番号 03XXXXXXX1

端末使用者所属名 ○○支店

端末使用者名 ○○担当

端末使用者連絡先番号 06XXXXXXX1

操作区分 カスコン＋トラヒック

操作対象 着信番号

カスコン実行業務区分 全業務

トラヒック照会業務区分 利用状況照会

トラヒックレポート業務区分 不可

オリジナルトラヒックレポート業務区分 不可

備考 ○○支店）○○担当

必ずお読みください。

●オペレータIDとパスワードは必ずメモをおとりください。パスワードは、払い出し時のみ確認できます。「オペレータID照
会」メニューなどでは、確認できません。

！ ご注意
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＜オペレータ情報＞に必要な項目を入
力します。

「アクセス種別」から「インターネット経
由のみ」を選択します。

「ダイヤルアップのみ」「両方可
能」を選択の場合は、＜発ID情報＞にダ
イヤルアップ番号を設定してください。
ダイヤルアップ番号は「050」で始まる
IP電話など、フリーダイヤルに電話をか
けられない番号は設定できません。

2

必ずお読みください。

●「トラヒックレポート業務区分」から「レポート照会」または「レポート管理」を選択した場合、〈操作対象情報〉で操作番号
をACDグループIDまたは着信番号に設定していても、サービス番号単位のトラヒックレポートを作成・変更・取得できま
す。「オリジナルトラヒックレポート業務区分」から「可」を選択した場合も同様です。操作対象をACDグループIDまたは
着信番号に設定した場合、「トラヒックレポート業務区分」および「オリジナルトラヒックレポート業務区分」は「不可」を選択
することをお奨めします。
●子オペレータIDの照会または変更時にIDが特定できるように、「備考」に「端末使用者名」などを入力してください。
　（子オペレータID検索時には、端末使用者所属名および端末使用者名は照会できません）

！ ご注意

＜端末使用者情報＞に必要な項目を入
力します。

「端末使用者所属名」に「○○支店」と入
力します。「端末使用者名」に「○○担当」
と入力します。「端末使用者連絡先番号」
に「06XXXXXXX1」と入力します。「操
作区分」から「カスコン＋トラヒック」を選
択します。「操作対象」から「着信番号」を
選択します。「カスコン実行業務区分」か
ら「全業務」を選択します。「トラヒック照
会業務区分」から「利用状況照会」を選択
します。「トラヒックレポート業務区分」か
ら「不可」を選択します。「オリジナルトラ
ヒックレポート業務区分」から「不可」ラジオ
ボタンを選択します。「備考」に「○○支
店）○○担当」と入力します。

＜操作対象情報＞に必要な項目を入力
します。

「サービス番号」に「0120XXXXXX」、
「操作番号」に「03XXXXXXX1」と入力
します。

参考 サービス番号を複数設定すること
もできます。ただし、親オペレータIDで操
作可能なサービス番号に限ります。操作
番号は、ACDグループIDと着信番号を同
時に設定することはできません。

➡「正常に終了しました。」メッセージ
が表示され、子オペレータIDが登録さ
れます。

3

4

参考

5
「保存」ボタンをクリックします。

●「キーワード」と「Ｅ－ｍａｉｌアドレス」を 入力すると、カスタマ便利な
使い方 コントロールからロック解除およびパスワードの初期化ができます。

カスタマコントロールからのロック解除およびパスワード初期化方法
についてはＰ２８０「カスタマコントロールからロックアウトを解除
する」を参照してください
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◆次の変更例で、子オペレータIDを変更・廃止する方法について説明します。

子オペレータID「XXXXXXXXX1」の操作権限を次のように変更します。変更例

「検索」ボタンをクリックします。

➡画面下に＜照会結果＞が表示されま
す。

該当の「詳細」ボタンをクリックします。

➡選択した子オペレータIDの設定情報
が表示されます。

50件以上の場合は、「次検索」 
ボタンをクリックしてください。

子オペレータIDを変更・廃止する1 -2

99.オペレータＩＤ 02.オペレータＩＤ変更

カスコン業務メニュー 01.オペレータＩＤ
画面を表示するには

1

2

操作区分 カスコン ▶ カスコン+トラヒック

カスコン実行業務区分 照会のみ ▶ 全業務

トラヒック照会業務区分 不可 ▶ 利用状況照会

操作番号 03XXXXXXX1 ▶ 03XXXXXXX1
03XXXXXXX2

参考

●「操作対象」「オペレータID状態」「サービス番号」「操作対象番号」を 
入力すると、該当の子オペレータIDのみ表示されます。

便利な
使い方
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必ずお読みください。

●「トラヒックレポート業務区分」から「レポート照会」または「レポート管理」を選択した場合、〈操作対象情報〉で操作番号
をACDグループIDまたは着信番号に設定していても、サービス番号単位のトラヒックレポートを作成・変更・取得できま
す。「オリジナルトラヒックレポート業務区分」から「可」を選択した場合も同様です。操作対象をACDグループIDまたは
着信番号に設定した場合、「トラヒックレポート業務区分」および「オリジナルトラヒックレポート業務区分」は「不可」を選択
することをお奨めします。
●子オペレータIDの照会または変更時にIDが特定できるように、「備考」に「端末使用者名」などを入力してください。
　（子オペレータID検索時には、端末使用者所属名および端末使用者名は照会できません）

！ ご注意

＜端末使用者情報＞に必要な項目を入
力します。

「操作区分」から｢カスコン+トラヒック」
を選択します。「カスコン実行業務区分」
から「全業務」を選択します。「トラヒック
照会業務区分」から「利用状況照会」を
選択します。

＜操作対象情報＞に必要な項目を入力
します。
項番2のサービス番号に「0120XX 
XXXX」、操作番号に「03XXXXXX 
X2」と入力します。

子オペレータIDを変更する場合

3

4

➡「正常に終了しました。」メッセージが表
示され、子オペレータIDの設定情報が
更新されます。

〈オペレータ情報〉の「アクセス種
別」から「ダイヤルアップのみ」「両方可
能」を選択の場合は、＜発ID情報＞にダ
イヤルアップ番号を設定してください。
ダイヤルアップ番号は「050」で始まる
IP電話など、フリーダイヤルに電話をか
けられない番号は設定できません。

サービス番号を複数設定すること
もできます。ただし、親オペレータIDで操
作可能なサービス番号に限ります。操作
番号は、ACDグループIDと着信番号を同
時に設定することはできません。

参考

参考

5
「保存」ボタンをクリックします。

●「キーワード」と「Ｅ－ｍａｉｌアドレス」を 入力すると、カスタマ便利な
使い方 コントロールからロック解除およびパスワードの初期化ができます。

カスタマコントロールからのロック解除およびパスワード初期化方法
についてはＰ２８０「カスタマコントロールからロックアウトを解除
する」を参照してください
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必ずお読みください。

●利用していない子オペレータIDはセキュリティ確保のため、廃止してください。

！ ご注意

「廃止」チェックボックスにチェックをつ
けます。

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、子オペレータIDが廃止され
ます。

子オペレータIDを廃止する場合

6

「オペレータID状態」から「未使用」を
選択し、「検索」ボタンをクリックします。

該当の「詳細」ボタンをクリックします。

「オペレータID状態」を「使用中」に変更
し、〈端末使用者情報〉の変更および〈操
作対象情報〉に新たに番号を設定するこ
とで、子オペレータIDを再利用できます。

1

2

子オペレータIDの有効利用

サービス番号や着信番号の廃止により、利用できなくなった子オペレータIDを再利用できます。

7
「保存」ボタンをクリックします。
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◆次の照会例で、子オペレータIDの設定内容を照会する方法について説明します。

子オペレータID「XXXXXXXXX1」の設定内容を照会します。照会例

「検索」ボタンをクリックします。

➡画面下に＜照会結果＞が表示されま
す。

該当の「詳細」ボタンをクリックします。

➡選択した子オペレータIDの設定情報
が表示されます。

50件以上の場合は、「次検索」 
ボタンをクリックしてください。

必要な項目を確認します。

子オペレータIDを照会する1 -3

99.オペレータＩＤ 01.オペレータＩＤ照会

カスコン業務メニュー 01.オペレータＩＤ
画面を表示するには

1

2

3

●「操作対象」「オペレータID状態」「サービス番号」「操作対象番号」を 
入力すると、該当の子オペレータIDのみ表示されます。

便利な
使い方

参考
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◆次の変更例で、子オペレータIDのパスワードの変更・認証ロックアウトを解除する方法について説明します。

子オペレータID「XXXXXXXXX1」のパスワード変更および認証ロックアウトを解除します。変更例

「検索」ボタンをクリックします。

➡画面下に＜照会結果＞が表示されま
す。

子オペレータIDのパスワード変更・認証ロックアウトを解除する1 -4

99.オペレータＩＤ 03.オペレータＩＤ変更

カスコン業務メニュー 01.オペレータＩＤ
画面を表示するには

1

●「操作対象」「オペレータID状態」「サービス番号」「操作対象番号」を 
入力すると、該当の子オペレータIDのみ表示されます。

便利な
使い方

該当の「詳細」ボタンをクリックします。

➡選択した子オペレータIDの設定情報
が表示されます。

50件以上の場合は、「次検索」 
ボタンをクリックしてください。

2

参考

ワード」を入力します。

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、子オペレータIDのパスワー
ドが更新されます。

パスワードを変更する場合

3
「パスワード」に新しく設定する「パス

4
「保存」ボタンをクリックします。

参考 パスワードは、半角の英数・大小文
字を混在して8文字以上20文字以内で
設定してください。ただし、現在のパスワー
ドを含み、直近4回までに利用したパス
ワードは設定できません。

必ずお読みください。
●ダイヤルアップ接続の場合は、パスワードを変更時に、必ずダイヤルアップ接続の設定ウィザードのパスワードも変更し
てください。

！ ご注意
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「認証ロックアウトフラグ」から「接続可
能」ラジオボタンを選択します。

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、子オペレータIDの認証ロッ
クアウトが解除されます。

認証ロックアウトを解除する場合

5

必ずお読みください。
●親オペレータIDのロックアウト解除は、下記にご連絡ください。

！ ご注意

➡入力したメールアドレスに「仮パスワー
ド発行のお知らせ」が送信されます。

カスタマコントロールからロックアウトを解除する

6
「保存」ボタンをクリックします。

7
カスタマコントロールのログイン画面か
ら「ロックアウトの解除・パスワードを
忘れた方はこちら」のリンクをクリック
します。

8

➡「パスワードリセット画面」が表示さ
　れます。

「オペレータＩＤ」、「キーワード」
「メールアドレス」を入力します。
（画面A ）

「送信」ボタンをクリックします。（画面B）

 参考 「オペレータＩＤ」、「キーワード」、
「メールアドレス」がオペレータＩＤに
登録された情報と合致しないと、「仮パ
スワード発行のお知らせ」は送信され
ません。オペレータＩＤ情報の照会につ
いてはＰ２７９「子オペレータＩＤを照
会する」を参照してください。

 参考 カスタマコントロールからロック
アウトを解除するには、事前にオペレ 
ータＩＤへ「キーワード」と「メールア
ドレス」を登録する必要があります。
オペレータＩＤ情報の登録については
Ｐ２７４「子オペレータＩＤを登録する」
を参照してください。

「パスワード変更画面」で必要な項目を
入力し、パスワードの初期化を行います。
「変更前パスワード」に「仮パスワード」
を入力します。
「変更後のパスワード」および「変更後の
パスワード確認」に「新しいパスワード」
を入力します。
パスワードの変更についてはＰ１９「パス
ワード変更」を参照してください。

10

9

NTTコミュニケーションズ（株）　故障受付担当　０５７０-０６４０２０（24時間受付）

●A
●B
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トラヒック照会
（利用状況照会）
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トラヒック照会では、フリーダイヤルやナビダイヤルのコール状況を照会できます。また、照会結果をCSVファイル
でダウンロードすることも可能です。

トラヒック照会単位は、下記のとおりです。照会結果は、簡易と詳細が選択できます。

照会単位

①【サービス番号別トラヒック照会】　サービス番号ごとにコールの状況を照会できます。

③【サービス番号別着信電話番号別トラヒック照会】　着信電話番号ごとにコールの状況を照会できます。

④【着信電話番号（CN）別トラヒック照会】　共通回線（CN）ごとにコールの状況を照会できます。

②【サービス番号別着信ACDグループ別トラヒック照会】　ACDグループごとにコールの状況を照会できます。

照会内容
（表示区分）

サ
ー
ビ
ス
番
号

照
会
種
別

照
会
期
間

照
会
件
数

照
会
区
間

総
呼
数

完
了
呼
数

待
合
後
完
了
呼

接
続
完
了
率

不
完
了
呼

時
間
外
呼

話
中
遭
遇
呼 

※１

F
Ｄ
／
Ｎ
Ｄ
話
中

着
Ｌ
Ｓ
話
中

途
中
放
棄 
※２

呼
中
放
棄

無
応
答
遭
遇
呼

案
内
中
放
棄

接
続
拒
否
呼

地
域
外
呼

限
度
超
過 

※4 

※5

迷
惑
拒
否
※5

待
中
放
棄
※5

待
時
超
過
※5

待
数
超
過
※5

待
リ
ト
ラ
イ
オ
ー
バ
ー
※5

メ
ッ
セ
ー
ジ
蓄
積
呼
数 

※5

そ
の
他

平
均
通
話
時
間

待
後
完
了
平
均
待
合
時
間

待
中
放
棄
平
均
待
合
時
間

簡易 ● ※6 ※6 ※6 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

詳細 ● ※6 ※6 ※6 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

照会内容
（表示区分）

サ
ー
ビ
ス
番
号

照
会
種
別

照
会
期
間

照
会
件
数

照
会
区
間

Ａ
Ｃ
Ｄ
グ
ル
ー
プ
番
号

着
信
電
話
番
号

総
呼
数

完
了
呼
数

待
合
後
完
了
呼

接
続
完
了
率

不
完
了
呼

時
間
外
呼

話
中
遭
遇
呼 

※１

F
Ｄ
／
Ｎ
Ｄ
話
中

着
Ｌ
Ｓ
話
中

途
中
放
棄 

※２

呼
中
放
棄

無
応
答
遭
遇
呼

案
内
中
放
棄

接
続
拒
否
呼

地
域
外
呼

限
度
超
過 

※4 

※5

迷
惑
拒
否
※5

待
中
放
棄
※5

待
時
超
過
※5

待
数
超
過
※5

待
リ
ト
ラ
イ
オ
ー
バ
ー

※5

メ
ッ
セ
ー
ジ
蓄
積
呼
数 

※５

そ
の
他

平
均
通
話
時
間

待
後
完
了
平
均
待
合
時
間

待
中
放
棄
平
均
待
合
時
間

簡易 ● ※6 ※6 ※6 ● ● ※3 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

詳細 ● ※6 ※6 ※6 ● ● ※3 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

照会内容
（表示区分）

サ
ー
ビ
ス
番
号

照
会
種
別

照
会
期
間

照
会
件
数

照
会
区
間

着
信
電
話
番
号

総
呼
数

完
了
呼
数

待
合
後
完
了
呼

接
続
完
了
率

不
完
了
呼

時
間
外
呼

話
中
遭
遇
呼 

※１

F
Ｄ
／
Ｎ
Ｄ
話
中

着
Ｌ
Ｓ
話
中

途
中
放
棄 

※２

呼
中
放
棄

無
応
答
遭
遇
呼

案
内
中
放
棄

接
続
拒
否
呼

地
域
外
呼

限
度
超
過 

※4 

※5

迷
惑
拒
否 

※4 

※5

待
中
放
棄 

※4 

※5

待
時
超
過 

※4 

※5

待
数
超
過 

※4 

※5

待
リ
ト
ラ
イ
オ
ー
バ
ー 

※4 

※5

メ
ッ
セ
ー
ジ
蓄
積
呼
数 

※５

そ
の
他

平
均
通
話
時
間

待
後
完
了
平
均
待
合
時
間 

※4

待
中
放
棄
平
均
待
合
時
間 

※4

簡易 ● ※6 ※6 ※6 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

詳細 ● ※6 ※6 ※6 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

照会内容
（表示区分）

照
会
種
別

照
会
期
間

照
会
件
数

照
会
区
間

着
信
電
話
番
号

サ
ー
ビ
ス
番
号

総
呼
数

完
了
呼
数

待
合
後
完
了
呼

接
続
完
了
率

不
完
了
呼

時
間
外
呼

話
中
遭
遇
呼 

※１

F
Ｄ
／
Ｎ
Ｄ
話
中

着
Ｌ
Ｓ
話
中

途
中
放
棄 

※２

呼
中
放
棄

無
応
答
遭
遇
呼

案
内
中
放
棄

接
続
拒
否
呼

地
域
外
呼

限
度
超
過 

※5

迷
惑
拒
否 

※5

待
中
放
棄 

※5

待
時
超
過 

※5

待
数
超
過 

※5

待
リ
ト
ラ
イ
オ
ー
バ
ー 

※5

メ
ッ
セ
ー
ジ
蓄
積
呼
数 

※５

そ
の
他

平
均
通
話
時
間

待
後
完
了
平
均
待
合
時
間

待
中
放
棄
平
均
待
合
時
間

簡易 ※6 ※6 ※6 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

詳細 ※6 ※6 ※6 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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1

⑤【サービス番号別発信地域別トラヒック照会】　発信地域ごとにコールの状況を照会できます。

⑥【サービス番号別発信端末別トラヒック照会】　発信端末ごとにコールの状況を照会できます。

照会内容
（表示区分）

サ
ー
ビ
ス
番
号

照
会
種
別

照
会
期
間

照
会
件
数

照
会
区
間

都
道
府
県
名

詳
細
地
域
名

Ｃ
Ａ
コ
ー
ド

着
信
電
話
番
号

総
呼
数

完
了
呼
数

待
合
後
完
了
呼

接
続
完
了
率

不
完
了
呼

時
間
外
呼

話
中
遭
遇
呼 

※１

F
Ｄ
／
Ｎ
Ｄ
話
中

着
Ｌ
Ｓ
話
中

途
中
放
棄 

※２

呼
中
放
棄

無
応
答
遭
遇
呼

案
内
中
放
棄

接
続
拒
否
呼

地
域
外
呼

限
度
超
過 

※4 

※5

迷
惑
拒
否
※5

待
中
放
棄
※5

待
時
超
過
※5

待
数
超
過
※5

待
リ
ト
ラ
イ
オ
ー
バ
ー
※5

メ
ッ
セ
ー
ジ
蓄
積
呼
数 

※５

そ
の
他

平
均
通
話
時
間

待
後
完
了
平
均
待
合
時
間

待
中
放
棄
平
均
待
合
時
間

簡易 ● ※6 ※6 ※6 ● ● ※3 ※3 ※3 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

詳細 ● ※6 ※6 ※6 ● ● ※3 ※3 ※3 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

照会内容
（表示区分）

サ
ー
ビ
ス
番
号

照
会
種
別

照
会
期
間

照
会
件
数

照
会
区
間

端
末
種
別

都
道
府
県
名

詳
細
地
域
名

Ｃ
Ａ
コ
ー
ド

着
信
電
話
番
号

総
呼
数

完
了
呼
数

待
合
後
完
了
呼

接
続
完
了
率

不
完
了
呼

接
続
拒
否
呼

地
域
外
呼

限
度
超
過 

※4 

※5

迷
惑
拒
否
※5

待
中
放
棄
※5

待
時
超
過
※5

待
数
超
過
※5

待
リ
ト
ラ
イ
オ
ー
バ
ー
※5

メ
ッ
セ
ー
ジ
蓄
積
呼
数 

※５

そ
の
他

平
均
通
話
時
間

待
後
完
了
平
均
待
合
時
間

待
中
放
棄
平
均
待
合
時
間

簡易 ● ※6 ※6 ※6 ● ● ※3 ※3 ※3 ※3 ● ● ● ● ● ● ● ●

詳細 ● ※6 ※6 ※6 ● ● ※3 ※3 ※3 ※3 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

⑧【サービス番号別入力指示ルーティング別トラヒック照会】　入力指示ルーティングの入力結果を照会できます。

⑨【サービス番号別音声認識プロンプト別トラヒック照会 】　音声認識プロンプトルーティングの認識結果を照会できます。

照会内容
（表示区分）

サ
ー
ビ
ス
番
号

照
会
種
別

照
会
期
間

照
会
件
数

照
会
区
間

入
力
指
示
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
Ｉ
Ｄ

Ｐ
Ｂ
入
力
値

Ｐ
Ｂ
入
力
数
／
入
力
失
敗
数

● ※6 ※6 ※6 ● ● ● ●

照会内容
（表示区分）

サ
ー
ビ
ス
番
号

照
会
種
別

照
会
期
間

照
会
件
数

照
会
区
間

音
声
認
識
プ
ロ
ン
プ
ト

商
品
名

認
証
件
数
／
認
証
失
敗
数

● ※6 ※6 ※6 ● ● ● ●

※1　全ての話中遭遇呼［FD/ND話中・着LS話中の合計］です。
※2　全ての途中放棄［呼中放棄・無応答遭遇呼・案内中放棄の合計］です。
※3　照会時に指定した場合、表示されます。
※4　フリーダイヤルまたはフリーダイヤル・インテリジェントサービスのみ、表示されます。
※5　簡易の場合は、その他の項目に合算されます。
※6　画面のみ表示されます。（CSVファイルでは表示されません）

⑦【一括要求】　①〜⑥のトラヒック照会を一括取得できます。
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照会種別

CSVファイルのダウンロードについて

照会結果表示方法

照会種別 照会可能期間 データ集計範囲

月別 照会日から6カ月前までの期間 当日データは集計されません。前日までのデータが集計されます。

日別 照会日から90日前までの期間 当日データは、約2時間前までのデータが集計されます。

時間別 照会日から90日前までの期間 当日データは、約10分前までのデータが集計されます。

10分別 照会日から30日前までの期間 当日データは、約1分前までのデータが集計されます。

画面 画面に表形式で表示します。

画面＋CSV 画面に表形式で表示し、CSVファイル（圧縮ファイル）でダウンロードできます。

CSV CSVファイル（圧縮ファイル）でダウンロードできます。

グラフ 画面にグラフで表示します。

◦ CSVファイルは、ZIPファイル形式で圧縮されています。解凍ソフトが必要な場合があります。
◦ CSVファイルのダウンロードは、作成日を含む2日間になります。
◦ ダウンロード方法については、P３０３を参照してください。
◦ CSVファイルは、オペレータIDごとに50件まで作成できます。50件を超えた場合は、ファイルを削除す

ることで、新たに作成することができます。
◦ 照会中に下記のエラーが表示された場合は、データ容量オーバーになっております。照会期間の範囲を縮め

るなど設定変更し、再度照会してください。 

必ずお読みください。

●トラヒック照会の権限のないオペレータIDは利用できません。

！ ご注意

TREJ000084
照会件数が200万件を超えていますのでCSV出力できません。



287

4章

ト
ラ
ヒ
ッ
ク
メ
ニ
ュ
ー
編

ト
ラ
ヒ
ッ
ク
照
会（
利
用
状
況
照
会
）

1

照会項目
項目 内容

サービス番号 フリーダイヤル番号／ナビダイヤル番号
照会種別 月別／日別／時間別／10分別
照会期間 照会開始年月日時分～照会終了年月日時分
照会件数 照会件数
照会区間 照会年月日時分
ACD グループ番号 ACD グループ番号

端末種別

NTT 呼 NTT東日本／NTT西日本回線・NTT コミュニケーションズ回線・ピンク電話からのコール数
公衆呼 公衆電話からのコール数
移動体呼 自動車・携帯電話からのコール数
PHS 呼 PHS からのコール数
衛星呼 衛星電話からのコール数
NCC 呼 他社回線などからのコール数
050VoIP 未提供

発信地域
都道府県名 都道府県名
詳細地域名 詳細地域名
CA コード CA コード

着信電話番号 着信電話番号
総呼数 かかってきたコール数
完了呼数 つながったコール数

待合後完了呼 「話中時待ち合わせ」サービスで待ち合わせ後の完了コール数

接続完了率 完了呼数（つながったコール数）÷総呼数（かかってきたコール数）（小数点1位表示）
不完了呼 つながらなかったコール数

時間外呼 時間外案内ガイダンスに接続したコール数

話中
遭遇呼

計 話中により接続できなかったコール数の合計（FD／ND 話中＋着LS話中）
FD／ND話中 フリーダイヤル／ナビダイヤル話中により接続されなかったコール数
着LS話中 契約回線内の着信ではあるが、着信電話番号での発信・着信などによって話中となったコール数

途中
放棄

計 接続前に放棄されたコール数の合計（呼中放棄＋無応答遭遇呼＋案内中放棄）
呼中放棄 着信側呼び出し音中に発信側が切断したコール数

無応答遭遇呼 着信者が応答せず、無応答時ガイダンスが送出され接続されなかったコール数
（インテリジェントサービスのみ提供）

案内中放棄 ガイダンス案内中に発信側が切断したコール数
接続拒否呼 許容していない端末種別からのコール数
地域外呼 指定した発信地域以外からのコール数
限度超過 「通話量設定」で設定した限度コール数以上により接続されなかったコール数（フリーダイヤルのみ提供）

迷惑拒否 「迷惑電話おことわり」サービスにより接続を拒否したコール数

待中放棄 「話中時待ち合わせ」サービスで待ち合わせ中に発信側が切断したコール数

待時超過 「話中時待ち合わせ」サービスで待ち合わせ設定時間を越えて切断されたコール数

待数超過 「話中時待ち合わせ」サービスで待ち合わせ設定数を超過したコール数

待リトライオーバー 「話中時待ち合わせ」サービスで待ち合わせ後、コール接続時にLS話中に3回以上遭遇し切断されたコール数
（インテリジェントサービスのみ提供）

メッセージ蓄積呼数 メッセージ蓄積に接続したコール数（インテリジェントサービスのみ提供）
その他 その他（上記以外の要因でつながらなかったコール数）

平均通話時間 平均通話時間

待後完了平均待合時間 「話中待ち合わせ」サービスで待ち合わせ後、接続するまでの平均待ち合わせ時間

待中放棄平均待合時間 「話中待ち合わせ」サービスで待ち合わせ中に発信者が切断した平均待ち合わせ時間

入力指示ルーティングＩＤ 入力指示ルーティングID（インテリジェントサービスのみ提供）
ＰＢ入力値 入力指示ルーティングの入力結果（インテリジェントサービスのみ提供）
ＰＢ入力数／入力失敗数 入力指示ルーティングの入力結果の入力数（インテリジェントサービスのみ提供）
音声認識プロンプト 音声認識プロンプトルーティングID（インテリジェントサービスのみ提供）
商品名 音声認識プロンプトルーティングの音声認識結果（インテリジェントサービスのみ提供）
認証件数／認証失敗数 音声認識プロンプトルーティングの音声認識数（インテリジェントサービスのみ提供）

※ACDグループおよび着信電話番号を全指定で照会した際に、「OTHER」という番号項目が表示される場合があります。「OTHER」はACD
グループおよび着信電話番号が決定されていないコールが計上されます。（例：入力指示ルーティングのガイダンス中に発信者が電話を切
断した場合など）
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◆次の照会例で、サービス番号ごとにコールの状況を照会する方法について説明します。

「サービス番号」に「0120XXXXXX」と
入力します。

「照会種別」から「日別」ラジオボタンを
選択します。

「開始日付」に「２０１６０２０１」、「終了日
付」に「２０１６０２２９」と入力します。

「照会結果表示」から「画面表示＋CSV」
ラジオボタンを選択します。

「表示区分」から「簡易」ラジオボタンを
選択します。

サービス番号別トラヒックを照会する1 -1

■サービス番号：0120XXXXXX ■照会種別：日別　　　■照会期間：２０１６年２月１日〜２０１６年２月２９日
■照会結果表示：画面表示＋CSV ■表示区分：簡易照会例

1

01. 利用状況照会 1.サービス番号別トラヒック照会

TRシステムメニュー 01. 利用状況照会
画面を表示するには

「照会」ボタンをクリックします。

➡照会結果が表示されます。

2

●終了日付を入力せずに「照会」ボタンをクリックすると、開始日付に入力
した月または日時が照会できます。

便利な
使い方

必ずお読みください。

●照会種別が「時間別｣の場合、終了日付は、照会したい時刻の1時間前を設定します。例えば、午前9時〜午後6時を照
会したい場合は、「開始日付｣に「YYYYMMDD09」、「終了日付」に「YYYYMMDD17」と設定します。この場合、午
前9時00分00秒から午後5時59分59秒までが照会されます。「10分別」を選択した場合も同様です。

！ ご注意

開始日付と終了日付は、照会可能番号を
確認し、P３０３『CSVファイルをダウ
ンロード・削除する』でダウンロードし
てください。「画面表示+CSV」は、「ダウ
ンロード」ボタンからダウンロードするこ
ともできます。ダウンロード可能期間
は、作成日を含む2日間です。

参考 開始日付と終了日付は、照会可能
期間より過去の期間を指定できません。
参考 照会可能期間は、照会種別を選
択すると自動的に変更されます。

3
必要な項目を確認します。

参考 各項目の内容については、P２８７
を参照してください。
参考 画面に表示できる最大件数は、 
300件です。300件以上の場合は、 
CSVファイルで取得してください。
参考 照会結果表示から「画面表示+CSV」

または「CSV」を選択した場合は、受付
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◆次の照会例で、ACDグループごとにコールの状況を照会する方法について説明します。

「サービス番号」に「0120XXXXXX」と
入力します。

「ACDグループ番号」から「一覧指定」ラ
ジオボタンを選択し、「一覧表示」ボタン
をクリックします。（画面A）

サービス番号別着信ACDグループ別トラヒックを照会する1 -2

■照会種別：時間別　■照会期間：２０１６年２月１日９：００～１８：００　■照会結果表示：画面表示＋CSV　■表示区分：簡易

1

01. 利用状況照会 2.サービス番号別着信ＡＣＤグループ別トラヒック照会

TRシステムメニュー 01. 利用状況照会
画面を表示するには

「ACDグループ番号一覧」から「000 
1」のチェックボックスにチェックをつけ

「設定」ボタンをクリックします。
（画面B）

ACDグループ番号または着信電
話番号を「一覧指定」から選択する場合、
20個まで指定できます。また、「一覧表
示」で1画面に表示する番号は20個で
す。20個以上の場合は、「次頁｣ボタンを
クリックしてください。

2

参考

●B

●A

照会例 ■サービス番号：０１２０XXXXXX　　　■ACDグループ番号：０００１　　　■着信電話番号：指定なし



4章

ト
ラ
ヒ
ッ
ク
メ
ニ
ュ
ー
編

ト
ラ
ヒ
ッ
ク
照
会
サ
ー
ビ
ス
番
号
別
着
信
Ａ
Ｃ
Ｄ
グ
ル
ー
プ
別
ト
ラ
ヒ
ッ
ク
を
照
会
す
る

1
︲
2

290

ロードしてください。「画面表示+CSV」
は、「ダウンロード」ボタンからダウンロー
ドすることもできます。ダウンロード可能
期間は、作成日を含む2日間です。

必ずお読みください。

●照会種別が「時間別｣の場合、終了日付は、照会したい時刻の1時間前を設定します。例えば、午前9時〜午後6時を照
会したい場合は、「開始日付｣に「YYYYMMDD09」、「終了日付」に「YYYYMMDD17」と設定します。この場合、午
前9時00分00秒から午後5時59分59秒までが照会されます。「10分別」を選択した場合も同様です。

！ ご注意

「着信電話番号」から「指定なし」ラジオ
ボタンを選択します。

「照会種別」から「時間別」ラジオボタン
を選択します。

「開始日付」に「２０１６０２０１０９」、「終
了日付」に「２０１６０２０１１７」と入力し
ます。

「照会結果表示」から「画面表示＋CSV」
ラジオボタンを選択します。

「表示区分」から「簡易」ラジオボタンを
選択します。

「照会」ボタンをクリックします。

➡照会結果が表示されます。

開始日付と終了日付は、照会可能
期間より過去の期間を指定できません。

照会可能期間は、照会種別を選
択すると自動的に変更されます。

ACDグループ番号または着信電

3

参考

参考

参考

●終了日付を入力せずに「照会」ボタンをクリックすると、開始日付に入力
した月または日時が照会できます。

便利な
使い方

4

話番号は「全指定」を選択した場合、コー
ルのない番号は、表示されません。

5
必要な項目を確認します。

参考 各項目の内容については、P２８７
を参照してください。
参考 画面に表示できる最大件数は、 
300件です。300件以上の場合は、 
CSVファイルで取得してください。
参考 照会結果表示から「画面表示
+CSV」または「CSV」を選択した場合
は、受付番号を確認し、P３０３『CSVファ
イルをダウンロード・削除する』でダウン
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「着信電話番号一覧」から「03XXXX 
XXX1」のチェックボックスにチェックを
つけ「設定」ボタンをクリックします。

（画面B）

着信電話番号を「一覧指定」から
選択する場合、20個まで指定できます。
また、「一覧表示」で1画面に表示する番
号は20個です。20個以上の場合は、

「次頁｣ボタンをクリックしてください。

2

参考

◆次の照会例で、着信電話番号ごとにコールの状況を照会する方法について説明します。

サービス番号別着信電話番号別トラヒックを照会する1 -3

■照会期間：２０１６年２月1日〜201６年２月２９日　　　■照会結果表示：画面表示＋CSV ■表示区分：簡易

01. 利用状況照会 3.サービス番号別着信電話番号別トラヒック照会

TRシステムメニュー 01. 利用状況照会
画面を表示するには

●A

●終了日付を入力せずに「照会」ボタンをクリックすると、開始日付に入力
した月または日時が照会できます。

便利な
使い方

「サービス番号」に「0120XXXXXX」と
入力します。

「着信電話番号」から「一覧指定」ラジオ
ボタンを選択し、「一覧表示」ボタンをク
リックします。（画面A）

1

「照会種別」から「日別」ラジオボタンを
選択します。

「開始日付」に「２０１６０２０１」、「終了日
付」に「２０１６０２２９」と入力します。

「照会結果表示」から「画面表示＋CSV」
ラジオボタンを選択します。

「表示区分」から「簡易」ラジオボタンを
選択します。

「照会」ボタンをクリックします。

➡照会結果が表示されます。

開始日付と終了日付は、照会可能
期間より過去の期間を指定できません。

照会可能期間は、照会種別を選
択すると自動的に変更されます。

着信電話番号は「全指定」を選択
した場合、コールのない番号は、表示さ
れません。

3

参考

参考

参考

●B

4

照会例 ■サービス番号：0120XXXXXX　　　■着信電話番号：03XXXXXXX1　　　■照会種別：日別
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必ずお読みください。

●照会種別が「時間別｣の場合、終了日付は、照会したい時刻の1時間前を設定します。例えば、午前9時〜午後6時を照
会したい場合は、「開始日付｣に「YYYYMMDD09」、「終了日付」に「YYYYMMDD17」と設定します。この場合、午
前9時00分00秒から午後5時59分59秒までが照会されます。「10分別」を選択した場合も同様です。

！ ご注意

期間は、作成日を含む2日間です。

5
必要な項目を確認します。

参考 各項目の内容については、P２８７
を参照してください。
参考 画面に表示できる最大件数は、 
300件です。300件以上の場合は、 
CSVファイルで取得してください。

参考 照会結果表示から「画面表示
+CSV」または「CSV」を選択した場合
は、受付番号を確認し、P３０３『CSVファ
イルをダウンロード・削除する』でダウン
ロードしてください。「画面表示+CSV」
は、「ダウンロード」ボタンからダウンロー
ドすることもできます。ダウンロード可能
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◆次の照会例で、共通回線（CN）ごとにコールの状況を照会する方法について説明します。

着信電話番号（CN）別トラヒックを照会する1 -4

■着信電話番号：03XXXXXXX1　　　■サービス番号：全指定

01. 利用状況照会 4.着信電話番号（ＣＮ）別トラヒック照会

TRシステムメニュー 01. 利用状況照会
画面を表示するには

●A

「着信電話番号」から「一覧指定」ラジオ
ボタンを選択し、「一覧表示」ボタンをク
リックします。（画面A）

1

●B

「着信電話番号一覧」から「03XXXX 
XXX1」のチェックボックスにチェックを
つけ「設定」ボタンをクリックします。

（画面B）

着信電話番号またはサービス番
号を「一覧指定」から選択する場合、20
個まで指定できます。また、「一覧表示」
で1画面に表示する番号は20個です。
20個以上の場合は、「次頁｣ボタンをク
リックしてください。

2

参考

照会例 　■照会種別：時間別　　　■照会期間：２０１６年２月１日9：00〜18：00　　　■照会結果表示：画面 ■表示区分：簡易
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必要な項目を確認します。

画面に表示できる最大件数は、
300件です。300件以上の場合は、
CSVファイルで取得してください。

5

参考

参考 照会結果表示から「CSV」を選択
した場合は、受付番号を確認し、P３０３
『CSVファイルをダウンロード・削除す
る』でダウンロードしてください。ダウン
ロード可能期間は、作成日を含む2日間
です。

必ずお読みください。

●共通回線（CN）によっては、照会に時間がかかる場合があります。
●照会種別が「時間別｣の場合、終了日付は、照会したい時刻の1時間前を設定します。例えば、午前9時〜午後6時を照
会したい場合は、「開始日付｣に「YYYYMMDD09」、「終了日付」に「YYYYMMDD17」と設定します。この場合、午
前9時00分00秒から午後5時59分59秒までが照会されます。「10分別」を選択した場合も同様です。
●照会結果のサービス番号は、オペレータIDの操作対象サービス番号のみ表示されます。

！ ご注意

●終了日付を入力せずに「照会」ボタンをクリックすると、開始日付に入力
した月または日時が照会できます。

便利な
使い方

「サービス番号」から「全指定」ラジオボ
タンを選択します。

「照会種別」から「時間別」ラジオボタン
を選択します。

「開始日付」に「２０１６０２０１０９」、「終
了日付」に「２０１６０２０１１７」と入力し
ます。

「照会結果表示」から「画面」ラジオボタ
ンを選択します。

「表示区分」から「簡易」ラジオボタンを
選択します。

「照会」ボタンをクリックします。

➡照会結果が表示されます。

開始日付と終了日付は、照会可能
期間より過去の期間を指定できません。

照会可能期間は、照会種別を選
択すると自動的に変更されます。

3

参考

参考

4

参考 各項目の内容については、P２
８７を参照してください。
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◆次の照会例で、発信地域ごとにコールの状況を照会する方法について説明します。

サービス番号別発信地域別トラヒックを照会する1 -5

■サービス番号：0120XXXXXX　　　■発信地域：東京都　　　■着信電話番号：指定なし ■照会種別：月別

01. 利用状況照会 5.サービス番号別発信地域別トラヒック照会

TRシステムメニュー 01. 利用状況照会
画面を表示するには

●B

●D

●E

●C

「サービス番号」に「0120XXXXXX」と
入力します。

「発信地域」の「指定」ボタンをクリックし
ます。（画面A）

1
●A

「発信地域詳細設定」の「東京都」の
チェックボックスにチェックをつけます。

（画面B）
「セット」ボタンをクリックします。
（画面C）

➡「都道府県/詳細地域　選択済」に「東
京都」が表示されます。

「設定」ボタンをクリックします。
（画面D）

参考 発信地域は、「都道府県別」「詳細
地域別」「CAコード別」「ＣＡ区分別集
計」から選択できます。（画面E）
参考 発信地域の選択は50個までで
す。

2

照会例 　■照会期間：２０１５年１０月〜２０１６年２月　　　■照会結果表示：画面表示＋CSV　 ■表示区分：簡易
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期間は、作成日を含む2日間です。

●終了日付を入力せずに「照会」ボタンをクリックすると、開始日付に入力
した月または日時が照会できます。

便利な
使い方

「着信電話番号」から「指定なし」ラジオ
ボタンを選択ます。

「照会種別」から「月別」ラジオボタンを
選択します。

「開始日付」に「２０１５１０」、「終了日付」に
「２０１６０２」と入力します。
「照会結果表示」から「画面表示＋CSV」
ラジオボタンを選択します。

「表示区分」から「簡易」ラジオボタンを
選択します。

3

必ずお読みください。

●照会種別が「時間別｣の場合、終了日付は、照会したい時刻の1時間前を設定します。例えば、午前9時〜午後6時を照
会したい場合は、「開始日付｣に「YYYYMMDD09」、「終了日付」に「YYYYMMDD17」と設定します。この場合、午
前9時00分00秒から午後5時59分59秒までが照会されます。「10分別」を選択した場合も同様です。

！ ご注意

「照会」ボタンをクリックします。

➡照会結果が表示されます。

開始日付と終了日付は、照会可能
期間より過去の期間を指定できません。

照会可能期間は、照会種別を選
択すると自動的に変更されます。

着信電話番号を「一覧指定」から
選択する場合、20個まで指定できます。
また、「一覧表示」で1画面に表示する番
号は20個です。20個以上の場合は、

「次頁｣ボタンをクリックしてください。

4

参考

参考

参考

参考 着信電話番号は「全指定」を選択
した場合、コールのない番号は、表示さ
れません。

5
必要な項目を確認します。

参考 各項目の内容については、P２８７
を参照してください。
参考 画面に表示できる最大件数は、 
300件です。300件以上の場合は、 
CSVファイルで取得してください。
参考 照 会 結 果 表 示 か ら「 画面表示
+CSV」または「CSV」を選択した場合
は、受付番号を確認し、P３０３『CSVファ
イルをダウンロード・削除する』でダウン
ロードしてください。「画面表示+CSV」
は、「ダウンロード」ボタンからダウンロー
ドすることもできます。ダウンロード可能
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◆次の照会例で、端末種別ごとにコールの状況を照会する方法について説明します。

サービス番号別発信端末別トラヒックを照会する1 -6

■サービス番号：0120XXXXXX　　　■端末種別：移動体呼　　　■発信地域：指定なし ■着信電話番号：指定なし
■表示区分：簡易

01. 利用状況照会 6.サービス番号別発信端末別トラヒック照会

TRシステムメニュー 01. 利用状況照会
画面を表示するには

「サービス番号」に「0120XXXXXX」と
入力します。

「端末種別」から「一覧指定」ラジオボタ
ンを選択し、「一覧表示」ボタンをクリッ
クします。（画面A）

1

「端末種別」の「移動体呼」のチェック
ボックスにチェックをつけます。（画面B）

「着信電話番号」から「指定なし」ラジオ
ボタンを選択します。

「照会種別」から「月別」ラジオボタンを
選択します。

「開始日付」に「２０１５１０」、「終了日付」
に「２０１６０２」と入力します。

「照会結果表示」から「画面表示＋CSV」
ラジオボタンを選択します。

「表示区分」から「簡易」ラジオボタンを
選択します。

「照会」ボタンをクリックします。（画面C）

➡照会結果が表示されます。

開始日付と終了日付は、照会可能
期間より過去の期間を指定できません。

照会可能期間は、照会種別を選
択すると自動的に変更されます。

発信地域の指定方法は、P２９５
を参照してください。

着信電話番号を「一覧指定」から
選択する場合、20個まで指定できます。
また、「一覧表示」で1画面に表示する番
号は20個です。20個以上の場合は、

「次頁｣ボタンをクリックしてください。
着信電話番号は「全指定」を選択

した場合、コールのない番号は、表示さ
れません。

2

参考

参考

参考

参考

参考

●A

●終了日付を入力せずに「照会」ボタンをクリックすると、開始日付に入力
した月または日時が照会できます。

便利な
使い方

●B

●C

3

照会例 　■照会種別：月別　　　■照会期間：２０１５年１０月〜２０１６年２月　　■照会結果表示：画面表示＋CSV
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ロードしてください。「画面表示+CSV」
は、「ダウンロード」ボタンからダウンロー
ドすることもできます。ダウンロード可能
期間は、作成日を含む2日間です。

必ずお読みください。

●照会種別が「時間別｣の場合、終了日付は、照会したい時刻の1時間前を設定します。例えば、午前9時〜午後6時を照
会したい場合は、「開始日付｣に「YYYYMMDD09」、「終了日付」に「YYYYMMDD17」と設定します。この場合、午
前9時00分00秒から午後5時59分59秒までが照会されます。「10分別」を選択した場合も同様です。

！ ご注意

4
必要な項目を確認します。

参考 各項目の内容については、P２８７
を参照してください。
参考 画面に表示できる最大件数は、 
300件です。300件以上の場合は、 
CSVファイルで取得してください。
参考 照 会 結果表示から「画 面 表 示
+CSV」または「CSV」を選択した場合
は、受付番号を確認し、P３０３『CSVファ
イルをダウンロード・削除する』でダウン
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◆次の照会例で、トラヒックを一括で取得する方法について説明します。

「照会業務」から「サービス番号別トラヒッ
ク照会」と「サービス番号別着信電話番
号別トラヒック照会」のチェックボックスに
チェックをつけます。

「サービス番号」から「個別指定」ラジオ
ボタンを選択し、「0120XXXXXX」と
入力します。

「ACDグループ番号」から「指定なし」ラ
ジオボタンを選択します。

「着信電話番号」から「全指定」ラジオボ
タンを選択します。

「端末種別」から「指定なし」ラジオボタン
を選択します。

「照会種別」から「日別」ラジオボタンを選
択します。

「表示区分」から「簡易」ラジオボタンを選
択します。

「開始日付」に「２０１６０２０１」、「終了日
付」に「２０１６０２２９」と入力します。

トラヒックを一括要求する1 -7

■照会業務：サービス番号別トラヒック照会／サービス番号別着信電話番号別トラヒック照会
■サービス番号：0120XXXXXX ■ACDグループ番号：指定なし ■着信電話番号：全指定
■端末種別：指定なし ■発信地域：指定なし ■照会種別：日別 ■表示区分：簡易
■照会期間：２０１６年２月１日〜２０１６年２月２９日

照会例

1

01. 利用状況照会 7. 一括要求

TRシステムメニュー 01. 利用状況照会
画面を表示するには

「照会」ボタンをクリックします。

➡照会結果が表示されます。

開始日付と終了日付は、照会可能
期間より過去の期間を指定できません。

照会可能期間は、照会種別を選
択すると自動的に変更されます。

ACDグループ番号または着信電
話番号は、「全指定」を選択した場合、コー
ルのない番号は、表示されません。

2

参考

参考

参考

●終了日付を入力せずに「照会」ボタンをクリックすると、開始日付に入力
した月または日時が照会できます。

便利な
使い方

サービス番号で「全指定」を選択
した場合、操作可能なサービス番号全
てが対象となります。

参考

サービス番号で「一覧指定」を選
択した場合、操作可能なサービス番号
のリストから選択できます。

参考
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必ずお読みください。

●照会種別が「時間別｣の場合、終了日付は、照会したい時刻の1時間前を設定します。例えば、午前9時〜午後6時を照
会したい場合は、「開始日付｣に「YYYYMMDD09」、「終了日付」に「YYYYMMDD17」と設定します。この場合、午
前9時00分00秒から午後5時59分59秒までが照会されます。「10分別」を選択した場合も同様です。

！ ご注意

「受付番号」を確認します。

ファイルのダウンロードはP３０３『CSV
ファイルをダウンロード・削除する』を参
照してください。ダウンロード可能期
間は、作成日を含む2日間です。

参考 各項目の内容については、P２８
７を参照してください。

3
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「サービス番号」に「0120XXXXXX」と
入力します。

「入力指示ルーティングID」から「全指
定」ラジオボタンを選択します。

「ＰＢ入力値」から「全指定」ラジオボタン
を選択します。

「照会種別」から「日別」ラジオボタンを
選択します。

「開始日付」に「２０１６０２０１」、「終了日
付」に「２０１６０２２９」と入力します。

「照会結果表示」から「画面表示＋ＣＳＶ」
ラジオボタンを選択します。

「入力指示ルーティングID」または
「PB入力値」を「一覧指定」から選択す
る場合、20個まで指定できます。また、

「一覧表示」で1画面に表示するIDまた
は値は20個です。20個以上の場合は、

「次頁｣ボタンをクリックしてください。

サービス番号別入力指示ルーティング別トラヒックを照会する
サービス番号別音声認識プロンプト別トラヒックを照会する1 -8

1

「照会」ボタンをクリックします。

➡照会結果が表示されます。

開始日付と終了日付は、照会可能
期間より過去の期間を指定できません。

照会可能期間は、照会種別を選
択すると自動的に変更されます。

ＰＢ入力値のエラー値を確認した
い場合は、「ＰＢ入力値」から「全指定」を
選択し、「照会」ボタンをクリックしてくだ
さい。

コールのない月または日時も照
会したい場合は、「入力指示ルーティング
ID」の「一覧指定」から「全選択」、「ＰＢ入
力値」の「一覧指定」から「全選択」を設
定し、「照会」ボタンをクリックしてくださ
い。

2

参考

参考

参考

参考

参考

●終了日付を入力せずに「照会」ボタンをクリックすると、開始日付に入力
した月または日時が照会できます。

便利な
使い方

02. 入力単位トラヒック照会 1.サービス番号別入力指示ルーティング別トラヒック照会

TRシステムメニュー 02. 入力単位トラック照会
画面を表示するには

02. 入力単位トラヒック照会 2.サービス番号別音声認識プロンプト別トラヒック照会

TRシステムメニュー 02. 入力単位トラック照会
画面を表示するには

サービス番号別入力指示ルーティング別のトラヒックを照会します。
■サービス番号：0120XXXXXX ■入力指示ルーティングID：全指定 ■ＰＢ入力値：全指定
■照会種別：日別 ■照会期間：２０１６年２月１日〜２０１６年２月２９日 ■照会結果表示：画面表示＋CSV

照会例
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ロードしてください。「画面表示+CSV」
は、「ダウンロード」ボタンからダウンロー
ドすることもできます。ダウンロード可能
期間は、作成日を含む2日間です。

操作手順については、サービス番号別入
力指示ルーティング別トラヒック照会と
同様です。

サービス番号別入力指示ルーティング別トラヒック照会の画面

サービス番号別音声認識プロンプト別トラヒック照会の画面

必ずお読みください。

●照会種別が「時間別｣の場合、終了日付は、照会したい時刻の1時間前を設定します。例えば、午前9時〜午後6時を照
会したい場合は、「開始日付｣に「YYYYMMDD09」、「終了日付」に「YYYYMMDD17」と設定します。この場合、午
前9時00分00秒から午後5時59分59秒までが照会されます。「10分別」を選択した場合も同様です。

！ ご注意

3
必要な項目を確認します。

参考 各項目の内容については、P２８７
を参照してください。
参考 画面に表示できる最大件数は、 
300件です。300件以上の場合は、 
CSVファイルで取得してください。
参考 照会結果表示から「 画面表示
+CSV」または「CSV」を選択した場合
は、受付番号を確認し、P３０３『CSVファ
イルをダウンロード・削除する』でダウン
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◆次の設定例で、CSVファイルをダウンロード・削除する方法について説明します。

該当ファイルの「ダウンロード」ボタンを
クリックします。（画面A）

状況が「処理済」になっているファ

該当の「削除」チェックボックスにチェッ
クをつけます。（画面B）
「削除」ボタンをクリックします。
（画面C）

➡選択したCSVファイルが削除されま
す。

CSVファイルをダウンロード・削除する1 -9

受付番号「XX1」のトラヒック情報ファイルをダウンロードします。設定例

1

2

05.ファイル作成状況照会 1.ファイル作成状況照会

TRシステムメニュー 05.ファイル作成状況照会
画面を表示するには

参考

CSVファイルをダウンロードする場合

CSVファイルを削除する場合

●A

●C

イルのみダウンロードできます。「処理異
常」の場合は、再度CSVファイルを作成
してください。
参考 CSVファイルは、ZIPファイル形
式でダウンロードされます。解凍ソフトが
必要な場合があります。
参考 ダウンロード可能期間は、作成日
を含む2日間です。この期間を過ぎると
自動的に削除されます。
参考 CSVファイルは、オペレータIDご
とに50件まで作成できます。50件まで
は、ファイルを削除することで、新たに作
成することができます。
参考 各項目の内容については、P２８７
を参照してください。

●B
画面を右にスクロール
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トラヒックレポートでは、フリーダイヤルやナビダイヤルのコール状況を収集・蓄積し、グラフ化などの見やすいレ
ポート（Excelファイル）をダウンロードできます。

レポートの種類
【自動出力レポート（12種類）】
自動的に下表のトラヒックレポートが作成されます。レポートの内容変更および作成日についてはP３２６を参照
してください。また、レポートのダウンロード可能期間は、作成日から6ヵ月間です。
帳票番号 レポート名 内容

1 ご利用状況レポート
（時間別／発信地域別）

サービス番号ごとに、1ヶ月のご利用状況が確認できます。
・日別ご利用状況
・着信の最も多い日の時間別ご利用状況
・発信地域別ご利用状況

2 ご利用状況レポート
（時間別／着信地域別）

サービス番号ごとに、1ヶ月のご利用状況が確認できます。
・日別ご利用状況
・着信の最も多い日の時間別ご利用状況
・着信地域別ご利用状況

3 ご利用状況レポート
（着信地域別詳細）

サービス番号ごとに、1ヶ月のご利用状況が確認できます。
・日別ご利用状況
・着信の最も多い日の着信地域別ご利用状況
・着信地域別ご利用状況

4 月別ご利用状況 サービス番号ごとに、月別ご利用状況が確認できます。（2年度分対比）

5 日別ご利用状況詳細 サービス番号ごとに、1ヶ月の日別ご利用状況が確認できます。

6 時間別ご利用状況詳細 サービス番号ごとに、指定日の時間別ご利用状況が確認できます。
指定日は、「全日」「最繁日（着信の最も多い日）」「日指定」から選択します。

7 発信地域別ご利用状況詳細 サービス番号ごとに、1ヶ月または1日（全日または指定した日）の発信地
域別ご利用状況が確認できます。

8 着信電話番号別ご利用状況詳細 着信電話番号ごとに、1ヶ月のご利用状況が確認できます。

9 着信電話番号別・日別ご利用状況詳細 着信電話番号ごとに、1ヶ月の日別ご利用状況が確認できます。

10 着信電話番号別・時間別ご利用状況詳細 着信電話番号ごとに、指定日の時間別ご利用状況が確認できます。
指定日は、「全日」「最繁日（着信の最も多い日）」「日指定」から選択します。

11 着信電話番号別・月別ご利用状況 着信電話番号ごとに、月別ご利用状況が確認できます。（2年度分対比）

12 時間帯別ご利用状況詳細 サービス番号ごとに、1ヶ月の時間別ご利用状況が確認できます。

※ExcelファイルはZIPファイル形式で圧縮されています。解凍ソフトが必要な場合があります。
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【手動出力レポート（4種類）】
手動で詳細なレポートを作成できます。作成可能期間は、作成日から10日前までの期間となります。
また、レポートのダウンロード可能期間は、作成日から3ヵ月間です。

帳票番号 レポート名 内容

13 時間別通話状況

サービス番号または着信電話番号ごとに、１日の時間別通話状況を確認で
きます。
コール数だけでなく、かけたお客さま数、つながったお客さま数、不足電話
回線数なども確認できます。

14 分別通話状況 サービス番号または着信電話番号ごとに、1日の分別通話状況を確認でき
ます。

15 コールの構成

サービス番号または着信電話番号ごとに、１～７日間のコール構成を確認で
きます。
かけたお客さま数、つながったお客さま数、あきらめたお客さま数、満足度
などを表示します。また、発信地域別にレポートを作成することも可能です。

16 10分別通話状況

サービス番号または着信電話番号ごとに、１日の10分別通話状況を確認で
きます。
コール数だけでなく、かけたお客さま数、つながったお客さま数なども確認
できます。

※ExcelファイルはZIPファイル形式で圧縮されています。解凍ソフトが必要な場合があります。

必ずお読みください。

●お申し込みのサービス番号を廃止された場合、ご契約者様の申し出にかかわらず、トラヒックレポートの契約も解除さ
れます。
●トラヒックレポートのご契約および権限のないオペレータIDは利用できません。

！ ご注意
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照会項目一覧
帳票番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

ご
利
用
状
況
レ
ポ
ー
ト

（
時
間
別
／
発
信
地
域
別
）

ご
利
用
状
況
レ
ポ
ー
ト

（
時
間
別
／
着
信
地
域
別
）

ご
利
用
状
況
レ
ポ
ー
ト

（
着
信
地
域
別
詳
細
）

月
別
ご
利
用
状
況

日
別
ご
利
用
状
況
詳
細

時
間
別
ご
利
用
状
況
詳
細

発
信
地
域
別
ご
利
用
状
況
詳
細

着
信
電
話
番
号
別
ご
利
用
状
況
詳
細

着
信
電
話
番
号
別
・

日
別
ご
利
用
状
況
詳
細

着
信
電
話
番
号
別
・

時
間
別
ご
利
用
状
況
詳
細

着
信
電
話
番
号
別
・

月
別
ご
利
用
状
況

時
間
帯
別
ご
利
用
状
況
詳
細

時
間
別
通
話
状
況

分
別
通
話
状
況

コ
ー
ル
の
構
成

１０
分
別
通
話
状
況

かかってきた回数 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
NTT 呼 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
NCC 地域呼 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
移動体呼 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
PHS 呼 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
衛星呼 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
VOIP 呼 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
公衆呼 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

つながった回数 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
NTT 呼 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
NCC 地域呼 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
移動体呼 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
PHS 呼 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
衛星呼 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
VOIP 呼 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
公衆呼 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
待合後完了呼 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

つながらなかった回数 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
時間外呼 ● ● ● ● ● ● ● ●
FD/ND 話中 ● ● ● ● ● ● ● ●
着 LS 話中 ● ● ● ● ● ● ● ●
呼出中放棄 ● ● ● ● ● ● ● ●
無応答遭遇呼 ● ● ● ● ● ● ● ●
案内中放棄　＊ 1 ● ● ● ● ● ● ● ●
NTT 拒否 ● ● ● ● ● ● ● ●
NCC 地域拒否 ● ● ● ● ● ● ● ●
移動体拒否 ● ● ● ● ● ● ● ●
PHS 拒否 ● ● ● ● ● ● ● ●
衛星拒否 ● ● ● ● ● ● ● ●
VOIP 拒否 ● ● ● ● ● ● ● ●
公衆拒否 ● ● ● ● ● ● ● ●
地域外呼 ● ● ● ● ● ● ● ●
限度超過 ● ● ● ● ● ● ● ●
迷惑拒否 ● ● ● ● ● ● ● ●
待中放棄 ● ● ● ● ● ● ● ●
待時超過 ● ● ● ● ● ● ● ●
待数超過 ● ● ● ● ● ● ● ●
待リトライオーバー ● ● ● ● ● ● ● ●
メッセージ蓄積 ● ● ● ● ● ● ● ●
その他 ● ● ● ● ● ● ● ●

つながった率 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
平均通話時間 ● ● ● ● ● ●
地域比率 ● ● ●
平均 ● ● ● ●
つながらなかった回数構成比率 ● ● ● ● ●
かけたお客さま数（発 ID 数） ● ● ●
つながったお客さま数 ● ● ●
つながらなかったお客さま数 ● ●
最大同時接続電話数 ● ● ●
契約電話回線数 ● ●
必要電話回線数 ●
不足電話回線数 ●
発信回数分布 ●
かけた人 ●
つながった人 ●
あきらめた人 ●
満足度（％） ●
通話時間分布 ●
再呼した回数 ●
再呼率（％） ●

＊1 ナビダイヤル/ナビダイヤル・インテリジェントサービスでは「事前案内中放棄」となります。
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照会項目
項目 内容

かかってきた回数 かかってきた（発信された）コール数の合計
NTT呼 NTT東日本/NTT西日本回線・NTTコミュニケーションズ回線・ピンク電話からのコール数
NCC地域呼 他社回線などからのコール数
移動体呼 移動体からのコール数
PHS呼 PHSからのコール数
衛星呼 衛星電話からのコール数
VOIP呼 ＶＯＩＰからのコール数
公衆呼 公衆電話からのコール数

つながった回数 正常につながった（接続された）コール数の合計
NTT呼 NTT東日本/NTT西日本回線・NTTコミュニケーションズ回線・ピンク電話からのコール数
NCC地域呼 他社回線などからのコール数
移動体呼 移動体からのコール数
PHS呼 PHSからのコール数
衛星呼 衛星電話からのコール数
VOIP呼 ＶＯＩＰからのコール数
公衆呼 公衆電話からのコール数
待合後完了呼 「話中時待ち合わせ」サービスで待ち合わせ後の完了コール数

（フリーダイヤル/インテリジェントサービスのみ提供）
つながらなかった回数 つながらなかった（接続されなかった）コール数の合計

時間外呼 時間外案内ガイダンスに接続したコール数
FD/ND話中 フリーダイヤル／ナビダイヤル話中により接続されなかったコール数
着LS話中 契約回線内の着信ではあるが、着信電話番号での発信・着信などによって話中となったコール数
呼出中放棄 着信側呼び出し音中に発信側が切断したコール数
無応答遭遇呼 着信者が応答せず、無応答時ガイダンスが送出され接続されなかったコール数

（インテリジェントサービスのみ提供）
案内中放棄　＊1 ガイダンス案内中に発信側が切断したコール数
NTT拒否
NCC地域拒否 他社回線などからの発信で接続されなかったコール数
移動体拒否 自動車・携帯電話からの発信で接続されなかったコール数
PHS拒否 ＰＨＳからの発信で接続されなかったコール数
衛星拒否 衛星電話からの発信で接続されなかったコール数
VOIP拒否
公衆拒否 公衆電話からの発信で接続されなかったコール数
地域外呼 指定した発信地域以外からのコール数
限度超過 「通話量設定」で設定した限度コール数以上により接続されなかったコール数（フリーダイヤルのみ提供）
迷惑拒否 「迷惑電話おことわり」サービスにより接続を拒否したコール数

（フリーダイヤル/インテリジェントサービスのみ提供）
待中放棄 「話中時待ち合わせ」サービスで待ち合わせ中に発信側が切断したコール数

（フリーダイヤル/インテリジェントサービスのみ提供）
待時超過 「話中時待ち合わせ」サービスで待ち合わせ設定時間を越えて切断されたコール数

（フリーダイヤル/インテリジェントサービスのみ提供）
待数超過 「話中時待ち合わせ」サービスで待ち合わせ設定数を超過したコール数

（フリーダイヤル/インテリジェントサービスのみ提供）
待リトライオーバー 「話中時待ち合わせ」サービスで待ち合わせ後、コール接続時にLS話中に3回以上遭遇し切断されたコール数

（インテリジェントサービスのみ提供）
メッセージ蓄積 メッセージ蓄積に接続したコール数（インテリジェントサービスのみ提供）
その他 その他（上記以外の要因でつながらなかったコール数）

つながった率 「つながった回数」の割合（％）＝つながった回数÷（かかってきた回数−地域外呼数−時間外呼数−限度超過呼数）
平均通話時間 「つながった回線」の平均通話時間
地域比率 「かかってきた回数」の地域の割合（％）
平均 平均
つながらなかった回数構成比率 「つながらなかった回数」の項目別の割合（％）
かけたお客さま数（発ID数） 発信者電話番号の数
つながったお客さま数 正常につながった（接続された）発信者電話番号の数
つながらなかったお客さま数 つながらなかった（接続されなかった）発信者電話番号の数
最大同時接続電話数 つながった回線の最大重複コール数
契約電話回線数 契約している電話回線数
必要電話回線数 「かかってきた回数」の最大同時接続電話時に必要な電話回線数
不足電話回線数 「かかってきた回数」の最大同時接続電話時に不足している電話回線数
発信回数分布 「つながった人」「あきらめた人」の発信回数の分布（１回目～２１回目以上）
かけた人 「つながった人」＋「あきらめた人」
つながった人 正常につながった（接続された）人の延べ人数（＝つながった回数）
あきらめた人 あきらめた人の延べ人数（つながった人が再コールし、つながらなかった場合、「つながった人」と「あきらめた人」の

両方にカウントされます）
満足度（％） 「つながった人」÷「かけた人」（％）
通話時間分布 「つながった人」の通話時間の分布（30秒未満～１０分以上）
再呼した回数 「つながらなかった回数」−「あきらめた人」＝再度電話をかけた回数
再呼率 「再呼した回数」÷「つながらなかった回数」（％）

＊1 ナビダイヤル/ナビダイヤル・インテリジェントサービスでは「事前案内中放棄」となります。

NTT東日本/NTT西日本回線・NTTコミュニケーションズ回線・ピンク電話からの発信で接続されなかったコール数

ＶＯＩＰからの発信で接続されなかったコール数
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帳票1 ご利用状況レポート（時間別／発信地域別）
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帳票2 ご利用状況レポート（時間別／着信地域別）
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帳票3 ご利用状況レポート（着信地域別詳細）
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帳票4 月別ご利用状況
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帳票5 日別ご利用状況詳細

312
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帳票6 時間別ご利用状況詳細（最繁日）
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帳票8 着信電話番号別ご利用状況詳細
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帳票9 着信電話番号別・日別ご利用状況詳細

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
/ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
で
は
、「
事
前
案
内
中
放
棄
」と
な
り
ま
す
。

0
5
0
着
信
は

着
信
地
域
が

表
示
さ
れ
ま
せ
ん
。

316

2
0
1
5
年
3
月
1
日

2
0
1
5
年
3
月
3
1
日



317

4章

ト
ラ
ヒ
ッ
ク
メ
ニ
ュ
ー
編

ト
ラ
ヒ
ッ
ク
レ
ポ
ー
ト（
サ
ン
プ
ル
）

2

帳票10 着信電話番号別・時間別ご利用状況詳細（再繁日）
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帳票11 着信電話番号別・月別ご利用状況
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帳票13 時間別通話状況
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帳票15 コールの構成
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つながらなかった人が何回かけてあきらめたか確認できます。
（つながった人が再コールし、つながらなかった場合、「つながった人」と「あきらめ
  た人」の両方にカウントされます）

かかってきたコール数、
つながったコール数、
つながらなかったコール数
が確認できます。

つながった人が何回目でつながったか確認できます。

満足度が確認できます。

つながった人の通話時間が確認できます。

つながらなかった人の再コール数（延べ）が確認できます。

ナビダイヤル/ナビダイヤル・インテリジェントサービスでは、
「事前案内中放棄」となります。

お客さま（発信者）数が確認できます。

2015年3月6日（金）00：00～2015年3月6日（金）23：59
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2
つながらなかった人が何回かけてあきらめたか確認できます。
（つながった人が再コールし、つながらなかった場合、「つながった人」と「あきらめ
た人」の両方にカウントされます）

かかってきたコール数、
つながったコール数、
つながらなかったコール数
が確認できます。

つながった人が何回目でつながったか確認できます。

満足度が確認できます。

つながった人の通話時間が確認できます。

つながらなかった人の再コール数（延べ）が確認できます。

ナビダイヤル/ナビダイヤル・インテリジェントサービスでは、
「事前案内中放棄」となります。

お客さま（発信者）数が確認できます。

2015年3月6日（金）00：00～2015年3月6日（金）23：59
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帳票16 10分別通話状況
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◆次の変更例で、自動出力レポートの内容を変更する方法について説明します。

「レポート作成対象サービス番号」に
「0120XXXXXX」と入力します。
（画面A）

必要な項目を入力します。

「06.時間別ご利用状況詳細」の「集計
日指定」から「最繁日」ラジオボタンを選
択します。（画面A）
「集計開始日」から「01」を選択します。
（画面B）

自動出力レポートの内容を変更する2 -1

サービス番号「0120XXXXXX」の自動出力レポートの内容を次のように変更します。
06.時間別ご利用状況詳細：「全日」　→　「最繁日」　集計開始日「01」変更例

1

3

07.トラヒックレポート作成管理 2.トラヒックレポート作成情報変更

TRシステムメニュー 07.トラヒックレポート作成管理
画面を表示するには

「照会」ボタンをクリックします。（画面B）

➡トラヒックレポートの作成情報が表示
されます。

2

「変更」ボタンをクリックします。（画面C）

➡確認画面が表示され、自動出力レポー
ト内容が更新されます。

ラヒックレポートのサンプルは、

レポートのダウンロードは、P３２８
『自動出力レポートを取得する』を参照し
てください。ダウンロード可能期間は、レ
ポート作成日から6ヵ月間です。

参考 ト
P３０８を参照してください。
参考 各項目の内容については、P３０７
を参照してください。
参考

4

必ずお読みください。

●自動出力レポートが作成される日は、翌月の「集計開始日」の翌日になります。例えば、「集計開始日」が1日の場合、翌月
の2日に作成されます。なお、「集計日指定」または「集計単位」を「全日」に設定している場合は翌日、「最繁日｣に設定して
いる場合は、翌月の「集計開始日」の翌日、「日指定」に設定している場合は指定日の翌日に作成されます。

！ ご注意

●「集計開始日」に「01」を選択した場合、1日～末日のレポートが作成されます。
●「集計日指定」または「集計単位」の設定は、「全日」を選択した場合、毎日レポートが作成されます。「最繁日」を選択した場合、期間中の

最もコールの多い日のレポートのみが作成されます。期間は「集計開始日」で設定します。「日指定」を選択した場合、指定日のみレ
ポートが作成されます。指定日は「集計日」で設定します。

補足

●B●A

●C

●B

●A
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自動出力レポートの内容を変更した場合のレポート作成について
■「集計開始日」を変更した場合

例：8月10日に「1日」から「15日」に変更
・7月15日〜8月14日のレポートが8月16日に作成されます。
・8月1日〜8月31日のレポートが9月2日に作成されます。
・8月15日〜9月14日のレポートが9月16日に作成されます。

■「07. 発信地域別ご利用状況詳細」の「集計単位」を変更した場合
例：8月10日に変更

■「06. 時間別ご利用状況詳細」「10. 着信電話番号別・時間別ご利用状況詳細」の「集計日指定」を変更した場合
例：8月10日に変更

変更パターン レポート作成内容

全日→最繁日（集計開始日は1日） 全日：8月10日分は作成され、8月11日分からは作成されません。
最繁日：8月1日～8月31日の最繁日レポートが9月2日に作成されます。

全日→最繁日（集計開始日は15日） 全日：8月10日分は作成され、8月11日からは作成されません。
最繁日：7月15日～8月14日の最繁日レポートが8月16日に作成されます。

最繁日（集計開始日は1日）→全日 最繁日：8月1日～8月31日の最繁日レポートが9月2日に作成され、以降は作成されません。
全日：8月10日分から作成されます。

最繁日（集計開始日は15日）→全日 最繁日：7月15日～8月14日の最繁日のレポートが8月16日に作成され、以降は作成されません。
全日：8月10日分から作成されます。

全日→日指定（集計日は1日） 全日：8月10日分は作成され、8月11日分からは作成されません。
日指定：9月1日分が9月2日に作成されます。

全日→日指定（集計日は15日） 全日：8月10日分は作成され、8月11日分からは作成されません。
日指定：8月15日分が8月16日に作成されます。

日指定（集計日は1日）→全日 日指定：9月1日分が9月2日に作成され、以降は作成されません。
全日：8月10日分から作成されます。

日指定（集計日は15日）→全日 日指定：8月15日分が8月16日に作成され、以降は作成されません。
全日：8月10日分から作成されます。

最繁日（集計開始日は1日）→日指定（集計日は1日） 最繁日：8月1日～8月31日の最繁日のレポートが9月2日に作成され、以降は作成されません。
日指定：9月1日分が9月2日に作成されます。

最繁日（集計開始日は1日）→日指定（集計日は15日） 最繁日：8月1日～8月31日の最繁日のレポートが9月2日に作成され、以降は作成されません。
日指定：8月15日分が8月16日に作成されます。

最繁日（集計開始日は15日）→日指定（集計日は1日） 最繁日：7月15日～8月14日の最繁日のレポートが8月16日に作成され、以降は作成されません。
日指定：9月1日分が9月2日に作成されます。

日指定（集計日は1日）→最繁日（集計開始日は1日） 日指定：9月1日分が9月2日に作成され、以降は作成されません。
最繁日：8月1日～8月31日の最繁日のレポートが9月2日に作成されます。

日指定（集計日は1日）→最繁日（集計開始日は15日） 日指定：9月1日分が9月2日に作成され、以降は作成されません。
最繁日：7月15日～8月14日の最繁日のレポートが8月16日に作成されます。

日指定（集計日は15日）→最繁日（集計開始日は1日） 日指定：8月15日分が8月16日に作成され、以降は作成されません。
最繁日：8月1日～8月31日の最繁日のレポートが9月2日に作成されます。

変更パターン レポート作成内容

月単位（集計開始日は1日）→日別（全日） 月単位：8月1日～8月31日分のレポートが9月2日に作成され、以降は作成されません。
日別（全日）：8月10日分から作成されます。

月単位（集計開始日は15日）→日別（全日） 月単位：7月15日～8月14日分のレポートが8月16日に作成され、以降は作成されません。
日別（全日）：8月10日分から作成されます。

日別（全日）→月単位（集計開始日は1日） 日別（全日）：8月10日分は作成され、8月11日分からは作成されません。
月単位：8月1日～8月31日分のレポートが9月2日に作成されます。

日別（全日）→月単位（集計開始日は15日） 日別（全日）：8月10日分は作成され、8月11日分からは作成されません。
月単位：7月15日～8月14日分のレポートが8月16日に作成されます。

月単位（集計開始日は1日）→日別（日指定は1日） 月単位：8月1日～8月31日分のレポートが9月2日に作成され、以降は作成されません。
日別（日指定）：9月1日分が9月2日に作成されます。

月単位（集計開始日は1日）→日別（日指定は15日） 月単位：8月1日～8月31日分のレポートが9月2日に作成され、以降は作成されません。
日別（日指定）：8月15日分が8月16日に作成されます。

月単位（集計開始日は15日）→日別（日指定は1日） 月単位：7月15日～8月14日分のレポートが8月16日に作成され、以降は作成されません。
日別（日指定）：9月1日分が9月2日に作成されます。

日別（日指定は1日）→月単位（集計開始日は1日） 日別（日指定）：9月1日分が9月2日に作成され、以降は作成されません。
月単位：8月1日～8月31日分のレポートが9月2日に作成されます。

日別（日指定は1日）→月単位（集計開始日は15日） 日別（日指定）：9月1日分が9月2日に作成され、以降は作成されません。
月単位：7月15日～8月14日分のレポートが8月16日に作成されます。

日別（日指定は15日）→月単位（集計開始日は1日） 日別（日指定）：8月15日分が8月16日に作成され、以降は作成されません。
月単位：8月1日～8月31日分のレポートが9月2日に作成されます。

日別（全日）→日別（日指定は1日） 日別（全日）：8月10日分は作成され、8月11日分からは作成されません。
日別（日指定）：9月1日分が9月2日に作成されます。

日別（全日）→日別（日指定は15日） 日別（全日）：8月10日分は作成され、8月11日分からは作成されません。
日別（日指定）：8月15日分が8月16日に作成されます。

日別（日指定は1日）→日別（全日） 日別（日指定）：9月1日分が9月2日に作成され、以降は作成されません。
日別（全日）：8月10日分から作成されます。

日別（日指定は15日）→日別（全日） 日別（日指定）：8月15日分が8月16日に作成され、以降は作成されません。
日別（全日）：8月10日分から作成されます。
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◆次の設定例で、自動出力レポートを取得する方法について説明します。

ます。
「ダウンロード種別」から「個別ファイル」
ラジオボタンを選択します。

自動出力レポートを取得する2 -2

08.トラヒックレポート作成 1.自動出力レポート取得

TRシステムメニュー 08.トラヒックレポート作成
画面を表示するには

➡取得できる自動出力レポートが表示さ
れます。

開始日付と終了日付は、取得可能
期間より過去の期間を指定できません。

ダウンロード種別で一括ファイル
を選択した場合、開始日付と終了日付は
31日以内で入力してください。

必ずお読みください。

●次のレポートは、指定した作成期間にコール数が0の場合、取得されません。
　「帳票8　着信電話番号別ご利用状況詳細」　　「帳票9　着信電話番号別・日別ご利用状況詳細」　
　「帳票10　着信電話番号別・時間別ご利用状況詳細」
●「帳票8　着信電話番号別ご利用状況詳細」は、コール数が0の着信電話番号は表示されません。

！ ご注意

参考

参考

●個別ファイルを選択した場合、開始日付と終了日付を入力せず「照会」
ボタンをクリックすると、取得可能なレポートが全て表示されます。
また、終了日付を入力せずに「照会」ボタンをクリックすると、開始日
付に入力した月日のみ表示されます。

●一括ファイルを選択した場合、終了日付を入力せずに「照会｣ボタンを
クリックすると、開始日付に入力した月日のみ取得できます。

便利な
使い方

●ダウンロード種別で「個別ファイル」を選択した場合は、作成日ごとにファイルを個別でダウンロードできます。「一括ファイル」を選択し
た場合は、作成期間に設定した期間内のファイルを1ファイルにまとめてダウンロードできます。

補足

1
「レポート作成対象サービス番号」から
「個別指定」ラジオボタンを選択し、
「0120XXXXXX」と入力します。
「開始日付」に「２０１６０２」と入力し

2
「照会」ボタンをクリックします。

設定例 サービス番号「0120XXXXXX」の２０１６年２月に作成された自動出力レポートを個別ファイルで取得します。
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該当ファイルの「ダウンロード」ボタンを
クリックします。

状況が「処理済」になっているファ
イルのみダウンロードできます。

トラヒックレポートは、ZIPファイ
ル形式でダウンロードされます。解凍ソフ
トが必要な場合があります。

ダウンロード可能期間は、レポー
ト作成日から6ヵ月間です。

参照してください。ダウンロード可能期
間は、取得日を含む2日間です。この期
間を過ぎると自動的に削除されます。

個別ファイルを選択した場合

参考

参考

参考

3

参考 トラヒックレポートのサンプルは、 
P３０８を参照してください。
参考 各項目の内容については、P３０７
を参照してください。

 参考　 「レポート番号」にチェックのつい
てる帳票がダウンロードに含まれます。

 

一括ファイルを選択した場合

4
「受付番号」を確認します。

参考 ファイルのダウンロードは、P３３０
『自動出力レポートを一括で取得する』を
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◆次の設定例で、一括ファイルで作成した自動出力レポートを取得する方法について説明します。

➡ダウンロードできる一括ファイルが表
示されます。

自動出力レポートを一括で取得する2 -3

受付番号「XX1」の一括ファイルを取得します。設定例

該当ファイルの「ダウンロード」ボタンを
クリックします。

状況が「処理済」になっているファ
イルのみダウンロードできます。

トラヒックレポートは、ZIPファイ
ル形式でダウンロードされます。解凍ソフ
トが必要な場合があります。

ダウンロード可能期間は、一括

ラヒックレポートのサンプルは、

各項目の内容については、P３０７
を参照してください。

2

参考

参考

参考
ファイル取得日を含む2日間です。この
期間を過ぎると自動的に削除されます。
参考 ト
P３０８を参照してください。
参考

08.トラヒックレポート作成 2.自動出力レポート一括取得

TRシステムメニュー 08.トラヒックレポート作成
画面を表示するには

●「レポート作成対象サービス番号」「受付番号」「作成依頼年月日」を入
力すると、該当のレポートのみ表示されます。

便利な
使い方

必ずお読みください。
●�自動出力レポート一括取得は、取得する前に一括ファイルを作成する必要があります。一括ファイルの作成については、 
P３２９を参照してください。�

！ ご注意

1
「照会」ボタンをクリックします。
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◆次の作成例で、手動出力レポートを作成する方法について説明します。

ジオボタンを選択します。
「作成開始年月日時」に「２０１６０２ 
0100」、「作成終了年月日時」に「20 
１６０２０１２３」と入力します。

「集計単位」から「通話終了時刻単位」ラ
ジオボタンを選択します。

「レポート作成項目」から「時間別通話状
況」、「分別通話状況」、「コールの構成」、

「10分別通話状況」のチェックボックス
にチェックをつけます。

手動出力レポートを作成する2 -4

■レポート作成対象サービス番号：0120XXXXXX ■作成単位：サービス番号単位
■作成開始年月日時：２０１６年２月１日００時 ■作成終了年月日時：２０１６年２月１日２３時
■集計単位：通話終了時刻単位 ■発信地域：未指定
■レポート作成項目：時間別通話状況／分別通話状況／コールの構成／10分別通話状況

作成例

08.トラヒックレポート作成 3. 手動出力レポート作成

TRシステムメニュー 08.トラヒックレポート作成
画面を表示するには

➡「手動出力レポート作成」画面が表示
されます。

当日のデータは、約1分前までの
データが集計されます。

作成開始年月日時と作成終了年
月日時は、照会可能期間より過去の期間
を指定できません。

「時間別通話状況」、「分別通話状
況」、「10分別通話状況」を選択した場
合、作成開始年月日時と作成終了年月日
時は同日を入力してください。

「コールの構成」を選択した場合は、7日
以内の期間指定ができます。ただし、他
のレポートと同時に作成する場合は、同
日を入力してください。

1日分を作成したい場合は「作成
開始年月日時」に「YYYYMMDD00」、

「作成終了年月日時」に「YYYYMMDD 
23」と設定してください。

作成対象着信電話番号は「全指
定｣を選択した場合、コールのない着信
電話番号のレポートは作成されません。

作成対象着信電話番号を「一覧指
定」から選択する場合、50個まで指定で
きます。また、「一覧表示」で1画面に表示
する番号は50個です。50個以上の場合
は、「次頁」ボタンをクリックしてください。

参考

参考

参考

参考

参考

参考

必ずお読みください。

発信地域の指定は、「コールの構成」のみ可能です。指定方法はP２９５を参照してください。

！ ご注意

1
「レポート作成対象サービス番号」から
「個別指定」のラジオボタンを選択し、
「0120XXXXXX」と入力します。
「作成単位」から「サービス番号単位」ラ

●「レポート作成対象サービス番号」で「全指定」を選択した場合、
レポート契約があるオペレータＩＤで操作可能なサービス番号全て
を作成することができます。
「一覧指定」では取得可能なサービス番号を選択し、作成すること
ができます。

便利な
使い方

2
「作成」ボタンをクリックします。
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3
「レポート処理番号」を確認します。

参考 レポートのダウンロードは、P３３
３『手動出力レポートを取得する』を参照
してください。ダウンロード可能期間は、
レポート作成日から3ヵ月間です。
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◆次の設定例で、手動出力レポートを取得する方法について説明します。

す。
「ダウンロード種別」から「個別ファイル」
ラジオボタンを選択します。

手動出力レポートを取得する2 -5

08.トラヒックレポート作成 4. 手動出力レポート取得

TRシステムメニュー 08.トラヒックレポート作成
画面を表示するには

➡取得できる手動出力レポートが表示さ
れます。

作成期間は、手動出力レポートを
作成した日ではありません。レポート
データの作成対象年月日になります。

開始日付と終了日付は、取得可能
期間より過去の期間を指定できません。

ダウンロード種別で一括ファイル
を選択した場合、開始日付と終了日付は
31日以内で入力してください。

参考

参考

参考

●個別ファイルを選択した場合、開始日付と終了日付を入力せず「照会」
ボタンをクリックすると、取得可能なレポートが全て表示されます。
また、終了日付を入力せずに「照会」ボタンをクリックすると、開始日
付に入力した月日のみ表示されます。

●一括ファイルを選択した場合、終了日付を入力せずに「照会｣ボタンを
クリックすると、開始日付に入力した月日のみ取得できます。

便利な
使い方

●ダウンロード種別で「個別ファイル」を選択した場合は、作成日ごとにファイルを個別でダウンロードできます。「一括ファイル」を選択し
た場合は、作成期間に設定した期間内のファイルを1ファイルにまとめてダウンロードできます。

補足

設定例 サービス番号「0120XXXXXX」の２０１６年２月分の手動出力レポートを個別ファイルで取得します。

1
「レポート作成対象サービス番号」に
「0120XXXXXX」と入力します。
「開始日付」に「２０１６０２」と入力しま

2
「照会」ボタンをクリックします。
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該当ファイルの「ダウンロード」ボタンを
クリックします。

状況が「処理済」になっているファ
イルのみダウンロードできます。

トラヒックレポートは、ZIPファイ
ル形式でダウンロードされます。解凍ソフ
トが必要な場合があります。

ダウンロード可能期間はレポート
作成日から3ヵ月間です。

トラヒックレポートのサンプルは、
P３０８を参照してください。

各項目の内容については、P３０７
を参照してください。

個別ファイルを選択した場合

参考

参考

参考

参考

参考

3

「受付番号」を確認します。

一括ファイルを選択した場合

4

参考 ファイルのダウンロードは、P３３５ 
『手動出力レポートを一括で取得する』
を参照してください。ダウンロード可能
期間は、取得日を含む2日間です。この  
 期間を過ぎると自動的に削除されます。
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◆次の設定例で、一括ファイルで作成した手動出力レポートを取得する方法について説明します。

➡ダウンロードできる一括ファイルが表
示されます。

手動出力レポートを一括で取得する2 -6

受付番号「XX5」の一括ファイルを取得します。設定例

08.トラヒックレポート作成 5. 手動出力レポート一括取得

TRシステムメニュー 08.トラヒックレポート作成
画面を表示するには

●「レポート作成対象サービス番号」「受付番号」「作成依頼年月日」を入
力すると、該当のレポートのみ表示されます。

便利な
使い方

該当ファイルの「ダウンロード」ボタンを
クリックします。

状況が「処理済」になっているファ
イルのみダウンロードできます。

トラヒックレポートは、ZIPファイ
ル形式でダウンロードされます。解凍ソフ
トが必要な場合があります。

ダウンロード可能期間は、一括

ラヒックレポートのサンプルは、

各項目の内容については、P３０７
を参照してください。

2

参考

参考

参考
ファイル取得日を含む2日間です。この
期間を過ぎると自動的に削除されます。
参考 ト
P３０８を参照してください。
参考

必ずお読みください。
●�手動出力レポート一括取得は、取得する前に一括ファイルを作成する必要があります。一括ファイルの作成については、      

  P３３３を参照してください。���

！ ご注意

1
「照会」ボタンをクリックします。
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接続確認内容照会では、１コールごとの通話状況が確認できます。また、照会結果をＣＳＶファイルでダウンロード
することも可能です。

照会可能期間 照会日から10日前までの期間

CSVファイルのダウンロード可能期間 作成日を含む２日間

※当日のデータは、約1分前まで照会できます。
※CSVファイルは、ZIPファイル形式で圧縮されています。解凍ソフトが必要な場合があります。
※CSVファイルは、オペレータIDごとに50件まで作成できます。50件までは、ファイルを削除することで、新たに作成するこ
とができます。
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◆次の照会例で、接続確認内容を照会する方法について説明します。

択し「0120XXXXXX」と入力します。
「着信電話番号」から「全指定」ラジオボ
タンを選択します。

「照会種別」から「完了＋不完了」ラジオ
ボタンを選択します。

「開始日付」に「２０１６０２２０」と入
力します。

「照会結果表示」から「画面表示＋CSV」
ラジオボタンを選択します。

接続確認内容を照会する3 -1

■照会期間：２０１６年２月２０日　　　　■照会結果表示：画面表示＋CSV

06. 接続確認内容照会 1. 接続確認内容照会

TRシステムメニュー 06. 接続確認内容照会
画面を表示するには

「照会」ボタンをクリックします。

➡照会結果が表示されます。

参考 当日のデータは、約1分前まで照
会できます。
参考 照会は日を跨いで最大１０日間
まで照会できます。
参考 開始日付と終了日付は、照会可能
期間より過去の期間を指定できません。
参考「着信電話番号」を「一覧指定」か

ら選択する場合、20個まで指定できます。
また、「一覧表示」で1画面に表示する番
号は20個です。20個以上の場合は、「次
頁」ボタンをクリックしてください。
参考 着信電話番号は「一覧指定」から

「全選択」すると、着信電話番号が決定さ
れていないコールは表示されません。

（例：入力指示ルーティングのガイダンス
中に発信者が電話を切断した場合など）

「全指定」を選択すると、全てのコールが
表示されます。

2
●開始日付と終了日付を入力せず「照会」ボタンをクリックすると当日の

データが照会できます。
●終了日付を入力せずに「照会｣ボタンをクリックすると、開始日付に入力

した日が照会できます。

便利な
使い方

1
「サービス番号」から「個別指定」を選

●「レポート作成対象サービス番号」で「全指定」を選択した場合、
レポート契約があるオペレータＩＤで操作可能なサービス番号全て
を作成することができます。
「一覧指定」では取得可能なサービス番号を選択し、作成すること
ができます。

照会例 ■サービス番号：0120XXXXXX	 ■着信電話番号：全指定　　　■照会種別：完了＋不完了
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イルをダウンロード・削除する』でダウン
ロードしてください。「画面表示+CSV」
は、「ダウンロード」ボタンからダウンロー
ドすることもできます。ダウンロード可能
期間は、作成日を含む2日間です。

CSVファイルは、オペレータIDご
とに50件まで作成できます。50件まで
は、ファイルを削除することで、新たに作
成することができます。ファイルの削除
は、P303を参照してください。

参考

3
必要な項目を確認します。

参考 各項目の内容については、P３３９
を参照してください。
参考 画面に表示できる最大件数は、 
300件です。300件以上の場合は、 
CSVファイルで取得してください。
参考 照会結果表示から「画面表示
+CSV」または「CSV」を選択した場合
は、受付番号を確認し、P303『CSVファ
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接続確認内容表示項目一覧
列行 データ データ内容（ＦＤＩＳ/ＮＤＩＳ） データ内容（ＦＤ/ＮＤ）

B列1行 発信者電話番号 発信者電話番号が通知の場合、CSVファイルのみ出力
最終決定着番号 最終的に決定された着信電話番号 

空白：最終着信電話番号が決定されない場合
C列1行

発信者端末種別 発信者端末種別 
1：公衆 
2：ＮＴＴ( ピンク電話）
3：Ａｒｃｓｔａｒダイレクト回線
4：自動車／携帯電話 
5：ＰＨＳ 
6：地域系電話回線（ＣＡＴＶ／ＩＰ電話 等） 
7：衛星携帯電話 
8：Ｃｏｍ０５０ＶｏＩＰ端末 
9：Ｃｏｍ０Ａ～Ｊ_ＶｏＩＰ端末 
0A：他社０５０ＶｏＩＰ端末
0B：他社０Ａ～Ｊ_ＶｏＩＰ端末

D列1行

発信電話番号の発信地域コードを表示E列1行 発ＣＡコード
第一決定ACDグループ １回目の接続で決定されたＡＣＤグループ番号 

空白：ＡＣＤ契約がない場合
F列1行

第一決定着番号 １回目の接続で決定された着信電話番号G列1行
ガイダンス接続結果 最初のガイダンスが送信されるまでの発信者接続状況 

0：正常 
1：失敗

－
H列1行

第一接続先状況 通常接続先の処理状況 
第一接続先状況一覧および第一接続先状況例を参照

I列1行

接続先遷移理由 最終接続先への接続理由 
0：通常（接続先着信電話番号/ACDの情報を正常取得した状態） 
1：迂回先（通常から迂回した状態） 
2：受変先（通常から受付変更した状態）
 
F：遷移先なし（接続先着信電話番号/ACDの情報取得前の状態）

J列1行

最終決定ACDグループ 最終的に決定されたＡＣＤグループ番号 
空白：ＡＣＤ契約がない場合

K列1行

結果コード 発信者処理状況 
0：完了呼 
1：不完了呼

L列1行

最終接続先状況（接続イベント） 最終的に接続された着信電話番号の処理状況 
最終接続先状況の一覧を参照

M列1行

発信時刻N列1行
接続先を呼び出した時刻O列1行
通話開始時間P列1行
通話終了時間Q列1行
通話時間R列1行

S列1行 ＩＶＲ接続開始時間：YYYY年MM月DD日HH時mm分ss秒s －
ＩＶＲ接続終了時間：YYYY年MM月DD日HH時mm分ss秒s －T列1行

待ち合わせの有無 
0：待ち合わせ未使用 
1：待ち合わせ利用
待ち合わせ開始時間

V列1行

待ち合わせ終了時間
W列1行 待合せ開始時間

待合せ終了時間
発信者番号非通知理由 0：通知 

1：非通知
00：受信なし 
01：ユーザ要求のため通知不可 
02：サービス競合のため通知不可 
03：公衆電話のため通知不可

X列1行

迷惑電話拒否ＩＤ 0000～9999の数字 
空白：迷惑電話おことわりサービス未契約の場合

Y列1行

メッセージ蓄積使用中表示 0：未使用 
1：使用中

Z列1行

ＳＡＰ切断理由表示 着信交換機切断理由表示 
ＳＡＰ切断理由表示一覧を参照

AA列1行

ルーティング段数分だけ設定される（最大10段）。初期ルーティングのみの接続については、ルーティング情報は設定されない
ルーティング種別 選択されたルーティング種別 

空白：入力情報無 
03：発信地域 
04：ダイレクトルーティング（発ＩＤ、発ＩＤワイルド、発信電話番号、発信局番号） 
06：音声認識プロンプト 
07：端末種別グループ 
08：ＰＢ入力指示ルーティング（ＰＢ入力、音声認識プロンプト）

ルーティンググループID ルーティンググループID 
空白：入力情報無 
0000：発信地域 
0000：ダイレクトルーティング 
00～ZZ：音声認識プロンプト 
000１～000B：端末種別グループ：発端末種別コードを数値で設定 
00～ZZ：PB入力指示ルーティング

入力区分 入力指示（音声・ＰＢ）ルーティングで入力された区分 
空白：入力情報無 
0入力無 
1：ＰＢ入力 
2：音声入力 
3：ＰＢ＆音声入力

－

入力成否 入力指示（音声・ＰＢ）ルーティングでの入力成否 
空白：入力情報無 
0：成功 
1：失敗 
F：入力タイムアウト

－

入力桁数 入力指示（音声・ＰＢ）入力結果情報の有効桁数 
空白：入力情報無 －

入力結果値 入力指示（音声・ＰＢ）入力結果情報 
空白：入力情報無 －

ＡＢ列１行

接続履歴（接続において迂回した履歴（最大３情報）を表示します）
上書き回数1～3 ３つ目の接続履歴を上書きした場合、その回数を表示します。

尚、１５回以上の上書きは１５と表示されます。
接続先遷移種別2-1～2-3 迂回した遷移状態を表します。

1：迂回先
3：ＡＣＤ次検索
4：迂回元
5：ＡＣＤ検索元

着信先状況コード2-1～2-3 第二回目以降に迂回した着信先の状況を表示します。
01：ＬＳ話中
02：不出

選択先番号1～3 第二回目以降に迂回した着信電話番号を表示します。
選択先ACDグループ情報1～3 選択先番号が設定されているACDグループ番号を表示します。

A列1行 サービス番号 フリーダイヤル番号またはナビダイヤル番号

ＡＣ列1行～

発信時刻
呼出し時刻
通話開始時刻（応答時刻）
通話終了時刻（切断時刻）
交換機接続時間（通話時間）
ＩＶＲ通話開始時刻
ＩＶＲ通話終了時刻
発事業者情報
待合せ接続有無

U列1行 未提供（CSVファイルで項目のみ出力）

 CＫ列1行～

発信者端末種別 
1：公衆 
2：ＮＴＴ( ピンク電話）
3：Ａｒｃｓｔａｒダイレクト回線（未使用：NTT呼に包含）
4：自動車／携帯電話 
5：ＰＨＳ 
6：地域系電話回線（ＣＡＴＶ／ＩＰ電話 等） 
7：衛星携帯電話 
8：Ｃｏｍ０５０ＶｏＩＰ端末 
9：Ｃｏｍ０Ａ～Ｊ_ＶｏＩＰ端末 
0A：他社０５０ＶｏＩＰ端末
0B：他社０Ａ～Ｊ_ＶｏＩＰ端末

３：ACD次検索
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第一接続先状況一覧（フリーダイヤル／ナビダイヤル）
Code 項目

内容 発信者ステータス
Code ＣＳＶ 画面
0000 0 正常接続（正常接続） 正常に接続されたコール(着信者が応答したコール。または着信者のＰ

ＢＸ・ＦＡＸ等に着信したコール）
正常通話

0001 1 正常接続（着ＬＳ話中） 契約回線内の着信ではあるが、契約電話番号での着信・発信等によって
お話中となったコール

お話し中音

0004 4 正常接続（ガイダンス中放棄） 接続案内、事前料金通知等ガイダンス送出中に発信側が切断したコー
ル

ガイダンス中切断

0007 7 正常接続（呼び出し中放棄） 着信側呼び出し音中に発信側が切断したコール 呼出後発信者切断

0013 13 正常接続（待時超過） 待ち合わせ接続をご利用中、待ち合わせ時間超過により切断された
コール（待ち合わせのみ）

待時超過ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ・切断

0014 14 正常接続（待中放棄） 待ち合わせ接続をご利用時、待ち合わせ中に発信者が切断したコール お話し中音

0300 300 ＦＤの場合：ＦＤ話中（その他） 契約回線数以上の着信でお話中となったコール お話し中音

ＮＤの場合：ＮＤ話中（その他）
0301 301 ＦＤの場合：ＦＤ話中（着ＬＳ話中） 第一決定ACDグループまたは着信電話番号が全話中で迂回され、迂

回先が契約回線内の着信ではあるが、契約電話番号での着信・発信等
によってお話中となったコール

お話し中音

ＮＤの場合：ＮＤ話中（着ＬＳ話中）

0307 307 ＦＤの場合：ＦＤ話中（呼び出し中放棄） 第一決定ACDグループまたは着信電話番号が全話中で迂回され、迂
回先（着信側）を呼び出し音中に発信側が切断したコール

お話し中音

ＮＤの場合：ＮＤ話中（呼び出し中放棄）
030F 30F ＦＤの場合：ＦＤ話中（その他） 契約回線数以上の着信でお話中となったコール お話し中音

ＮＤの場合：ＮＤ話中（その他）
080F 80F 発ＩＤ未登録（その他） 発信局番、発信番号ルーティング利用で登録されていない電話番号か

ら発信されて接続できなかったコール
お話し中音

090F 90F 指定範囲外（その他） 指定範囲外で着信先を決定できなかったコール（ルーティング先無） お話し中音

0B0F B0F 指定地域外（その他） 発信地域指定によって拒否されている地域から発信されて接続で
きなかったコール

地域外ガイダンス

0C0F C0F 許容地域外（その他） 発信地域ルーティングで指定されていない地域から発信されて接続で
きなかったコール（発信地域ルーティングのみ）

地域外ガイダンス

0D0F D0F 時間外（その他） 時間外着信案内ガイダンスに接続されたコール 時間外ガイダンス
AE01 AE01 受変（着ＬＳ話中） 第一決定ACDグループまたは着信電話番号が受付先変更をご利用中

に、受付先が契約回線内の着信ではあるが、契約電話番号での着信・発
信等によってお話中となったコール

お話し中音

AE07 AE07 受変（呼び出し中放棄） 第一決定ACDグループまたは着信電話番号が受付先変更をご利用中
に、迂回した受付先を呼び出し音中に発信側が切断したコール

呼出後、発信者側切断

AE13 AE13 受変（待時超過） サービス番号で受付先変更をご利用中に、受付先契約電話番号で待
ち合わせ中、待ち合わせ時間超過により切断されたコール

待時超過ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ後・切断

AE14 AE14 受変（待中放棄） サービス番号で受付先変更をご利用中に、受付先契約電話番号で待
ち合わせ中に発信者が切断したコール

待中ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ中・切断

AE0F AE0F 受変（その他） 第一決定ACDグループまたは着信電話番号が受付先変更をご利用中
に、受付先が原因不明で接続されなかったコール

お話し中音

100F 100F 発ＩＤダイレクト（その他） 発信電話番号ルーティング利用で登録されていない電話番号から発信
され、接続先が無く未登録ガイダンスにより切断されたコール

未登録ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ後、切断

110F 110F ACD非ACT 接続するＡＣＤが「受付状態変更機能」でＯＦＦの時 お話し中音または迂回接続

120F 120F 待数超過 待ち合わせ接続をご利用中、設定数以上の着信に入って切断された
コール（待ち合わせのみ）

お話し中音

150F 150F DN非ACT（その他） 接続する着信箇所が「受付状態変更機能」でＯＦＦの時 お話し中音または迂回接続

1F0F 1F0F ＦＤの場合：ＦＤ話中（ダイヤルイン局線話中） 設定されているダイヤルイン共通回線数以上の着信でお話中となった
コール

お話し中音

ＮＤの場合：ＮＤ話中（ダイヤルイン局線話中）
2D0F 2D0F 迷惑拒否（その他） 「迷惑電話おことわりサービス」で拒否されたコール 迷惑拒否ガイダンス
470F 470F 公衆拒否（その他） 発信端末として公衆電話からの接続を拒否されたコール 公衆電話拒否ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

4F0F 4F0F 接続拒否呼（その他） 発信端末拒否されている端末からナビダイヤルを利用し拒否された
コール

発信端末接続拒否ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

500F 500F 自動車携帯拒否（その他） 発信端末として自動車・携帯電話からの接続を拒否されたコール 発信端末接続拒否ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

510F 510F ＰＨＳ拒否（その他） 発信端末としてＰＨＳからの接続を拒否されたコール 発信端末接続拒否ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

520F 520F 衛星電話拒否（その他） 発信端末として衛星電話からの接続を拒否されたコール 発信端末接続拒否ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

530F 530F 端末系事業者拒否（その他） 発信端末として端末系事業者電話からの接続を拒否されたコール 発信端末接続拒否ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

540F 540F NTT拒否（その他） 発信端末としてＮＴＴ地域加入電話からの接続を拒否されたコール 発信端末接続拒否ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

550F 550F NTT拒否（その他） 発信端末としてＮＴＴＣｏｍ直収電話からの接続を拒否されたコール 発信端末接続拒否ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

560F 560F 端末系事業者拒否（その他） 発信端末として端末系事業者電話からの接続を拒否されたコール 発信端末接続拒否ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

570F 570F 端末系事業者拒否（その他） 発信端末として端末系事業者電話からの接続を拒否されたコール 発信端末接続拒否ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

580F 580F VoIP（０５０～)NTTcom拒否（その他） 発信端末としてVoIP（０５０)NTTcom電話からの接続を拒否
されたコール

発信端末接続拒否ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

590F 590F VoIP（０５０～)他社拒否（その他） 発信端末としてVoIP（０５０)他社電話からの接続を拒否された
コール

発信端末接続拒否ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

5B0F 5B0F ルーティング段数超過 接続処理においてルーティング段数を超過したコール お話し中音

620F 620F その他 原因不明で接続されなかったコール お話し中音
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第一接続先状況一覧（インテリジェントサービス）

Code 項目 内容

00 完了 正常に接続されたコール(着信者が応答したコール。または着信者のＰＢＸ・ＦＡＸ等に着信したコール）

01 着ＬＳ話中 契約回線内の着信ではあるが、契約電話番号での着信・発信等によってお話中となったコール

02 不出 呼び出し音後着信者が応答しなかったコール

03 ＦＤの場合：ＦＤ話中 
ＮＤの場合：ＮＤ話中

契約回線数以上の着信でお話中となったコール

04 ガイダンス中放棄 指示ガイダンス中に切断したコール

07 呼び出し中放棄 呼び出し音中に切断されたコール

0C 許容地域外 発信地域ルーティングで指定されていない地域から発信されて接続できなかったコール（発信地域ルーティングのみ）

0D 時間外 時間外着信案内ガイダンスに接続されたコール

11 ＡＣＤ非ＡＣＴ 接続するＡＣＤが「受付状態変更機能」でＯＦＦの時

12 待ち数オーバー（待数超過） 待ち合わせ接続をご利用中、設定数以上の着信に入って切断されたコール（待ち合わせのみ）

13 待ち時間オーバー（待時超過） 待ち合わせ接続をご利用中、設定時間以上に待ち合わせて切断されたコール（待ち合わせのみ）

14 待ち中放棄（待中放棄） 待ち合わせ接続をご利用時、待ち合わせ中に発信者が切断したコール

15 DN非ACT 接続する着信箇所が「受付状態変更機能」でＯＦＦの時

1F ＦＤの場合：ＦＤ話中（ダイヤルイン局線話中） 
ＮＤの場合：ＮＤ話中（ダイヤルイン局線話中）

設定されているダイヤルイン共通回線数以上の着信でお話中となったコール

2D 迷惑許否 「迷惑電話おことわりサービス」で拒否されたコール

62 その他のエラー 原因不明で接続されなかったコール

ＦＦ 設定なし 要因が特定できなかったため設定できなかったコール

最終接続先状況一覧（フリーダイヤル／ナビダイヤル）

Code 項目 内容 発信者ステータス
00 正常接続(完了) 正常に接続されたコール(着信者が応答したコール。または着信者のＰＢＸ・ＣＴＩ・ＦＡＸ等に着信したコール） 正常通話
01 ＬＳ話中 契約回線内の着信ではあるが、契約電話番号での着信・発信等によってお話中となったコール お話し中音
02 不出 呼び出し音後着信者が無応答設定時間内に応答しなかったコール 呼出後切断・無応答時ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ
03 ＡＳＮ（ＣＰ部）話中 契約回線数以上の着信でお話中となったコール お話し中音
04 ガイダンス中放棄 入力指示、接続案内、事前料金通知ガイダンス送出中に発信側が切断したコール ガイダンス中、発信者側切断
07 呼び出し中放棄 着信側呼び出し音中に発信側が切断したコール 呼出後自切
08 発ＩＤ未登録 発信局番、発信番号ルーティング利用で登録されていない電話番号から発信されて接続できなかったコール 指定範囲外ガイダンス
09 指定範囲外 ＰＢ入力結果が指定範囲外で着信先を決定できなかったコール（ルーティング先無、ＰＢ入力ミス） 指定範囲外ガイダンス
0B 指定地域外 発信地域指定によって拒否されている地域から発信されて接続できなかったコール 地域外ガイダンス
0C 許容地域外 発信地域ルーティングで指定されていない地域から発信されて接続できなかったコール（発信地域ルーティ

ングのみ）
地域外ガイダンス

0D 時間外 時間外着信案内ガイダンスに接続されたコール 時間外ガイダンス
ＡE 受変 受付先変更をご利用中に、受付先を変更されて着信したコール（受変先で表示） 正常通話
10 発ＩＤダイレクト 発信電話番号ルーティング利用で登録されていない電話番号から発信され、接続先が無く未登録ガイダンス

により切断されたコール　
未登録ガイダンス・切断 　

11 ACD非ACT 接続するＡＣＤが「受付状態変更機能」でＯＦＦの時 お話し中音または迂回接続
12 待ち数オーバー 待ち合わせ接続をご利用中、設定数以上の着信に入って切断されたコール（待ち合わせのみ） お話し中音・切断 
13 待ち時間オーバー 待ち合わせ接続をご利用中、設定時間以上に待ち合わせて切断されたコール（待ち合わせのみ） 待時超過ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ後、切断
14 待ち中放棄 待ち合わせ接続をご利用時、待ち合わせ中に発信者が切断したコール 待合わせ中、発信者側切断
15 ＤＮ非ＡＣＴ 接続する着信箇所が「受付状態変更機能」でＯＦＦの時 お話し中音または迂回接続
19 待ち中リトライオーバー 待ち合わせ接続をご利用中、接続リトライを規定回数(5回)以上実施し回数オーバーにて切断されたコール

（待ち合わせのみ）
ﾘﾄﾗｲｵｰﾊﾞｰｶﾞｲﾀﾞﾝｽ後、切断

1B 音声認識エラー 音声指示ルーティング中に、指示する音声を認識できなかったコール ｴﾗｰｶﾞｲﾀﾞﾝｽ後、切断
1C 音声認識失敗 音声指示ルーティング中に、指示する音声を認識できなかったコール 音声認識プロンプト接続前ガイダ

ンス
1D 指定端末種別不正 端末種別グループの接続先を決めないで設定工事を行ったもの 切断（お話し中音）
BE 入力タイムアウト 入力指示ルーティングを利用中、設定されている時間内にＰＢまたは音声での指示を与えなかったコール ﾀｲﾑｱｳﾄｶﾞｲﾀﾞﾝｽまたは接続先着信
1F ASN(CP部）話中（ダイヤル

イン局線話中）
設定されているダイヤルイン共通回線数以上の着信でお話中となったコール お話し中音

28 ウィスパー中発側切断 ウィスパーガイダンス送出中に発信者側が切断したコール ｳｨｽﾊﾟｰｶﾞｲﾀﾞﾝｽ中、発信者切断
29 ウィスパー中着側切断 ウィスパーガイダンス送出中に着信者側が切断したコール ｳｨｽﾊﾟｰｶﾞｲﾀﾞﾝｽ中、着側切断

2D 迷惑拒否 「迷惑電話おことわりサービス」で拒否されたコール 迷惑おことわり拒否ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ
47 公衆拒否 発信端末として公衆電話からの接続を拒否されたコール 公衆電話拒否ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ
4F 接続拒否指示（ナビ） 発信端末拒否されている端末からナビダイヤルを利用し拒否されたコール
50 自動車携帯拒否 発信端末として自動車・携帯電話からの接続を拒否されたコール 発信端末接続拒否ガイダンス
51 ＰＨＳ拒否 発信端末としてＰＨＳからの接続を拒否されたコール 発信端末接続拒否ガイダンス
52 衛星電話拒否 発信端末として衛星電話からの接続を拒否されたコール 発信端末接続拒否ガイダンス
53 端末系事業者拒否 発信端末として端末系事業者電話からの接続を拒否されたコール 発信端末接続拒否ガイダンス
54 NTT地域加入電話拒否 発信端末としてＮＴＴ地域加入電話からの接続を拒否されたコール 発信端末接続拒否ガイダンス
55 NTTcom直収拒否 発信端末としてＮＴＴＣｏｍ直収電話からの接続を拒否されたコール 発信端末接続拒否ガイダンス
56 VoIP（０A～J)NTTcom拒否 発信端末としてVoIP（０A～J)NTTcom電話からの接続を拒否されたコール 発信端末接続拒否ガイダンス
57 VoIP（０A～J)他社拒否 発信端末としてVoIP（０A～J)他社電話からの接続を拒否されたコール 発信端末接続拒否ガイダンス

5B ルーティング段数超過 接続処理においてルーティング段数を超過したコール リトライオーバーガイダンス

5D １８４発信による切断 発信時に「１８４」をダイヤルしてから発信したため、発信者電話番号が通知されなかったことにより、拒否され
たコール 非通知拒否ガイダンス

62 その他のエラー 原因不明で接続されなかったコール お話し中音

2 ウィスパー発呼エラー 原因不明のため、ウィスパーガイダンスを流すことができずに切断したコール お話し中音

発信端末接続拒否ガイダンス

5
59
8 （０５０)NTTcom拒否VoIP

（０５０)他社拒否VoIP

Ａ

発信端末として　　（０５０)NTTcom電話からの接続を拒否されたコールVoIP
発信端末として　　（０５０)他社電話からの接続を拒否されたコールVoIP

発信端末接続拒否ガイダンス
発信端末接続拒否ガイダンス
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最終接続先状況一覧（インテリジェントサービス）

SAP切断理由表示一覧

Code 項目 内容

00 完了 正常に接続されたコール(着信者が応答したコール。または着信者のＰＢＸ・ＣＴＩ・ＦＡＸ等に着信したコール）

01 ＬＳ話中 契約回線内の着信ではあるが、契約電話番号での着信・発信等によってお話中となったコール

02 不出 呼び出し音後着信者が応答しなかったコール

03 ＡＳＮ（ＣＰ部）話中 契約回線数以上の着信でお話中となったコール

04 ガイダンス中放棄 指示ガイダンス中に切断したコール

07 呼び出し中放棄 呼び出し音中に切断されたコール

0C 許容地域外 発信地域ルーティングで指定されていない地域から発信されて接続できなかったコール（発信地域ルーティングのみ）

0D 時間外 時間外着信案内ガイダンスに接続されたコール

11 ＡＣＤ非ＡＣＴ 接続するＡＣＤが「受付状態変更機能」でＯＦＦの時

12 待ち数オーバー 待ち合わせ接続をご利用中、設定数以上の着信に入って切断されたコール（待ち合わせのみ）

13 待ち時間オーバー 待ち合わせ接続をご利用中、設定時間以上に待ち合わせて切断されたコール（待ち合わせのみ）

14 待ち中放棄 待ち合わせ接続をご利用時、待ち合わせ中に発信者が切断したコール

15 DN非ACT 接続する着信箇所が「受付状態変更機能」でＯＦＦの時

19 待ち中リトライオーバー 待ち合わせ接続をご利用中、接続リトライを規定回数(４回)実施し回数オーバーにて切断されたコール（待ち合わせのみ）

1Ａ 課金レート超過 事前料金通知後、迂回先契約電話番号への接続課金レートが迂回元より高くなるため切断したコール

28 ウィスパー中発側切断 ウィスパーガイダンス送出中に発信者側が切断したコール

29 ウィスパー中着側切断 ウィスパーガイダンス送出中に着信者側が切断したコール

2B ウィスパータイムアウト ウィスパーサービス時の入力指示操作タイムアウトに遭遇したコール

2D 迷惑許否 「迷惑電話おことわりサービス」で拒否されたコール

62 その他のエラー 原因不明で接続されなかったコール
ＦＦ 設定なし 要因が特定できなかったため設定できなかったコール

画面/CSV 項目 内容

00 この理由表示は、ＦＤ話中の時やガイダンス中放棄・時間外着信案内サービス中等により着信電話番号が決定されなく、要求した
相手に着信できないことを示します。

01 欠番 この理由表示は、着信電話番号はフォーマット上有効であったが、現在欠番のため、発信ユーザーが要求した相手に着信できない
ことを示します。

02 指定中継網へのルートなし
この理由表示の送信元の装置が、認識不可能な特殊な中継網を通して呼をルーティングする要求を受けたことを示します。この
理由表示の送信元の装置は、その中継網が存在してないか、あるいは、それが存在したとしても、この理由表示の送信元の装置に
対してサービスをしていない特殊な中継網であるため、その中継網を認識しません。

03 相手へのルートなし この理由表示は、呼をルーティングされた網が、着信の要求を受けないため呼を着信ユーザーへ届けることができないことを示
します。

06 チャネル利用不可 この理由表示は、チャネル選択の結果として選択されたチャネルが送信端末に対して利用不可であることを示します。

07 呼が設定済のチャネルへ着呼 この理由表示は、ユーザーに着呼があり、その着呼が同様の呼として、ユーザーが既に設定しているチャネルに接続されることを
示します。

10 正常切断 この理由表示は、呼に関係するユーザーのうちの1人が、呼の切断復旧を要求したことにより、呼が切断されることを示します。 
正常状態では、この理由表示の生成源は網ではありません。

11 着ユーザービジー この理由表示は、着信ユーザーが、もう一つの別の呼を受け付けられないことを示します。 
この場合、ユーザー装置では、着信呼に対して通信の整合性がとれている必要があります。

12 着ユーザーレスポンスなし この理由表示は、相手ユーザーが呼設定のメッセージに対して規定された割り当て時間内に「呼出中」か「応答」かを示すメッセー
ジを返送しない時に使用します。

13 着ユーザー呼出中/応答なし この理由表示は、呼出の通知はあったが、その後規定された時間内に応答の通知がこなかった場合に使用します。

15 通信拒否 この理由表示は、この理由表示を送信した装置がビジーでも不整合でもなく、呼を受け付け可能であるにもかかわらず、呼を受け
付けないことを示すのに用います。

16 相手加入者端末番号変更 この理由表示は、発信ユーザーによって示された着信番号がもはや割り当てられていない時、発信ユーザーに通知されるもので
す。

1A 選択されなかったユーザーの切断復旧 この理由表示は、ユーザーが着信呼を得られなかったことを示します。

1B 相手端末故障中
この理由表示は、着信側インタフェースが機能的に正常でなかったため、発信ユーザーが要求した相手ユーザーへの着信ができ
なかったことを示します。この「機能的に正常でない」ということは、信号メッセージが相手ユーザーに届かないことを意味してい
ます。例えば、相手ユーザーインタフェースの物理レイヤもしくはデータリンクレイヤの故障とか、ユーザー装置がオフラインの
場合等です。

1C 無効番号フォーマット(不完全番号) この理由表示は、着信番号が無効なフォーマットか、もしくは不完全なために、相手ユーザーへの着信ができないことを示します。

1D ファシリティ拒否 この理由表示は、ユーザーによって要求されたファシリティが、網で提供できない場合に返します。

1E 状態問合への応答 この理由表示は、「状態表示」メッセージを生成した理由が、これを生成する以前に「状態問合」メッセージを受信したことによる場
合に、この「状態表示」メッセージの中に含まれます。

1F その他の正常クラス この理由表示は、正常クラスの他の理由で表せない場合に正常状況を報告するためにのみ使用します。

22 利用可回線/チャネルなし この理由表示は、呼を取りあつかうための利用可能な適当な回線/チャネルが、現在ないことを示します。

26 網障害 この理由表示は、網が機能的に正常でなく、その状態が比較的長時間続きそうであることを表示します。

29 一時的障害 この理由表示は、網が機能的に正常でなく、その状態が長時間は継続しそうもないことを示します。

2A 交換機輻輳 この理由表示は、この理由を発生した交換装置が高トラフィックで輻輳していることを示すのに用います。

2B アクセス情報廃棄 この理由表示は、網が要求されたアクセス情報(ユーザー・ユーザー情報、低位レイヤ整合性、高位レイヤ整合性もしくは詳細情報
の中に示されるサブアドレス等)を相手ユーザーに届けられなかったことを示します。

2C 要求回線/チャネル利用不可 この理由表示は、要求端末により通知された回線またはチャネルが、相手側のインタフェースで提供できない場合に返します。

2F その他のリソース使用不可クラス この理由表示は、網輻輳クラスの中の他の理由を適用できないときにのみ、網輻輳イベントとして報告するために使用します。

2 ウィスパー発呼エラー 原因不明のため、ウィスパーガイダンスを流すことができずに切断したコールＡ
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SAP切断理由表示一覧
画面/CSV 項目 内容

31 QOS利用不可 この理由表示は、要求されたQOSが提供されないことを報告するために使用します。

32 要求ファシリティ未契約 この理由表示は、ユーザーがファシリティを提供する網に対して必要な管理上の手続き終えていないため、要求された付加サー
ビスが網によって提供されないことを示します。

39 伝達能力不許可 この理由表示は、理由表示を生成した装置で実現している伝達能力であるが、ユーザーに許可してない伝達能力をユーザーが要
求したことを示します。

3A 現在利用不可伝達能力 この理由表示は、理由表示を生成した装置で実現している伝達能力であるが、現在利用不可である伝達能力をユーザーが要求し
たことを示します。

3F その他のサービスまたはオプションの利
用不可クラス

この理由表示は、サービス利用不可クラスの他の理由表示が適用できない場合にのみ、サービス利用不可イベントを報告するの
に使用します。

41 未提供伝達能力指定 この理由表示は、理由表示を受信した装置が要求された伝達能力をサポートしていないことを示します。

42 未提供チャネル種別指定 この理由表示は、理由表示を送信した装置が要求されたチャネル種別をサポートしていないことを示します。

45 未提供ファシリティ要求 この理由表示は、この理由表示を送信した装置が要求された付加サービスを提供しないことを示します。

46 制限ディジタル情報伝達能力 この理由表示は、ある装置が非制限ディジタル情報伝達能力を要求した場合、この理由表示を送信する装置が要求された伝達能
力のうち制限ディジタル情報伝達能力のみをサポートしていることを示します。

4F その他のサービスまたはオプションの未
提供クラス

この理由表示は、サービス未提供クラスの他の理由が適応できない場合にのみ、サービス未提供を報告するのに使用します。

51 無効呼番号使用 この理由表示は、理由表示を送信した装置がユーザー・網インタフェース間で現在使用しているのと異なる呼番号のメッセージを
受信したことを示します。

52 無効チャネル番号使用
この理由表示は、理由表示を送信した装置が活性化していないチャネル番号の使用要求を受信したことを示します。例えば、ユー
ザーが1から12までのチャネルを契約しているにもかかわらず、ユーザー装置または網がチャネル番号13から23 
の使用を試みた場合等です。

53 指定された中継呼識別番号未使用 この理由表示は、中断された呼に用いられていた呼識別番号とは異なった呼識別番号を持つ呼の再開が試されたことを示しま
す。

54 中断呼識別番号使用中 この理由表示は、網が呼の中断要求を受信したが、この中断要求は呼の再開が行われるかもしれないインタフェース領域内の中
断呼識別としてすでに使用中である呼識別を含んでいたことを示します。

55 中断呼なし この理由表示は、網が呼の再開要求を受信したことを示します。しかし、呼の再開要求の含んでいる呼識別が、呼の再開が行われ
るかもしれないインタフェース領域内の中断された呼には現在使用されていないことを示します。

56 指定中継呼切断復旧済 この理由表示は、網が再開要求を受信したが、この再開要求は、一度中断呼として通知された呼識別を含んでおり、その中断呼が
すでに切断復旧されていることを示します。

58 端末属性不一致 この理由表示は、理由表示を送信した装置が適合しえない低位レイヤ整合性、高位レイヤ整合性、あるいは他の整合性属性(例：
データ速度)をもつ呼設定の要求を受信したことを示します。

5B 無効中継網選択 この理由表示は、中継網識別を受信したが、それが正しくないフォーマットであることを示します。

5F その他の無効メッセージクラス この理由表示は、無効メッセージクラスの他の理由が適用できない場合にのみ、無効メッセージクラスのイベントを報告するため
に用います。

60 必須情報要素不足 この理由表示は、理由表示を送信した装置がメッセージを受信時に、メッセージ内に存在しなければならない情報要素(必須情報
要素)が不足していたことを示します。

61 メッセージ種別未定義または未提供 この理由表示は、理由表示を送信した装置が、その装置において未定義のメッセージ、または定義されているが未提供であるよう
な認識できないメッセージ種別を持つメッセージを受信したことを示します。

62 呼状態とメッセージ不一致又はメッセージ
種別未定義

この理由表示は、この理由表示を送信した装置が、処理において特定な呼状態の間に受信したメッセージが許可しうるメッセージ
でないか、整合していない呼状態を示す「状態表示」を受信したことを示します。

63 情報要素未定義
この理由表示は、理由表示を送信した装置の情報要素識別子が未定義、または定義されていても未提供である情報要素を含ん
だメッセージを受信した場合に用います。なお、その情報要素は、この理由を送出した装置が、メッセージの処理を行うために必要
なものでない場合に限ります。

64 情報要素内容無効 この理由表示は、理由表示を送信した装置が提供している情報要素であるが、情報要素の1つまたは複数のフィールドが提供して
いないコードである情報要素を受信したことを示します。

65 呼状態とメッセージ不一致 この理由表示は、受信したメッセージが呼状態と不一致の場合に用います。

66 タイマ満了による回復 この理由表示は、本レイヤ3仕様のエラー処理手順に従い、タイマが満了したことにより手順が開始されたことを示します。

6F その他の手順誤りクラス この理由表示は、手順誤りクラスの他に理由が適用できない場合にのみ手順誤りイベントを報告するのに用います。

7F その他のインタワーキングクラス この理由表示は、動作するための理由表示が存在しないような網でのインタワークが発生したことを示します。

注：ＮＴＴ東西地域会社から開示されている技術参考資料から引用（詳細は技術参考資料を閲覧下さい）
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あらかじめ設定している条件を基にトラヒックを監視し条件を満たした場合、メールでお知らせします。
トラヒックの監視は不完了率監視と総呼数監視の２種類があります。
監視対象はサービス番号単位および着信電話番号単位で設定できます。

不完了率監視

設定項目 内　容

監視時間帯 監視する時間帯を００時００分台～２３時５０分台まで設定が出来ます。

監視対象コール数 １～９９９９９９９９まで設定ができます。監視周期ごとの総呼数が監視対象コール数以上の
時のみ監視対象となります。（監視対象コール数に満たない場合は監視対象となりません）

しきい値（不完了率） １～９９まで設定ができます。設定した値以上の不完了率となった場合にメールでお知らせ
します。

総呼数監視

設定項目 内　容

監視時間帯

監視対象コール数

監視する周期を３分、５分、１０分で指定が出来ます。

表題：トラヒック不完了率監視しきい値超過のお知らせ
メール内容：

*******************************************************
 こちらは、ＮＴＴコミュニケーションズです。 
平素は弊社サービスに格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

トラヒックシステムによるトラヒック監視において、しきい値を 超過致し
ましたので下記のとおりご報告いたします。
サービス番号：0120-******
着信電話番号：***********
監視対象時間帯：2016年03月04日 15時40分00秒 から

 2016年03月04日 15時49分59秒 まで 

総呼数：21コール 
完了呼数：15コール 
しきい値（不完了率）設定値：10.0％以上 しきい値（不完了率）現在値：28.6％ 

********************************************************
このメールはシステムにより自動発信されております。 
本メールに返信していただきましても、ご質問・ご依頼などにはお答えできません
ので、返信しないよう、あらかじめご了承ください。 

-------------------------------------------------------------------------------------
本件に対するお問合せは下記までご連絡ください。 

ＮＴＴコミュニケーションズ（株） 

故障受付担当 

０１２０－４３２０６０（２４時間受付） 

------------------------------------------------------------------------------------ 

表題：トラヒック総呼数監視しきい値以下のお知らせ
メール内容：
*******************************************************
 こちらは、ＮＴＴコミュニケーションズです。 
平素は弊社サービスに格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

トラヒックシステムによるトラヒック監視において、しきい値以下と な
りましたので下記のとおりご報告いたします。
サービス番号：0120-******
着信電話番号：***********
監視対象時間帯：2016年03月04日 15時40分00秒 から

 2016年03月04日 15時49分59秒 まで 

総呼数：0 コール 
完了呼数：0 コール 
しきい値（総呼数）設定値：50 コール以下 
しきい値（総呼数）現在値：0 コール
********************************************************
このメールはシステムにより自動発信されております。 
本メールに返信していただきましても、ご質問・ご依頼などにはお答えできません
ので、返信しないよう、あらかじめご了承ください。 

-------------------------------------------------------------------------------------
本件に対するお問合せは下記までご連絡ください。 

ＮＴＴコミュニケーションズ（株） 

故障受付担当 

０１２０－４３２０６０（２４時間受付） 

------------------------------------------------------------------------------------ 

メール例（不完了率監視） メール例（総呼数監視）

※不完了率監視と総呼数監視の両方を設定している場合、別々にメールでお知らせします。�

監視周期（不完了率） 監視する周期を３分、５分、１０分で指定が出来ます。

監視呼種別 FD話中、着LS話中、呼中放棄、無応答遭遇呼、案内中放棄、待中放棄、待数超過、待リトライ
オーバー、その他を指定できます。（複数選択が可能）

監視周期（総呼数）

4

０～９９９９９９９９まで設定ができます。監視周期ごとの総呼数が監視対象コール数以下の
時にメールでお知らせします。

監視する時間帯を００時００分台～２３時５０分台まで設定が出来ます。
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4 - 1
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画面を表示するには
TRシステムメニュー

4.トラヒック監視情報照会

13. トラヒック監視

13.トラヒック監視

1

0120XXXXXX

➡画面下に＜照会結果＞が表示されま
す。

0120XXXXXX

0120XXXXXX

0120XXXXXX

●「監視対象サービス番号」と「監視対象着信電話番号」を入力すると
該当の監視対象電話番号のみ表示されます。

便利な
使い方

0120XXXXXX

➡選択した監視対象サービス番号の
監視情報が表示されます。

最大で監視対象サービス番号（１件） 
と監視対象着信電話番号（10件）が表示
されます。

参考

2
該当の「詳細」ボタンをクリックします。

3
必要な項目を確認します。

「監視対象サービス番号」に
「０１２０XXXXXX」と入力し、
「照会」ボタンをクリックします。

03XXXXXXX1

変更例 監視対象サービス番号「0120XXXXXX」の監視情報を照会します。

◆次の照会例で、トラヒック監視情報を照会する方法について説明します。��
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4 - 2

サービス番号 0120XXXXXX

着信電話番号

監視要否（不完了率） 監視要

監視時間帯 09時00分台～１７時５０分台

監視対象コール数 100コール以上

しきい値（不完了率） 10％以上

監視周期（不完了率） ５分ごと

監視呼種別 FD話中

◆次の登録例で、トラヒック監視情報を登録する方法について説明します。

トラヒック監視情報登録は、「監視対象着信電話番号」の監視情報登録ができます。

　＜不完了率監視＞

03XXXXXXX１、03XXXXXXX２、0３XXXXXXX３

画面を表示するには
TRシステムメニュー

１.トラヒック監視情報登録

13. トラヒック監視

13.トラヒック監視

1

➡登録画面が表示されます。

「監視対象サービス番号」に
「０１２０XXXXXX」と入力し、
「照会」ボタンをクリックします。

0120XXXXXX

0120XXXXXX

2
ボタンを選択し、「一覧表示」ボタンを
クリックします。

「着信電話番号」から「一覧指定」ラジオ

●便利な
使い方

03XXXXXXX１ 03XXXXXXX２ 03XXXXXXX３ 03XXXXXXX４

3
1」、「０３XXXXXXX２」、「０３XXXXXXX
３」のチェックボックスにチェックをつけ
「設定」ボタンをクリックします。

「着信電話番号一覧」から「03XXXXXXX 

メールアドレス aaa.aaa@zzz.jp

サービス番号「0120XXXXXX」の監視対象着信電話番号として「０３XXXXXXX１」、「０３XXXXXXX２」
登録例 「０３XXXXXXX３」を以下の条件で登録します。

着信電話番号の全指定を選択すると、サービス番号に契約している
全ての着信番号を登録することができます。ただし、着信番号が１１
番号以上契約されている場合、全指定での登録はできません。
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います。

0120XXXXXX

03XXXXXXX1  03XXXXXXX2  03XXXXXXX3

4
「着信電話番号一覧」で選択した着信電話

番号が表示されます。

03XXXXXXX1  03XXXXXXX2  03XXXXXXX3

0120XXXXXX

参考 登録画面はデフォルトの監視情報
値となっています。

5

分台を選択

「監視要否」は監視要をクリック
「監視時間帯」は０９時００分台～１７時５０

「監視対象コール数」に１００を入力
「しきい値」に１０を入力
「監視周期」は５分ごとを選択
「監視呼種別」はFD話中以外の項目をク
リックしチェックなし状態に変更

選択
「メールアドレス」はaaa.aaa@zzz.jpを

「監視要否」は監視不要
「監視時間帯」は００時００分台～００時００
分台
「監視対象コール数」は空白
「しきい値」は空白
「監視周期」は１０分ごと
「監視呼種別」は全ての項目が選択状態
「メールアドレス」は空白の設定となって

「登録」ボタンをクリックします。

必ずお読みください。

●「監視対象サービス番号」はトラヒックアラーム契約時にデフォルト登録されているため、登録不要です。

● メールアドレスは監視対象サービス番号に登録されている親オペレータＩＤのＥ－ｍａｉｌ情報です。
事前に親オペレータＩＤのＥ－ｍａｉｌ情報を登録しておく必要があります。

！ ご注意

➡  「正常に登録しました。」メッセージが
 表示されます。
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トラヒック監視情報を変更する

◆次の設定例で、トラヒック監視情報を変更する方法について説明します。

変更例 

トラヒック監視情報変更は、「詳細変更」と「一括変更」の２種類があります。

総呼数監視を監視要、監視時間帯を09時00分台～17時50分台、監視コール数を100コール以下、監視周期を１０分ごと、メー
ルアドレスにbbb.bbb@zzz.jpを設定します。

画面を表示するには
TRシステムメニュー

2.トラヒック監視情報変更

13. トラヒック監視

13.トラヒック監視

0120XXXXXX

1

➡画面下に＜照会結果＞が表示されま
す。

●「監視対象サービス番号」と「監視対象着信電話番号」を 入力すると
該当の監視対象電話番号のみ表示されます。

便利な
使い方

2
「０３XXXXXXX1」の「詳細」 ボタン

➡選択した監視対象着信電話番号の
監視情報が表示されます。

3

をクリックします。

詳細変更で監視情報を変更する場合

「監視対象サービス番号」に
「０１２０XXXXXX」と入力し、
「照会」ボタンをクリックします。

「監視呼種別」の「着LS話中」チェック
　ボックスにチェックをつけ「変更」ボタン
  をクリックします。

詳細変更　　監視対象サービス番号および監視対象着信電話番号の監視情報を個々に変更できます。

一括変更　 監視対象サービス番号および監視対象着信電話番号の監視情報を複数同時に変更できます。
（全て同じ設定内容となります。）

「詳細変更」で監視対象着信電話番号の「不完了率監視」を変更します。監視対象着信電話番号「03XXXXXXX1」に
着LS話中を追加します。

「一括変更」で監視対象着信電話番号の「総呼数監視」を変更します。監視対象着信電話番号「03XXXXXXX2」と
「03XXXXXXX3」の監視情報を変更します。

4
︲
3 

4 - 3

0120XXXXXX

0120XXXXXX

0120XXXXXX

0120XXXXXX

03XXXXXXX1

03XXXXXXX3

03XXXXXXX2

0120XXXXXX

0120XXXXXX

03XXXXXXX1

➡ 「正常に変更しました。」メッセージが   
　表示されます。
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手順　1　はP３４８の詳細変更で『監視情
報を変更する場合』を参照してください。

4
「着信電話番号」の「０３XXXXXXX２」　

➡選択した監視対象着信電話番号の
デフォルト画面が表示されます。

0120XXXXXX

03XXXXXXX2 03XXXXXXX3

必ずお読みください。

●一括変更のデフォルト画面では「監視要否」が監視不要となっているので注意してください。

●メールアドレスは監視対象サービス番号に登録されている親オペレータＩＤのＥ－ｍａｉｌ情報です。
事前に親オペレータＩＤのＥ－ｍａｉｌ情報を登録しておく必要があります。

！ ご注意

と「０３XXXXXXX３」チェックボックス
にチェックをつけ「一括変更」ボタンを
クリックします。

デフォルト画面の監視情報値では
「監視要否」は監視不要
「監視時間帯」は００時００分台～００時００分台
「監視対象コール数」は空白
「しきい値」は空白
「監視周期」は１０分ごと
「監視呼種別」は全ての項目が選択状態
「メールアドレス」は空白
の設定となっています。

0120XXXXXX

5

一括変更で監視情報を変更する場合

「監視要否」の監視要をチェックする。
「監視時間帯」に
　０９時００分台～１７時５０分台を選択。
「監視対象コール数」に１００を入力する。
「監視周期（総呼数）」に１０分ごとを選択。
「メールアドレス１」にbbb.bbb@zzz.jpを

選択し、「変更」ボタンをクリックする。

➡「正常に変更しました。」メッセージが
表示されます。

4
︲
3 

0120XXXXXX

0120XXXXXX

0120XXXXXX

0120XXXXXX

03XXXXXXX1

03XXXXXXX3

03XXXXXXX2

0120XXXXXX

03XXXXXXX2 03XXXXXXX3
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4
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4

トラヒック監視情報削除は、「詳細削除」と「一括削除」の２種類があります。

詳細削除 監視対象着信電話番号の監視情報を個々に削除できます。

一括削除 監視対象着信電話番号の監視情報を複数同時に削除できます。

◆次の削除例で、トラヒック監視情報を削除する方法について説明します。�

削除例 

画面を表示するには
TRシステムメニュー 13. トラヒック監視

3.トラヒック監視情報削除13.トラヒック監視

「詳細削除」で監視対象着信電話番号「03XXXXXXX1」の監視情報を削除します。
「一括削除」で監視対象着信電話番号「03XXXXXXX2」と「03XXXXXXX3」の監視情報を削除します。

0120XXXXXX

1

➡画面下に＜照会結果＞が表示されま
す。

●「監視対象サービス番号」と「監視対象着信電話番号」を 入力すると
該当の監視対象電話番号のみ表示されます。

便利な
使い方

2
「０３XXXXXXX1」の「詳細」 ボタン

➡選択した監視対象着信電話番号の
監視情報が表示されます。

3

をクリックします。

詳細変更で監視情報を削除する場合

「監視対象サービス番号」に
「０１２０XXXXXX」と入力し、
「照会」ボタンをクリックします。

0120XXXXXX

0120XXXXXX

0120XXXXXX

0120XXXXXX

03XXXXXXX1

03XXXXXXX3

03XXXXXXX2

0120XXXXXX

0120XXXXXX

03XXXXXXX1 「削除」ボタンをクリックします。

➡ 「正常に削除しました。」メッセージが   
　表示されます。
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手順　1　はP３５０の詳細変更で『トラヒッ
ク監視情報を削除する』を参照してくださ
い。

4
「着信電話番号」の「０３XXXXXXX２」　
と「０３XXXXXXX３」チェックボック
スにチェックをつけ「一括削除」ボタンを
クリックします。

一括削除で監視情報を削除する場合

03XXXXXXX3

03XXXXXXX2

0120XXXXXX

0120XXXXXX

0120XXXXXX

0120XXXXXX

➡「正常に削除しました。」メッセージが
表示されます。



付録

発信地域指定コード表（CAコード） P３５４〜３６５

発信地域細分化コード表 P３６６〜３７１

ガイダンス一覧（フリーダイヤル） P３７２〜３７３

ガイダンス一覧（ナビダイヤル） P３７４〜３７５

ガイダンス一覧（インテリジェントサービス） P３７６〜３７９

操作がわからないときは？ P３８２〜３８４



CA コード
む含をAC体動移 ：＊

料金区域

ウィスパーで案内
される CAコード

CA名 移動体 CAコード
（移動体CA名） 都道府県名

上位 1桁指定 上位 2桁指定 上位 3桁指定 5桁全桁指定

1

11 112 11200※ 011 札幌＊

11200（札幌）

北海道

12

123
12320 01232 千歳
12350 01235 夕張
12370 01237 栗山

124 12400 01242 芦別
125 12500 0125 滝川
126 12600 0126 岩見沢

13

133
13320 01332 当別
13360 01336 石狩

134 13400 0134 小樽

135
13520 01352 余市
13560 01356 岩内

136
13620 01362 倶知安
13660 01366 寿都

137

13720 01372 鹿部

13800（函館）

13740 01374 森
13760 01376 八雲
13780 01378 今金

138 13800※ 0138 函館＊

139

13920 01392 木古内
13940 01394 松前
13950 01395 江差
13970 01397 奥尻
13980 01398 熊石

14

142 14200 0142 伊達

11200（札幌）

143 14300 0143 室蘭
144 14400 0144 苫小牧

145
14520 01452 早来
14540 01454 鵡川
14560 01456 門別富川

146
14620 01462 浦河
14640 01464 静内
14660 01466 えりも

15

152
15220 01522 斜里

15700（北見）15240 01524 網走
15270 01527 美幌

153

15320 01532 根室

15420（釧路）

15350 01535 厚岸
15370 01537 中標津
15380 01538 根室標津

154
15420※ 01542 釧路＊
15470 01547 白糠
15480 01548 弟子屈

155
15520 01552 帯広
15570 01557 十勝池田
15580 01558 広尾

156
15620 01562 本別
15640 01564 上士幌
15660 01566 十勝清水

157 15700※ 0157 北見＊

15700（北見）
158

15820 01582 紋別
15840 01584 遠軽
15860 01586 中湧別
15880 01588 興部

※移動体を許容する場合、移動体CAコードと同一コードとなるため、注意が必要となります。
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CA コード
＊： 移動体 CAを含む 
料金区域

 都道府県名
上位 1桁指定 上位 2桁指定 上位 3桁指定 5桁全桁指定

1

16

162 16200 0162 稚内

16600（旭川） 北海道

163

16320 01632 天塩
16340 01634 浜頓別
16360 01636 北見枝幸
16380 01638 利尻礼文

164

16420 01642 石狩深川
16440 01644 留萌
16460 01646 羽幌
16480 01648 焼尻

165

16520 01652 士別
16540 01654 名寄
16560 01656 美深
16580 01658 上川

166 16600※ 0166 旭川＊
167 16700 0167 富良野

17

172 17200 0172 弘前

17700（青森） 青森

173
17320 01732 五所川原
17370 01737 鰺ケ沢

174 17400 0174 蟹田

175
17520 01752 むつ
17560 01756 野辺地

176 17600 0176 十和田
177 17700※ 0177 青森＊
178 17800 0178 八戸
179 17900 0179 三戸

18

182 18200 0182 横手

18800（秋田） 秋田

183 18300 0183 湯沢
184 18400 0184 本荘

185
18520 01852 男鹿
18550 01855 能代

186
18620 01862 鹿角
18640 01864 大館
18660 01866 鷹巣

187
18740 01874 角館
18760 01876 大曲

188 18800※ 0188 秋田＊

19

191 19100 0191 一関

19600（盛岡） 岩手

192 19200 0192 大船渡

193
19320 01932 釜石
19360 01936 宮古

194
19420 01942 岩泉
19450 01945 久慈

195
19520 01952 二戸
19560 01956 岩手

196 19600※ 0196 盛岡＊

197
19720 01972 水沢
19760 01976 北上

198
19820 01982 花巻
19860 01986 遠野

※移動体を許容する場合、移動体CAコードと同一コードとなるため、注意が必要となります。

ウィスパーで案内 CA名
（移動体CA名）される CAコード
移動体 CAコード
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CA コード
む含をAC体動移 ：＊

料金区域

ウィスパーで案内
される CAコード

CA名 移動体 CAコード
（移動体CA名）

都道府県名
上位 1桁指定 上位 2桁指定 上位 3桁指定 5桁全桁指定

2

22

220 22000 0220 迫

22200（仙台） 宮城

222 22200※ 0222 仙台＊
223 22320 02232 岩沼

224
22420 02242 白石
22450 02245 大河原

225 22500 0225 石巻
226 22600 0226 気仙沼
228 22800 0228 築館
229 22900 0229 古川

23

233 23300 0233 新庄

23600（山形） 山形

234 23400 0234 酒田
235 23500 0235 鶴岡
236 23600※ 0236 山形＊

237
23720 02372 村山
23760 02376 寒河江

238
23820 02382 米沢
23860 02386 長井

24

240 24020 02402 磐城富岡

24500（福島） 福島

241

24120 02412 喜多方
24140 02414 柳津
24160 02416 田島
24170 02417 会津山口

242 24200 0242 会津若松
243 24300 0243 二本松
244 24400 0244 原町
245 24500※ 0245 福島＊
246 24600 0246 いわき

247
24720 02472 石川
24760 02476 三春

248
24820 02482 白河
24860 02486 須賀川

249 24900 0249 郡山

25

250 25000 02502 新津

25200（新潟） 新潟

252 25200※ 0252 新潟＊

254
25420 02542 新発田
25450 02545 村上
25490 02549 津川

255

25520 02554 上越
25550 02555 糸魚川
25570 02557 新井
25590 02559 安塚

256
25620 02563 三条
25670 02567 巻

257

25720 02572 柏崎
25750 02575 十日町
25770 02577 六日町
25790 02579 小出

258 25800 0258 長岡
259 25920 02592 佐渡

※移動体を許容する場合、移動体CAコードと同一コードとなるため、注意が必要となります。
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CA コード
＊： 移動体 CAを含む 
料金区域

 ウィスパーで案内
される CAコード

CA名 移動体 CAコード
（移動体CA名）

都道府県名
上位 1桁指定 上位 2桁指定 上位 3桁指定 5桁全桁指定

2

26

260 26020 0260 阿南町

26200（長野） 長野

261 26100 0261 大町
262 26200※ 0262 長野＊
263 26300 0263 松本
264 26410 0264 木曾福島

265
26520 02652 飯田
26570 02657 伊那

266 26600 0266 諏訪

267
26720 02672 小諸
26760 02676 佐久

268 26800 0268 上田

269
26920 02692 中野
26960 02696 飯山

27

270 27000 0270 伊勢崎

27200（前橋） 群馬

272 27200※ 0272 前橋＊
273 27300 0273 高崎

274
27420 02742 藤岡
27460 02746 富岡

276 27600 0276 太田
277 27700 0277 桐生
278 27800 0278 沼田

279
27920 02792 渋川
27980 02798 長野原

28

280 28000 0280 古河 29200（水戸） 茨城
281 28100※ 0286 宇都宮＊

28100（宇都宮） 栃木

282 28200 0282 栃木
283 28310 0283 佐野
284 28400 0284 足利

285
28520 02852 小山
28560 02858 真岡

287
28720 02872 大田原
28760 02876 黒磯
28780 02878 烏山

288 28800 0288 今市
289 28910 0289 鹿沼

29

291 29120 0291 鉾田

29200（水戸） 茨城

292 29200※ 0292 水戸＊
293 29320 0293 高萩
294 29400 0294 常陸太田

295
29550 02955 常陸大宮
29570 02957 大子

296
29620 02962 下館
29670 02967 笠間

297
29720 02972 水海道
29760 02976 竜ケ崎

298 29800 0298 土浦

299
29920 02992 石岡
29960 02996 潮来

※移動体を許容する場合、移動体CAコードと同一コードとなるため、注意が必要となります。
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CA コード
む含をAC体動移 ：＊

料金区域

ウィスパーで案内
される CAコード

CA名 移動体 CAコード
（移動体CA名）

都道府県名
上位 1桁指定 上位 2桁指定 上位 3桁指定 5桁全桁指定

3 32 320 32000※ 03 東京＊

32000（東京） 東京

4

42

422 42200 0422 武蔵野三鷹
423 42300 0423 国分寺
425 42500 0425 立川
426 42600 0426 八王子
427 42700 0427 相模原 45000（横浜） 神奈川
428 42800 0428 青梅 32000（東京） 東京

429
42920 04291 所沢

48600（浦和） 埼玉
42970 04297 飯能

43
432 43200※ 0432 千葉＊

43200（千葉） 千葉436 43600 0436 市原
438 43800 0438 木更津

44 440 44000 044 川崎

45000（横浜） 神奈川

45 450 45000※ 045 横浜＊

46

460 46000 0465 小田原
462 46200 0462 厚木
463 46300 0463 平塚
466 46600 0466 藤沢
468 46800 0468 横須賀

47

470
47020 04702 館山

43200（千葉） 千葉

47060 04706 大原
47090 04709 鴨川

471 47100 0471 柏
473 47300 0473 市川
474 47400 0474 船橋

475
47520 04752 茂原
47550 04755 東金

476 47600 0476 成田
478 47850 0478 佐原

479
47920 04791 銚子
47960 04796 八日市場

48

480 48000 0480 久喜

48600（浦和） 埼玉

482 48200 0482 川口
485 48500 0485 熊谷
486 48600※

※移動体を許容する場合、移動体CAコードと同一コードとなるため、注意が必要となります。

0488 浦和＊
489 48900 0489 草加

49

492 49200 0492 川越
493 49300 0493 東松山
494 49400 0494 秩父
495 49500 0495 本庄

499

49920 04992 伊豆大島

32000（東京） 東京
49940 04994 三宅
49960 04996 八丈島
49980 04998 小笠原
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CA コード
＊： 移動体 CAを含む 
料金区域

 ウィスパーで案内
される CAコード

CA名 移動体 CAコード
（移動体CA名）

都道府県名
上位 1桁指定 上位 2桁指定 上位 3桁指定 5桁全桁指定

5

52 520 52000※ 052 名古屋＊
52000（名古屋） 愛知

53

531 53100 0531 田原
532 53200 0532 豊橋
534 53400 0534 浜松 54200（静岡） 静岡

536
53620 05362 新城

52000（名古屋） 愛知
53660 05366 設楽

537 53700 0537 掛川

54200（静岡） 静岡

538 53800 0538 磐田
539 53900 0539 天竜

54

542 54200※ 0542 静岡＊
544 54400 0544 富士宮
545 54500 0545 富士
547 54700 0547 島田
548 54800 0548 榛原

55

550 55000 0550 御殿場
551 55100 0551 韮崎

55200（甲府） 山梨

552 55200※ 0552 甲府＊
553 55300 0553 山梨
554 55400 0554 大月
555 55500 0555 吉田

556
55620 05562 鰍沢青柳
55660 05566 身延

557 55700 0557 伊東

54200（静岡） 静岡558
55820 05582 下田
55870 05587 修善寺大仁

559 55900 0559 沼津

56

561 56100 0561 瀬戸

52000（名古屋） 愛知

562 56200 0562 尾張横須賀
563 56300 0563 西尾
564 56400 0564 岡崎
565 56500 0565 豊田
566 56600 0566 刈谷
567 56700 0567 津島
568 56800 0568 春日井
569 56900 0569 半田

57

572 57200 0572 多治見

58200（岐阜） 岐阜

573
57320 05732 恵那
57360 05736 中津川

574
57420 05742 美濃加茂
57470 05747 美濃白川

575
57520 05752 関
57560 05756 郡上八幡

576
57620 05762 下呂
57690 05769 荘川

577 57700 0577 高山
578 57800 0578 神岡

58

581 58100 0581 高富
582 58200※ 0582 岐阜＊
584 58400 0584 大垣
585 58500 0585 揖斐川
586 58600 0586 一宮 52000（名古屋） 愛知

※移動体を許容する場合、移動体CAコードと同一コードとなるため、注意が必要となります。
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CA コード
む含をAC体動移 ：＊

料金区域

ウィスパーで案内
される CAコード

CA名 移動体 CAコード
（移動体CA名）

都道府県名
上位 1桁指定 上位 2桁指定 上位 3桁指定 5桁全桁指定

5 59

592 59200※ 0592 津＊

59200（津） 三重

593 59300 0593 四日市
594 59400 0594 桑名

595
59520 05952 上野
59580 05958 亀山

596 59600 0596 伊勢

597
59720 05972 尾鷲
59760 05978 熊野

598
59820 05982 松阪
59870 05988 三瀬谷

599
59920 05992 鳥羽
59940 05994 阿児

6 60 600 60000※ 06 大阪＊

60000（大阪） 大阪

7

72

720 72000 0728 寝屋川
721 72100 0721 富田林
722 72200 0722 堺
724 72400 0724 岸和田貝塚
725 72500 0725 和泉
726 72600 0726 茨木
727 72700 0727 池田
729 72900 0729 八尾

73

734 73400※ 0734 和歌山＊

73400（和歌山） 和歌山

735
73520 07352 新宮
73560 07356 串本

736
73620 07363 和歌山橋本
73660 07366 岩出

737 73700 0737 湯浅
738 73800 0738 御坊
739 73900 0739 田辺

74

740 74020 0740 今津 77500（大津） 滋賀
742 74200※ 0742 奈良＊

74200（奈良） 奈良

744 74400 07452 大和高田
745 74580 07458 大和榛原

746
74630 07463 吉野
74660 07466 十津川
74680 07468 上北山

747
74720 07472 五条
74750 07475 下市

748
74820 07482 八日市

77500（大津） 滋賀
74860 07486 水口

749
74920 07492 彦根
74950 07496 長浜

75 750 75000※ 075 京都＊ 75000（京都） 京都

76

761
76120 07612 小松

76200（金沢） 石川76170 07617 加賀
762 76200※ 0762 金沢＊
763 76300 0763 福野

76400（富山） 富山
764 76400※ 0764 富山＊
765 76500 0765 魚津
766 76600 0766 高岡

767
76720 07672 羽咋

76200（金沢） 石川
76750 07675 七尾

768
76820 07682 輪島
76860 07686 能都

※移動体を許容する場合、移動体CAコードと同一コードとなるため、注意が必要となります。
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CA コード
＊： 移動体 CAを含む 
料金区域

 ウィスパーで案内
される CAコード

CA名 移動体 CAコード
（移動体CA名）

都道府県名
上位 1桁指定 上位 2桁指定 上位 3桁指定 5桁全桁指定

7

77

770
77020 07702 敦賀

77600（福井） 福井
77050 07705 小浜

771
77120 07712 亀岡

75000（京都） 京都

77160 07716 園部

772
77220 07722 宮津
77260 07726 峰山

773
77320 07732 福知山
77360 07736 舞鶴

774 77400 0774 宇治
775 77500※ 0775 大津＊ 77500（大津） 滋賀
776 77600※ 0776 福井＊

77600（福井） 福井778 77800 0778 武生
779 77960 07796 大野

78 780 78000※ 078 神戸＊

78000（神戸） 兵庫
79

790
79020 07902 福崎
79060 07906 播磨山崎

791
79120 07912 相生
79160 07916 竜野

792 79200 0792 姫路

794
79420 07942 加古川
79460 07948 三木

795
79520 07952 西脇
79550 07956 三田
79570 07957 丹波柏原

796
79620 07962 豊岡
79660 07966 八鹿
79680 07968 浜坂

797 79700 0798 西宮

799
79920 07992 洲本
79960 07996 津名

8

82

820
82020 08202 柳井

83950（山口） 山口
82070 08207 久賀

821 82100※ 0822 広島＊

82100（広島） 広島

823 82300 0823 呉

824
82420 08242 東広島
82440 08246 三次
82470 08247 庄原

826
82620 08262 加計
82640 08264 安芸吉田
82660 08266 千代田

827 82700 0827 岩国 83950（山口） 山口
829 82910 082920 廿日市 82100（広島） 広島

83

832 83200 0832 下関

83950（山口） 山口

833 83300 0833 下松
834 83400 0834 徳山
835 83500 0835 防府
836 83600 0836 宇部

837
83720 08372 長門
83750 08375 美祢

838
83820 08382 萩
83870 08387 田万川

839 83950※ 08392 山口＊

※移動体を許容する場合、移動体CAコードと同一コードとなるため、注意が必要となります。
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CA コード
む含をAC体動移 ：＊

料金区域

ウィスパーで案内
される CAコード

CA名 移動体 CAコード
（移動体CA名）

都道府県名
上位 1桁指定 上位 2桁指定 上位 3桁指定 5桁全桁指定

8

84

845 84500 0845 因島

82100（広島） 広島

846
84620 08462 竹原
84660 08466 木江

847
84720 08472 甲山
84740 08474 府中
84770 08477 東城

848 84800 0848 尾道
849 84960 08492 福山

84（特例） 849
84920 08492 福山特例
84930 0848 尾道松永特例

85

851
85120 08512 西郷

85520（浜田） 島根

85140 08514 海士
852 85200 0852 松江
853 85300 0853 出雲

854

85420 08542 安来
85440 08544 木次
85460 08546 掛合
85480 08548 石見大田

855
85520※ 08552 浜田＊
85550 08555 江津
85570 08557 川本

856
85620 08562 益田
85670 08567 津和野

857 85700※ 0857 鳥取＊

85700（鳥取） 鳥取
858

85820 08582 倉吉
85870 08587 郡家

859
85920 08592 米子
85970 08597 根雨

86

862 86200※ 08622 岡山＊

86200（岡山） 岡山

863 86300 0863 玉野
864 86420 08642 倉敷

865
86540 08654 鴨方
86560 08656 笠岡

866
86620 08662 高梁
86660 08666 井原
86690 08669 総社

867
86720 08672 加茂川
86740 08674 久世
86770 08677 新見

868
86820 08682 津山
86870 08687 美作

869
86920 08692 邑久
86950 08695
86960 08696 備前

87

875 87500 0875 観音寺

87800（高松） 香川
877 87700 0877 丸亀
878 87800※ 0878 高松＊

879
87920 08792 三本松
87960 08796 土庄

※移動体を許容する場合、移動体CAコードと同一コードとなるため、注意が必要となります。
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赤磐



CA コード
＊： 移動体 CAを含む 
料金区域

 ウィスパーで案内
される CAコード

CA名 移動体 CAコード
（移動体CA名）

都道府県名
上位 1桁指定 上位 2桁指定 上位 3桁指定 5桁全桁指定

8

88

880

88020 08802 窪川

88800（高知） 高知
88030 08803 土佐中村
88060 08806 宿毛
88080 08808 土佐清水

883
88320 08832 鴨島

88600（徳島） 徳島

88350 08835 脇町
88370 08837 阿波池田

884
88420 08842 阿南
88460 08846 丹生谷
88470 08847 牟岐

885 88500 0885 小松島
886 88600※ 0886 徳島＊

887

88720 08872 室戸

88800（高知） 高知

88730 08873 安芸
88750 08875 土佐山田
88770 08877 嶺北

888 88800※ 0888 高知＊

889
88920 08892 佐川
88940 08894 須崎

89

892 89200 0892 久万

89900（松山） 愛媛

893 89300 0893 大洲

894
89420 08942 八幡浜
89460 08946 宇和

895
89520 08952 宇和島
89570 08957 御荘

896 89600 0896 伊予三島

897
89720 08973 新居浜
89770 08977 伯方

898 89800 0898 今治
899 89900※ 0899 松山＊

9

92
920

92030 09204 郷ノ浦
95800（長崎） 長崎92050 09205 厳原

92080 09208 対馬佐賀
922 92200※ 0922 福岡＊

92200（福岡） 福岡

923 92320 09232 前原

93
930 93000 0930 行橋
932 93200 0932 北九州

94

940 94000 0940 宗像
942 94200 0942 久留米

943
94320 09432 八女
94370 09437 田主丸

944 94400 0944 瀬高
946 94600 0946 甘木
947 94700 0947 田川
948 94800 0948 飯塚
949 94900 0949 直方

※移動体を許容する場合、移動体CAコードと同一コードとなるため、注意が必要となります。
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CA コード
む含をAC体動移 ：＊

料金区域

ウィスパーで案内
される CAコード

CA名 移動体 CAコード
（移動体CA名）

都道府県名
上位 1桁指定 上位 2桁指定 上位 3桁指定 5桁全桁指定

9

95

950 95000 0950 平戸 95800（長崎） 長崎
952 95200※ 0952 佐賀＊

95200（佐賀） 佐賀
954

95420 09542 武雄
95460 09546 鹿島

955
95520 09552 伊万里
95550 09557 唐津

956 95600 0956 佐世保

95800（長崎） 長崎

957
95720 09572 諫早
95760 09576 島原

958 95800※ 0958 長崎＊

959
95920 09592 大瀬戸
95940 09594 有川
95960 09597 福江

96

962 96200※ 0963 熊本＊

96200（熊本） 熊本

964 96400 0964 松橋
965 96500 0965 八代

966
96620 09662 人吉
96660 09666 水俣

967
96720 09672 熊本一の宮
96760 09676 高森
96770 09677 矢部

968
96820 09684 山鹿
96850 09687 玉名

969 96920 09692 天草

97

972
97220 09722 佐伯

97500（大分） 大分

97260 09726 臼杵

973
97320 09732 日田
97370 09737 玖珠

974
97420 09742 三重
97460 09746 竹田

975 97500※ 0975 大分＊
977 97700 0977 別府

978
97820 09782 豊後高田
97860 09786 杵築
97870 09787 国東

979 97900 0979 中津

98

980

98020 09802 南大東

98800（那覇） 沖縄
98040 09805 名護
98070 09807 沖縄宮古
98080 09808 八重山

982
98220 09822 延岡

98500（宮崎） 宮崎

98250 09825 日向
98270 09827 高千穂

983 98300 0983 高鍋
984 98400 0984 小林
985 98500※ 0985 宮崎＊
986 98600 0986 都城
987 98700 0987 日南
988 98800※ 0988 那覇＊ 98800（那覇） 沖縄

※移動体を許容する場合、移動体CAコードと同一コードとなるため、注意が必要となります。
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CA コード
＊： 移動体 CAを含む 
料金区域

 ウィスパーで案内
される CAコード

CA名 移動体 CAコード
（移動体CA名）

都道府県名
上位 1桁指定 上位 2桁指定 上位 3桁指定 5桁全桁指定

9 99

991
99120 09912 中之島

99200（鹿児島） 鹿児島

ー ー

99130 09913 硫黄島
992 99200※ 0992 鹿児島＊

993
99320 09932 指宿
99350 09935 加世田

994
99420 09942 大根占
99430 09944 鹿屋
99470 09947 志布志

995

0 05 050

99520 09952 大口
99540 09956 加治木

996
99620 09961 川内
99660 09966 出水
99690 09969 中甑

997

99720 09972 種子島
99740 09974 屋久島
99750 09975 名瀬
99770 09977 瀬戸内
99780 09978 徳之島
05000 050 050IP電話

※移動体を許容する場合、移動体CAコードと同一コードとなるため、注意が必要となります。
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細分化指定エリア　03　〔東京〕

エリア 5桁指定コード区域エリア名１ 8桁指定コード

東京都

千代田区 13101

千代田 13101001

霞ヶ関 13101002

神田 13101003

駿河台 13101004

九段 13101005

丸の内 13101006

中央区 13102

京橋 13102001

銀座 13102002

東銀座 13102003

東京築地 13102004

茅場兜 13102005

晴海 13102006

東京浜町 13102007

港区 13103

芝 13103001

東京赤坂 13103002

東京青山 13103003

白金 13103004

東京三田 13103005

新宿区 13104

新宿 13104001

東京大久保 13104002

淀橋 13104003

四谷 13104004

牛込 13104005

西新宿 13104006

文京区 13105

小石川 13105001

駒込 13105002

東京大塚 13105003

台東区 13106

東京上野 13106001

浅草 13106002

吉原 13106003

墨田区 13107

墨田 13107001

本所 13107002

向島 13107003

江東区 13108

江東 13108001

東京深川 13108002

東京城東 13108003

江東辰巳 13108004

江東有明 13108005

品川区 13109

東京大崎 13109001

荏原 13109002

品川 13109003

大田支店埠頭 13109004

目黒区 13110
目黒 13110001

自由が丘 13110002

区域エリア名２
（収容交換機名）
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エリア 5桁指定コード区域エリア名１ 8桁指定コード区域エリア名２
（収容交換機名）

東京都

大田区 13111

蒲田 13111001

東京大森 13111002

馬込 13111003

池上 13111004

羽田 13111005

田園調布 13111006

雪谷 13111007

矢口 13111008

大田支店空港 13111009

世田谷区 13112

世田谷 13112001

成城 13112002

砧 13112003

弦巻 13112004

東京烏山 13112005

東京玉川 13112006

東京瀬田 13112007

松沢 13112008

上北沢 13112009

渋谷区 13113

東渋谷 13113001

代々木 13113002

渋谷 13113003

中野区 13114
東京野方 13114001

東京中野 13114002

杉並区 13115

高円寺 13115001

杉並 13115002

井草 13115003

荻窪 13115004

久我山 13115005

豊島区 13116

池袋 13116001

東京落合 13116002

巣鴨 13116003

北区 13117

十条 13117001

赤羽 13117002

王子 13117003

田端尾久 13117004

荒川区 13118 東京荒川 13118001

板橋区 13119

板橋 13119001

南板橋 13119002

成増 13119003

志村 13119004

練馬区 13120

北町 13120001

練馬 13120002

大泉 13120003

関町 13120004

西練馬 13120005

石神井 13120006
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エリア 5桁指定コード区域エリア名１ 8桁指定コード区域エリア名２
（収容交換機名）

東京都

足立区 13121

梅島 13121001

千住 13121002

西新井 13121003

竹ノ塚 13121004

東京綾瀬 13121005

葛飾区 13122

葛飾 13122001

亀有 13122002

金町 13122003

江戸川区 13123

江戸川 13123001

小岩 13123002

葛西 13123003

東江戸川 13123004

狛江市 13219 狛江 13219001

ひかりライン
（東京） 13100 ひかりライン

（東京） 13100001
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細分化指定エリア　052　〔名古屋〕

名古屋

千種区 23101

千種覚王山 23101001

名古屋千種 23101002

名古屋東山 23101003

東区 23102

名古屋東 23102001

布池 23102002

矢田 23102003

北区 23103
大曽根 23103001

味鋺 23103002

西区 23104
名古屋山田 23104001

浄心 23104002

中村区 23105

笹島 23105001

則武 23105002

名古屋中村 23105003

稲葉地 23105004

中区 23106

名古屋中 23106001

広小路 23106002

名古屋金山 23106003

昭和区 23107 滝子 23107001

瑞穂区 23108
瑞穂通 23108001

八事 23108002

熱田区 23109 熱田 23109001

中川区 23110

名古屋中川 23110001

下之一色 23110002

名古屋万場 23110003

港区 23111
名古屋港 23111001

稲永 23111002

南区 23112

道徳 23112001

笠寺 23112002

大同 23112003

守山区 23113

名古屋守山 23113001

志段味 23113002

名古屋大森 23113003

緑区 23114

名古屋緑 23114001

名古屋鳴子 23114002

平手 23114003

名東区 23115
名東 23115001

猪子石 23115002

天白区 23116 天白 23116001

東海市 23222 上野町 23222001

西春日井郡 23346 新川清洲 23346001

海部郡 23421 海部 23421001

ひかりライン
（名古屋） 23100 ひかりライン

（名古屋） 23100001

エリア 5桁指定コード区域エリア名１ 8桁指定コード区域エリア名２
（収容交換機名）
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細分化指定エリア　06　〔大阪〕

エリア 5桁指定コード区域エリア名１ 8桁指定コード区域エリア名２
（収容交換機名）

大阪

都島区 27102 都島 27102001

此花区 27104 此花 27104001

西区 27106

大阪新町 27106001

西 27106002

土佐堀 27106003

港区 27107 大阪港 27107001

大正区 27108 大阪大正 27108001

天王寺区 27109 天王寺 27109001

浪速区 27111
大阪桜川 27111001

日本橋 27111002

西淀川区 27113 西淀川 27113001

東淀川区 27114 東淀川 27114001

東成区 27115 東成 27115001

生野区 27116
生野 27116001

巽 27116002

旭区 27117 大阪旭 27117001

城東区 27118
大阪城東 27118001

鴫野 27118002

阿倍野区 27119
桑津 27119001

阿倍野 27119002

住吉区 27120
長居 27120001

大阪住吉 27120002

西成区 27122 天下茶屋 27122001

淀川区 27123
大阪淀川 27123001

大阪三国 27123002

鶴見区 27124 大阪鶴見 27124001

住之江区 27125
住之江 27125001

南港 27125002

平野区 27126
大阪平野 27126001

北平野 27126002

北区 27127

大阪北 27127001

北 27127002

堀川 27127003

豊崎 27127004

中央区 27128

高津 27128001

大阪中央 27128002

北浜 27128003

大阪東 27128004

船場 27128005

大阪南 27128006

豊中市 27203

豊中 27203001

服部 27203002

庄内 27203003
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エリア 5桁指定コード区域エリア名１ 8桁指定コード区域エリア名２
（収容交換機名）

大阪

吹田市 27205

西吹田 27205001

吹田 27205002

千里 27205003

万国博 27205004

守口市 27209 大阪守口 27209001

門真市 27223 門真 27223001

摂津市 27224 摂津 27224001

東大阪市 27227

東大阪 27227001

北布施 27227002

（未使用） 27227003

（未使用） 27227004

鴻池 27227005

兵庫県尼崎市 28202

尼崎 28202001

尼崎西 28202002

尼崎東 28202003

尼崎北 28202004

武庫之荘 28202005

尼崎港 28202006

ひかりライン
（大阪） 27100 ひかりライン

（大阪） 27100001
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オプションサービス名 ガイダンス種別 ガイダンス内容 オリジナル化可否
全文 一部

1.時間外・受付先
変更設定

1：休業
フリーダイヤルのご利用ありがとうございます。『こちらは【●●●●●●】で
すが、』このフリーダイヤル番号による受付はただいまの時間帯は休ませてい
ただいております。またのご利用をお待ちしております。

○

2：フリーダイヤル＋受付終了 フリーダイヤルのご利用ありがとうございます。こちらは【0120-XXXXXX】で
すが、本日の受付は終了いたしました。またのご利用をお待ちしております。 ○ ○

3：フリーダイヤル＋営業終了 フリーダイヤルのご利用ありがとうございます。こちらは【0120-XXXXXX】で
すが、本日の営業は終了いたしました。またのご利用をお待ちしております。 ○ ○

4：フリーダイヤル＋受付時間帯
フリーダイヤルのご利用ありがとうございます。こちらは【0120-XXXXXX】で
すが、受付時間は、「《午前／午後》●●時▲▲分」から「《午前／午後》●●時▲
▲分」までとなっております。またのご利用をお待ちしております。

○ ○

5：フリーダイヤル＋営業時間帯
フリーダイヤルのご利用ありがとうございます。こちらは【0120-XXXXXX】で
すが、営業時間は、「《午前／午後》●●時▲▲分」から「《午前／午後》●●時▲
▲分」までとなっております。またのご利用をお待ちしております。

○ ○

6：�フリーダイヤル＋受付終了＋再開曜日・
時間

フリーダイヤルのご利用ありがとうございます。こちらは【0120-XXXXXX】で
すが、本日の受付は終了いたしました。おそれいりますが、受付は、「■曜日《午前
/午後》●●時▲▲分」からとなっております。またのご利用をお待ちしておりま
す。

○ ○

7：�フリーダイヤル＋営業終了＋再開曜日・
時間

フリーダイヤルのご利用ありがとうございます。こちらは【0120-XXXXXX】で
すが、本日の営業は終了いたしました。おそれいりますが、営業は、「■曜日《午前
/午後》●●時▲▲分」からとなっております。またのご利用をお待ちしておりま
す。

○ ○

8：フリーダイヤル＋休業 フリーダイヤルのご利用ありがとうございます。こちらは【0120-XXXXXX】で
すが、本日は休ませていただいております。またのご利用をお待ちしております。 ○ ○

9：�フリーダイヤル＋休業＋受付再開曜日・
時間

フリーダイヤルのご利用ありがとうございます。こちらは【0120-XXXXXX】で
すが、本日は休ませていただいております。おそれいりますが、受付は、「■曜日
《午前/午後》●●時▲▲分」からとなっております。またのご利用をお待ちしてお
ります。

○ ○

A：�フリーダイヤル＋休業＋営業再開曜日・
時間

フリーダイヤルのご利用ありがとうございます。こちらは【0120-XXXXXX】で
すが、本日は休ませていただいております。おそれいりますが、営業は、「■曜日
《午前/午後》●●時▲▲分」からとなっております。またのご利用をお待ちしてお
ります。

○ ○

９.発信地域指定 指定地域外ガイダンス おかけになった電話は指定地域外ですのでおつなぎできないようになっていま
す。 × ×

１０.発信端末拒否機能

発信端末拒否ガイダンス
（下記以外の場合） 大変申し訳ありません。この番号へはお客様の電話からおつなぎできません。 ○ ×

発信端末拒否ガイダンス
（公衆電話発の場合） お客様のおかけになった番号は公衆電話からはご利用できません。 ○ ×

１２.�発信地域
ルーティング設定 指定地域外ガイダンス おかけになった電話は指定地域外ですのでおつなぎできないようになっていま

す。 × ×

１３.�発信電話番号
ルーティング設定

発番号登録外ガイダンス 大変申し訳ありません。この番号へはお客様の電話からおつなぎできません。 × ×

非通知拒否ガイダンス おそれいりますが、この電話へおかけの際はお客様のお電話番号を通知しておか
け直しください。 × ×

１４.�発信局番
ルーティング設定 発番号登録外ガイダンス 大変申し訳ありません。この番号へはお客様の電話からおつなぎできません。 × ×

１５.�発信端末種別
ルーティング設定 発信端末拒否ガイダンス 大変申し訳ありません。この番号へはお客様の電話からおつなぎできません。 × ×

１７.接続先案内設定

接続先案内ガイダンス
（サービス番号単位） フリーダイヤル【0120-XXXXXX】へおつなぎいたします。 ○ ○

接続先案内ガイダンス
（着信番号単位） フリーダイヤル【0120-XXXXXX】へおつなぎいたします。 ○ ○

２１. 待合せ設定

２２.リアルタイム待合せ
数設定

待ち合わせ開始ガイダンス
こちらは【0120-XXXXXX】ですが、ただいま混み合っています。空き次第受付
いたしますのでそのままでお待ちください。なお待ち時間は最大「▲分」となって
おります。

○ ○

待ち合わせBGM メロディー（曲名：グリーンスリーブス） × ×

待ち合わせ時間超過ガイダンス
大変お待たせして申し訳ございません。待ち合わせに指定された時間が経過しま
したが、回線がふさがっていますので受付できません。しばらく待っておかけ直し
ください。

× ×

＊　一部オリジナル化可能な箇所は【�】内の箇所です。

ガイダンス一覧（フリーダイヤル）

○

＊　一部オリジナル化で『 』内の箇所の文言が追加されます。
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オプションサービス名 ガイダンス種別 ガイダンス内容 オリジナル化可否
全文 一部

２５.通話量設定

限度超過時ガイダンス（発側）
定型完了発側通知連絡先なし

フリーダイヤルのご利用ありがとうございます。このフリーダイヤル番号による受
付は、終了させていただきました。またのご利用をお待ちしております。 ○ ×

限度超過時ガイダンス（発側）
定型完了発側通知連絡先サービス番号

フリーダイヤルのご利用ありがとうございます。このフリーダイヤル番号による受
付は終了させていただきました。またのご利用をお待ちしております。なお連絡
先の番号は「連絡先番号（サービス番号）」でございます。

○ ×

限度超過時ガイダンス（発側）
定型完了発側通知連絡先着信番号

フリーダイヤルのご利用ありがとうございます。このフリーダイヤル番号による受
付は終了させていただきました。またのご利用をお待ちしております。なお連絡
先の番号は有料ですが「連絡先番号（着信番号）」でございます。

○ ×

限度超過時ガイダンス（着側） お客様の指定された限度コール数になりましたのでサービスを終了します。 × ×

２３.
ウ
ィ
ス
パ
ー
設
定

発信地域案内通知

発側ガイダンス 【フリーダイヤル】でおつなぎしますのでお待ちください。 ○ ○

着側ガイダンス
ウィスパー着側（発案：県名）1
（都道府県名）

・�固定電話発信の場合
「○○（都道府県名）・○○（都道府県名）」

・�携帯・PHS発信の場合
携帯電話の発信⇒「けいたい・けいたい」

　　PHS電話の発信⇒「ぴーえいちえす・ぴーえいちえす」
・�衛星電話発信の場合
「えいせい・えいせい」

× ×

着側ガイダンス
ウィスパー着側（発案：県名）2
（都道府県名＋端末名）

・�固定電話発信の場合
「○○（都道府県名）・○○（都道府県名）」

・�携帯・PHS発信の場合
携帯電話の発信⇒「けいたい○○（都道府県名）・けいたい○○（都道府県
名）」

　　�PHS電話の発信⇒「ぴーえいちえす○○（都道府県名）・ぴーえいちえす○○
（都道府県名）」

・�衛星電話発信の場合
「えいせい・えいせい」

× ×

着側ガイダンス
ウィスパー着側（発案：CA名）1
（CA名）※1

・�固定電話発信の場合
「○○（CA名）・○○（CA名）」

・�携帯・PHS発信の場合
携帯電話の発信⇒「けいたい・けいたい」

　　PHS電話の発信⇒「ぴーえいちえす・ぴーえいちえす」
・�衛星電話発信の場合
「えいせい・えいせい」

× ×

着側ガイダンス
ウィスパー着側（発案：CA名）2
（CA名＋端末名）※1�※3

・�固定電話発信の場合
「○○（CA名）・○○（CA名）」

・�携帯・PHS発信の場合
携帯電話の発信⇒「けいたい○○（移動体CA名）・けいたい○○（移動体CA
名）」

　　�PHS電話の発信⇒「ぴーえいちえす○○（CA名）・ぴーえいちえす○○（CA
名）」

・�衛星電話発信の場合
「えいせい・えいせい」

× ×

着側ガイダンス
ウィスパー着側（発案：CAコード）1
（CAコード）※2

・�固定電話発信の場合
「○○（CAコード）・○○（CAコード）」

・�携帯・PHS発信の場合
携帯電話の発信⇒「けいたい・けいたい」

　　PHS電話の発信⇒「ぴーえいちえす・ぴーえいちえす」
・�衛星電話発信の場合
「えいせい・えいせい」

× ×

着側ガイダンス
ウィスパー着側（発案：CAコード）2
（CAコード＋端末名）※2�※4

・�固定電話発信の場合
「○○（CAコード）・○○（CAコード）」

・�携帯・PHS発信の場合
携帯電話の発信⇒「けいたい○○（移動体CAコード）・けいたい○○（移動体
CAコード）」

　　�PHS電話の発信⇒「ぴーえいちえす○○（CAコード）・ぴーえいちえす○○
（CAコード）」

・�衛星電話発信の場合
「えいせい・えいせい」

× ×

サービス識別音通知

発側ガイダンス 【フリーダイヤル】です。 ○ ○

着側ガイダンス
ウィスパー着側（サービス識別音） フリーダイヤルです。 × ×

24.迷惑電話拒否設定 迷惑電話拒否ガイダンス こちらは、「0120-XXXXXXまたは0800-XXXXXXX」です。この電話はお受
けできません。ご了承ください。 × ×

＊　一部オリジナル化可能な箇所は【�】内の箇所です。
※1�発信地域細分化コード名（区域エリア名1/区域エリア名2）はガイダンスされません。該当エリアのCA名がガイダンスされます。
※2�発信地域細分化コードはガイダンスされません。該当エリアのCAコードがガイダンスされます。
※3�携帯電話からの着信の場合、移動体CA名がガイダンスされます。
※4�携帯電話からの着信の場合、移動体CAコードがガイダンスされます。

ガイダンス一覧（フリーダイヤル）
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オプションサービス名 ガイダンス種別 ガイダンス内容 オリジナル化可否
全文 一部

1.時間外・受付先
変更設定

1：時間帯休業（連絡先なし）
ナビダイヤルのご利用ありがとうございます。『こちらは【●●●●●●】です
が、』このナビダイヤル番号による受付はただいまの時間帯は休ませていただ
いております。またのご利用をお待ちしています。

○

2：時間帯休業（連絡先着信番号）
ナビダイヤルのご利用ありがとうございます。『こちらは【●●●●●●】です
が、』このナビダイヤル番号による受付はただいまの時間帯は休ませていただ
いております。なお連絡先の番号は「連絡先（着信番号）」です。またのご利用を
お待ちしています。

○

3：時間帯休業（連絡先サービス番号）
ナビダイヤルのご利用ありがとうございます。『こちらは【●●●●●●】です
が、』このナビダイヤル番号による受付はただいまの時間帯は休ませていただ
いております。なお連絡先の番号は「連絡先（サービス番号）」です。またのご
利用をお待ちしています。

○

4：受付終了
ナビダイヤルのご利用ありがとうございます。こちらは【0570-XXXXXX】

○ ○

5：営業終了
ナビダイヤルのご利用ありがとうございます。こちらは【0570-XXXXXX】

○ ○

6：休業日
ナビダイヤルのご利用ありがとうございます。こちらは【0570-XXXXXX】

○ ○

7：休業日（受付時間帯）
ナビダイヤルのご利用ありがとうございます。こちらは【0570-XXXXXX】です
が、受付時間は、「《午前／午後》●●時▲▲分」から「《午前／午後》●●時▲▲
分」までとなっております。またのご利用をお待ちしています。

○ ○

8：営業時間外（営業時間帯）
ナビダイヤルのご利用ありがとうございます。こちらは【0570-XXXXXX】です
が、営業時間は、「《午前／午後》●●時▲▲分」から「《午前／午後》●●時▲▲
分」までとなっております。またのご利用をお待ちしています。

○ ○

9：受付終了（曜日＋受付開始時間）
ナビダイヤルのご利用ありがとうございます。こちらは【0570-XXXXXX】です
が、本日の受付は終了いたしました。おそれいりますが、受付は、「■曜日《午前／
午後》●●時▲▲分」からとなっております。またのご利用をお待ちしています。

○ ○

10：営業終了（曜日＋営業開始時間）
ナビダイヤルのご利用ありがとうございます。こちらは【0570-XXXXXX】です
が、本日の営業は終了いたしました。おそれいりますが、営業は、「■曜日《午前／
午後》●●時▲▲分」からとなっております。またのご利用をお待ちしています。

○ ○

11：休業日（受付曜日＋開始時間）
ナビダイヤルのご利用ありがとうございます。こちらは【0570-XXXXXX】です
が、本日は休ませていただいております。おそれいりますが、受付は、「■曜日《午
前／午後》●●時▲▲分」からとなっております。またのご利用をお待ちしていま
す。

○ ○

12：休業日（営業曜日＋開始時間）
ナビダイヤルのご利用ありがとうございます。こちらは【0570-XXXXXX】です
が、本日は休ませていただいております。おそれいりますが、営業は、「■曜日《午
前／午後》●●時▲▲分」からとなっております。またのご利用をお待ちしていま
す。

○ ○

９.発信地域指定 指定地域外ガイダンス お客さまのおかけになっている地域からはおつなぎできないようになっておりま
す。 × ×

１０.発信端末拒否機能

発信端末拒否ガイダンス
（下記以外の場合） 大変申し訳ありません。この番号へはお客様の電話からおつなぎできません。 ○ ×

発信端末拒否ガイダンス
（公衆電話発の場合） お客様のおかけになった番号は公衆電話からはご利用できません。 ○ ×

指定地域外ガイダンス お客さまのおかけになっている地域からはおつなぎできないようになっておりま
す。 × ×

発番号登録外ガイダンス 大変申し訳ありません。この番号へはお客様の電話からおつなぎできません。 × ×

非通知拒否ガイダンス おそれいりますが、この電話へおかけの際はお客様のお電話番号を通知しておか
け直しください。

発番号登録外ガイダンス 大変申し訳ありません。この番号へはお客様の電話からおつなぎできません。 × ×

発信端末拒否ガイダンス 大変申し訳ありません。この番号へはお客様の電話からおつなぎできません。 × ×

ガイダンス一覧（ナビダイヤル）

〔でございます。〕本日の受付は終了いたしました。またのご利用をお待ちしてい
ます。

〔でございます。〕本日の営業は終了いたしました。またのご利用をお待ちして
　います。

〔でございます。〕本日は休ませていただいております。またのご利用をお待
ちしています。

＊　一部オリジナル化可能な箇所は【�】内の箇所です。

１２.�発信地域
ルーティング設定

１３.�発信電話番号
ルーティング設定

１４.�発信局番
ルーティング設定

１５.�発信端末種別
ルーティング設定

＊　一部オリジナル化で〔 〕内の箇所は文言が「でございます。」から「ですが、」に変わります。
＊　一部オリジナル化で『 』内の箇所の文言が追加されます。

○

○

○

× ×
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オプションサービス名 ガイダンス種別 ガイダンス内容 オリジナル化可否
全文 一部

１７.接続先案内設定

接続先案内ガイダンス
（サービス番号単位） ナビダイヤル【0570-XXXXXX】へおつなぎいたします。 ○ ○

接続先案内ガイダンス
（着信番号単位） ナビダイヤル【0570-XXXXXX】へおつなぎいたします。 ○ ○

２６.事前料金通知設定

事前料金通知ガイダンス（NTT料金通知
ガイダンス/他事業者料金ガイダンス）
定型ガイダンス

ナビダイヤルでおつなぎします。「●秒」ごとにおよそ「▲円」の通話料金でご
利用いただけます。 ○※1 ×

事前料金通知ガイダンス（NTT料金通知
ガイダンス/他事業者料金ガイダンス）
契約者名ガイダンス1（秒数＋料金）※2

こちらは【0570-XXXXXX】です。ナビダイヤルでおつなぎします。「●秒」ごと
におよそ「▲円」の通話料金でご利用いただけます。 × ○

事前料金通知ガイダンス（NTT料金通知
ガイダンス/他事業者料金ガイダンス）
契約者名ガイダンス2
（秒数＋料金＋着信地域名）※2

こちらは【0570-XXXXXX】です。ナビダイヤルでおつなぎします。「●秒」ごと
におよそ「▲円」の通話料金で「■（着信地名）」で受付いたします。 × ○

事前料金通知ガイダンス（NTT料金通知
ガイダンス）
発信料金指定ガイダンス
（市内通話＋着信地域名）※2�※3

こちらは【0570-XXXXXX】です。ナビダイヤルでおつなぎします。市内料金に
て「■（着信地名）」で受付いたします。 × ○

＊　一部オリジナル化可能な箇所は【�】内の箇所です。
※1�全文オリジナル化する場合は、発信者が着信地域名や通話料金を正確に認識できる内容にすることが条件となります。
※2�一部オリジナルガイダンス契約時のみ利用できます。
※3�料金指定にて、指定区分（MBI値）を「1」に設定している場合のみ利用できます。

ガイダンス一覧（ナビダイヤル）
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オプションサービス名 ガイダンス種別 ガイダンス内容 オリジナル化
可否

1.時間外・受付先
変更設定

JKDF01:（基本）時間外01 おかけになった番号による受付は、ただいまの時間帯は休ませていただいております。ま
たのご利用をお待ちしております。 ○

JKDF02:（基本）時間外02 おかけになった電話は、ただいまの時間帯は休まさせていただいております。またのご利
用をお待ちしております。 ○

JKDF03:（基本）時間外03 おかけになった電話は、本日の受付を終了いたしました。またのご利用をお待ちしており
ます。 ○

JKDF04:（基本）時間外04 おかけになった電話は、本日の営業を終了いたしました。またのご利用をお待ちしており
ます。 ○

JKDF05:（基本）時間外05 ご利用ありがとうございます。本日は定休日です。またのご利用をお待ちしております。 ○

JKDF06:（基本）時間外06 ご利用ありがとうございます。この番号による受付は、ただいまの時間帯は休ませていた
だいております。またのご利用をお待ちしております。 ○

JKDF07:（基本）時間外07 ご利用ありがとうございます。おそれいりますが、ただいまの時間帯は休ませていただい
ております。またのご利用をお待ちしております。 ○

JKDF08:（基本）時間外08 ご利用ありがとうございます。おそれいりますが、本日の受付は終了いたしました。またの
ご利用をお待ちしております。 ○

JKDF09:（基本）時間外09 ご利用ありがとうございます。おそれいりますが、本日の営業は終了いたしました。またの
ご利用をお待ちしております。 ○

JKDF10:（基本）時間外10 ご利用ありがとうございます。おそれいりますが、本日は休ませていただいております。ま
たのご利用をお待ちしております。 ○

JKDF11:（可変）時間外01
ご利用ありがとうございます。この番号による営業時間は、「《午前／午後／なし》●●時
▲▲分」から「《午前／午後／なし》●●時▲▲分」までとなっております。またのご利用
をお待ちしております。

○

JKDF14:（可変）時間外02
ご利用ありがとうございます。この番号による受付時間は、「《午前／午後／なし》●●時
▲▲分」から「《午前／午後／なし》●●時▲▲分」までとなっております。またのご利用
をお待ちしております。

○

JKDF15:（可変）時間外03
ご利用ありがとうございます。本日の営業は終了いたしました。恐れ入りますが、営業は
「■曜日《午前／午後／なし》●●時▲▲分」からとなっております。またのご利用をお待
ちしております。

○

JKDF17:（可変）時間外04
ご利用ありがとうございます。本日の受付は終了いたしました。恐れ入りますが、受付は
「■曜日《午前／午後／なし》●●時▲▲分」からとなっております。またのご利用をお待
ちしております。

○

JKDF18:（可変）時間外05
ご利用ありがとうございます。本日は休ませていただいております。恐れ入りますが、営業
は「■曜日《午前／午後／なし》●●時▲▲分」からとなっております。またのご利用をお
待ちしております。

○

JKDF19:（可変）時間外06
ご利用ありがとうございます。本日は休ませていただいております。恐れ入りますが、受付
は「■曜日《午前／午後／なし》●●時▲▲分」からとなっております。またのご利用をお
待ちしております。

○

JKDF20:（可変）時間外07
ご利用ありがとうございます。この番号による営業は、ただいまの時間帯は休ませていた
だいております。なお、連絡先の番号は「ガイダンス連絡先番号（サービス番号または着
信番号）」です。またのご利用をお待ちしております。

○

JKDF22:（可変）時間外08
ご利用ありがとうございます。この番号による受付は、ただいまの時間帯は休ませていた
だいております。なお、連絡先の番号は「ガイダンス連絡先番号（サービス番号または着
信番号）」です。またのご利用をお待ちしております。

○

JKDF23（可変）時間外09
ご利用ありがとうございます。この番号による営業は、ただいまの時間帯は休ませていた
だいております。なお、営業時間は、「《午前／午後／なし》●●時▲▲分」からとなってお
ります。またのご利用をお待ちしております。

○

JKDF24:（可変）時間外10
ご利用ありがとうございます。この番号による受付は、ただいまの時間帯は休ませていた
だいております。なお、受付時間は、「《午前／午後／なし》●●時▲▲分」からとなってお
ります。またのご利用をお待ちしております。

○

JKDF18:（可変）時間外11
ご利用ありがとうございます。本日は休ませていただいております。恐れ入りますが、営業
は「×月×日」《午前／午後／なし》●●時▲▲分」からとなっております。またのご利用を
お待ちしております。

○

JKDF19:（可変）時間外12
ご利用ありがとうございます。本日は休ませていただいております。恐れ入りますが、受付
は「×月×日」《午前／午後／なし》●●時▲▲分」からとなっております。またのご利用を
お待ちしております。

○

９.発信地域指定 指定地域外ガイダンス 大変申し訳ございませんが、お客様が発信された地域は指定地域外のためおつなぎでき
ないようになっています。 ○

１０.発信端末拒否機能 発信端末拒否ガイダンス 大変申し訳ございませんが、この番号へはお客様のおかけになった電話からはおつなぎ
できません。 ○

ガイダンス一覧（インテリジェントサービス）
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指定地域外ガイダンス 大変申し訳ございませんが、お客様が発信された地域は指定地域外のためおつなぎでき
ないようになっています。 ○

発番号登録外ガイダンス 大変申し訳ございませんが、お客様のおかけになった電話からは、この番号はご利用いた
だくことができません。 ○

非通知拒否ガイダンス おそれいりますが、この電話へおかけの際はお客様のお電話番号を通知しておかけ直し
ください。 ○

発番号登録外ガイダンス 大変申し訳ございませんが、お客様のおかけになった電話からは、この番号はご利用いた
だくことができません。 ○

発信端末拒否ガイダンス 大変申し訳ございませんが、この番号へはお客様のおかけになった電話からはおつなぎ
できません。 ○

２８.�入力指示
ルーティング設定

〈共通ガイダンス部〉
入力要求ガイダンス（基本）入力要求01 お客様のご希望する受付先の数字を入力後、＃（シャープ）を押してください。 ○

〈共通ガイダンス部〉
入力要求ガイダンス（基本）入力要求02 お客様の会員番号を入力後、＃（シャープ）を押してください。 ○

〈共通ガイダンス部〉
入力要求ガイダンス（基本）入力要求03

お客様が発信された地域またはお住まいの郵便番号を7桁で入力した後、＃（シャープ）
を押してください。 ○

〈共通ガイダンス部〉
入力ミス時ガイダンス 入力が間違っています。もう一度入力してください。 ○

〈共通ガイダンス部〉
入力タイムアウト時ガイダンス 入力が確認できません。もう一度入力してください。 ○

〈ルーティング情報〉
暗証番号ガイダンス 暗証番号を入力後、＃（シャープ）を押してください。 ○

〈入力ミスリトライ回数超過時〉
リトライ回数超過時ガイダンス

大変申し訳ございません。入力が誤っているか登録されていないためおつなぎできませ
ん。番号、または登録をご確認のうえおかけ直しください。 ○

〈入力タイムアウトリトライ回数超過時〉
リトライ回数超過時ガイダンス

大変申し訳ございません。入力が誤っているか登録されていないためおつなぎできませ
ん。番号、または登録をご確認のうえおかけ直しください。 ○

〈入力確認ガイダンス部〉
入力確認ガイダンス

「音声認識結果」ですね？よろしければ「はい」、間違っていれば「いいえ」とおっしゃってく
ださい。どうぞ。 ○

〈タイムアウトガイダンス部〉
入力確認タイムアウトガイダンス 申し訳ございません。「はい」か「いいえ」でお答えください。どうぞ。 ○

〈共通ガイダンス部〉
音声認識入力要求ガイダンス（基本）
入力要求

ご希望の商品名をおっしゃってください。どうぞ。 ○

〈共通ガイダンス部〉
音声認識ミス時ガイダンス（基本）
入力ミス

申し訳ございません。認識できませんでした。もう一度おっしゃってください。どうぞ。 ○

〈共通ガイダンス部〉
音声認識タイムアウト時ガイダンス

申し訳ありません。よく聞き取れなかったようです。もう一度おっしゃってください。どう
ぞ。 ○

〈入力確認ガイダンス部〉
音声認識入力確認ガイダンス

「音声認識結果」ですね？よろしければ「はい」、間違っていれば「いいえ」とおっしゃってく
ださい。どうぞ。 ○

〈タイムアウトガイダンス部〉
音声認識入力確認タイムアウトガイダンス 申し訳ございません。「はい」か「いいえ」でお答えください。どうぞ。 ○

〈音声認識接続前ガイダンス部〉
音声認識接続前ガイダンスA 承知いたしました。 ○

〈音声認識接続前ガイダンス部〉
音声認識接続前ガイダンスC へおつなぎいたします。 ○

〈音声認識接続前ガイダンス部〉
音声認識接続前ガイダンス（認識失敗時）

大変申し訳ありませんが該当する項目の音声入力が間違っているか登録されていなかっ
たため、おつなぎするすることができません。番号または登録をご確認のうえおかけ直し
ください。

○

１７.接続先案内設定

接続先案内ガイダンス
（サービス番号単位〈フリーダイヤル〉） フリーダイヤル「0120-XXXXXXまたは0800-XXXXXXX」へおつなぎいたします。 ○

接続先案内ガイダンス
（サービス番号単位〈ナビダイヤル〉） ナビダイヤルでおつなぎします。 ○

接続先案内ガイダンス
（着信番号単位） ただいまおつなぎいたします。 ○

オプションサービス名 ガイダンス種別 ガイダンス内容 オリジナル化
可否

ガイダンス一覧（インテリジェントサービス）

１２.�発信地域
ルーティング設定

１３.�発信電話番号
ルーティング設定

ルーティング設定

ルーティング設定

１４.発信局番

１５.発信端末種別
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２１.待合せ設定

２２.リアルタイム待合せ
数設定

ガイダンス（待合せ開始） こちらはフリーダイヤル「0120-XXXXXXまたは0800-XXXXXXX」ですが、ただい
ま混み合っています。空き次第受付いたしますのでそのままでお待ちください。なお待ち
時間は最大「▲分」となっております。

○

待合せ（BGM） メロディー（曲名：HN-3199A） ○

タイムアウト時ガイダンス（待合せ時間超過） 大変お待たせして申し訳ございません。待ち合わせに指定された時間が経過しましたが、
回線がふさがっていますので受付できません。しばらく待っておかけ直しください。 ○

２３.
ウ
イ
ス
パ
ー
設
定

発信地域案内通知

発側ガイダンス ただいまおつなぎしております。しばらくお待ちください。 ○

着側ガイダンス
ウィスパー着側（発案：県名）1
（都道府県名）

・�固定電話発信の場合
「○○（都道府県名）・○○（都道府県名）」

・�携帯・PHS発信の場合
携帯電話の発信⇒「けいたい・けいたい」

　　PHS電話の発信⇒「ぴーえいちえす・ぴーえいちえす」
・�衛星電話発信の場合
「えいせい・えいせい」

×

着側ガイダンス
ウィスパー着側（発案：県名）2
（都道府県名＋端末名）

・�固定電話発信の場合
「○○（都道府県名）・○○（都道府県名）」

・�携帯・PHS発信の場合
携帯電話の発信⇒「けいたい○○（都道府県名）・けいたい○○（都道府県名）」

　　�PHS電話の発信⇒「ぴーえいちえす○○（都道府県名）・ぴーえいちえす○○（都道
府県名）」

・�衛星電話発信の場合
「えいせい・えいせい」

×

着側ガイダンス
ウィスパー着側（発案：CA名）1 
（CA名）※１

・�固定電話発信の場合
「○○（CA名）・○○（CA名）」

・�携帯・PHS発信の場合
携帯電話の発信⇒「けいたい・けいたい」

　　PHS電話の発信⇒「ぴーえいちえす・ぴーえいちえす」
・�衛星電話発信の場合
「えいせい・えいせい」

×

着側ガイダンス
ウィスパー着側（発案：CA名）2 
（CA名＋端末名）※１�※３

・�固定電話発信の場合
「○○（CA名）・○○（CA名）」
・�携帯・PHS発信の場合

携帯電話の発信⇒「けいたい○○（移動体CA名）・けいたい○○（移動体CA名）」
　　PHS電話の発信⇒「ぴーえいちえす○○（CA名）・ぴーえいちえす○○（CA名）」
・�衛星電話発信の場合
「えいせい・えいせい」

×

着側ガイダンス
ウィスパー着側（発案：CAコード）1 
（CAコード）※２

・�固定電話発信の場合
「○○（CAコード）・○○（CAコード）」

・�携帯・PHS発信の場合
携帯電話の発信⇒「けいたい・けいたい」

　　PHS電話の発信⇒「ぴーえいちえす・ぴーえいちえす」
・�衛星電話発信の場合
「えいせい・えいせい」

×

着側ガイダンス
ウィスパー着側（発案：CAコード）2 
（CAコード＋端末名）※２※４

・�固定電話発信の場合
「○○（CAコード）・○○（CAコード）」

・�携帯・PHS発信の場合
携帯電話の発信⇒「けいたい○○（移動体CAコード）・けいたい○○（移動体CAコー
ド）」

　　�PHS電話の発信⇒「ぴーえいちえす○○（CAコード）・ぴーえいちえす○○（CAコー
ド）」

・�衛星電話発信の場合
「えいせい・えいせい」

×

着側ガイダンスパターン
Cガイダンス です。 ×

入力結果通知

発側ガイダンス ただいまおつなぎしております。しばらくお待ちください。 ○

着側ガイダンス
ウィスパー着側（入力結果）
（基本）ウィスパー着側（PB入力結果通知）

入力指示ルーティングの入力結果をガイダンスします。
例：プッシュボタン信号で「1」と入力した場合、「いちです。いちです。」とガイダンスしま
す。
※入力結果または音声認識がエラーの場合は、〈NG時ガイダンス〉「エヌジー。エヌ
ジー。」とガイダンスします。（オリジナル化可能）
※入力指示ルーティングを経由しない場合は、〈通知情報なしガイダンス〉「通知情報はあ
りません。」とガイダンスします。（オリジナル化可能）

○

サービス識別音

発側ガイダンス ただいまおつなぎしております。しばらくお待ちください。 ○

着側ガイダンス　＜フリーダイヤル＞
ウィスパー着側（サービス識別音）

フリーダイヤルです。フリーダイヤルです。 ○

24.迷惑電話拒否設定 迷惑電話拒否ガイダンス こちらは、「0120-XXXXXXまたは0800-XXXXXXXまたは０５７０-ＸＸＸＸＸＸＸ」
です。この電話はお受けできません。ご了承ください。 ×

オプションサービス名 ガイダンス種別 ガイダンス内容 オリジナル化
可否

※１�発信地域細分化コード名（区域エリア名1/区域エリア名2）はガイダンスされません。該当エリアのCA名がガイダンスされます。 
※２�発信地域細分化コードはガイダンスされません。該当エリアのCAコードがガイダンスされます。
※３�携帯電話からの着信の場合、移動体CA名がガイダンスされます。
※４�携帯電話からの着信の場合、移動体CAコードがガイダンスされます。

ガイダンス一覧（インテリジェントサービス）

ガイダンス（待合せ開始）

＜フリーダイヤル＞

＜ナビダイヤル＞

こちらはナビダイヤル「０５７０- XXXXXX」ですが、ただいま混み合っています。空
き次第受付いたしますのでそのままでお待ちください。待合せ中の通話料金はかかり
ません。なお待ち時間は最大「▲分」となっております。

○

着側ガイダンス　＜ナビダイヤル＞
ウィスパー着側（サービス識別音） ナビダイヤルです。ナビダイヤルです。 ○
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２６.事前料金通知設定※５
事前料金通知ガイダンス（NTT料金通知
ガイダンス）
単位通話時間＋単位通話料金

ナビダイヤルでおつなぎします。「●秒」ごとにおよそ「▲円」の通話料金でご利用いた
だけます。

○
※６

２７.話中時・無応答時設定

話中時ガイダンス（基本）話中時01 大変申し訳ありませんがただいま回線が混み合っております。おそれいりますがしばらく
たってからおかけ直しください。 ○

話中時ガイダンス（基本）話中時02 大変申し訳ありませんがただいま回線が混み合っておりますのでおつなぎできません。
後ほどおかけ直しください。 ○

無応答時ガイダンス（基本）無応答 大変お待たせして申し訳ありません。おそれいりますがしばらくたってからおかけ直しく
ださい。 ○

３０.メッセージ蓄積情
報照会

メッセージ蓄積開始ガイダンス
（話中時）

こちらはメッセージセンターです。ただいま電話が混み合っております。お客様のメッ
セージをお預かりしますので、音声ガイダンスにしたがってメッセージをどうぞ。 ○

メッセージ蓄積開始ガイダンス
（時間外）

こちらはメッセージセンターです。ただいま営業時間外となっております。お客様のメッ
セージをお預かりしますので、音声ガイダンスにしたがってメッセージをどうぞ。 ○

メッセージ蓄積開始ガイダンス
（直接接続）

こちらは、メッセージセンターです。お客様のメッセージをお預かりしますので、音声ガイ
ダンスにしたがってメッセージをどうぞ。 ○

メッセージ蓄積開始ガイダンス
（汎用）

こちらは、メッセージセンターです。ただいま電話に出ることができません。お客様のメッ
セージをお預かりいたしますので、音声ガイダンスにしたがってメッセージをどうぞ。 ○

メッセージ蓄積入力要求ガイダンス
（会員番号） 会員番号を入力してください。入力が終わりましたら＃（シャープ）を押してください。 ○

メッセージ蓄積入力要求ガイダンス
（電話番号） 電話番号を入力してください。入力が終わりましたら＃（シャープ）を押してください。 ○

メッセージ蓄積入力要求ガイダンス
（郵便番号） 郵便番号を入力してください。 ○

メッセージ蓄積入力要求ガイダンス
（商品番号） 商品番号を入力してください。入力が終わりましたら＃（シャープ）を押してください。 ○

メッセージ蓄積入力要求ガイダンス
（注文番号） 注文個数を入力してください。入力が終わりましたら＃（シャープ）を押してください。 ○

メッセージ蓄積入力要求ガイダンス
（お名前）

発信音の後にお客様のお名前をお願いします。終わりましたら＃（シャープ）を押してくだ
さい。 ○

メッセージ蓄積入力要求ガイダンス
（住所）

発信音の後にお客様のご住所をお願いします。終わりましたら＃（シャープ）を押してくだ
さい。 ○

メッセージ蓄積入力要求ガイダンス
（ご要件）

発信音の後にご用件をお願いします。メッセージを入れ終わりましたら＃（シャープ）を押
してください。 ○

メッセージ蓄積入力要求ガイダンス
（メッセージ30秒）

発信音の後にメッセージを30秒以内でお願いします。メッセージを入れ終わりましたら
＃（シャープ）を押してください。 ○

メッセージ蓄積入力要求ガイダンス
（メッセージ60秒）

発信音の後にメッセージを60秒以内でお願いします。メッセージを入れ終わりましたら
＃（シャープ）を押してください。 ○

メッセージ蓄積入力要求ガイダンス
（メッセージ90秒）

発信音の後にメッセージを90秒以内でお願いします。メッセージを入れ終わりましたら
＃（シャープ）を押してください。 ○

メッセージ蓄積入力要求ガイダンス
（メッセージ120秒）

発信音の後にメッセージを120秒以内でお願いします。メッセージを入れ終わりましたら
＃（シャープ）を押してください。 ○

メッセージ蓄積内容確認ガイダンス メッセージの内容は以上でよろしいでしょうか。よろしければ1と＃（シャープ）を、もう一
度入力される場合は2と＃（シャープ）を押してください。 ○

メッセージ蓄積番号誤り再入力
ガイダンス 入力された番号が正しくありません。番号をお確かめのうえ、もう一度入力してください。 ○

メッセージ蓄積番号誤り切断前
ガイダンス 入力された番号が正しくありません。おそれいりますが、もう一度おかけ直しください。 ○

メッセージ蓄積登録完了ガイダンス メッセージをお預かりしました。お電話ありがとうございました。 ○

メッセージ蓄積BOX残数なし
ガイダンス 大変申し訳ございません。ただいま電話をおつなぎすることができません。 ○

オプションサービス名 ガイダンス種別 ガイダンス内容 オリジナル化
可否

※５�ナビダイヤル・インテリジェントサービスのみ提供です。
※６�全文オリジナル化する場合は、発信者が着信地域名や通話料金を正確に認識できる内容とすることが条件となります。

ガイダンス一覧（インテリジェントサービス）
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【ログインについて】

Ｑ１ ログインパスワードを忘れてしまった。

子オペレータＩＤの場合は、親オペレータＩＤで新たなパスワードを設定できます。詳細はＰ２８０を参照してく
ださい。親オペレータIDの場合は、０１２０－４３２０６０（２４時間受付）へご連絡ください。親オペレータＩＤ、
子オペレータＩＤのどちらかがわからない場合、カスタマコントロールメニューでご確認ください。カスコン業務
メニューに「99.オペレータＩＤ」のメニューがある場合は、親オペレータＩＤになります。

【受付先変更・時間外案内ガイダンスについて】

Ｑ２ 受付時間外にガイダンスを流したい。

「1.時間外・受付先変更設定」でスケジュール設定可能です。詳細はＰ26を参照してください。

Ｑ３ 受付先を変更したい。

Ｑ４ 時間外案内ガイダンスまたは受付先変更を設定したが、機能しない。

「1.時間外・受付先変更設定」は、「時間帯パターン」を作成後、「スケジュール」に設定しないと機能しません。Ｐ36
　を　　参照し、「時間帯パターン」を「スケジュール」に設定してください。また、「スケジュール」設定時の「保存」ボタン
は、＜曜日・祝日スケジュール＞＜カレンダースケジュール＞＜期間指定＞と３つあります。該当の「保存」ボタンを
クリックしてください。

曜日スケジュール、祝日スケジュール、カレンダースケジュールが重複している場合は、1.カレンダースケジュール、
2.祝日スケジュール、3.曜日スケジュールの順番で設定が優先されます。詳細はＰ27「スケジュールを組み合わせて
利用する場合」を参照してください。

「1.時間外・受付先変更設定」には、設定単位による優先順位があります。詳細はＰ27「設定単位による優先順位につ
いて」を参照してください。

スケジュール設定には、優先順位があります。Ｐ92「スケジュール設定の可能なメニューとスケジュールの優先順位に
ついて」を参照してください。

受付変更先に設定している時間外案内ガイダンスまたは受付先変更は機能しない場合があります。詳細はＰ28「受付
変更先に設定している時間外案内ガイダンスまたは受付先変更の動作について」を参照してください。

ＡＣＤグループ内の着信番号に時間外案内ガイダンスを設定しても、機能しません。（受付先変更は機能します）詳細は
Ｐ28「ACDグループをご利用のお客さまへ」を参照してください。

操作がわからないときは？

「1.時間外・受付先変更設定」でスケジュール設定可能です。詳細はＰ26を参照してください。
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【回線数変更について】

Ｑ５ 回線数（同時に着信できるコール数）を変更したい。

回線数変更には、スケジュールを組み変更する「２.回線数変更設定」とリアルタイムに変更する「３.リアルタイム
回線数設定」の２種類があります。「２.回線数変更設定」はＰ40、「３.リアルタイム回線数設定」はＰ56を参照し
てください。

Ｑ６ 回線数変更の設定が反映されない。

「２.回線数変更設定」は、「時間帯パターン」を作成後、「スケジュール」に設定しないと機能しません。Ｐ52を参照し、
「時間帯パターン」を「スケジュール」に設定してください。また、「スケジュール」設定時の「保存」ボタンは、＜曜日・祝
日スケジュール＞＜カレンダースケジュール＞＜期間指定＞と３つあります。該当の「保存」ボタンをクリックしてください。

「２.回線数変更設定」では曜日スケジュール、祝日スケジュール、カレンダースケジュールが重複している場合は、
1.カレンダースケジュール、2.祝日スケジュール、3.曜日スケジュールの順番で設定が優先されます。詳細はＰ41

「スケジュールを組み合わせて利用する場合」、Ｐ43「時間帯パターンに設定されていない着信番号がある場合の
動作について」を参照してください。

「２.回線数変更設定」と「３.リアルタイム回線数設定」を同時間帯に設定した場合、同時接続可能数の少ないほうが
機能します。詳細はＰ56を参照してください。

同時接続可能数を物理回線数以上に設定した場合、反映しません。物理回線数以下に設定してください。

スケジュール設定には、優先順位があります。Ｐ92「スケジュール設定の可能なメニューとスケジュールの優先順位に
ついて」を参照してください。

Ｑ７ カスタマコントロールで回線数を変更していないが、回線数が変更された。

１つの着信番号にフリーダイヤルやナビダイヤルを複数契約している場合、「３.リアルタイム回線数設定」で同
時接続可能数を変更すると、全てのサービス番号の同時接続可能数が変更されます。複数のサービス番号を契約し
ている着信番号の変更をする場合、Ｐ58「１つの着信番号に複数のサービス番号を契約しているお客さまへ」を必
ずお読みください。また、ダイヤルイン回線数管理をご利用のお客さまはP59を必ずお読みください。

【話中時迂回について】

Ｑ８ お話し中の場合の迂回先を変更したい。

フリーダイヤルまたはナビダイヤルの場合はP106「７.話中時設定」、インテリジェントサービスの場合はＰ２３８
「２７.話中時・無応答時設定」を参照してください。

【ガイダンス内容について】

Ｑ９ ガイダンスの内容を確認したい。

Ｐ３７２「ガイダンス一覧」を参照してください。フリーダイヤル、ナビダイヤル、インテリジェントサービスでは、
ガイダンス内容が異なりますので、ご注意ください。
また、オリジナルガイダンスは「19.オリジナルガイダンス」でファイルをダウンロードできます。詳細はＰ176を参照
してください。

Ｑ１０ ウィスパー着側ガイダンス（発信地域案内通知）のガイダンスを確認したい。

ＣＡ名は、Ｐ３５４「発信地域指定コード表（ＣＡコード）」の「ＣＡ名」がガイダンスされます。携帯電話からの着信
の場合は、「移動体ＣＡ名」がガイダンスされます。
ＣＡコードは、Ｐ３５４「発信地域指定コード表（ＣＡコード）」の「ウィスパーで案内されるＣＡコード」がガイダ
ンスされます。携帯電話からの着信の場合は、「移動体ＣＡコード」がガイダンスされます。
また、ウイスパー着側ガイダンスはカスタマコントロールでは変更できません。



384

【その他】

Ｑ１１ サービス番号に契約している着信番号を確認したい。

「２０.各種情報照会」で確認できます。詳細はＰ194を参照してください。

Ｑ１２ コールの状況（トラヒック）を確認したい。

システムメニューから「トラヒックレポートシステム」を選択してください。（Ｐ21参照）
照会単位および操作方法については、Ｐ２８４「トラヒックメニュー編」を参照してください。なお、トラヒックレ
ポート、接続確認内容照会については、お申込み（有料）が必要です。

Ｑ１３ ＦＤ話中、ＮＤ話中、ＬＳ話中の違いがわからない。

ＦＤ話中またはＮＤ話中：フリーダイヤルまたはナビダイヤルの契約回線数を超えた着信で接続できず、話し中となった
場合
ＬＳ話中：フリーダイヤルまたはナビダイヤルの契約回線数以内の着信ではあるが、着信先（契約電話番号）が発信・着信
などに利用していて接続できず、話し中となった場合

Ｑ１４ 担当別にオペレータＩＤを管理したい。

親オペレータＩＤで子オペレータＩＤを払い出すことができます。子オペレータＩＤは、操作対象番号や業務権限
を設定可能です。詳細はＰ２７４を参照してください。

Ｑ１5 作成可能なパターン数を確認したい。

カスタマコントロールメニュー パターン名 作成可能なパターン数

「1.時間外･受付先変更設定」 時間外パターン  20パターン

「２.回線数変更設定」 時間外パターン 100パターン

「２１.待合せ設定」 時間外パターン 100パターン

「４.分配比設定」
時間外パターン  20パターン

分配パターン  20パターン

「６.コールフロースケジュール設定 」
時間外パターン  20パターン

コールフローパターン  100パターン

操作がわからないときは？
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需０５７０-０６０４３２c24�r��付）携帯・PHS　OK

故障のお問合せは下記までご連絡ください。
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